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			第一章　バカはどこにでも湧く

			　


			　これは何だろう……。

			　何か、頭と体がフワフワする。

			　俺はどこかに寝かされているみたいだな。

			　夢──なんだろうか？

			　音がない。

			　視界もセピア色だ。空も大地も、俺を囲んでいる人たちも。

			　いや、本当に空で、大地で、人か？　雲もなければ草木もない。ただ平らな何かが上と下に広がっている。人と思ったモノたちも、どこか不思議だ。

			　なんと言うか、神々しいのだ。セピア色なせいで髪の色などは分からないが、三人いる女性たちは全員がこの世のものとは思えない程整った顔をしている。それに、着ている服も不思議だ。

			　首から足元までを覆う様なローブに、大小様々な装飾品や宝石があしらわれ、それだけでもファンタジー感が半端ない。頭に載せた王冠のような物も、キラキラと輝いているな。ファンタジー小説に登場する神官や巫女？　そんな印象だった。

			　そんなヒトたちが、何かに寝かされている俺を囲んで話をしている。声は聞こえないが、時折俺を指差すような素振りをするので、もしかしたら俺についての話をしているのかもしれない。

			　それにしても、ここはどこなんだろうな。

			　そもそも、このヒトたちにも会ったことはないはずなんだが……。

			　夢の登場人物にしては妙にリアルだ。

			　俺の妄想か？　でも、それにしては一人一人の顔や格好が鮮明なんだよな。俺の妄想力は自分が思っていた以上に凄かったのかもしれない。

			　しばらく三人の女性を観察していたら、一人が急に俺の顔を覗き込んだ。

			　何か言っているが、やはり聞こえない。

			　そう思って首を振ろうと思ったんだが、全く動かなかった。それどころか俺の体は俺の意思に反して勝手に腕を上げ、女性が差し出した手を握り返した。

			　勢いよく体を引き上げられる。どうやら過去にあった出来事を追体験しているという体の夢らしい。俺は見ていることしかできない様だ。

			　体を起こした俺の目に入ったのは、一振りの剣だった。

			　ビロードのような布が敷かれた台の上に、剣が横たわっている。

			　どこかで見たことがあるような……？

			　色がセピアなので配色はよく分からないが、柄や、刀身の形に既視感を覚える。

			　うーん？　ああ、そうだ、この剣は俺だ。多分、だが。

			　柄の紐の編み込み方や、刀身に縦に走る三本の線など、完全に剣としての俺の姿だ。

			　ただ、すぐに気付けなかったのには色以外にも理由がある。

			　それは鍔の意匠の違いだ。今の俺の鍔には勇ましい狼の意匠が施されている。

			　だがこの剣の鍔には、四人の目を閉じた女性の顔と、四枚の鳥の翼の様な意匠が彫り込まれていたのだ。天使か何かなんだろうか？　顔が四つ？　それも四人？　うーん、分からないな。

			　女性の一人が俺の腕を引いて立たせる。

			　そしてそのまま手を引いて台に近寄ると、そのまま剣に触れさせた。

			　すると──。

			


			『はっ！』

			　何があった？　え？　まじで夢見てたのか？　眠らない俺が？

			　えーっと、そうだ。今日もいつも通り、宿で眠るフランの横で休んでいたんだ。

			　で、不意に月を見上げて、そこから──そこからどうしたっけ？

			　よく思い出せないな。それにしても、さっきの夢みたいな光景は何だったんだろうか。

			　この世界に転生して、初めての経験だ。本当に単なる妄想なのか？　それとも──。

			『だめだ。全く分からん』

			「ん……」

			『おっと、あまり騒ぐとフランが起きちまうな』

			　夢の中で人間に戻っていたからか？　思わず独り言を呟いてしまった。

			　あんな夢見るなんて、もしかして人間に戻りたい願望でもあるんだろうか？

			　うーん、自分では全く意識してないんだがなぁ。

			　考えてみると不思議だよな。剣の体になってから、一度も人間に戻りたいと思ったことがない。フランに出会ってから、むしろ剣で良かったとすら思えている。

			　何でなんだろうな？　普通、人外転生したらどうにかして人間に戻りたいと願うものじゃないか？

			　自分で思っている以上に環境適応能力が高かったのかしらん？

			『うーん』

			　まあ、いいや。何か深く考えちゃいけない気がする。これで人間に戻りたい願望が出てきたりしたら、正直厄介だしね。

			　フランがいて、そのフランに装備されて、フランのために戦って。

			　今のままが一番だ。

			　いや違うか。もっと強くなって、フランにとっての最高の剣になるんだ。人間に戻っている暇などないのである。

			『よっしゃ！　何かやる気出て来た！』

			「ん……」

			　おーっと、やばいやばい。フランが起きちゃうじゃないか。何してるんだ俺！

			『フランさん？』

			「……すーすー」

			　セーフ！　ふう、最高の剣への道は、まだまだ険しそうだな。

			


			　ゴブリン討伐から一週間が経った。

			　俺たちは深夜の宿の厨房にいた。

			　今まで手に入れた素材を使い、料理を作り溜めするためだ。

			　大量に作成しても次元収納に入れておけば腐らないし、いつでも熱々をフランに提供できるからね。

			　今後、野宿した時のためにも、作れる時に作り置きしておきたい。

			　剣がフワフワ浮いて料理を作っている姿を見られたら騒ぎになるどころじゃすまないので、フランも一緒だ。人の気配を感じたら、即フランの手の中にダイブする作戦である。

			　まあ、夜中に厨房で抜き身の真剣を振り回す幼女と言うのも大概おかしな絵面だが、勝手に動く剣よりは幾分マシだろう。

			　宿のご主人からは食堂が閉まっている深夜なら使って良いと許可をもらっている。これで思い切り料理が作れるぞ。

			　魔獣肉以外の材料や調味料も、市場で買いまくって豊富に用意してある。むしろ、使い切れるか心配なくらいだ。市場の雰囲気に中あてられて、調子に乗っていたことは認めよう。本能の赴くままに買いまくってしまったのである。ソースや醤油などは甕かめ買いしてしまった上、スパイスも大袋で買いまくってしまった。特大サイズの鍋も複数個購入したしね。

			　おかげで一〇万ゴルドも使ってしまったよ。はっはっはっは。いや、フランには美味い食事で還元するよ？　まじで。それに、今は懐が温かいのだ。

			　討伐戦で手に入れたホブゴブリンの角、武具、アーミービートルの素材を全て処分したら、三万ゴルドにもなった。雑魚の素材を売ったにしては高い方だろう。実はホブゴブリンたちの装備に、弱いマジックアイテムが交じっており、それが結構高かったらしい。

			　さらにゴブリン討伐の依頼料でもかなりのボーナスが出た。参加者の基本報酬が三万ゴルド。ボーナスで四万ゴルド。フランには特別ボーナスがさらに三〇万ゴルド。

			　素材を売った分と合わせたら、計四〇万ゴルドもの収入だ。まあ、酒場で奢ったせいで一〇万減ったけどね！　他の冒険者たちにも結構なボーナスが入ったようで、翌日は朝から冒険者たちに礼を言われまくって大変だったな。

			　この一週間は経験を積むためにも、冒険者ランクを上げるためにも色々な依頼をこなしてきた。

			　毒沼に住む魚型魔獣の討伐や、珍しい薬草の採集などだ。

			　毒沼に潜む魔獣を倒すために、毒沼の水を次元収納に吸い上げるという作戦を使ったんだが、それでもまだ余裕がある。大型のサメサイズの魔獣が複数潜む様な、そこそこ広い毒沼の水を全て吸い尽くしたと言うのにだ。いやー、次元収納は本当に便利だね。

			　その時に仕留めた魚型魔獣はかなり美味らしいのだが、魔石値は大したことがなかった。他の魔獣に出会うこともなく、この一週間で魔石値が７しか得られていない。

			　ゴブリンスタンピードが特別だったってことなんだろうな。

			「師匠？　どうした？」

			『いや、何でもない。料理を始めようか』

			　おっと、今は料理に集中しないとね。

			『チャンチャンチャラチャチャチャララ～』

			「ちゃんちゃん？」

			『チャンチャラチャンチャンチャン～』

			「？」

			『はい、異世界クッキングの時間です』

			「お～？」

			　意味が分からなくとも雰囲気を察したのか、フランがパチパチと拍手をしてくれた。

			『本日最初のお料理はこちら！』

			「お肉？」

			『はい、用意したのはロック・バイソンと、クラッシュ・ボアの挽き肉、三〇キロずつです』

			　さらに、タマネギによく似た根菜と、黄金鶏の卵、パン粉、スパイス各種を用意した。

			『じゃあ、フランはそれを捏ねてくれ』

			「ん」

			『どうせなら、作れるだけ作っちゃうからな』

			「これで、毎日師匠の料理が食べれる」

			『料理王の称号がある分、フランの方が料理が上手いはずなんだけどな』

			「知らない物は作れない」

			『だよな』

			　フランが食べたいのは地球料理だからな。俺しか作れないんだよね。似た料理はあっても、洗練度合いが違うのだ。

			　ということで、俺はタマネギモドキをミジン切りにしていく。

			　ミジン切りにはオーラ・ブレードを使うことにした。これまでは、煮沸消毒した上で浄化魔術で綺麗にした俺自身を使っていたのだが……。魔毒牙とか使っているし、魔獣も斬りまくっている。ちょっと不安を覚えたのだ。今までにフランが不調を訴えたことはないが、今後もそうだとは限らないしね。

			　ミジン切りにしたタマネギモドキをフライパンでじっくり炒める。

			『混ぜ合わせた合い挽き肉に、タマネギモドキ、つなぎ、スパイスを投入して、さらに混ぜる』

			「任せて」

			　俺も、残った合い挽き肉を念動で混ぜ合わせた。こうして出来上がったのは特製ハンバーグのタネ六〇キロだ。正直作り過ぎた感はあるが、次元収納に仕舞っておけば腐らないからな。

			『ハンバーグを順次焼いていくぞ』

			「ん」

			　巨大オーブンを使っても一回では全部焼くことができない。

			　これは時間がかかりそうだ。

			『その間に、次の工程だ。この野菜類を全部切って、鍋に入れていきます』

			「ん」

			『これに水を張り、スパイス類やワイン等を投入』

			　そして、魔術で熱を加えつつ、念動と魔術でミキサーの様に野菜を粉砕だ。出来上がったのは特製デミグラスソースだった。

			　きっといい匂いがしていることだろう。匂いを嗅げないのが残念だよ。

			　さらにトマトソース、コンソメスープ、チキンブイヨンなども作る。この辺はフランに材料と作り方を指示してやってもらった。

			　フランが楽しそうにソースを掻き混ぜている。料理は好きではないが、こういった簡単なお手伝いはしたがるんだよね。そんなフランがまるで普通の子供の様で、思わずほっこりしてしまう。

			「ぐるぐるぐる」

			『そうそう、そうやってかき混ぜていくんだ』

			　ハンバーグが三回焼き上がる頃には、全てのソース、スープが出来上がった。

			　よしよし、このスープの素もとたちと、市場で仕入れた調味料と合わせれば、最早どんな料理でも作れるぜ。

			　ハンバーグはデミグラスソースに潜らせた物を次々と次元収納に放り込む。皿の上に取り出せば、熱々デミグラスハンバーグをいつでも食べることができるという寸法だ。

			　同じ様に、トマトソース味、和風ポン酢味も作っていく。

			　この後も、タイラント・サーベルタイガーの角煮や、ブラスト・トータスのから揚げ。ドッペル・スネイクの蒲焼きに、ストーン・スパイダーのフライ。ロック・バイソンのタンシチューに、クラッシュ・ボアの生姜焼き風。他にもソーセージやベーコン、ジャーキーや肉味噌など、色々作りまくった。

			『よし、肉料理はあらかた作り終えた』

			「ん！」

			　しかし、これで終わりではない。

			　俺たちは翌日も料理を作り続けた。手に入れたばかりの魚型魔獣を煮つけ、塩焼き、天ぷらにしてみる。

			　ムニエルなんかも考えたけど、やっぱ日本人なら和食だろ！　自分で食べる訳じゃないんだけどさ。

			　因ちなみに俺たちが次元収納に吸い込んだ毒沼は、突如消え失せた毒沼っていう怪談話になっているらしい。ネルさんは俺たちが何かをしたって分かっているだろうけど、冒険者の情報を言いふらす様な人じゃないしね。まあ、ちょっとやりすぎたかもな……。

			　魚料理以外にも魚出汁の中華スープや野菜炒め、サラダも忘れない。栄養バランスはしっかりしないとね。フランは育ち盛りなんだし。

			　いや、結構気になっていたのだ。最近は多少ふくよかになってきたが、町にいる他の子供と比べたらやはり線が細い。なので食事は重要なのだ。

			　勿論、主食も色々と用意する。侮れんことにアレッサの市場では米を売っていた。この地域は南北の街道が交わる場所にあるらしく、米も小麦も食べられている様だ。うどん、パン、ナン、中華麺など、様々な主食を作成していった。

			　そして、米とナンがあるからには、アレを作らない訳にはいかないだろう。

			『じゃあ、次は特別な料理を作ろうと思う』

			「特別？」

			　おいおい、そんなに目を輝かせるなよ。頑張っちゃうぜ？

			「なに？」

			『スペシャルでハイパーな超料理！　その名も──カレーだ！』

			「かれー？　知らない！」

			『ふふふふ。まあ、見てろ』

			　カレーは俺の大好物だった。今の俺は食べられないし、全く食欲が湧かないが、美味い物をフランに食べさせてやりたいという想いはある。なので、カレーだ！　これしかないだろう。

			『こうやって、スパイス類を砕いてだな』

			「ちょー豪華」

			　金と同等とはいかなくても、やはりスパイスは高価だ。そのスパイスを大量に使用するカレーは、それだけでも高級料理と言えた。

			『美味いカレーを作るためだ』

			「これを炒める？」

			『おう。こう混ぜ合わせながら、火を通していくんだ』

			「ふむ」

			


			　一時間後。俺たちの前には業務用サイズの鍋三つに満タンのカレーが生み出されていた。

			　最初は普通サイズの鍋で作ったのだ。スパイスは高いので。

			　だが、味見をしたフランの喰いつき方が凄すさまじく、小鍋のカレーをあっと言う間に喰い尽くしてしまった。その後、フランの催促により全スパイスをぶち込んでカレーを大量作成したのだ。

			　それぞれの鍋は甘口、中辛、辛口、さらに使っている肉や野菜も変えてある。我ながら最高の出来だ。日本に持って行けば商売できる自信さえある。

			「この料理に出会うために生まれてきた」

			『そこまで！』

			「ありがとう師匠」

			『今までで一番感情が籠もったありがとうな気がするぞ』

			　これはフランがカレーばかり食べないようにしないとな。

			　二日間で作った料理を全部合わせたら、二〇〇〇食分はあるだろう。つまり一年分以上の食料ということだ。フランは体に似合わず大食いなので、もっと早く食べ終わる可能性が大だが。

			　まあ、これでしばらく食事の心配をする必要がなくなったな。

			「とりあえず、カレーをもう一杯」

			『さっき食べただろ』

			「おねがい」

			『……仕方がない。一杯だけだぞ？』

			「ん！」

			　フランはしっかり運動もしてるし、一杯くらいはいいよな？

			


			　依頼の合間にガルス爺さんの店にも行ってみた。

			　相変わらず商人がギラギラした目つきで店の周りをウロウロしていたな。

			「こんちゃー」

			「おお、嬢ちゃんと師匠か！　久しぶりだな！　今日はどうした？」

			『防具の仕上がりはどうだい？』

			「がっはっは。順調よ！　見たらきっと驚くぜ！」

			「楽しみ」

			「今日は、それを聞きに来たのか？」

			『いや、少し相談があってな──』

			　俺はガルス爺さんに、自分が魔石を吸収して強くなる魔剣であると説明した。

			　ガルス爺さんは俺がインテリジェンス・ウェポンだと知っても言いふらしたりしなかったし、信頼できる相手だ。

			　他に相談できる相手もいないしな。

			「なるほど、お前さんにそんな能力がな……。で、それを周りに知られても大丈夫かどうか、分からないと」

			『ああ。どう思う？』

			「ふむ……。わしはやめた方がいいと思うがな」

			「やっぱり珍しい？」

			「珍しいな。少なくともわしは聞いたことがない」

			　凄腕の超有名鍛冶師が聞いたことがない？　それって、伝説級に珍しいレベルなんじゃないか？

			「やっぱ師匠は凄い」

			「ちと凄過ぎだな。インテリジェンス・ウェポンであることもそうだが、魔石を吸収して成長する能力も、容易に神剣を想像させる」

			　神剣。伝説の存在でありながら、確実に存在する超魔道具。

			　まあ、俺なんかとは桁違いに強いスーパー武器さんたちな訳だ。

			「神剣は、単体で国家間の軍事バランスさえ左右する存在だ」

			『そんなレベル？』

			「おう。わしが知ってるのは五本だけだが、それぞれに信じられん逸話がある。神剣の名の由来ともなった、始まりの神剣アルファ。国を滅ぼした逸話で有名な狂神剣ベルセルク。単騎で三万の軍勢を殺し尽くした戦騎剣チャリオット。悪魔王を封じているとされる魔王剣ディアボロス。そして、以前にも語った炎剣イグニス。他にも神剣が使用されたとされる事例がいくつかある。大抵は大量殺さつ戮りくの現場だったり、大破壊の跡地だったりするがな」

			　話の規模がデカ過ぎるんだよな。武器と言うか、最早兵器の話をしているとしか思えない。

			　ただ、そう考えると国の軍事バランスに影響を与えるっていうのも納得できた。

			　さすがの俺でも、そんな超兵器と自分を比べる自信はない。

			　勝ってることと言ったら装備者の可愛さくらい？

			「まあ、多少の誇張はあるだろうが、桁違いに強いことは間違いない。当然、各国が秘密裏に探している。だが、神剣を生み出すことのできる神級鍛冶師は、現在その行方が知れん。過去にいたとされる神級鍛冶師たちがまだ生きているのか、新たな神級鍛冶が生まれているのか、それも分からんのだ」

			「なんで？」

			「さてな。政治に利用されるのを嫌って身を隠したとか、神々に保護されているとか、色々言われているが、正確なところは知らん」

			『それって、本当に存在してるのか？』

			「時折表舞台に姿を現しては、凄まじい仕事を残して去って行くことから、存在しているのは確実なんだ。神剣でなくとも、彼らが作る魔道具は神器級の力を発揮するからな。それでも神剣には到底及ばんがね。だからこそ現在確認されてる神剣は各国が厳重に管理している」

			『それほどか』

			「ああ、それ程だ。もし、お前さんが神剣だという情報が流れれば……力ずくで奪おうとするモノが確実に出てくる。それも相当数な。本当かどうかは構わない。とりあえず奪ってから確認すりゃいいんだからな」

			　国や個人にかかわらず、色々な奴らに狙われる可能性があるだろうな。

			「相手が神剣持ちであっても、不意打ちや毒殺など、やりようはある。それに使用者が嬢ちゃんとなれば、どうとでも懐柔できると考える奴らもいるだろう」

			『結局、隠したままがよいってことか』

			「そうするべきだ。わしに明かしてくれたことは嬉しいが、今後は不用意にばらすんじゃないぞ？」

			　やはり、能力を明かすのはリスクが大き過ぎるか。しばらくは秘密だな。

			


			　その後も俺たちは日々順調に──かどうかは微妙だが、依頼をどんどん達成していた。まあ、他にやることないし。だが問題もあった。

			「今日も残念だった」

			『蟲しかいなかったからな』

			「歯ごたえない」

			『ここ一〇日で、魔石値が７しか溜まってないぞ』

			　そう、採取や調査の依頼は順調に達成しているのだが、最も欲している経験値と魔石値が全然入手できていなかったのだ。

			『フランのレベルは25だろ？』

			「ん」

			『今後、今までみたいな速さでのレベルアップは期待できない』

			「ん」

			『なのに獲物が全然いない。レベルを上げるには、今まで以上に経験値が必要なのに』

			「やっぱり、ダンジョン？」

			『あとは魔境だろうな』

			　話に聞くと、魔境と言うのはダンジョン並みに魔獣の数が多いらしい。

			　だからこそ『魔境』などと呼ばれる訳だが。

			　俺が目覚めた魔ま狼ろうの平原もそうだ。思い返せば生息する生き物の九割以上は魔獣だったと思う。遭遇頻度もかなり高かった。魔境の外で依頼をこなして来て初めて理解できたが、平原の魔獣の生息密度は異常だった。あれこそが魔境ということなんだろう。

			　しかしあそこに行くのは遠慮したい。枯こ渇かつの森に近づきたくないというのもあるが、どうやら平原の危険度が跳ね上がったようなのだ。

			　俺たちがアレッサの町に到着したのと入れ違いくらいに、冒険者たちが魔狼の平原の調査に向かったらしい。

			　大型魔獣の縄張り争い──俺とエリアボスとの戦いだった訳だが──が切っ掛けだ。

			　そして調査の結果、Ｂランク魔獣の姿が複数確認されたらしい。

			　俺がいた頃には影も形もなかったんだけどな。

			　魔獣っていうのは、繁殖以外でも魔力が凝り固まって超自然的に生まれる場合もあるらしい。多分、魔狼の平原の魔獣は後者の方式で生まれるのだろう。

			　だとすると俺が旅立った後にＢランク魔獣が誕生したということになる。

			『危なかった！』

			　もしもっと前に生まれてたら、俺なんかここにはいなかったかもしれない。と言うかいなかっただろう。Ｃランク魔獣相手にギリギリの戦いをしてるんだからな。

			　Ａランク魔獣が存在する可能性もあるので、調査隊の本隊はまだ調査を継続中らしい。

			　内部に入るのは危険が大きいので、枯渇の森の中から平原を観察するのだそうだ。あの森に長期間滞在するなんて、ご苦労様である。

			　しかしＡランク魔獣か。そんなものまでいる可能性があるとは……。

			　あの平原がＡランク魔境というのはちょっと違和感があったんだが、これは納得だ。むしろ俺がいた頃だけ、特別に魔獣が弱かったみたいだな。本当に運が良かったぜ。

			「じゃあ、やっぱりどこかのダンジョンにいく」

			『まあ、それも視野に入れないといけないだろうな』

			　だが悪魔を狩ることができたのは運によるところが大きい。もしあの悪魔が冷静沈着で、遠距離から着実に止めを刺しに来るようなタイプだったら、何もできずに転移の羽で逃げ帰っていただろう。

			『悪魔とかのボス級には挑まずに、浅い階層を攻めるのも手だとは思うけどな』

			　ダンジョンと魔境の情報を集めておくか。どちらに挑戦するにしろ、ガルス爺さんから防具を受け取らない内はこの町を出られないしな。

			


			　冒険者ギルドの二階には資料室と言う部屋がある。

			　そこは冒険者なら許可さえ取れば誰でも利用できるらしい。

			「おや、初めてかね？」

			「ん」

			「冒険者カードの提示を」

			　資料室の受付にいたのは小柄な老人だった。禿頭、胸まである白い髭、目を隠すほどのフサ眉毛。しかもローブを着込んでおり、仙人にしか見えない。

			『無駄に雰囲気があるな』

			「噂の魔剣幼女か」

			「噂？」

			「うむ。最近、お主のことが話題に上ることが多いでの。見たらすぐに分かったわい」

			　噂になってるのか。まあ、仕方ないよな。メチャクチャ目立ってるし。爺さんの反応を見るに、悪い噂じゃなさそうなのが救いか。

			『うーん。閑散としているな』

			　まあ、冒険者たちが資料を読んで予習をするような姿、想像できないが。

			　それでもチラホラと人の姿はある。皆、斥候系か、魔術師系の冒険者たちだった。脳筋系の前衛職に代わって、依頼の情報を下調べに来ているのだろう。冒険者パーティにおける知識人の悲哀を見たな。

			　しばらく調べれば、ダンジョンの情報がいくつか集まった。

			『アレッサから一番近いダンジョンは、ウルムットか』

			　ウルムットは、アレッサから遥か南にあるダンジョン都市だ。なんと、ダンジョンから得られる素材やアイテムの売買で発展した都市らしい。今いるクランゼル王国内の都市だし、国境を越えずに済むから行くのもそう難しくはないだろう。

			　もう一つが、このアレッサにあると言うダンジョンの情報だった。

			　爺さんに詳しく聞いてみたら、今では立ち入りが制限されているらしい。

			「なんで？」

			「そこはダンジョンマスターが倒され、コアだけが残ったダンジョンじゃ。コアさえ残っていれば、ある程度ダンジョンを操作できるのは知っているかの？」

			「ん。知ってる」

			　ゴブリンのダンジョンに突入する前、ドナドロンドに散々教えられた。

			　ダンジョンマスターを倒した後にコアを操作すれば、これまでそのダンジョンで生み出されたアイテムや魔獣を少しだけ生み出すことができるらしい。

			「アレッサのダンジョンはまさにコアだけ残ったダンジョンでな。様々な貴重な素材などを生み出すように設定されておる。言ってしまえば鉱山などと同じ扱いじゃな。故に、冒険者ギルドによって管理され、勝手に侵入できんようになっておる訳じゃ」

			　なるほど、冒険者に荒らされないように監視してる訳か。

			　だとするとアレッサのダンジョンは候補から外れるな。

			　残るはウルムットな訳だが──。

			（ウルムット面白そう。行ってみたい）

			『俺もだ。じゃあ、ウルムットのダンジョン情報を調べておこう』

			「ん」

			『何から調べるかね？』

			（ん。ウルムットの美味しい物）

			『他に調べるべきものがあると思うんだけどな』

			　旅費とか、ルートとかね。

			（そうだった）

			『分かってくれたか』

			（途中の町の名物も調べないといけなかった）

			『ああ、そうね』

			　フランの要望通り、ウルムットの名物などを調べた後に、ウルムットへの経路や中継地点の情報も調べておく。

			　陸路と海路があるそうだ。どっちがいいかね？

			　陸路なら色々な町で食べ歩きをしたり、綺麗な景色を観たりできるかもしれない。きっと見たこともないようなファンタジー的な絶景があるだろう。

			　海路だったら、優雅な船旅だ。サンサンと照らす太陽と、気持ちの良い潮風。船の引き波と戯れるイルカたち。まあ、異世界だからイルカはいないかもしれんが。船旅の醍だい醐ご味みは味わえるだろう。

			『フランは海路か陸路か、どっちがいい？』

			（陸路の方が安い）

			『まあ、そうなんだけどさ。ところで、フランは船に乗ったことはあるのか？』

			（奴隷だった時に一回。船底に押し込められていたけど）

			　何か、すまん。と言うか、船旅の記憶がそれだけって！　いかん！　それはいかんよ！

			『そ、そうか。じゃあ今度は海路を楽しんでもいいんじゃないか？』

			（楽しい？）

			『おう。船で海を行くのは気持ちいいぞ。美味い海産物もあるだろうし』

			（……魚？）

			『あとはエビとかカニとか貝とか、色々だよ』

			（ん。海路しかないと思ってた）

			　フランが口の端からタリーッと垂れた涎をゴシゴシと拭いつつ、キラキラとした目でウンウンと頷いた。やっぱり食べ物か。

			　ということで、目的地はウルムット。使うのは海路に決定したのだった。

			


			　二時間後。

			　俺たちは、アレッサの外に向かって歩いていた。

			　ダンジョンの情報や魔術に関する情報を調べ終わったので、薬草採取の依頼を受けたのだ。

			　ついでに魔獣を探してみるつもりだった。

			「やあ、また依頼かい？」

			「ん」

			　門番の一人──デルトが話しかけてくる。この町に来た日に対応をしてくれた人だ。思えば、このおっちゃんとも仲良くなったものである。まあほぼ毎日通っているし、フランは目立つからな。不愛想なフランにも毎回笑顔で話しかけてきてくれるいい人だ。

			　俺には分かるぜ。フランは一見不愛想だが、デルトに対しては他の門番よりも当たりが柔らかい。少しは気を許している証拠だろう。

			　デルトもそれが分かるのか、より一層フランを可愛がってくれるのだ。

			「今日も可愛いなぁ」

			　……ロリスキーじゃないよな？

			　だとしたら、こいつとの付き合い方を考えねば。

			「そう言えば、アルサンド子爵は知っているか？」

			「？」

			　デルトの言葉にフランは首を傾かしげる。もう忘れたか。まあ、興味ない相手だろうし、仕方ないか。

			『あれだよ。ギルドマスターの部屋に急に入って来て、文句言ってきた貴族』

			「ああ、雑魚副長？」

			　フランの物言いにデルトは目を丸くすると、すぐに笑い始めた。

			「はっはっはっは。そうそう、その雑魚副長だ」

			「あれがどうしたの？」

			「ああ、何やらフランちゃんのことを捜しているようだ。注意しておいた方がいい。昨日もあの男の部下だっていう奴が、君がここを通ったか確認しに来たし」

			　ほほう。きな臭いね。

			「奴は貴族だし、町じゃ好き勝手さ。しかも、嘘を見破るスキルというのを持っているらしいんだ」

			「知ってる」

			　正確には持っていた、だけどな。今は俺がいただいている。

			「そのスキルは、貴族の社会じゃとても有効なスキルなんだと。相手の弱みを握ったり、政敵を追い落としたりな。奴らは、空気を吐くのと同じくらい簡単に嘘をつくからな」

			　デルトさん、言うね。完全に俺の仲間。貴族に偏見を持ってるタイプだぜ。

			　貴族って言うだけで家柄以外に誇るものがないクソ野郎って思っちゃうからね。

			「そのせいで、あの子爵が問題を起こしても、実家が揉み潰しちまうんだ。おかげで余計に調子に乗って、より馬鹿なことをしでかすんだがな。フランちゃんにも何をしてくるか分からん」

			　うーん。ギルドで会った時に目を付けられたか？

			　言い負かして追い返したのはクリムトだったとは言え、フランもあの場にいた訳だしな。

			「分かった。気を付ける」

			「そうした方がいい。少しやばい噂を聞いたんだ」

			「噂？」

			「ああ、何日か前から、アルサンド子爵の様子がおかしくなり始めたとか」

			「どんな風に？」

			「急に挙動不審になって、精神を病んだっていう噂が出始めたと思ったら、王族相手に酷い失態を犯したとか。詳しい内容は分からないけど、実家も激怒していて今度ばかりは見捨てられるんじゃないかっていう話まである。その後はさらに酷い変わりようで、呪われたとか、邪神が乗り移ったとか、色んな噂が飛び交っている」

			　うわー、そんな相手にストーキングされているかもしれないってことか？　それは怖いな。

			　感情的な理由で襲われる可能性もあるかもしれない。これは少し警戒せねば。

			「じゃあ、いってらっしゃい」

			「ん」

			


			　薬草を探しながら、街道を歩く。

			　その間にも、俺は自分たちのステータスを確認した。

			『やっぱり、フランの状態が契約になってるな』

			「ん」

			　ダンジョンから戻って来て、改めてフランのステータスを見て気付いたのだ。

			　最初は奴隷契約が何らかの方法で復活してしまったのかと焦ったが、どうやら違うらしい。奴隷にされている時は、状態：奴隷だったからな。

			　今は契約という表記になっている。

			　その相手は俺だ。

			　なぜか俺と契約した状態になってしまっていた。いや、契約なんかした覚えはないんだけどな。何か不思議な力によって、いつの間にか契約してしまったらしい。

			　自分の体とは言え、やはりこの剣にはまだ謎な部分があるね。

			　物理的に距離を取ってみたり、装備を外してみたり、色々と検証はしてみたんだが、特に情報は得られなかった。分かったのは、何をしても契約状態が解除されることがないと言うことくらいだろう。

			　今のところ損も得もなさそうなので、放置するしかないが。

			　フランも特に嫌がってないしね。

			　薬草を探しながら街道を進んでいると、俺たちは同時に気配を感じ取っていた。

			（師匠）

			『ああ、誰かがつけてきている』

			　尾行者の数は二人。一人は素人臭いな。何せ隠蔽も何もない。気配が丸出しだ。

			　俺たちは、わざと街道を外れてみた。

			　すると気配も俺たちを追って街道を外れる。やはり俺たちを追ってきているな。

			　おびき寄せる狙いでしばらく森の中を進んでいると、気配が距離を詰めてきた。

			「お、おい！　とまれ！」

			　後ろから聞き覚えのある怒鳴り声が聞こえる。

			　釣り出されたとも知らず、ご苦労なことだ。

			「あれは……雑魚副長？」

			『多分、オーギュスト子爵……だよな？』

			　振り向いた俺たちは、一瞬戸惑ってしまった。一人は戦士風の男だ。多分、冒険者か傭兵だろう。見た記憶はないが、まあ普通の戦士風の姿である。

			　ただ、もう一人が問題だった。俺たちは見た瞬間、それがオーギュスト子爵だと分からなかったのだ。

			　たった一週間かそこらで、驚くほどに人相が変わり果てていた。それこそ、オーギュストの面影はあるものの、一見しただけでは本人かどうか判断できない。

			　頬はげっそりとこけ、目は真っ赤に充血し、髪はボサボサで所々抜け落ち、斑まだらに禿げてしまっている。その姿はまるでホラー映画に登場する幽鬼の様だ。え？　アンデッドになったりしてないよな？

			　何があった？　ムカつく奴だったけど、この有様を見たら、ちょっと同情してしまったぞ。

			「お、おお、お前！」

			　うわー。近寄って来たよ。

			「ギ、ギルドで我に働いた無礼、あ、贖あがなってもらうぞ！」

			　唐突だな。前置きも何もなく、いきなり叫び出した。

			　いや、この変貌ぶりからして嫌な予感はしていたのだ。

			「どちらさま？」

			「な、何？　我を忘れたとでも、言うのか！」

			「初対面」

			「ほ、本当か？　い、いや、嘘をつくな！　そんな訳がない！」

			「本当本当。人違い」

			　フランも関わり合いになりたくないのだろう。適当に煙に巻く気か？

			　いや、さすがに騙せないだろう。

			　そう思っていたんだが──。

			「え？　本当に人違いか？　いや、嘘だ！　嘘だろ？」

			「嘘じゃない。じゃあ、そう言うことで」

			「え？　え？　嘘じゃないのか？　嘘じゃない？」

			　気を病んでいるせいなのか？　まさか信じかけているぞ。

			　これは本当に押し切れるかも？

			「あ！　その剣は！　や、やはりギルドの獣人ではないか！」

			　すまんフラン。俺のせいで気付かれた。

			「や、やはり嘘だったのか！　くそっ、どいつもこいつも嘘ばっかつきやがって！」

			　お前が言うな！　最悪の嘘で俺たちを嵌めようとした癖に！

			「お、お前、その剣を、こ、こちらに渡せ！」

			「いや」

			「う、うるさい！　薄汚い冒険者風情が、き、貴族様に逆らうんじゃない！　と、とっとと渡せ！」

			「やだ」

			「わわ、我を誰だと思っている！　オ、オーギュスト・アルサンド様だぞ！」

			　そう金切り声で叫んだオーギュストは、頭に右手の爪を突き立ててガリガリと掻き毟る。髪の毛が抜け落ち、額に血がツーッと垂れた。ホ、ホラーな光景だぜ。サイコホラーの登場人物にしか見えん。

			　男の奇行は止まらない。今度は両手で頭をかきむしり始めた。

			「？　気が触れた？」

			　正直、これ以上こいつと関わるのは面倒だな。

			　逃げるか斬るか。フランと相談していたら、オーギュストの隣にいた男が前に出てきた。

			「まあまあ、オーギュスト殿。ここは私にお任せを」

			「く、ぐぬぬ」

			「俺が少しばかり痛めつけてやりますよ」

			「そ、そうか。では任せるぞ。ひひひ」

			　嫌な顔で笑いやがるな。

			　精神が壊れても、腐りきった性根は治らないってことかね？

			「と言う訳だ。その魔剣をよこしな。子爵様の命令だ」

			「やだ」

			「くっくっく。痛い目を見る前に、とっとと渡した方が身のためだと思うがね」

			「そ、そうだ！　ギュランは、す、凄腕の傭兵なのだぞ！」

			「分かったか？　ほれ、剣をこっちに渡せ」

			「い・や・だ」

			「ちっ。クソガキが粋がってんじゃねーよ。実力差も分からんのか？」

			　と言うギュランの実力は？

			　うーむ。鑑定して見たが、大したことないな。雑魚ではないが、それほど強くはない。少なくともフランよりは弱かった。凄腕の傭兵と言うには力不足じゃないか？

			「うん？　お前、黒猫か？」

			「……」

			「俺様は青猫族だ。俺が憎いか？　ええ？」

			「青猫族は、敵！」

			　フランから発せられる、強い敵意。

			　これほどの敵意をフランが他人に向けるのは、俺と出会ってからは初めてかもしれない。

			『フラン？　どうした？』

			（青猫族は、奴隷商人が多い種族。中には、闇商人もいる）

			『フランを捕まえていたみたいな？』

			（そう）

			　この男もそうかもしれないな。所持スキルに商売、恫どう喝かつ、捕縛があるし。

			（五〇〇年くらい前、青猫族は黒猫族を騙して、奴隷にして、売った。それ以来、青猫族は黒猫族の敵）

			『青猫族が黒猫族を騙したのか？』

			（青猫族に、仲良くするふりをして、騙し討ちされた。たくさんの黒猫族が捕まって、売り飛ばされた。獣人の王に訴えたけど、黒猫族は地位が低い。黒猫族の話は聞いてもらえなかった）

			　嫌な話だ。覚えておこう。奴隷商人の青猫族ね。

			　フランの敵は俺の敵。つまりこいつは敵だ。

			「何だ急に黙りこくって？　今更ビビったか？　だが、もうおせーよ。少し痛い目見て、自分の無謀さを嘆くんだな！　まあ、デカい傷はつけねーよ？　何せ、売り物にならなくなっちまうからな！」

			『真っ黒だな。こいつ闇奴隷商の関係者だ』

			（ん）

			「精々泣き喚け！」

			　男が腰の剣を抜いた。強い魔力を帯びている。結構強いぞ？

			


			　　名称：幻輝石の魔剣

			　　攻撃力：６５０　保有魔力：２００　耐久値：６００

			　　魔力伝導率・Ｂ

			　　スキル：幻影撃

			


			　武器だけではない、ギュランの全身から強い力が感じられた。

			（あいつの全身、魔道具？）

			『ああ、そうだろうな』

			（じゃあ、貰う？）

			『次元収納を試すか』

			　戦闘中に相手の装備を収納できたら強いんじゃね？　ということに最近気付いたのだ。

			　いやー、今まで全然思い付かなかったね。

			　元々、次元収納の能力を色々試していたのだ。時間経過は本当にないのか、温度は全く変化しないのか？　等々だ。

			　素材が腐ったりせず、料理も熱々のままなので、内部の時間は止まっているということは前々から分かっていた。それを本格的に計測してみたのだ。結果として時間経過はなし。次元収納内では完全に時が止まっていた。

			　そんなことをやっている最中に、ふと閃いた訳である。戦う相手が魔獣ばかりなので、試す機会がなかったのだが……。ちょうどいい相手が来た。

			「お？　やる気か小娘？」

			　フランが俺の柄に手をかける。

			　ギュランは馬鹿にした顔でフランを見た。子供が無駄な抵抗をしようとしているとでも思っているんだろう。剣を構えもせず、ニヤニヤと笑っていた。

			「ん」

			　フランが俺を抜き放つ。

			　そして、ギュランがその場に横転する。

			「あ──ああああああああ！」

			　一瞬でギュランの真横に移動したフランの足元には、ギュランの両足が転がっていた。逃げられないように足を奪ったんだろう。

			「じゃあ、次元収納を試す。まずは鎧」

			「ひぃぃっ！」

			　這って逃げようとするギュランの肩口に、ザクッと俺が突き立てられる。

			「ぎぃでぇぇぇっ！」

			　痛覚鈍化スキルがあっても、無痛と言う訳にはいかないのか。そんなことを考えつつ、次元収納を発動するが……。

			『収納できないな。どうも、相手が装備中のアイテムは、収納できないみたいだ』

			　残念だね。これができたら、戦闘でもさらに役立ったのに。

			（じゃあ、体から離れたら？）

			「ひあああ！」

			　フランに振るわれた俺によって、ギュランの肘から先の両腕が切り飛ばされた。

			　その腕には魔道具の腕輪が嵌められている。

			（師匠、収納してみて？）

			『お、おう』

			　敵には容赦ないね。いや、今回は静かに怒っているようだ。いつもより苛烈である。

			　フランは喚くギュランには目もくれず、俺を腕輪に押し当ててくれる。次元収納発動だ。

			『仕舞えたな』

			　本体から切り離された部位に装備されている物は、収納できるらしい。

			「剣も」

			『ああ』

			　落ちていた剣をいただく。これも収納できた。

			「何で、こんなことに……！　あああぁ！　ちくしょうぅ！」

			　それにしても、この状態でよく喋るな。痛覚鈍化スキルのおかげか？

			「何でだ！　俺のスキルでは、こんな強い訳が……！　いいい、命だけはぁぁぁ！」

			　スキルが何だって言うんだ？　──ああ、なるほど。強者察知というスキルがあるな。他者と自分のレベル差を感じ取るスキルみたいだ。このスキルでフランのレベルが自分よりも下だと知った訳ね。黒猫族で、自分よりもレベルが下で、少女。侮るには十分か。

			（鎧以外は全部いただいた）

			『まあ、鎧を剥ぐのも面倒だしな』

			（じゃあ……装備者じゃなくなればいい）

			『まあ、そうなんだが……。俺がやるから』

			　ギュランはゴブリンや他の魔獣とは違う。どれだけムカついても人だ。

			　さすがにフランでも躊躇ためらうと思ったんだが……。

			（ううん。いい。私がやる）

			　そう言って、フランは躊ちゅう躇ちょなく俺を振り抜いた。

			「あ──かひゅぅ──……」

			　首筋を切り裂かれた男は、空気の抜ける音を残して、もがく。

			　ギュランの首筋から赤い血液と共に、生命が流れ出していくように思えた。

			　顔からは血の気が引き、見開かれた目が恨めしそうにフランを見つめる。睨むのではなく、ただただ虚ろな目で見ていた。唇が震え、次第にその震えが全身に伝でん播ぱしていく。

			　その後、何もない宙を掻き毟るように腕を動かし──ギュランは事切れた。

			　呆気ないな。

			『フラン、大丈夫か？』

			（いつかは経験すること。相手がこいつで良かった）

			　初めて自分の手で人を殺したにしては、落ち着いてるな。

			　一族の仇敵みたいな相手だったし、悪人だったからかもしれないが。

			　強がりには見えない。本当に良心の呵責は感じていないらしい。

			　精神安定スキルも効いてるのだろう。殺しに対する精神的ハードルを下げるスキルだが……。取得しておいて良かった。

			　良識とか色々あるが、このさい無視だ。

			　フランがウダウダ悩まずに済むならそれでいい。

			　だいたい、俺ってばウジウジ系の主人公は好きじゃないしね。敵を一人殺す度に鬱モードとか、イライラしかしないのだ。

			　子供に人殺しをさせてはいけないとか言う、現実の見えてない甘々な意見は却下である。

			　こんな世界で敵を殺すことを躊躇っていたら、命がいくつあっても足りない。むしろ、勘違いした優しさを教える方がフランのためにはならないのだ。

			『じゃあ、早速収納を試すぞ』

			「ん」

			『よし。じゃあ、まずは鎧からな』

			　鎧、ブーツ、短剣、盾、手甲、首飾りと、次々と収納していく。

			　やはり死体であれば、問題なかった。

			「ひひひひひぃ！」

			　笑い声なのか悲鳴なのか、よく分からない声を出して腰を抜かしているのは、雑魚副長ことオーギュストだ。

			「ばば、馬鹿な！　ルーズ戦役の英雄だぞっ！　せ、一〇〇〇人斬りの、超人が、こ、こんなにあっさり！」

			　オーギュストさん、完璧に騙されてますな。一〇〇〇人斬り？　ふかし過ぎだろ。

			　それにギュランが英雄だって？　あり得ない。ちょっとでも人となりを知れば、それくらい分かるだろうに。そんな嘘に騙される方が難しいぞ。

			（騙されてる？）

			『だろうな。しかし、腐っても貴族だろ？　ここまであからさまな嘘に騙されるか？』

			　いや、もしかして俺のせいか？

			　虚言の理を奪ったから、正常な判別ができなくなっちゃったとか？

			　小さい頃からこのスキルを持ってたなら、人との会話の時に、必ず虚言の理を使っていた可能性は高い。そのスキルをある日突然失ったら？　精神の均衡を失ったり、人の嘘を全然見抜けなくなったりするかもしれない。

			（師匠のせい）

			『え、やっぱそう？』

			（ん。グッジョブ）

			『あ、褒めてくれてんのね』

			　相変わらず、敵対した相手には厳しいぜ。ま、まあ、ここは自業自得ってことで。俺たちに絡んできたこいつの運が悪い。そう、俺は悪くない。

			「そ、それに、ギュランの装備を、どこへやった！　あ、あれは、我が買い与えた、最高級の武具なんだぞ！」

			　ギュランにカモにされていたんだな。色々と吹き込まれて、財布代わりにされていたんだろう。哀れな。

			『なあ、こいつどうする？』

			（……無視）

			『うーん。それでいいのか？』

			　とりあえず、ギュランの死体は収納しておいた。放置するとアンデッドになるらしいからな。どこかで処分しなきゃいけないのが面倒だが仕方ない。

			　ついでに、こいつが持っていた二万程のゴルドも収納できてしまった。

			　まあ、これも一応いただいておこうかな。慰謝料代わりってことで。

			　持っていて無駄になるものじゃないしね。

			　あとはオーギュストの処遇だが……。どうしよう？

			　捕まえる？　殺す？　無視？　洗脳？　一応貴族だしな～。

			　そんな風に悩んでいると、この場に近づく新たな気配が出現していた。

			（師匠……！）

			『ああ、かなりの魔力だ。気を付けろ！』

			「ん！」

			　フランはオーギュストなど無視して、油断なく身構える。

			　その間にも、謎の気配は凄まじい速度で近づいてきていた。

			　しかし、感じたことのない魔力だな。魔獣や、人とも違う。不思議な魔力だ。

			　もしかして、フランを狙っているのか？

			　いや、馬鹿子爵も一応貴族だし、狙われる可能性はあるか？

			　ともかく、気は抜けない。

			「な、何だまた剣など抜いて！　や、やるのか！」

			　オーギュストが何やらうるさいな。考えてみたら、戦っている最中に邪魔されたら迷惑だ。ここは、少し黙っていてもらおう。

			『フラン』

			「ん。わかった」

			「な、なな、何だ……──」

			　ドス。

			「あ……？」

			　フランの手刀で意識を失った子爵を放置して、待つこと十数秒。

			　現れたのは、半透明の変な奴だった。

			　なんと言うか、ウネウネと形を変え続ける水の球が、宙に浮いているかのような姿だ。

			　敵意は感じられないが、一体何者だ？

			「フランさん、殺していませんね？」

			　悩んでいたら、急に声が響いた。

			「？」

			　もしかして目の前のこいつか？　いや、口も顔もないから、確証はないが。

			　多分この不定形が声を出したんだと思う。

			　それに、その声には聞き覚えがあった。

			「ギルドマスター？」

			「そうです。ああ、あなたは初めて見るのでしたか？　これは、私の使役する精霊の一種です。ご安心を」

			「精霊……初めて見た」

			　俺も初めて見たけど、何か想像と違うな。

			　もっと、人っぽい姿を想像してたのに。シルフとかウンディーネとかね。

			　それは、フランも同じだったようだ。首を傾げて精霊？　を見つめている。

			「なんか、変」

			「変とは何です！　変とは！　確かに、その子は中級精霊ですから、人型ではありません。ですが、この子もとてもかわいいのですよ！」

			「でも、もっとカッコイイのがいい」

			「人型の精霊は上位精霊なのですよ。戦闘時でもないのに、そんな上級の精霊を召喚する訳ないでしょう」

			　人型の精霊は上位精霊なのか。そしてギルマスはそれを召喚できると。

			　中級でもこれだけの魔力があるんだ。上級はどれくらい強いんだろうか。

			　もし複数の精霊を同時に召喚できるとしたら、相当な戦力だろう。

			　ギルマス本人でも凄まじく強いのに、精霊が加わったら手が付けられないんじゃ？　さすがギルドマスターになれるだけの実力はあるってことか。

			「何の用？」

			「おっと、そうでした。アルサンド子爵が町を出たという情報を得ましてね」

			　ついさっきの話なのに、耳が早いな。

			「門番のデルトさんが知らせてくださったのですよ。アルサンド子爵があなたを追って行ったが、大丈夫だろうか、とね」

			　デルトさん、ロリスキーかもしれないなんて思ってごめん。単に善い人なだけだった。

			「来た」

			「やはり！　アルサンド子爵の身柄を秘密裏に確保するよう、ギルドに要請が来ています。殺していませんよね？　ね？　え、もしかして殺してしまいました？　それは困るんです！」

			「殺してない」

			「ほ、本当ですか？　良かった！　その身柄を引き渡していただきたいのです。無論、タダとは言いません」

			「いいよ」

			　ぶっちゃけ処遇に困ってたし。引き取ってくれるならむしろ有り難い。

			「本当ですか？　有り難い！　では、すぐにその場に向かいますので、身柄の確保をお願いしても？」

			「ん」

			「では、失礼！」

			　ギルマスの言葉と同時に、精霊の姿が掻き消えた。どうやらメッセンジャー代わりだったらしい。

			


			　一〇分後。ギルマス本人が息せき切って現れた。

			　早いな。余程急いできたらしい。

			「フランさん、お待たせしました」

			「ん」

			「アルサンド子爵は……ああ、いましたね。おい」

			　ギルマスが連れて来た冒険者が、意識を失って倒れているオーギュスト子爵を担ぎ上げると、運んでいく。

			「どこに連れていく？」

			「ああ、オルメス伯爵の使いの下ですよ」

			　新しい人名だな。誰だ？

			「オルメス伯は、アルサンド子爵の御父上です」

			「父親が、子供を捕まえさせた？」

			「はい。これはここだけの話にしてほしいのですが。元々、アルサンド子爵は問題の多い人物でした。しかし、嘘を見抜くスキルを持っていたため、オルメス伯爵は彼を罰することなく、利用してきたのです」

			　虚言の理によるメリットと、素行の悪さのデメリットを天てん秤びんにかけて、メリットの方が大きいと判断していたんだろう。

			「ですが、数日前にそのスキルが突如消失したようなのです。理由は分かりません。非常に珍しい現象ですし。まあ、スキルを下らないことに使う彼に、神が罰を与えたのかもしれませんが」

			　そうそう、罰が与えられたんだよ。そう言うことにしておいてくれ。

			「彼の変わりようは私も驚くほどでしたよ。誰と接するにしても、嘘判別のスキルを使っていたのでしょうね。それがなくなった彼は、誰も信用できなくなったようでした」

			　まあ、そんな生易しい感じではなかったが。完全に壊れかけていた。

			　便利なスキルを手に入れたぜイエー、とか思っていたけど、使用を少し控えよう。馬鹿子爵みたいにはなりたくないし。

			　自分だけは大丈夫なんて思える程、俺は特別な奴ではないのだ。

			「数日前には、視察に訪れた王族に対しても問題を起こしました。礼儀も何も無視して、謁見の間でいきなり掴みかかり、嘘をつくなと叫んだのです」

			　うわー。それは酷い。礼儀作法に疎い俺やフランだって、そこまで酷くはないぞ。

			　いや、待てよ？　確か、宮廷作法のスキルも奪ったな。それも影響してるんじゃ……？

			「そして、軟禁中の一室を抜け出し姿をくらましたのです。その際に、かなりの額の金きん子すを持ち出したようですね。その大半を使い、高額な武具を買ったところまでは足取りが掴めていたのですが」

			　十中八九、ギュランの手引きだろうな。そしてフランを捕まえたあとは、アレッサに戻らず高飛びするつもりであったと。

			　馬鹿子爵はどうとでもできるしね。

			「オルメス伯としては、事を大きくしたくないのでしょう。アルサンド子爵がこれ以上の問題を起こす前に、身柄を確保したいと秘密裏に依頼してきたのです」

			「秘密？」

			「ええ。これは私見ですが、彼がスキルを失ったことを隠したまま、どうにか利用したいのだと思います。影武者を立てるのか、治療を施すのかは分かりませんが。そのためにも、子爵の身柄を押さえておきたい。そして、この事態が露見するのを防ぐためにも、できるだけ秘密裏に事を運びたい。そう言うことでしょう」

			「もう無理」

			「私もそう思いますがね。まあ、失敗しようが成功しようが、私には関係ないですし。権力者に恩を売っておいて損はないですからね。依頼料も、口止め料込みで非常に良かったですし」

			　ほほう。依頼料が良かった、とな？

			「じーっ」

			「……そう睨まなくても、依頼達成扱いにさせていただきますし、ボーナスもバッチリお付けしますよ」

			「ん。当然」

			「その代わり、分かっていますね？」

			「口は堅い方」

			　自信ありげにコックリと頷くフランに、ギルマスは妙に不安げな視線を向けているな。

			「はぁ。本当に頼みますよ。相手は大貴族ですからね。怒らせたら色々厄介なのですよ」

			　俺たちだって貴族の御家騒動に巻き込まれるとか勘弁願いたい。頼まれたって、言いふらすようなことはしないさ。

			「ああ、子爵の持ち物に関しては、回収できなくてもいいと言われていますのでご心配なく」

			　武具やお金をガメたと思われてるな。いや、それに近い状態なんだけどさ。何か、ギルマスに対する借りが増えてる気がするな。

			　ギルマスには伯爵サイドにフランの名前は伝わらない様にお願いしておいた。大貴族様は、下々の者の名前なんか興味ないだろうけどさ。念のためにね。

			　因みに、依頼料はボーナスと口止め料込みで、二〇万ゴルド。いきなり所持金が二倍だ。

			　さすが貴族の依頼だね。金銭感覚がおかしくなりそうだ。

		

	
		
			第二章　ランクＡの実力

			　


			　オーギュスト・アルサンド子爵とのいざこざから数日。

			　今日も今日とて、俺たちは依頼を探して冒険者ギルドにやってきていた。

			　ガルス爺さんから防具を受け取るまでまだ一週間ある。その間はアレッサに留まらないといけないからな。

			（また、薬草採集？）

			『それも飽きたよな～』

			（ん？　なんか煩うるさい）

			『人も多くないか？』

			　フランがギルドの扉を開けると、ギルド内が妙に騒がしかった。

			　冒険者の数がいつもより多い気がするな。

			「ネル。何があった？」

			「フランちゃんこんにちは。実はね、魔狼の平原の調査に行っていた高ランク冒険者が帰ってきたのよ」

			　なるほど。だから妙に強そうな奴らが増えてるのか。

			「そう言えば、あなたはまだ会ったことがなかったかしら」

			「ん」

			『高ランクってことはランクＡとかＳの冒険者もいるのか？』

			「ランクＳがいる？」

			「さすがにＳはいないわね。でも、ランクＡが一人いるわよ。ランクＢもいるし」

			　ランクＡって言ったら、ソロでランクＢ魔獣を倒せる強さってことだ。つまり、俺たちが運よく勝てたあの悪魔を普通に倒せる実力者である。

			「一ヶ月くらい前から、魔狼の平原の調査に出向いていたのよ。経験を積ませるために、ランクＣ～Ｆの冒険者も沢山同行して。そのせいで、ゴブリンの討伐も大おお事ごとになっちゃったけど」

			　なるほど。Ａ、Ｂランクの冒険者がいれば、もっと簡単に片がついただろうな。それこそ少数精鋭であっさり攻略できていた可能性が高い。

			　ただ、その場合は俺たちが悪魔を倒せなかっただろう。

			　俺たち的にはタイミングが良かった。

			『ドナドロンドが一番強いのかと思ってたぜ』

			「ん」

			「どうしたの？」

			「ドナドが一番強くなかった」

			「ドナドロンドさんは教えるのが上手だから教官役なのよ。それに、現役を続けていれば、Ｂ級は確実だったはずなのよ？　でも、後進の指導に努めたいって言って、教官になったんだって。もう一五年くらい教官やってるから、アレッサのＢ、Ｃ級の半分以上が教え子なのよ？　だから、大抵の冒険者はドナドロンドさんの言うこと聞くし」

			　なるほどな。駆け出しの頃に世話になった教官役にだったら、多少粗暴な奴らでも案外素直に従うか。だからこそゴブリン討伐戦ではドナドロンドが前線にいたんだろう。

			「ランクＡの人も？」

			「ああ、あれは違うわ。と言うか、誰の言うことも聞かないし。正直、個性が強過ぎて扱いにくいのよね」

			「あらあら。ネル、私の陰口？」

			　うおっ！　後ろから女の人に話しかけられたが、全然気配を感じ取れなかった！

			「きゃっ！　アマンダ！　気配を消して近づかないでよ。そう言うことをするから、扱いにくいって言われるのよ！」

			　どうやらこの女性がランクＡ冒険者だったらしい。いやー、突然現れたからビビったぜ。

			「うふふ。扱いにくくて結構よ。使い走りの犬じゃないんだから」

			　言葉は剣呑だが、二人の顔には笑みが浮かんでいる。軽口を言い合える仲、ということなのだろう。

			「紹介するわフランちゃん。ランクＡ冒険者のアマンダ。これでもうちのエースよ」

			「これでもって何よ～」

			　結構な美人だな。黒い髪を背中で切りそろえた、和風な感じさえ漂う、おっとり系の柔らか美人さんだ。声も、柔和な感じのする聞き心地の良い声をしている。

			　


			　

			　


			　ただ、会話を聞いた感じ性格は結構強したたかそうだけどな。

			「まあ、悪い人間じゃないから。それに子供好きだし。何せ称号にね～……」

			「ちょ、やめてよネル！　恥ずかしいでしょ！」

			「何でよ。あなたにピッタリの称号じゃない」

			「いいの！　おほほほ。お見苦しいとこ見せちゃってごめんなさい？　よろしくね、お嬢さん。アマンダよ」

			「ん。フラン」

			「凄いわね。その年で、その実力……。将来有望だわ～」

			「分かるの？　アマンダ？」

			「当たり前でしょ」

			　さすがランクＡ冒険者。ちょっと見ただけでこっちの実力を看破するとは。鑑定系のスキルはないんだけどな。単純に、経験のなせる業なのか？

			


			　　名称：アマンダ 　年齢：58歳

			　　種族：ハーフエルフ

			　　職業：嵐闘士

			　　Lv：70

			　　生命：６４６　魔力：８２５　腕力：３２７　敏捷：４５１

			　　スキル：威圧７、詠唱短縮６、隠密８、解体８、風魔術10、剛力５、瞬歩７、状態異常耐性７、全方位察知６、属性剣７、投擲８、鞭技10、鞭聖技５、鞭術10、鞭聖術６、暴風魔術４、魔術耐性６、魔力感知６、気力操作、ドラゴンキラー、暴風強化、魔力操作

			　　ユニークスキル：精霊の寵ちょう愛あい

			　　称号：子供の守護者、ダンジョン攻略者、ドラゴンキラー、風術師、魔獣の殲滅者、ランクＡ冒険者

			　　装備：天龍髭の魔鞭、老多頭蛇の全身革鎧、魔毒蜥蜴の外套、魔眼王牛の靴、身代りの天輪、雷霆鳥の羽飾り、防壁の指輪、魔痺梟の羽手裏剣×24

			


			　称号に子供の守護者というのがある。ネルさんが言いたかったのはこれだろう。子供好きに与えられる称号か？

			　しかし強いな。ギルマスやドナドを見た時にも驚いたが、アマンダはそれ以上だ。

			　正直、恐ろしくさえある。そりゃあこの人なら悪魔も狩れるだろう。

			　逆らう気さえ起きない。どんな奇襲を仕掛けても、勝つビジョンが思い浮かばなかった。

			『やばいぞ。絶対に逆らうなよ』

			（ん。大丈夫）

			　フランもアマンダの強さは感じ取っているらしい。神妙な顔で俺の言葉に頷いている。

			「ギルド始まって以来の、最速昇格者っていう話、他の冒険者からも散々聞かされたわ。ちっちゃくて凄くかわいい、魔剣を携えた獣人の美少女だって！」

			　何？　フランが褒められるのは嬉しいが、ちょっと外見に言及され過ぎじゃないか？　どこのどいつだ！　フランを邪よこしまな目で見てやがるのは！

			「でも、ギルマスは油断するなって。外見に騙されたら、痛い目見るぞって」

			　ギルマスめ！　ランクＡ冒険者に何吹き込んでやがる。まあ、ギルマスが「フランちゃんは可愛いですよ～」とか言ってたら気色が悪いけどな。

			「あ、そうだ。フランちゃんが来たらギルマスの部屋に通すように言われてるんだった」

			「部屋に行けばいい？」

			「お願いできる？」

			「ん」

			「あら、残念。お食事でもと思ったのに。ギルマスが相手じゃ、諦めるわ」

			「ばいばい」

			「きゃー！　可愛いわ。こんな妹が欲しい！」

			「アマンダ、あなた何歳だと思ってるの？　娘の間違いでしょ」

			「ネ～ル～？　あなた、ちょーっと若いからって、言っていいことと悪いことがあるのよ？　それにハーフエルフは年取るのが遅いの！」

			「はいはい。そうね。アマンダはまだ若いわね」

			　本当に仲がいいんだな。

			　ネルさんとアマンダのじゃれ合いを背に、フランはギルマスの執務室に向かった。

			　階段を上がり、執務室の扉を叩く。

			　ガンガンガン。

			「ちょ！　誰です！　その乱暴なノックは！」

			　ガチャ。

			「来た」

			「ああ、フランさんでしたか。と言うかですね。返事の前に入ってきたら、ノックの意味がないでしょう」

			「盲点」

			「はぁ。次はお気を付けください」

			　すまんねギルマス。俺がしっかり教育するので。

			　まあ、今回はギルマスがどんな反応するか見てみたくて、あえて止めなかったけどね。

			「何の用？」

			「実は折り入って受けていただきたい依頼がありまして」

			　なんかギルマスからお願いとか、嫌な予感しかしないんだけど。

			「実はですね。あなたの実力を疑問視する声が内外から出ているのです。無論、私はそんなことないと知っているのですが、あなたのことを知らない者たちからすると、どうにも信用しきれないようでして。その声を払拭するために、ある依頼を受けてはくれませんか？」

			　いやいや、勝手に昇格させたのはそっちだし。今更それはないだろ。

			「ギルドが勝手に昇格させた」

			「まあ、それを言われると痛いのですが……。思ったよりもやっかみ等が多いようで。しかも、あなたを擁護する声もあるので話がこじれているのです。ランクＤ、Ｃの冒険者の多くが、あなたを認めているようですね。彼らの多くが実際にあなたの実力を肌で感じていますし。マスコット的な人気が出始めているようですよ」

			　中級以上の冒険者は、やっぱり見る目があるな。

			　しかし、マスコットか……。ありだな。フランは可愛いからね！

			「しかし下級の冒険者の中には、認め難がたい者も多いようでして。長年Ｅ級から昇格できない者もいますから、簡単にＤに上がったように見えるあなたは、余計に妬まれるのかもしれません」

			「言わせておけばいい」

			　そうだそうだ！　俺たちには関係ないもんね！　ランクＤに上げたそっちの責任だ！

			「私だってできればそうしたいのですが、放置もできないのですよ。中には、あなたが金銭を使ってランクを買っただの、実は私が幼女趣味であなたの色香に迷っただのと、根も葉もない噂があるのです」

			　何やらブツブツと文句を言っているな。

			「私が幼女趣味な訳がないでしょう！　全く勘弁してください。そもそも私はもっとこう──」

			　こいつ、自分がロリコンだって思われるのが嫌でこの話を持って来たんじゃないだろうな？

			「受けるのは強制じゃない？」

			「まあまあ。そう言わずに。いくつかボーナスを付けますので。ね？　話だけでも聞いてくださいよ」

			　必死だな。本当に、ロリコン疑惑を否定したいだけな気がしてきた。

			「依頼料の上乗せは当然として、ウルムットの町のダンジョンへの入場許可を発行しましょう」

			「……何で知ってる？」

			「そりゃあ、資料室でその手の資料を注文されれば、嫌でも分かります」

			　確かに資料室で爺さんに頼んで色々探してもらったが、耳が早い。

			　それにしても、ダンジョンに入るには許可が必要なのか？

			「誰でもダンジョンに入れるんじゃない？」

			「勿論です。いくつかの審査があります。一つが冒険者ランク」

			「ウルムットはランクＤって書いてあった」

			「確かにあなたの冒険者ランクは足りていますが、それだけでは許可が下りません。帰還見込みがないと判断された者は、審査で弾かれる可能性があります」

			「私は帰還見込みがない？」

			「外見だけ見たらそう思われるかもしれないと言うことです」

			　まあ、可愛い獣人少女が一人でダンジョンに潜りたいとか言っても、審査に通らない可能性はあるかもな。許可が下りるにしても、時間がかかるかもしれない。

			「私の許可証があれば、審査不要。すぐにダンジョンに潜れますよ」

			　このインテリエルフめ、勝ち誇った顔で見やがって！

			　だが、確かに許可は欲しい。

			「……とりあえず聞くだけなら」

			「ありがとうございます。では、依頼はこちらです」

			　ギルマスが取り出したのは、一枚の依頼書だった。

			　内容はアレッサ付近にあるダンジョンの調査と、素材回収となっている。

			「アレッサのダンジョンに入れるの？」

			「知っているのなら話が早い。このダンジョンは普段は人の立ち入りを禁止にしていますが、数ヶ月に一度調査と言う名目で冒険者を派遣しているのですよ。主な目的はダンジョン内で生み出された資源の回収と、魔獣の数を減らすことですがね」

			「魔獣を減らす？　殲せん滅めつじゃなくて？」

			「そこは色々あるのですよ。そもそも、ダンジョンコアさえ残っていれば僅かな操作が可能だとは言え、何でもできる訳じゃありません。魔獣のリポップ設定や、アイテム生成を僅かにいじる程度のことができるだけです。それもコアが蓄える魔力の範囲内で。アレッサのダンジョンもランクＦ以下の魔獣を数種類と、僅かなアイテムを生み出せるに留まっています」

			　それじゃあ、旨みがないな。高レベルポーションとか、珍しい素材の剥げる魔獣を簡単に生み出せるなら、凄い利益が生まれるだろうに。

			「コアに、もっと沢山魔力を溜めれば？」

			「それができたら苦労はしません。人間の魔術師が数十人がかりで魔力を込めても、大した量にはならないのですよ」

			「じゃあ、どうやって魔力を蓄える？」

			「コアは、地脈や大気中、ダンジョン内の魔獣や冒険者から魔力を吸収するらしいのです。それも、そう多くはないですが。ダンジョンマスターには、他にも魔力を充填する手段があるのでしょうね。でなければ、迷宮の維持などできませんから」

			　悪魔とか召喚するのに、膨大な魔力が必要だろうしな。大気中の魔力を少しずつ集めるくらいで、あんな化け物を呼び出せるとは思えない。

			「なので、コアに魔力を吸わせるためにも、ダンジョンに魔獣を住まわせるのは重要なことなのですよ。魔力をある程度蓄積させないと、コアが仕事をしてくれませんから」

			　それって、逆に魔獣を減らしちゃっていいのか？　むしろ、多い方がいいんじゃ？

			　だが、そう簡単な話じゃないらしい。

			「魔獣は確かに必要ですが、増え過ぎれば生み出した資源を回収するのが難しくなります。長期間放置していると進化を起こしたり、場合によってはスタンピードが起こるかもしれません。適度に減らさねばならないのですよ」

			　ふむ、依頼料は結構いいな。ただ、問題が一つある。

			　内容の欄に「複数パーティにて」とある。

			　アレッサに来た時に絡んできたような馬鹿と組ませられるのはゴメンなんだが。

			「ああ、その他のパーティに関しては、すでに用意してあります」

			「どんな人たち？」

			「この依頼はですね、元々はランクＤへの昇格試験を兼ねたものなのですよ。なので、現在、ランクＥの冒険者が二パーティで九人。それと、試験官も兼ねた三人組のランクＣパーティが一つですね。身元は私が保証しましょう。人間性については……ご自分でご確認ください」

			　投げやがった。どうする？　受けなくてもいい依頼だが。

			『フラン。どうする？』

			「んー？」

			　フランが悩む素振りを見せると、ギルマスが少し慌てた様子で小さいアイテム袋をテーブルに載せた。

			「まあまあ。さらに私から個人的にボーナスを出しますので」

			　ほう。ギルマスが個人的なボーナス？　これは期待ができそうだけど。

			「こちらをご覧ください」

			　ギルマスがアイテム袋を逆さにすると、二〇個程の魔石が転がり出る。

			　結構大きいな。大きいから良い魔石と言い切れる訳ではないが、少なくともゴブリンなどの魔石で大きい物は見たことがない。

			「これは？」

			「私のヘソクリみたいなものですね。まだ現役だった時に手に入れた魔石です。どれも脅威度Ｄ以上の魔獣の魔石ばかりですよ」

			　なるほど。魔石は売ってもいいし、防具などを作る時も使えるしな。現金よりも嬉しい。

			　ただ、何か探るような感じのギルマスの目……。俺たちが魔石を欲しがっていることに気付いてないか？　いや、フランは魔石を売らないし、何か感付かれてる可能性はあるか？

			「なぜ魔石？」

			「さて？　お気に召しませんか？」

			　下手に何か言っても、こっちが不利になるだけな気がする。どうせ、魔石を欲しがっているとバレても、その目的までは分からんだろうし。ここは流しておこう。

			「悪くはない」

			「でしょう？」

			（師匠、どう？）

			『残念ながら、スキルは分からんな。辛うじて、どんな魔獣の魔石なのか分かるくらいだ。魔力量もよく分からないし』

			　それでもギルマスが出してきた位だ。良い魔石なのは確かだろう。脅威度Ｄはドッペル・スネイクやブラスト・トータス並みだし。

			　でも、依頼のきな臭さを考えると……。

			「その中から二つ、お好きな魔石を進呈しましょう。どうですか？」

			「うーん……。一〇個なら受ける」

			「なっ。それはさすがに！　三つで！」

			「九個」

			「く……分かりました！　四つ出しましょう！」

			「八個ならいいよ？」

			「ちょっと、これは五、七って続いて、結局六個もあげるパターンじゃないですか！　ダメですよ。四つ。これ以上は譲れません」

			「じゃあ、やめる」

			「ぐ……」

			「五つ。前払いで」

			「むむ……」

			「さようなら」

			「わ、分かりました……！　五つ前払いで払います！」

			　おお、フランやるな！　あのギルマスをやりこめたぞ！

			　しかし、そこまでして依頼を受けさせたいのか？　余程ロリコンに思われたくないんだろう。

			「その代わり、依頼の件、よろしくお願いします」

			「ん」

			　フランが頷いた瞬間だった。

			「話は聞いたわ！」

			　いきなり扉が開いて、アマンダが部屋に突入してきた。

			　オーギュストと同じ登場パターンだ。この部屋、セキュリティ大丈夫か？　仮にもギルドマスターの部屋だろう。

			　しかしさすがランクＡ冒険者。全然気配を感じ取れなかった。

			「ちょっと貸しなさい！」

			　アマンダは、ギルマスの前に置いてあった書類をサッと広い、読み始める。傍若無人だな！　でも、ギルマスも強くは言えないようだ。

			「やっぱり！　この依頼に同行する冒険者、全員男じゃないの！」

			　そりゃ仕方ない。いなくはないと言っても、やはり女性冒険者の姿は少ないのだ。二〇対一くらいだろうか。その計算で行ったら、一二人の中に女性がいなくても、不思議はない。

			「汗臭い男の中に、か弱いフランちゃんが一人なんて、そんなの私が許しませんからね。この依頼、私が同行するわ」

			「いや、しかしですね。依頼の適正ランクというものがありますので」

			「同行するわ！」

			「……分かりました」

			　気迫でギルマスを言い負かした。

			　いや、何を言っても無駄だと、ギルマスは悟っているのかもな。

			「フランさんも、構いませんか？」

			「ん。問題ない」

			　まあ、悪人ではなさそうだしね。

			


			　ギルマスからの依頼を受けることが決まってから一時間後。

			　俺たちは宿に戻ってきていた。

			『じゃあ、魔石を吸収するか』

			「ん」

			　ギルマスからせしめた魔石をテーブルに載せて、改めて観察する。

			『どんなスキルが入ってるか、分からないんだよな……』

			　鑑定では魔石の名前しか分からない。魔獣知識があるので名前さえ分かれば脅威度なども自然と理解できるが、その魔獣がどんなスキルを持っているかまでは分からなかった。

			「どんなスキルが手に入るか楽しみ」

			　フランはウキウキとしながら魔石を光にかざしたりしている。

			『まあ、確かに何が入ってるか分からないし、福袋っぽいけどさ』

			「福袋？」

			『ああ、なんと言うか、夢と希望と少しの絶望が詰まった袋のことだ』

			「なんかすごい」

			『それを手に入れるために、数多くの戦士たちが挑み、散って行くのさ』

			「師匠は中を見たことある？」

			『まあな』

			「すごい！」

			　はい、馬鹿なことやってないで、魔石を吸収しちゃいましょう。

			　入手した五つの魔石の内、三つはＤ、二つが脅威度Ｃの魔獣の物だった。

			　脅威度Ｄは、要塞ヤドカリ、シーライオン、トライデント・シャークという魔物だ。他にも面白そうな魔石はあったんだけど、今まで行ったことのない、海に生息する魔物を選んでみた。

			　脅威度Ｃの魔石は、レッド・コロッサス、オールド・イエティという魔獣の物である。ギルマスが提示してきた魔石の中には、脅威度Ｃ以上の魔石は残念ながらこの二つしか含まれていなかった。

			『まずはＤランクから行くか』　

			「ん」

			　フランがテーブルに置いてある魔石の一つにサクッと俺を突き立てていく。

			　他のも一気に吸収してみた結果、水泳や水流操作等の水中で使えそうなスキルを多く入手できた。

			　狙い通り、水系のスキルが充実したぜ。

			『次はお待ちかね、脅威度Ｃ魔石だ！』

			「ん！」

			　フランもテンションが上がって来たのか、わざわざ魔石を宙に放り投げ、抜き打ちの要領で一刀両断にした。

			「はっ！」

			　うおー、来た来た。久しぶりに大物を喰らう感覚！　テンション上がる～！

			


			　　レッド・コロッサス：魔石値１９６、狂化１、耐熱１、重量増加、腕力中上昇

			　　オールド・イエティ：魔石値１２７、耐寒１、毒知識１、氷雪耐性１、魔力小上昇

			


			　待望のランクアップだ！　五つの魔石を吸収する前の俺はこんな感じだった。

			


			　　攻撃力：４３４　保有魔力：２０５０／２０５０　耐久値：１８５０／１８５０

			　　魔力伝導率・Ａ

			　　スキル：自己進化〈ランク８・魔石値３１４６／３６００・メモリ・70・ポイント２〉

			


			　そして、今はこんな感じである。

			


			　　名称：師匠

			　　装備者：フラン

			　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　攻撃力：４７８　保有魔力：２５００／２５００　耐久値：２３００／２３００

			　　魔力伝導率・Ａ

			　　スキル：自己進化〈ランク９・魔石値３６３０／４５００・メモリ・79・ポイント47〉

			


			　よしよし、また強化できたな。

			　ダンジョンに行く依頼も受けたし、少しでも強くなっておかないとね。

			


			　ダンジョン調査依頼を受けてから二日後。

			　俺たちはランデルの店で日用品や食料の準備を済ませて、冒険者ギルドに来ていた。

			　あんな乱雑にモノが置かれている店なのに、高級なポーションなども置いてあって面白かった。死霊魔術を強化するネクロポーションなんて、誰が使うんだって言う商品も置いてあるし。しかも一つ一〇万ゴルドもしていた。原料の死霊草と言う霊草がメチャクチャ貴重なんだそうだ。他にも樹木魔術の効果を高めるグリーンポーションとか、使える人間が限定され過ぎだろう。

			　まあ、普通のポーションなども揃っていたから問題ないけどね。

			　冒険者ギルドが用意した会議室のような部屋で、俺たちは他のメンバーと顔合わせである。

			「では、改めて自己紹介させてもらおう。俺はクルス。ランクＣ冒険者パーティ『紺こん碧ぺきの守り手』のリーダーだ。こちらの二人がメンバーの、リグとアイゼール。今回の全体統括役兼試験官を務める」

			


			　　名称：クルス・リューゼル 　年齢：28歳

			　　種族：人間

			　　職業：瞬剣士

			　　Lv：33

			　　生命：２０６　魔力：１７５　腕力：１１３　敏捷：１７８

			　　スキル：悪意感知３、隠密２、回避５、宮廷作法２、気配察知４、剣技５、剣術６、護身術４、指揮２、瞬発７、耐寒４、毒耐性５、罠感知２、気力操作

			　　称号：正義漢

			　　装備：火炎のミスリルロングソード、軽銀鋼の全身鎧、百脚蜘蛛の外套、耐毒の腕輪

			


			　イケメンだ。見み紛まごうことなき金髪イケメンだった。しかも、若くしてランクＣ。装備は白くてピカピカだし、お金も持ってそうだ。家名もあるし、貴族出身だろう。なんとなく気品が感じられる顔立ちだし。

			　きっとモテモテなんだろうな！　ちっ！　爆発しろ！

			　でも正義漢という称号を持っているな。悪い奴じゃなさそうだから、とりあえず呪うくらいにしておいてやろう。

			　まあ、フランに粉かけてきたら即殺だけどな！　イケメンに生まれてきたことを後悔させてやるぜ。

			「武器は剣を使う。よろしく頼む」

			　ランクＣ相当の実力はあると思うけど、ドナドには及ばない。

			　むしろドナドはランクＣの中じゃトップクラスなんだろう。

			　仲間二人も似た様なステータスレベルだな。リグは水魔術師、アイゼールは探索系のシーフだ。完全にクルスの引き立て役な感じだけど、仲は良好そうだった。クルスをリーダーに上手く纏まっているんだろう。

			「俺らは、ランクＥパーティ『竜の咆ほう哮こう』。俺はリーダーのクラッドだ。俺の得物は槍だな。まあ、ダンジョン探索なんざ、俺らにかかればあっと言う間よ！」

			　クラッドは、灰色ツンツン髪に小麦色の肌をした、気合入りまくりのヤンキー系青年である。背丈は一八〇以上あるだろう。

			　ふんぞり返る様に周囲の人間を睨みつけている。完全にメンチ切ってやがるな。

			


			　　名称：クラッド 　年齢：23歳

			　　種族：人間

			　　職業：戦士

			　　Lv：20

			　　生命：１２７　魔力：68　腕力：67　敏捷：49

			　　スキル：運搬２、軽業４、危機察知３、空腹耐性３、槍技１、槍術４、恫喝３、登とう攀はん３、気力操作

			　　装備：上質の鋼鉄の槍、岩石牛の甲鎧、岩石牛の腕甲、大蜘蛛のブーツ、石蜘蛛の外套

			


			　それほど強くはないな。ランクＥならこんなものか。

			　他の四人のパーティメンバーも槍使いで、全員が似た様なスキル構成だ。ただ、槍技を持っているのはクラッドだけだな。

			　柔軟性はなさそうだが、ハマれば強い。そんな印象である。

			　今まで見てきた感じ、ランクＣでレベル35前後、ランクＤでレベル25前後、ランクＥでレベル15前後、ランクＦでレベル10前後。ランクＧはそれ以下。そんな感じのレベル帯になっているようだ。

			　まあ例外もあるけど。例えば、初めてギルドに来た時に絡んできた、フランに手ひどくやられた元傭兵たち。レベルは15程度だったが、実力はそれ以下だった。スキルレベルの低さからも、明らかにパワーレベリングを行い、見せかけの強さを得ていたことが分かる。

			　あとはオーギュスト・アルサンド子爵もそうだな。レベルはランクＣ相当の30だったけど、戦えばランクＥにも負けるだろう。

			　その点クラッドはまあまあだ。確かにランクＤに足を踏み入れてもおかしくないステータスだった。

			　性格はあまり良くはなさそうだけどな。何故かずっとフランを睨んでるし。

			　こんなに可愛いフランを睨むなんて、頭おかしいとしか思えん。むしろ愛でるべきだろう！　まあ、ナンパなんかしやがったら死ぬほど後悔させてやるけどな。夜道で剣に追いかけられると言うホラー体験をした後に、冒険者を続けていられるかな？　くっくっく。

			「私はフリーオン。ランクＥパーティ『樹海の目』のリーダーです。武器は得意ではありませんが、精霊魔術などを使えます」

			　金髪糸目エルフ。それ以外の何者でもないな。ギルマスよりは若々しく見えるけど。エルフなのに地味とか、むしろ凄いぞ！

			


			　　名称：フリーオン 　年齢：49歳

			　　種族：ウッドエルフ

			　　職業：精霊使い

			　　Lv：27

			　　生命：71　魔力：２３３　腕力：36　敏捷：66

			　　スキル：弓術１、採取２、栽培４、邪悪感知３、樹木魔術３、植物知識７、眠気耐性３、精霊魔術５、土魔術３、水魔術３、薬草知識４、精霊の加護、魔力操作、森の子供

			　　装備：黒斑楡の杖、赤猿の胸当て、森蜘蛛糸の服、森蜘蛛糸の外套、産水の指輪

			


			　ギルマスと同じウッドエルフか。スキル構成も似ている。ただ、こいつ強くないか？　少なくとも、クラッド君たちよりは総合力が圧倒的に高いと思う。特に、エルフ特有の魔術系能力の高さは目を見張るな。

			　彼の仲間は戦士が二人、弓使いが一人という構成だった。こちらもバランスが取れている。

			「じゃあ、次は私ね？　アマンダよ。よろしく」

			　ランクも何もない、簡潔な挨拶。しかしそれで十分なんだろう。

			　彼女を知らない冒険者なんて、アレッサ中を探しても三日前までのフランだけだろうし。

			　ランクＥ冒険者たちは言葉もなく驚いている。たかがランクＤの依頼に、ランクＡが出張ってくるなんて前代未聞だろうしな。

			　ただ、クラッド君だけがなんとか言葉をひねりだした。

			「い、意味分かんねー」

			「どういう意味かしら？」

			「Ａランク様が低ランク依頼を受ける意味が分かんねーって言ってんだよ！　あんたには片手間の依頼だろうが、俺たちはランクアップかけてるんだ！　お遊び気分で邪魔すんなよ！」

			　うわー。アマンダ相手に言ったよ。強がっているだけなのは強こわ張ばった顔を見れば分かるが。

			　強い奴に咬み付きたいお年頃なのかね？　さすがヤンキーっぽいだけあるな。

			　だが、相手が悪過ぎる。

			「ぎゃぁっ！」

			　アマンダが一瞬でクラッドの前に移動すると、その頭蓋骨を鷲掴みにした。悲鳴を上げて苦しむクラッドを、アイアンクローをしたまま持ち上げる。

			　そして、痛みと恐怖でジタバタと暴れるクラッドに顔を近づけると、ドスの利いた声で呟いた。

			「お遊びのつもりはないわ？　それに、ギルドマスターの許可は取ってあるし。何か文句あるかしら？」

			「ない！　ないです！　だから許してくれ！」

			　クラッドが半泣きで許しを請うと、ギリギリと彼の頭を締め上げていたアマンダの指から解放される。クラッドは尻餅をついたまま、怯えの混じった表情でアマンダを見上げていた。

			「ま、まあまあ。じゃあ、次はお嬢さん、どうぞ」

			　最悪の空気を変えようと、クルスが間に割って入った。もう、ここから修正するのは無理だと思うけどな。しかし今回の試験官として、なんとかしなければと考えたんだろう。

			　ただでさえ我儘そうなアマンダだけではなく、我の強そうなクラッドまでいるのだ、気苦労が多そうなポジションである。明らかに試験官の役割を超えてるよな。ご愁傷さまです。

			「フラン」

			「……それだけかい？　他にもっとあるんじゃ？」

			「ランクはＤ。獣人。好きな物はカレー。嫌いなものは特にない」

			「ちっ！」

			　クラッド君の視線が怖いね。さっきまで涙を浮かべてアマンダに謝っていたくせに！　自分が半泣きだったことも忘れるくらい、フランが気に入らないようだ。

			　何せぽっと出のランクＤだしな。こんな小娘が自分たちよりもランクが上なのが、許せないのだろう。

			「いや、そうではなく、武器なんかを……」

			「おいクソガキ。さっきも言ったが、俺たちはマジなんだ。遠足気分なら、帰ってママのおっぱいでも吸ってろ！」

			　いやー、咬み付くねクラッド君。人間だけど狂犬の様だ。しかもこれは恫喝スキル使ってるね。泣かせる気満々だ。フランには全く効かないんだけどさ。

			「母親は死んだ」

			「まあ……」

			「……ちっ」

			　うん。最強の言葉だよね、それ。これで何か言い返したら、本気で人間性が疑われそうだし。クラッド君は何も言えずに引き下がるしかない。

			　あと、アマンダが同情するようにフランを見つめていると思ったら、クラッドを睨みつけて殺気を放った。可哀想に、青ざめた顔で後ずさっているぞ。

			「大の大人が子供に怒鳴るなんて！　全く。大丈夫？　フランちゃん？」

			「ん。全く問題ない」

			　あんな恫喝、悪魔の威圧感に比べたらキャンキャン煩い子犬の威嚇みたいなものだ。言外にそう言われたことに気付いたのだろう。クラッドが挑発に乗ってきた。いや、フランに挑発する意図はないけどね。

			「てめぇ！　どういう意味だ？　あぁ？」

			「えー。それでは、自己紹介も終わったので、説明に移らせてもらう」

			　これ以上の騒ぎは勘弁したいのか、クルス君が強引に話を終えさせた。頑張れクルス君。俺は何も協力できないし、今以上の揉め事が起きるのは最早決定した様なものだけど、頑張るんだ。多分、いいことあるよ！

			「くれぐれも、仲良くお願いしたい」

			「ふん」

			「けっ」

			「問題ない。仲良し」

			「そう願いたいものだね！」

			　フランの全く感情の籠もっていない呟きを聞いて、クルスはやけくそ気味に叫んだ。そのやけくそ気味のまま大きな声で説明に移る。

			「依頼の内容は、アレッサの冒険者ギルドが管理している、攻略済みダンジョン『蜘蛛の巣』の調査だ。また、生成されている魔鉱石の回収と、魔獣の間引きも同時に行う」

			　ダンジョンは六層まであり、内部には昆虫系魔獣が多く生息しているらしい。特に、五、六層に巣くう蜘蛛系の魔獣は、数も多く厄介なんだとか。

			「魔鉱石は、ダンジョンコアルームで生成されるので、そこまでは到達する必要がある」

			「回収アイテムとは、魔鉱石だったのですか」

			　結構貴重な鉱石らしい。フリーオンが驚いている。

			「なあ、中の魔獣はぶっ殺しちまっていいのか？　確か、わざと住まわせてるんだろ？」

			「ああ、そこは構わない。ある程度魔獣を減らすのも依頼の内だからな」

			「へへへ。そりゃ楽しみだ」

			　ダンジョンにいるトラップ・スパイダーという蜘蛛型の魔獣の脅威度はＦだ。下級の冒険者が経験値を稼ぐには、悪くない相手だろう。クラッドも完全に蜘蛛を舐め切っている。

			「忠告しておこう。蜘蛛どもは単体では弱いが、罠を使う知能もあるし、群れでの連係も脅威だ。くれぐれも油断するな」

			「けっ、ランクＦ程度の魔獣に負ける訳ねーじゃねーか。経験値にしてやんよ」

			「……それに、ダンジョンで気を付けなくてはいけないのは、魔獣だけではない。このダンジョンにあるほとんどの罠は大したことないが、転移の罠だけは気を付けなくてはならない」

			　転移の罠と言うのは、引っかかった相手をダンジョン内の任意の場所に飛ばしてしまう罠だ。発動すると防ぐのが難しく、熟練者でも危機に陥ることがある。

			　蜘蛛の巣に設置されている転移の罠は、場合によってはモンスター部屋に飛ばされる物もあり、気を付けなくてはならないらしい。

			「転移の罠は、仲間を巻き込む場合もある凶悪な罠だ。くれぐれも慎重に頼む」

			「はいはい。了解了解」

			　こいつ、絶対了解してないよな。不安だわ。無能で無謀な仲間とか、足を引っ張られる可能性大だし。フランの身は俺が守らないとな。

			「では、出発するぞ！」

			


			　すったもんだの末にギルドを出発した一行は、半日かけてダンジョンまで到達していた。

			　道中大変だったよ。主にクラッドがね。

			　お山の大将気質なのだろう。どうしても、自分以外のリーダーが気に入らないようだ。一々周りに突っかかる。しかし、試験官のクルス君にまで口答えしたのには驚いた。

			　あれだけランクＤに上がりたい発言しておいて、試験官の印象を悪くしてどうするんだ？　それとも、俺ってばこんなに自己主張があって、能動的に動くタイプなんだぜ！　目上の奴にもビビらない胆力も持ってるぜ！　っていうアピールなんだろうか。

			　まあ、何も考えてない方に一票だけどね。

			　アマンダも結構気が強いので、すぐに二人のにらみ合いが始まってしまう。

			　最後はアマンダのアイアンクローに負けてクラッドが折れるんだし、最初から歯向かわなければいいのに。

			　フリーオンは揉め事に関わることはないのだが完全に傍観者で、止めることもしない。

			　なので、全ての揉め事の仲裁はクルスが請け負うしかない状態だった。

			　僅か半日で妙にやつれた気がするのは俺の気のせいだろうか。みんな少しは間に入ってやればいいのに。

			　フラン？　まあ、人には得手不得手があるよね？

			　俺としては道中にアマンダの戦闘が見られて面白かった。

			　フランも、初めて見る鞭という武器に目を輝かせていたな。風の魔術の使い方も上手く、勉強にもなった。雑魚魔獣相手だから、全く本気ではないはずなんだが。

			　本来なら夕方にはダンジョンに着くはずだったのに、到着した時にはすでに夜だった。

			　色々と揉めたせいで道程がかなり遅れてしまったのだ。

			「えー、本来だと今日の内に一、二層を踏破して、明日に残りを攻略する予定だったが、少々予定が遅れている。なので、今日はここで野営を行い、明日は早めにダンジョンに入ろうと思う。いいな？」

			「野営なんてしねーでよ。さっさとダンジョンに入ればいいじゃねーか。そんで、サックリ攻略しちまおうぜ。どうせ、中は雑魚ばっかりなんだろ？」

			　誰のせいだと思ってるんだ！　クルスも顔を引きつらせながら、クラッドを諭した。

			「確かに魔獣のランクは低いが、疲れた体で入り込むのは危険だ。今日はここで野営とする」

			「私は賛成です」

			「私も」

			「いいとおもう」

			「ちっ！　腰抜けどもが！」

			　とか言いつつ、自分たちだけで突っ込むような真似はしないようだ。

			　クラッドだって本当は分かっているのだろう。半日の行軍で疲れている状態でダンジョンに入るのは危険だと。それでも、クルスに何か言わなければ気が済まなかったのだと思われる。

			　正直言って嫌いなタイプだ。学級会で、決まりかけていたどうでもいい議題を、何故か変な理屈をこねてひっかき回す目立ちたがり屋タイプである。周りが「もうどうでもいいよ。さっさと決めて帰りたい。黙れ」と思っているのに、人気者への対抗心で延々反論し続けるのだ。

			　周囲の仲間もクラッドをヨイショするので手に負えない。

			「フランちゃん！　私のテントで寝ない？　見張りなんて男どもに任せていいから」

			「遠慮する」

			「あーん、つれないのね」

			「見張りは、最初にフランさん。俺たち、クラッドたち、フリーオンたちの順にする」

			　お、一番面倒な深夜の番をクラッドたちに押し付けたね。やるなクルス君。少しだけ仕返ししたじゃないか。

			「Ａランク様は見張りしないのかよ」

			「アマンダ様はオブザーバーだ。それに、彼女に頼んだら、君たちの試験にならない。それこそ、一時間もかからずにダンジョンを踏破されるだろう。今日中に帰途につける。結果、君たちは不合格だがな」

			　ランクＡなんて言う規格外に手を出されたら、何でも簡単に済んでしまうだろう。むしろ邪魔なくらいだった。まあ、アマンダはいざと言う時の保険くらいに思っておいた方がいい。

			「けっ、そうかよ」

			　結局、クルスの決めた通りの順番で、見張りをやることになった。クラッドが最後までブツブツ言っていたが、アマンダに黙らされた形だ。

			「事前に通達してあった通り、食事、寝具は各パーティで準備してあるな？」

			　してあるとも。ランデルに頼んで高級寝具を手に入れたんだからな。珍しい鳥型魔獣の羽毛を贅沢に使用した、断熱と保温効果が高い寝具だ。寝袋、毛布、枕合わせて七千ゴルドもしたんだぜ！

			　食事は言わずもがなだ。大量調理した魔獣料理がある。

			　まずは俺たちが見張りだから飯はお預けだけどね。

			「おいおい、そのガキ一人で見張りなんざできんのかよ？」

			「問題ない」

			「ああ？　ガキの自己申告なんざ信用できっかよ」

			　非情にムカつくが、言いたいことは分かる。フランみたいな幼いたい気けな少女が一人で夜の見張りとか、さすがに信用できないんだろう。

			「彼女はランクＤ冒険者だ。君たちより格上だよ？　その彼女が問題ないと言ってるんだ、大丈夫さ」

			「ランクＤったって、怪しいもんだぜ！　俺らが遠征に行ってる間に、何があったんだか！　よお、あのロリコンギルマスに、体でも使って取り入ったのか？　言ってみろよ！」

			　あー、こいつは調査帰還組だったか。だとすると、フランの戦いを目にする機会がなかったことになる。この程度のランクだと相手の実力を測るなんて芸当もできんだろうし。クラッドは、何らかの不正な手段で自分よりも上のランクを手に入れたと疑っているんだろう。

			　実際に特例でのランクアップだったしな。疑う余地はゼロではないか。

			　だとしても、許せんものは許せん。

			『フラン、どうする？』

			（？　別にどうもしない。ちょっとうるさいだけ）

			　クラッドは相変わらず恫喝スキルを発動させているが、フランにはちょっとうるさいだけらしい。

			　顔色も変えず、淡々と言い返す。

			「実力」

			「は！　実力ぅ？　お前みたいなガキが、実力でランクＤに達する訳ないだろうが！」

			「実力（私と師匠の）」

			「ひゃははは。いいぜ、だったらその実力とやらを見せてみろよ。ちょっと揉んでやるからよ」

			　クラッドはそう言って、槍を持ち上げて見せた。模擬戦でもやろうと言うのだろう。

			　フランはゆっくり立ち上がる。あーあ、もう完璧に臨戦態勢だ。俺にしか分からないだろうが、かなりやる気に満ちた顔をしている。

			　まあ、手っ取り早くていいか。こういう馬鹿相手には、さっさと格付けを済ませておくべきだ。

			『フラン、やるのはいいけど、やりすぎるなよ？』

			（わかってる。ちょっと揉んでやる）

			　他の奴らは何も言ってこないな。フリーオンたちは元々そう言うタイプじゃないから、分かるんだが……。

			　アマンダなんか真っ先に止めに入るかと思ったら、面白げに笑っている。まあ、フランとクラッドの実力差なら何も問題がないと分かっているのだろう。

			　クルスたちも止めに来ないな。もう呆れ果てて、止める気力もないのだろうか？

			「ふむ。お手並み拝見だな」

			　いや、そんな感じじゃない。彼らもまた真剣な表情で二人を見つめていた。

			　そう言えば、クルスたちの姿もゴブリン討伐では見かけなかった。多分、調査帰還組なのだろう。彼らもフランの実力を見定めたいようだ。

			　クルスの仲間二人がさり気なく周囲に気を配り、フランの代わりに見張りをしようとしているのが分かる。

			『フラン、やる前に、結界を張った方がいい』

			　このまま模擬戦を始めたら、見張りをさぼったとか言ってクラッドたちがまた文句をつけてくるかもしれんからな。

			　先にやれることはやってしまおう。

			（ん。わかった）

			「──ウィンド・ゾーン」

			「──アース・ゾーン」

			　フランが詠唱を始め、魔術を発動させる。

			　ウィンド・ゾーンは、基点から任意の範囲を半球形に覆う風魔術の結界だ。範囲内に侵入してきた物を、風の流れで感知して術者に教えてくれるのだ。

			　アース・ゾーンは基点から任意の範囲を半球形に囲む土魔術の結界である。ウィンド・ゾーンとの違いは、下方向に、つまり地面の下をカバーできる点だ。その代わり、空中には効果がない。

			　風と土の結界を両方使えば、全方向をカバーできるという訳である。

			「……はぁ？　ま、魔術だと？」

			「しかも、二属性も使ったぞ」

			「まじかよ」

			　クラッドの仲間たちが騒ぎ出したぞ。今まではニヤニヤしながら事の成り行きを見守っていたのだが、急に青い顔になったな。フランに対して怯えた表情を向けている。いや、初歩の結界魔術を使っただけだぞ？

			「お、お前、魔術師だったのか！」

			「？　魔術師じゃない」

			「いや、だって、魔術を使ったじゃねーか！」

			「別に、魔術師じゃなくても使える」

			「そ、そりゃそうだが……」

			　結界魔術を使っただけでクラッドを威圧することに成功したようだ。

			　考えてみたら、一応はレベル４の魔術だしな。それをあっさりと使ったフランは、ランクＥ冒険者にしてみたら脅威に映るのかもしれない。

			「じゃあ、やろ」

			「お、おう。いいぜ、やってやるよ！」

			　魔術は使えないが、槍なら負けない。そんな決意が丸分かりの顔だ。

			　それに、槍対剣は槍が圧倒的に有利である。地球でも剣道三倍段なんて言葉があるくらいだからな。まあ、魔術や武技のあるこの世界で、どこまで通用するかは分からんけど。一対一の対戦で負ける訳にはいかないだろう。

			「……いつでもいい」

			「つえりゃぁ！」

			　様子見はなしか。いいんじゃないか？　フランの強さを僅かでも感じ取った故の、全力攻撃だろう。寸止めとか全く考えている様子のない、顔面への全力突き。

			　暢気に食事をしながら観戦気分だったフリーオンたちも、これにはさすがに驚いたらしい。クラッドの仲間たちと彼らから同時に悲鳴が漏れた。全く動かないフランを見て、クラッドの槍が直撃すると思ったらしい。

			　だが彼らの予想は大外れだ。

			「それじゃダメ」

			　フランが俺を僅かに振るい、槍を弾いて穂先を逸らす。勢いを付け過ぎたクラッドは体が泳いで、完全に死に体だった。そこにフランの蹴りが炸裂だ。

			「がっ！」

			　胸板を前蹴りで押される様に蹴られたクラッドは、バランスを崩して地面に転がる。

			「ちくしょう！」

			「まだやる？」

			「あ、当たり前だ！　今のは油断したが、もう同じ手は喰わないぜ！」

			　おお！　ここまでテンプレな負け惜しみ、初めて聞いたかも！

			　ムカつく奴だけど、これを聞かせてくれただけでちょっと許せちゃうな。本当にちょっとだけだけどね。

			「そう。だったら、こっちから行く」

			「あ──がっ！」

			　クラッドからは、フランの姿が消え去り、いきなり真横からぶん殴られたように感じられたはずだ。まあ、速く動いて剣の腹でぶっ叩いただけなんだが。

			「まだまだぁ……！」

			　今の一発で力の差は理解できたと思うんだがな。クラッドはよろよろと立ち上がりながら、槍を構え直した。その負けん気だけは、素直に感心できるな。

			「ん」

			「おらおらおらぁ！」

			　やけくそになったのか、槍を荒々しく振り回して連続で突きを放ってくる。だがフランには当たらない。クラッドが突いて突いて突き続け。フランが避けて避けて避け続ける。

			　その繰り返しが、どれほど続いただろうか。

			「なんでだよっ！　何なんだよ！」

			「それじゃ当たらない」

			「こんなの信じられるかよっ！」

			　多分、時間にすれば三分くらいなんだろうが、全力で槍をぶん回し続けたクラッドはすでにフラフラだった。自分の渾身の攻撃が全く当たらなかったことがショックなのか、槍を杖代わりにしてフラフラの体を支えながら、情けない顔で喘いでいる。

			「ちくしょうっ、ちくしょうぅ！」

			「じゃあ、そろそろ終わりにする」

			「ちく──ごはっ！」

			　再び俺で顔面を叩く。そしてクラッドは意識を失い、倒れ伏したのだった。

			「リーダー！」

			　クラッドの仲間たちが駆け寄ってくる。

			『まあ、これだけやれば、もう突っかかってこないだろ』

			「ん。残念」

			『ああ、残念なのね』

			　確かに、普段は訓練相手なんていないからな。性格に難がある相手でも面白かったんだろう。

			「フランちゃん、強いわねー」

			「ん」

			　フランを抱きすくめたのはアマンダだ。やっぱり接近に気付けなかった。くそ、ちょっと悔しいぞ。

			　ただ、アマンダの顔には少し違和感がある。

			　いつも通りの柔和な笑みなのだが──目が笑っていない。どちらかと言うと、獲物を見つけた猛もう禽きん類の様に見えた。

			「ねぇ。私とも模擬戦してみない？」

			「アマンダと？」

			「ええ。私、ランクＡな上にソロでしょ？　訓練相手に困ってたのよね。でも、フランちゃんなら、いい訓練ができそう！」

			　ああ、彼女も訓練相手がいないのか。ランクＡ冒険者との訓練ね。貴重な体験だろう。

			　しかし、やらせてもいいものか。事故なんか起きないとは思うけど……。

			『なあフラン──』

			　どうするか聞こうと思ったら、フランの顔は完全にやる気だった。

			（剣聖術の習熟にはもってこい）

			『……そうだな』

			「ん！」

			　ああ、ダメだ。完全にバトルモード。こうなったフランを止めることなんてできやしないのだ。

			　フランは好戦的な笑みをアマンダに向けた。

			　それを見てアマンダも獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

			「ふふ」

			「ん」

			　やるともやらないとも言ってないんだが、戦闘好き同士で通じ合うものがあったのだろうか。

			　二人は互いに獲物を抜くと、静かに向かい合った。

			　見つめ合う二人の間で闘志が高まり──。

			「行くわよ？」

			　アマンダが先に動いた。

			　その右手が水平に振るわれ、鞭がフランに襲いかかる。

			「むっ」

			　危な！　様子見っぽい攻撃だったのに躱かわすのがやっとだったぞ！　気付いたら鞭の切先がフランの目の前にあった。

			「あら、いい動きね。じゃあ、これはどうかしら？」

			「ふっ」

			　鞭の動きは変則的なため、剣で弾くような受け方ができない。フランはアマンダの放つ鞭を、紙一重で回避し続けた。

			　フランが攻撃を躱す度に、アマンダの鞭が速くなっていく。それも躱し続けると、アマンダもテンションが上がってきたのだろう。

			　次第に攻撃がシャレにならないレベルで激しくなってきた。

			「はあぁぁ！」

			　ドゴォ！

			『あぶな！　今のまじでやばいぞ！』

			　直前までフランがいた場所を、アマンダの鞭が薙ぎ払う。

			　あれが鞭の威力かよ！　まるで巨大な戦槌でも叩きつけたみたいに、地面が陥没してやがる。

			　一応死なないように加減はしているんだろうが、それでもその攻撃力を見るとないはずの背筋が凍る思いだった。

			「あはははは！　いいわよフランちゃん！」

			「……っ！」

			　完全にアマンダのペースだ。そもそも、その超絶鞭捌さばきに阻まれてフランは近づくことさえできていなかった。一見大技を放ったように見えても、フランが踏み込もうとした時にはすでにアマンダの手元に鞭が戻り、次の技が繰り出されているのだ。

			　さすがランクＡ冒険者だな。もしかしたらいい勝負ができるかもしれないなんて、舐めたことを思ってたよ。

			『鞭がここまで厄介だとは』

			　当たれば即模擬戦終了の威力な上、どんな角度からも襲ってくる。変幻自在、千変万化。時には激しく打ち、時には岩さえ切り裂き、時には音もなく忍び寄る。はっきり言って、フランがここまで倒されていないのが不思議なほどだ。

			　いや、これもアマンダが模擬戦と言うことで手加減してくれているから、倒されずに済んでいるんだろう。アマンダの攻撃は激しいが、どこかフランの限界を引き出そうとしている様にも感じられる。

			『大丈夫か？』

			（師匠、手出し無用）

			『分かってるって』

			（ん！　絶対一発入れる）

			『おう、がんばれ』

			　まあそれですら高過ぎる目標だろうが。何せアマンダは開始位置から動いてさえいないのだ。

			　鞭だけでも無双状態なのに、アマンダの職業は嵐闘士。風魔術の上位である暴風魔術まで使いこなす。しかし、ここまで全く魔術を使っていないな。使う必要がないってことか。

			　魔法使いスキルで魔力を観察していても全く反応がないしな。

			　魔術どころか鞭技さえ使っていないのだから、空恐ろしいぜ。あの鞭捌きは純粋な技術と身体能力のなせる業と言うことだ。

			　ただフランだって並みじゃない。

			　次第に鞭の動きに慣れてきたのだろう。アマンダとの距離が目に見えて詰まってくる。そして、遂に剣が届く位置まで近づいた。

			「いま！」

			「甘いわ！」

			「予測済み」

			「む！　やるわね」

			　今の惜しかったんじゃないか？　もうちょっとで剣が届きそうだったぞ。

			　そして数度の攻防を繰り返し、遂にアマンダの脚を使わせることに成功した。

			　鞭の引き戻しに合わせて突進したフランの斬撃を、後ろに飛んで躱したのだ。

			「ごめんなさい。甘いのは私だったわね」

			「ん」

			「ちょっとだけ本気出すわね……しっ！」

			「あぶ」

			「あら、初見で避けられたのは久しぶりね」

			　アマンダの手首などは一切動いていないのに、鞭が蛇の様にうねると、フランめがけて飛びかかったように見えた。本気で蛇みたいな動きだな。今の技からは魔力の流れが感じられた。多分、鞭技なのだろう。

			　そして、さらに激しさを増す攻防。フランの全身には大小の傷が刻まれている。魔力を帯びた鞭技の威力は凄まじく、ギリギリで躱すだけでは魔力や風圧でダメージを食らってしまうのだ。

			　次第に満身創痍になっていく。血も大分流れた。このまま攻撃され続けるのは危険かもしれない。

			　それでも、俺はあまり心配していない。

			　実は初めて会った日から、俺たちはアマンダについて少し調べてみたのだ。分かったことは、アマンダが超お人好しの善人であるということだった。

			　まず、アマンダは三〇年以上孤児院を経営している。なんと、現在のアレッサにはその孤児院の出身者が五〇〇人近くおり、多くの人から慕われていた。

			　何でも昔のアレッサは、俺たちが今いるダンジョンを攻略しようという冒険者で今以上に賑わっていたらしい。その分、冒険者の両親に先立たれた孤児も多く、治安が荒れていたとか。それを改善し、子供に救いの手を差し伸べたのが弱冠二〇歳、ランクＤ冒険者のアマンダだった。

			　私財を擲なげうって孤児院を建て、孤児を拾ってきては教育を受けさせて育て上げていったと言う。今では町の人々の手助けもあり孤児院の経営は順調だが、当時は苦しかったと笑顔で語る出身者も多かった。

			　さらにアマンダが持っていた子供の守護者と言う称号だが。幼い子供を多く救い、慕われていないといけない上、称号に相応しくない行動をすると失われてしまうのだと言う。

			　そんな称号を持つアマンダは紛れもなく善人であり、子供であるフランの味方だろう。

			　模擬戦で怪我を負わせるのはいいのかという話だが、互いに納得していれば平気なのだろう。もしくは悪意がなければとかかもしれないな。

			「はっ！」

			「くぅっ……」

			　とは言えここまで激しいとさすがに心配になってきた。

			　フランは次第に防戦一方になっていく。あれ？　このままだと、本当に不味いんじゃ？　血を流し過ぎてしまったら、傷を治しても明日以降の探索に支障が出てしまうかもしれない。

			　止めるか？

			　いや、もう少し様子を見よう。フランが何かするつもりみたいだしな。

			「いま！」

			　見守っていると、フランが動いた。アマンダの放った鞭技に合わせて、躱すどころかわざと当たる様に無理やり前に出たのだ。やけくそになった様に見えるが、そうではないことは分かっている。

			「ぐっ！」

			　鞭技によって硬質化し、槍の様に突き出された鞭がフランの脇腹を抉り血が舞う。

			　だが、風魔術で自分の背を無理やり押して前進するフランは、顔を顰しかめながらも足を止めなかった。

			「さすがね！」

			「はっ……！」

			　突進の勢いを殺さず、渾身の突きを放つ。その鋭さは剣技並みだろう。

			　ほぼカウンターに近いタイミングで放たれたので、アマンダに鞭を引き戻す暇はない。

			　だが、相手はランクＡ冒険者。一筋縄では行かなかった。

			「ウィンド・シールド！」

			　ギャイン！　という甲高い音と共に、フランの渾身の一撃は防がれる。ここまで使っていなかった風魔術だ。

			　それを使わせただけでも、十分アマンダを追い詰めたのだと分かる。だが、フランの目的は一矢報いること。これで満足はしていない。

			　そして、フランは溜めに溜めたフレア・ブラストを放った。

			「フレア・ブラスト！」

			　戦いながらも分割思考で詠唱を行い、ずっと放つタイミングを狙っていたことは知っていた。俺からしても、最高のタイミングだったと思う。

			　防御に魔術を使った直後だ。いくらアマンダでも、ノータイムで風魔術を再発動はできないようだった。

			『上手いぞ！』

			　ガゴォオン！

			　フレア・ブラストがアマンダに直撃し、大爆発を起こした。爆風と共に砂煙が舞い上がり、辺りを覆い隠す。地面は一部が溶けて、溶岩みたいになっていた。どんだけ高温なんだ。

			　死んでないよな？　いくらランクＡでも、今の爆発はヤバかったんじゃ……。

			　なんて思っていた時期が俺にもありました。

			　どうやったら今の魔術を無傷で防げるんだ？　って言うか、無傷って何だよ！　いくら何でも規格外過ぎる！　魔術耐性があるのは知っていたが、それにしたって無傷はないだろう？

			「危なかったわ」

			「ん……むねん」

			　ドサ。

			　フランが悔しげな顔で倒れ込んだ。出血過多で意識が朦朧としてきたのだろう。

			　体力の限界を迎えたフランはその場で意識を手放した。

			『残念だったな……。まあ、お疲れさま』

			　あの化け物相手に、ここまで戦ったことが凄いのだ。

			　しかも俺の助けなしで。

			「フランちゃん！　ごめんなさいね」

			　倒れたフランに慌てて近寄ってきたアマンダが、取り出したポーションをフランに振りかける。間違いなく一等級のライフポーションだ。フランの脇腹に空いていた穴が、あっと言う間に修復されたからな。これがあるからこそ、アマンダはあれだけ激しく攻撃してきたんだろう。

			「頑張ったご褒美に、一撃喰らってあげたかったんだけど、精霊の寵愛は自動発動スキルだから」

			　なるほど、精霊の寵愛ね。鑑定してみるとどうやら、ある程度の威力の攻撃を自動で無効化してくれるスキルのようだ。極めて強力なスキルだが、再使用には二四時間かかるらしい。

			　フランは納得できないかもしれないが、俺的には一矢報いたと思っていいと思う。相手の絶対防御を発動させた訳だし。

			　まあ、今は少し休んでくれ。見張りは……他の奴がやってくれるさ。多分。

			


			　模擬戦でアマンダに敗北してから一時間後。

			　目を覚ましたフランは、アマンダと向かい合って座っていた。

			　やりすぎたことを謝るアマンダが何かお詫びをしたいと言うので、知りたい情報のいくつかをご教授願うことにしたのだ。

			　訓練はフランにも得るものが多かったし、寝てる間の見張りはアマンダが代わってくれたのでそこまで謝る必要はないと思うんだがな。高価なポーションまで使わせたし。これで必要な情報を教えてもらったら、こっちの方が得しちゃうんじゃないか？

			「じゃあ、まずは戦技について説明するわね」

			「おねがい」

			　俺たちがアマンダに教えて欲しいと頼んだのは、スキルと魔術についてだった。

			　自分たちで使うにしても、敵に使われるにしても、俺たちは詳しいことが全然分かってないからな。様々なスキルを使いこなすランクＡ冒険者に直接教えてもらえるなんて、最高の環境だろう。

			「とは言え、私は理論派じゃないし、全部は無理よ？」

			「それでいい」

			　何も知らない俺たちには、それでも貴重な情報だ。

			「戦闘術は、剣術や鞭術みたいな、武器を上手く扱うためのスキルね。体に身に付いた技術ってところかしら」

			　単なる技術ってことかね？　鍛錬して身に付けた武術が、スキルと言う形で数値化されたものなんだろう。

			「戦技っていうのはフランちゃんの剣技や私の鞭技みたいな、魔力を消費して発動する必殺技のことよ。それは知ってる？」

			「ん。知ってる」

			　アマンダはさらにいくつかの情報を教えてくれた。

			　まず、剣技を覚えるには剣術が必須で、弓技を覚えるには弓術が必要らしい。そして、対となる戦闘術よりも高レベルの戦技は覚えられないんだとか。つまり、剣術がレベル５なら、剣技５までしか覚えられないらしい。

			「じゃあ、どうやれば戦技を覚えられるかだけど……」

			「ん」

			「詳しいことはよく分かってないわね」

			「え？」

			「いえ、修行法は分かってるのよ？　でも、詳しい理屈とかは、全然分からないわ。もしかしたら、そう言うのを研究してる人に訊けば、分かるかもしれないけど」

			「修行法だけでいい」

			「冒険者にしたらそうよね。ただ、これから話すことは気力操作、魔力操作が前提条件よ？　こっちの修行は……。正直知らないのよね。私ってば、一応ハーフエルフでしょ？　物心ついた時には、両方できてたのよ。まあ、フランちゃんは問題ないだろうし。ここは省くわよ？」

			「ん。構わない」

			　魔力操作も気力操作も持ってるからな。

			　魔力操作は肉体の外へ魔力を放出する技術で、気力操作は魔力を体内で循環させる技術らしい。

			　初めて知ったが、実はどちらかさえ持っていれば魔術も戦技も使うことができるんだとか。言ってしまえばどちらも魔力を操作するスキルだからな。慣れてくると、放出も循環も、一つのスキルでこなせるらしい。多少、威力が下がったりはあるようだが。

			「戦技の修行法は、魔力を武器や全身に流すイメージをしながら、武器を振るい続けるの。すると、どこかで戦技を閃くような一瞬が訪れる。その閃きに逆らわずに、身を任せると、戦技が発動するわ。一回発動すると、スキルとして身に付くから、以降は問題なく繰り出せるようになるって訳。フランちゃんも戦技を使えるんだし、覚えてない？」

			「？」

			「まあ、フランちゃんは小さいし。戦技を覚えたのはもっと昔でしょ？　忘れちゃってるのかもね。でもその年で戦技を使えるなんて本当に天才的よね」

			　危ない。フランが子供で助かったな。ただ、戦技の修行法に関してはめどがついた。これで、剣術だけではなく、剣技についての修行もさせてやれそうだな。

			　すでに戦技は使えるが、単に使えるのと使いこなせているのでは大きな違いがある。今の俺たちはまだ戦技を使えるだけだからね。剣術と共に、これからは剣技の修行も行っていこう。

			「一度戦技を覚えたら、あとは使い続けてスキルレベルを上げていけば、レベルが上がる度に新しい戦技を覚えられるから」

			　レベル１で習得するまでが一番難しそうだな。

			「じゃあ、次は魔術について説明するわね？」

			「ん」

			「魔術には、土水火風の基本属性があるわ。そして、それらの上位に、大地、大海、火炎、暴風があるの」

			　基本四属性はすでに使えるな。火の上位である火炎も習得済みだ。

			「あとは、複合属性と呼ばれる魔術があるわね。雷鳴、氷雪、樹木、溶鉄、砂塵、生命の六つがあるわ」

			「複合？」

			　ほほう。それは初耳だ。

			「ええ。二種類の基本属性をレベルアップさせていくと、取得できる場合があるわ。樹木なら水と土ね」

			「習得できる場合がある？　できない場合もある？」

			「じゃあ、そこから説明しましょう」

			　魔術の習得は、師匠に弟子入りして修行を行ったり、道具を使って覚えたりと色々あるらしい。

			　道具はおいておいて、アマンダは修行での習得方法を教えてくれた。

			　ただその修行法が凄い。

			　何が凄いかって、聞いてて引いちゃうくらい、やり過ぎ感満載な内容なのだ。

			　水魔術であれば毎日水に触れ、水を飲み、水に浸かり、水のイメージを体と精神に叩き込む。そして、夢にまで水が出てくるようになった頃、水魔術を習得できるのだと言う。

			　風であれば風を浴び、強風の中を裸で駆けまわったり。

			　土であれば、土に埋まってみたり、石を齧ってみたりするらしい。凄い修行になると、土のフルコースなる物を食したりするんだとか。

			　まあ、そこまで行き過ぎた修行をするのは一部の魔術師たちだけだと言うが。アマンダの目が一瞬だけ泳いだのを見逃してないぜ？　風の修行ね……。

			　ただ、剣術などと違って、絶対に習得できる保証はないらしい。才能の壁が存在するからだ。

			　剣術などは個人差はあっても、努力すればするだけ上達する。

			　だが魔術の場合、才能がなければ習得することさえできないのだ。

			「才能？」

			「ええ。各属性との相性と言ってもいいかもね。火属性の才能がない者は、どれだけ努力しても火魔術は覚えられない」

			　それって才能がなかったら、修行が無駄になるってことか？　火に触れて火傷しても、何の成果もなしとか、最悪過ぎるだろ。

			「今のところ、才能の有無を調べる方法はないわ。ただ、全くどの才能もない人間はいないと思うし、頑張ればどれかは習得できると思うけどね」

			「努力次第」

			「そう言うこと。因みに私は火の修行もしたけど、会得できなかったわね。風は才能があったみたいで、一週間くらいで手に入ったんだけど」

			「なるほど」

			「中には生後間もない頃から魔術を使える様な天才もいるらしいわよ？　って言うか、フランちゃんもその口かもね」

			「ん？」

			「それも覚えてないのね。まあいいわ。じゃあ、複合属性の話に戻るけど。これを習得するためには、二つの問題点があるの」

			「まずは、二つの属性を習得できるか」

			　そもそも、二種類の魔術を使えることが前提だ。それは中々ハードルが高い。

			「そう。そして、複合属性に対する才能があるか」

			　複合属性がレアなはずだ。今までだって、樹木魔術以外に複合属性を見たことがないし。しかも、樹木属性を持っていたのはギルマスとフリーオン。二人ともウッドエルフだ。種族的に樹木魔術の才能があると思われる。

			　さり気なく聞いてみたら、やはり種族によっては生まれながらに魔術を覚えているらしい。樹木魔術のウッドエルフや、溶鉄魔術のサラマンドラなどである。

			　だとすると、普通にはお目にかかることがないということになるな。

			「だから複合属性はとっても珍しいの」

			　フランの場合、才能はどうなんだろう。俺によって与えられた魔術は問題なく使えている。基本四属性に、闇や回復もだ。だとすると、スキル共有によって与えられた魔術スキルに才能は関係ないのかもな。いくら何でも、フランに奇跡的に基本四属性全ての才能があるとは思えない。

			「次は、その他の属性について説明するわ」

			「闇とか回復」

			「その通り。まずは光と闇ね」

			　光と闇は、基本四属性には含まれない属性だ。修行法は四属性と変わらないが、才能の保有者は圧倒的に少ないらしい。

			　基本四属性→複合属性→光闇の順だ。なんと、複合属性よりも珍しいとか、どんだけレアなんだよ。悪魔から取得できたのは、本当に運が良かったな。

			「あと、光と闇には派生属性っていうのがあるわ。光の浄化、幻影。闇の毒、死霊の属性ね」

			　光の才能がある者は、もれなく浄化と幻影。闇の才能を持っていれば、毒と死霊の才能がほぼ確実に付いてくるので、研究者の間ではそれぞれの派生属性や、下位属性なのではと言われているらしい。また、派生属性の才能を個別に持っていることもあるので、毒魔術の才能があるからと言って、闇魔術の才能があるとは限らないそうだ。

			　しかも毒や浄化にも、上位属性である死毒や聖浄があるらしい。魔術の属性多過ぎだろう。

			「それ以外の属性は、特殊属性があるわね」

			　特殊属性は、回復、補助、召喚、契約、時空、月光、精霊、鍛冶等々がある。補助や回復はそこそこ使い手がいるらしいが、時空や月光になると光闇以上に稀有なんだと。

			「私が知ってるのは、それくらいだけど、世界を見れば他にも沢山の特殊属性があると思うわ。魔獣の固有属性なんかもあるらしいし」

			「例えば？」

			「噂だと、竜だけが使える魔法とか、邪人だけが使える魔法もあるらしいわね。人類と魔獣を比べたら、魔獣の方が魔術を扱える個体数が圧倒的に多いし」

			「なんで？」

			「そもそも魔獣って、人類以上に日常的に魔力を使ってるの。城よりも大きい魔獣とか、魔力で肉体を強化してないとあっと言う間に潰れて死んじゃうのよ？　人間が呼吸するのと同じくらい、当たり前に魔力を扱えるんでしょうね。だから魔獣は人間と違って、魔力操作がなくても魔術を使えるのよ。多分、魔石が関係してるんじゃないかって言われてるわ。勿論、魔力操作がある方が、効率はいいんでしょうけど」

			「なるほど」

			「戦技も同じ。気力操作と魔力操作って、肉体の内外の差はあっても、魔力を操るためのスキルじゃない？　だから魔石を持つ魔獣は、気力操作がなくても戦技みたいな現象を簡単に起こせるのよ」

			　振動牙とかはその口なんだろうな。

			「そんなだから、魔獣には複合属性とか光闇属性を使う個体も結構多いわ。人類よりも才能があるってことでしょうね」

			　魔獣が強いと言うのは悪い情報だが、レアな属性を持っている可能性が高いというのは、俺たちにとっては良い情報だ。それだけ魔石を手に入れられる可能性が高いってことだしな。

			　そう言えば、一つ気になったことがある。

			「闇魔術は、悪い人が使う魔術？」

			　悪魔が使ってたし。毒や死霊なんてどう聞いても悪役だ。

			　俺だったら初対面の死霊魔術使いに絶対気を許したりはしないだろう。確実に悪人だし。いや、イメージ的にね。

			「それはないわね。まあ、魔獣が使うこともあるし、一般人にはそう思っている人もいるかもしれないけど。冒険者にしてみたら、有用な魔術と言う認識でしかないわね。死霊魔術なんかあると、ダンジョン探索ではとても役に立つわよ？」

			　良かった。暗黒魔術を使うのに問題はないみたいだ。暗黒強化まで取得して死にスキルとか、目も当てられんからな。

			　最後に、複合属性の組み合わせを聞いてみた。

			


			　水＋土＝樹木。水＋風＝氷雪。水＋火＝生命。

			　風＋火＝雷鳴。風＋土＝砂塵。土＋火＝溶鉄。

			


			　という組み合わせらしい。

			　ついでにその内容も少し教えてくれた。

			


			　　樹木：水＋土。その名の通り、草木を操る系統。成長させるだけではなく、枯らすこともできる。また、樹海で迷わないための術などがあるらしい。

			　　氷雪：水＋風。冷気を操る。氷や雪で攻撃したり、熱を奪って凍結させるようなことも可能。寒冷地での耐性を得たりもできる。

			　　生命：水＋火。生命を司る。回復などもできるが、その真価はより深い。生命を育むことも、弄ぶことも可能。錬金術と組み合わせたホムンクルス研究などにも用いられている。

			　　雷鳴：風＋火。電撃や磁力を操ることができる魔術。攻撃だけではなく、肉体に纏って反応速度を上げる様な術も存在している。

			　　砂塵：風＋土。砂を操るだけではなく、乾燥、脱水、風化なども操ることができる。食料品の加工などにも用いられている。

			　　溶鉄：土＋火。金属や鉱石、溶岩などを司る。いわゆる地面の下からイメージされる属性。鍛冶師にはこの術を利用する者も多い。

			


			　特殊属性はこんな感じだ。

			


			　　時空：時と空間を操る。転移、時間操作などが確認されているらしい。

			　　月光：反射と精神操作、肉体操作。吸血鬼とか、狼男を連想させる。

			　　補助：ステータスアップや、バリアなどの補助に特化した属性。他属性にも似た術はあるが、補助属性程の効果は得られない。

			


			　光闇や特殊属性での複合属性は、未だに確認されていないらしかった。

			「ま、私が知らないだけかもしれないけどね」

			「複合属性、ほしい」

			「フランちゃんはさっき土と風を使ってたし、火も得意なんでしょ？　だったら、雷鳴、砂塵、溶鉄は狙えるかもね」

			「ん。頑張る」

			　複合属性を手に入れるには魔石吸収か、自分で習得するかだ。火魔術を10にしたら火炎魔術が習得できたし、魔術のレベルを上げていけば、複合属性を覚えられる可能性も高い。

			『今だと……火の次に高いのは風か』

			　ゴブリンの巣で、アーミー・ビートルから風魔術３を吸収しまくったからな。やはり、吸収するスキルレベルが高い方が効率がいいみたいだ。

			　ゴブリンたちから剣術１を奪い続けた時よりも、蟲どもからスキル風魔術３をいただいた時の方が、圧倒的にスキルのレベルアップが速かった。

			『どうするか……レベル、上げちゃうか？』

			　自己進化ポイントは47残っている。

			『どうする？』

			（複合属性、ほしい）

			　フランが欲しいんだったら、否いや応おうもない。

			　ポイントを６消費してレベルを上げてしまったのでした。ちゃんと雷鳴属性がゲットできたし、後悔はしていない。暴風属性や風術師の称号も手に入ったしな。

			（はやく使いたい）

			『ここじゃダメだ。俺たち、複合属性は持ってない体でアマンダから話を聞いたんだぞ。昨日の今日で、いきなり使えるようになったりしたらまずい』

			（わかった……）

			『アレッサに戻ったら、実験しよう。な？』

			「ん」

		

	
		
			第三章　黒き魔狼、其の名はウルシ

			　


			　ダンジョン前で一夜を明かした翌日。

			「よし、五層に突入するぞ」

			　朝からダンジョンへと踏み込んだ調査隊一行は、すでに四層の終点まで探索を終えていた。

			　ここまで問題は──まあ、ほとんどない。クラッドも、昨日の敗北が応えたのか大人しいもんだ。いや、気絶から目覚めた後に目撃した、フランとアマンダの模擬戦の方がショックがデカそうだったけどね。ざまあみろ。

			　昨晩の模擬戦はそれは壮絶だった。脇腹を抉られた時には肝が冷えたぜ。いや、肝ないけどね！

			　何か、比喩表現は体の部位を使ったものが多くて、無機物の俺には使い辛いな。どうでもいいことなんだけど。ちょっと気になってしまったのだ。

			　模擬戦でランクＡ冒険者の強さを体感できたのはむしろ良かった。

			　フランも悔しくはあるが、アマンダを嫌ってはいないようだ。半殺しにしてくれた敵というよりは、いつかは越えるべき壁の様な相手に見えているんだろう。むしろ、アマンダに対する好意さえうかがえた。

			　アマンダにとっても昨晩の模擬戦は満足いくものだったらしい。普通の冒険者相手では、少し鞭を振るっただけであっさり叩きのめしてしまうと嘆いていた。その点フランは回避力も高いし、気を抜けばアマンダさえ傷つけるだけの攻撃力もある。

			　可愛くて強いフランを気に入ったようで、朝からずっと気にかけてくれてた。いや、会った時からずっと親切だよな。何か、「実はあなたの両親と知り合いだったのよ」とか言われても違和感がない程度には優しい。まあ、それだけ子供好きってことなんだろう。

			　また、クルスやフリーオンたちから見ても、アマンダとフランの模擬戦は次元が違っていたらしい。露骨に態度を変えるようなことはなかったが、行動や言葉の端々に、フランに対する畏怖の様なものが感じられた。その後、クルスとアマンダの模擬戦なども行われたが、フラン程粘ることはできなかったことも大きいだろう。完全にフランを格上と認めたみたいだな。

			　意外なことに、クルスからはフランに対して好意や敬意の様なものが感じられる。ランクＤ冒険者ごときに負けた、と思わないのだろうか？　多分彼には実力差を受け入れ、相手を認めるだけの度量があるのだろう。いい漢だぞクルス君。フランはやらんけどな！

			　一層から四層までは大した敵もいない上、罠も少なく、ほとんど立ち止まらずに進んでこられた。魔獣は蟲系が多かった。新しいスキルを入手できなかったことは残念だが、そこはまあしょうがない。パーティ戦の良い経験を積めたと思っておこう。

			「では、再確認だ。まず、この先には蜘蛛系の魔獣、トラップ・スパイダーが群れている」

			「ん」

			「囲まれると面倒だ。そこは注意してくれ」

			　かなり強靭な糸を吐き出してくるらしい。その糸で雁がん字じ搦がらめにされたら、格下相手でも不覚を取る可能性は十分あった。

			「それと、罠の数も増える。特に転移の罠は危険なので十分注意してくれ。シーフの皆は、索敵よりも罠感知を重点的に頼む」

			　この階からは罠の危険度が跳ね上がるんだとか。

			　転移罠以外にも、猛毒のガスや落とし穴のような致死性の高い罠の数々や、装備を強制解除したり進む向きを変えられる様な変則的な罠も多いらしい。

			　罠を察知できるシーフたちを先頭に五層へと突入する。

			　戦闘になれば戦士たちが前に出て、魔術師が援護するという連係だ。

			　蜘蛛の素材はそこそこの値で取引されているらしく、できるだけ火炎系の魔術を使うなと言われている。トラップ・スパイダーの糸はランクの割に強靭なので、重宝されているらしい。だが、加工前は火に弱く、軽く火に触れただけでも品質が下がってしまうのだとか。なので、フランはひたすらに剣を振るっていた。

			　戦闘も罠も特に問題ない。このまま行けば五層は問題なく踏破できそうだな。

			　まあ、これだけの戦力が揃っているのだし、それは当然なのだが。

			　だが、問題が起きたのは六層に入った直後だった。

			「くそっ、雑魚蜘蛛の癖に！」

			「精霊魔術で倒しきれない？　まさか！」

			　トラップ・スパイダーが急に強くなったのだ。目に見えて生命力が高く、体も一回り大きい気がする。より下の階層にいる個体の方が、レベルが高かったりするのだろうか？

			　俺は鑑定を使ってみた。そして名称と説明を見て、驚愕の事実を知る。

			『フラン、こいつらはトラップ・スパイダーじゃない。トリック・スパイダーだ！　進化してやがる！』

			　トリック・スパイダーは一見すると体が大きいトラップ・スパイダーの様だが、中身は全然違う。何せ進化した上位種だ。脅威度も一つ高いＥである。

			　ステータスは倍以上だし攻撃手段も多い。

			　何より混乱毒と猛毒牙を持っている。

			　トラップ・スパイダーと勘違いして攻撃し、命を落とす冒険者も多いらしかった。

			　本来トラップ・スパイダーしか出現しないはずの階層に、そのトリック・スパイダーが群れてやがるのだ。これはまずいんじゃないか？

			「ゲンネル！　どうした！」

			「わから、ねぇ……。毒消しが、効かない」

			　やられた奴がいたか。

			　トラップ・スパイダーの毒は非常に弱く、すぐに五等級の毒消しを飲めば全く問題にならない。だが、トリック・スパイダーの猛毒は三等級以上の毒消しでないと全く効き目がないのだ。

			　なので、トリック・スパイダーをトラップ・スパイダーだと勘違いしたまま、低等級の毒消しを飲んだだけで戦い続けると、毒が中和されず猛毒にやられてしまうという訳だった。

			『フラン。あいつヤバそうだ』

			「ん」

			　フランは僅かに下がると、男に解毒効果のある回復魔術、アンチ・ドートをかけてやる。

			「た、助かった！」

			「ありがとう。でも、どうして毒消しが効かないんだ？」

			「ん。あれはトリック・スパイダー。猛毒を持ってる」

			「なっ！　トリック・スパイダーだと？　バカな！　進化が起きたのか！」

			　この洞窟にトリック・スパイダーのポップは設定されていない。最も強いのが、トラップ・スパイダーなのだ。

			　だが、いくつかの要因が重なった場合、こちらの思惑を超えて魔獣の進化が起きてしまう場合があるらしい。

			　それは強力過ぎる個体が生まれてしまった場合だ。ダンジョンの力で無から魔力を使って生み出されるとはいえ、ダンジョン産の魔獣にも個体差は存在する。時にはユニーク個体やレア個体と言った、他の個体を超える力を持った魔獣が生まれることもあった。

			　詳しい理由は分からないが、人々には混沌の神の試練であると考えられているらしい。

			　強力個体が生まれた場合に何が起きるか。

			　それはその個体による餌の独占と、飢餓による下位個体同士の共食いだ。すると、餌を十分に食べた強力個体が進化する可能性がまず生まれる。次に共食いに勝ち残った下位個体にも、進化のチャンスはあるだろう。

			　双方が潰し合う場合がほとんどだが、最悪の場合は進化個体同士が共生してしまい、ダンジョンの生態系が変化してしまうことさえあった。

			　それ以外にも経験値の高い餌を偶発的に摂取して進化してしまう場合や、何らかの外部要因によって進化する場合もある。

			　まあ攻略されたダンジョンの場合はギルドや国が管理している場合がほとんどであるので、後者の二つはほとんどあり得ないらしいが。

			　クルスも試験だとか言っている場合じゃないと理解したんだろう。アマンダに救援を要請する。

			「くそっ、油断した！　アマンダ様！」

			「分かってるわよ。フランちゃんも、行くわよ？」

			「ん」

			　そして始まったのは蹂じゅう躙りんだ。

			　アマンダの鞭が一撃で蜘蛛の急所を撃ち抜き、フランは糸を躱しながら正確に蜘蛛の頭部を断ち割っていった。

			　ランクＥ冒険者たちでは手こずっていたトリック・スパイダーの群れが、瞬く間に数を減らしていく。僅か数分後。二〇匹ほどの蜘蛛の群れは物言わぬ屍へと姿を変えていた。

			「雑魚と戦ってもつまらないのよね。ね、フランちゃん？」

			「ううん。楽しかった」

			「あら、そうなの？　フランちゃんが楽しかったのなら、良かったわ」

			　フランたちは楽しそうだが、他の冒険者たちは疲れた顔をしている。

			　クラッドたちは限界が近そうだ。

			「一旦引くぞ、五層へ戻る！　そこまでは奴らも追ってこない！」

			　ダンジョンの魔獣は、ダンジョンマスターの命令がある場合か、階層ごとに設定されている個体数の上限を超えて増えない限り、階層を勝手に移動しない。なので五層に逃げればトリック・スパイダーも追ってこないはずだった。

			「すでに繁殖が行われているとしたら、かなり危険だ」

			「分かった！」

			「俺たちと、フランさんは殿しんがりを務める」

			「ん」

			「Ｅ級のパーティは先に下がれ！」

			　クルスの指示に、素直に従うクラッドたち。さすがにこの場面で逆らう真似はしないか。まあ、そんな余裕がないだけだと思うが。

			「わ、わか──ぎゃあぁ！」

			「お、落ち着け！　かすり傷だ！」

			「後ろにもいやがった！」

			「一匹だけだろう！　騒ぐんじゃない！」

			「ま、前からもまた来たぞ！」

			　この場面でパニックに陥ったのは、クラッドの仲間である竜の咆哮のメンバーだった。どうも、魔獣に囲まれるということに慣れていないらしい。しかも混乱の状態異常を受けている様だ。

			「待ちなさい」

			「う、うるさい！」

			　クラッドはまだギリギリ戦意を保っていたが、背後から奇襲を受けた部下の二人が前方の蜘蛛の群れに向かって闇雲に走り出してしまった。

			「あ、まて！　そっちにはまだ罠が！」

			　そして、シーフの探知が済んでいないエリアに足を踏み入れ、案の定罠を作動させてしまった。

			　キュイイイイーン。

			「よりにもよって転移の罠だと？」

			「まずい──」

			「逃げ──」

			　そして、フランの姿が掻き消えた。

			　手に握っていたはずの、俺をその場に残して。

			『え？　フラン？』

			「フランちゃん！」

			　フランが消えた。

			　クラッドの仲間が作動させた、転移の罠に巻き込まれて！

			　フランを巻き込んで転移した二人の武器も、俺と同じ様にその場に残されている。持っていた槍だけではなく、短剣や投げナイフの類も全てだ。フランが投擲用に装備していた、王蛇蝎の短剣も俺の横に落ちている。

			「武器の強制解除だと？」

			「ご丁寧に、予備武器まで置き去りだ！」

			　踏んだ奴以外も巻き込む範囲系転移罠の話は事前に聞いていたが、装備武器の強制解除だって？　転移と武装解除が同時に発動するなんて、事前の説明じゃ聞いてなかったぞ！　くそ、装備登録が外れてやがる！

			　い、生きて……。いや、大丈夫だ。大丈夫なはずだ。落ち着くんだ！

			　フランの居場所を探るには……。こんなことなら探知系のスキルをもっと鍛えておくべきだった！

			「馬鹿な！　こんな凶悪な複合罠、このダンジョンにあるなんて話、聞いたことがない！」

			「高ランクダンジョン並みの罠じゃないか！」

			　クルスたちも驚愕していた。彼らにとってもこの罠は青天の霹へき靂れきだったらしい。

			「……心当たりがあるわ」

			「何かご存じなのですか？」

			「トラップ・スパイダーの上位種であるトリック・スパイダーの、さらに上位種であるトリックスター・スパイダーは、罠改造スキルを持っているはずよ」

			　罠改造スキル？　ダンジョンにある罠を改造できるってことか？　厄介な魔獣だな！　と言うか、トリック・スパイダーのさらなる上位種？　やばいじゃないか。

			「で、ですがそんな高位の魔物がこのダンジョンにいる訳ありません！」

			「トリック・スパイダーに進化していることがすでにイレギュラーなのよ？　トリックスター・スパイダーがいたとしても、おかしくはないわ」

			「くっ。アイゼール、地図を！」

			　クルスが仲間のシーフに、転移罠の突出地点を調べさせる。

			「もう確認しましたぜ。通常だったらこの先の小部屋に転移するだけのはずだ」

			「行くわよ！」

			　アマンダが俺と王蛇蝎の短剣を拾って走り出す。俺が念動で移動するよりも余程速いな。このまま急いでくれ！

			　そんなアマンダに周囲の蜘蛛が一斉に飛びかかった。おいおい、まだ二四時間経っていないぞ。アマンダの精霊の寵愛は復活してない！　いくらアマンダでもこの数は──！

			「邪魔よ」

			　ザン！

			　アマンダの右手がブレた。そして、飛びかかっていた蜘蛛と、周辺にいた蜘蛛たちが一瞬で爆ぜる。たった一撃。それで蜘蛛たちが全滅していた。まだアマンダを舐めてたわ。今の攻撃全然見えなかった。フランとの戦いも、全く本気じゃなかったのだ。模擬戦でアマンダが本気だったら、フランは最初の一撃で瀕死に陥っていただろう。

			　当然だが罠を踏むことなく問題の小部屋へ辿り着く。

			「フランちゃん！」

			　クラッドも必死に後ろを付いてきていた様だ。アマンダに遅れて部屋に駆け込んでくる。

			「ビクトル！　バルツ！」

			　だが、その部屋に人の姿はなかった。

			「やっぱり、転移先も変更されてたわね……！」

			「くそっ、どうすりゃ！」

			　追い付いてきたクルスが即座に状況を察して、指示を飛ばす。

			「手分けして捜すぞ。ただ、現状で人数を分けすぎるのは自殺行為だ。俺とアイゼール、クラッドたち竜の咆哮。リグと樹海の目。それとアマンダ様の三組に分かれるぞ」

			「わ、分かった」

			「行きましょう！」

			　冒険者たちが飛び出していった。　

			　だが、アマンダはその場を動かない。俺を壁に立てかけると、目を閉じて何やら集中している。風魔術を使っているな。

			　ああ、そんなことよりも、フランを捜す方法を考えないと！

			　念話は──だめだ。離れ過ぎていて使えない！

			　転移の術でもあればな！　フランの場所に飛べるんなら、何でもいいんだ。もしくは、フランを引き戻せれば……。いや、待てよ。フランをこっちに引き戻す？　できるかもしれない！　眷属召喚だ。フランは俺と何故か契約状態になっている。装備者登録が外れているとはいえ、契約が消えた訳じゃない！　フランは俺の眷属と言えるんじゃ……。

			　一縷の望みをかけて、眷属召喚のリストを確認する。フランの名前はあるか──？

			　うん？　フランの名前はないんだが、召喚可能対象の一覧に、何やらよく分からない項目が追加されていた。

			


			　　召喚可能眷属：ウルフ、グレイウルフ、ブラウンウルフ、レッドウルフ、ブルーウルフ、グリーンウルフ、イエローウルフ、ブラックウルフ、ルビーウルフ、エメラルドウルフ、サンダーウルフ、オニキスウルフ

			


			　何だこりゃ？　ウルフ祭り？　分からん。契約した覚えなんか全くないのに。

			　いや、そんなことよりもウルフなら匂いを辿ってフランを捜せるか？

			　捜索の手が増えるのは単純に嬉しいし。

			　色々見ていくうちにオニキスウルフの能力に目が留まる。こいつ、生命感知を持っているじゃないか！　しかも、レッド以上のウルフはどいつも反響定位、鋭敏嗅覚も備えている。両方を備えたオニキスウルフなら、フランを捜し出せるのではないだろうか？

			　他にいい手も思い浮かばないし、オニキスを喚んでみることにした。

			『──サモン・オニキスウルフ！』

			　どうせなら、少しでも強い個体が出るようにと、上限まで魔力を込めてやった。どれだけ効果があるかは分からんが。

			　虚空に巨大な魔法陣が描かれ、強い魔力が漏れ出す。

			「グゥグルルゥゥ！」

			　そして、魔法陣からユラユラと魔力が立ち昇り、凝り固まる様にして次第に塊となっていく。

			　直後、漆黒の毛並みの狼が湧き出すように出現していた。

			　お、思ってたよりもデカいな。それもかなり。

			　精々大型犬くらいの大きさかと思ってたんだけど……。こいつは、乳牛くらいはあるだろう。

			「な、オニキスウルフ？　こんな所で？」

			　ヤバい。アマンダをすっかり忘れてた！　超驚いているよ。

			　あれ？　このままじゃ討伐されちゃうんじゃ……？

			　こいつ凄い魔力を全身から放出しまくってるし。何か威嚇するみたいに、ずっと唸り続けてるし。どう見ても、敵性魔獣だよ！

			「グルルルル……」

			　それを止めろって。何で、そんなに唸り声上げてんの？　魔力の放出もやめてくれ！

			『おい、唸るな！　もっと大人しくしてくれ！』

			「グルウゥッ！」

			　だめだ。聞いてない感じだ。もっと強めに言い聞かせないとダメなのか？　と言うか、苦しんでるみたいにも見える。何が起きてるんだ？

			


			　　名称：オニキスウルフ

			　　種族：魔狼・魔獣

			　　状態：魔力暴走

			　　Lv：１

			　　生命：３１９　魔力：２１３　腕力：１２６　敏捷：２２１

			


			　状態が魔力暴走？　これか！　これのせいで、魔力まき散らしながら、苦しんでるのか！　 　どうすりゃいいんだ！

			〈オニキスウルフに《名付け》を行いますか？〉

			　ええい、こんな時に！　名前を付ければいいのか？　えーと、名前、名前──。

			『お前はウルシだ！』

			　漆黒にも漆っていう文字が入ってるしな。鬣たてがみに所々紅い毛が交じっていて、それもまた漆から連想される色だ。毒属性も、触ったらかぶれる漆っぽいし。咄嗟に考えたにしては、良い名前だ。

			〈オニキスウルフの《名付け》が完了しました〉

			〈オニキスウルフが進化します〉

			　え？　進化？　名付け？　どういうことだ？　魔力暴走は？　誰か説明して！

			　しかし、目の前にいたオニキスウルフは、アナウンスさんの言う通り、その姿を変えていく。

			〈ウルシが、ダークネスウルフへと進化しました〉

			「アオオオォォォォォーン！」

			　い、いきなり元気だな。魔力暴走は平気なのか？

			


			　　名称：ウルシ（ダークネスウルフ）

			　　種族：魔狼・魔獣

			　　Lv：１

			　　生命：４５１　魔力：６７０　腕力：２１６　敏捷：３１０

			　　スキル：暗黒耐性８、暗黒魔術１、鋭敏嗅覚10、隠密７、牙闘技５、牙闘術５、影潜み10、影渡り５、空中跳躍８、恐怖４、警戒６、気配遮断６、再生５、死毒魔術１、瞬発５、消音行動６、死霊魔術５、生命感知７、精神耐性６、毒魔術10、反響定位７、咆哮８、夜陰紛れ10、闇魔術10、暗視、王毒牙、自動生命回復、自動魔力回復、毒無効、身体変化、魔力操作

			　　ユニークスキル：捕食吸収

			　　称号：剣の眷属、神狼の眷属

			　　説明：暗黒属性を操るウルフ系魔獣の上位種。ステータスは同ランクの魔獣の中では低い方だが、スキルの多彩さ、魔力量はトップクラス。隠密系のスキルを多く持ち、影に潜む影渡りを持つため発見は非常に困難。存在は確認されているが、発見個体数は少ない。脅威度Ｃ。

			　　魔石位置：心臓部。

			


			　オニキスウルフの時も相当大きいと感じたが、こいつはさらに二回りは大きい。オニキスは牛位だったけど、ダークネスは足先から肩までで三メートルを越えていた。

			　深みのある金瞳は周囲を睥へい睨げいするかの如く威厳に満ちている。牙は短刀並みに鋭く、四肢は熊さえも凌ぐ程に逞しい。黒い体毛にはオニキスの進化種だけあって、不思議な煌めきがあり、角度によっては星の瞬く夜空の様な、神秘的な美しさがある。鬣に交じる紅色の毛が、不思議な気品のようなものも与えていた。それでいて、顔などの一部を覆う白い毛はまるで隈取の様な模様になっており、犬好きの俺にハスキーっぽい親しみやすさも感じさせる。

			　


			　

			　


			　脅威度Ｃか。説明にもある通り、隠密系スキルが充実している。暗殺者っぽいスキル構成だな。魔術もかなりのものだ。同じ脅威度のタイラント・サーベルタイガーと比べた場合、肉体能力で大きく劣る代わりに、魔力系の能力では圧勝。そんな感じだった。

			「いきなり進化した？　もしかして、ダークネスウルフ？　は、初めて見たんだけど……それに、この魔力の流れ、フランちゃんの剣とつながっている？」

			　あっさりと看破された！　まあ、ウルシがやられる危険性が下がったから良しとしておこう。

			　そんなことよりも今はフランだ！

			『ウルシ、俺の言葉が分かるか？　分かるなら、右前脚を上げろ』

			「オン」

			　サッ！

			　ウルシが右前脚を上げた。

			『次は左後脚だ』

			「オン」

			　よし、俺の言葉を理解してるな。それに、なんとなくだが、ウルシの感情が分かる気がする。ウルシのやる気が伝わってくるような感覚だ。念話のおかげだろうか？

			『フランの居場所は分かるか？　俺の装備者なんだが』

			「オン」

			　ウルシがクンクンと俺の匂いを嗅ぐ。そして、数秒間目をつむって、ウーウー唸る。どうやら、スキルを使っているようだな。

			『どうだ？』

			「オオォーン！」

			　ウルシは大きく吠えると、俺の柄を噛んで持ち上げた。

			　もう発見したのか？　速いな！

			『重くないか？』

			「ホン！」

			　俺を咥えているせいで、空気が漏れて間抜けな鳴き声だな。でも、さすがにデカイだけあって、俺を口で持ち上げても全く問題ないみたいだ。

			　ウルシがそのまま凄まじい勢いで洞窟を駆け出す。

			『よーし、ウルシ急げ！』

			「ホンホン！」

			　俺を咥えたウルシは、勢いよく駆け出した。これでフランの場所までいけるか？　いや、待てよ？　これって不味くないか？

			「待って！　罠があるわよ！」

			　後ろから叫ぶアマンダの言う通りだ。また転移の罠とか発動させたら最悪だぞ。

			『ウルシ！　罠があるから気を付けろ！』

			「オウン？」

			『平気なのか？』

			　俺の焦りもどこ吹く風、ウルシは罠など無視して走り続ける。

			　そうか、空中跳躍を持っていたな。罠を踏まなければ、そもそも作動しないってことか。さらに、ウルシの目に魔力が籠もる。闇魔術を使ったみたいだな。何だ？

			　いや、どうやら罠を見抜くことができるようになる魔術みたいだ。時折何かを避ける様な不自然な動きをする。どうもセンサー系の罠を見抜いているようだった。

			　しかし、三〇〇メートル程走った所で、突然ウルシが立ち止まってしまった。

			『ウルシ？』

			「ホン？」

			『いや、フランの場所は？』

			　ウルシが俺を地面に置いて、その場にお座りしてしまった。

			「ハッハッハッハ」

			『ハッハじゃなくて』

			「オンオン！」

			　ウルシが突然壁をカリカリとひっかくと、凄い勢いで掘り始めた。

			『え？　もしかして、この向こうってことか？』

			「オン」

			「もしかして、フランちゃんがそこにいるの？」

			　アマンダも驚きの顔で、近づいてきたぞ。ていうか、ウルシの脚に遅れずに付いてきてたのか！　いや、敏捷値はアマンダの方が高いんだし、当たり前なのか？

			「私がやるわ──トルネード・ランス！」

			　アマンダが、暴風魔術で壁を打ち砕く。

			『隠し通路か！』

			「このダンジョン、こんな場所ばっかりだから嫌いよ。風魔術の探知も効かないはずだわ」

			　転移罠にかかった奴を閉じ込めるための場所なのかもな。

			　気配を探るが、奥からは蜘蛛の気配しかない。本当にここにいるのか？　言いようのない不安感が俺を襲った。

			『ウルシ、いけ！』

			「オン！」

			　ウルシが空中跳躍を利用して軽快に走る。

			『いた！』

			　本当にいた！　フランの姿が見える！　通路の遥か先に、フランがいた。良かった、まだ動いている。

			　だが──。

			『蜘蛛どもか！』

			　フランは小型の蜘蛛に囲まれていた。蜘蛛の幼生だ。小蜘蛛がワラワラとフランの周囲に群がっている。一匹一匹は弱くてもあの数は危険だ！

			『ウルシ、急げ！』

			「ホン！」

			『こっちだフラン！』

			　ダメだ。まだ念話が通じる距離じゃない。

			　でも、何で逃げないんだ！　フランの足なら、小蜘蛛を躱して逃げられるだろ！

			　よく見るとフランが逃げずに蜘蛛たちと戦おうとしている理由が分かった。

			　フランの背後に、二人の人間が倒れている。一緒に転移したクラッドの仲間たちだ。フランは彼らを守ろうとしているようだった。

			『ファイヤ・ジャベリン！』

			「シュギャァ！」

			　くそ、雑魚蜘蛛どもが鬱陶しいな！　魔術を放っても、こいつ等の張った巣に阻まれてフランの周りにいる蜘蛛に届かない！

			『フランはスキルを失っているんだぞ！』

			　俺の装備が外れているってことは、俺とのスキル共有も解除されてるってことである。そんな状態で戦うなんて自殺行為だ。

			　蜘蛛どもがフランに飛びかかるのが見えた。だめだ！　あの数を今のフランは避けられない──いや、案外戦えてる？　動きは確かに鈍くなっているが、拳を振るって蜘蛛を叩き潰すフランの身のこなしはそう悪いものじゃない。

			　だが、群がる小蜘蛛の攻勢は留まるところを知らなかった。今度は壁伝いに移動して、気絶している冒険者たちに襲いかかろうとしている。フランは咄嗟に拳を振るうが、それだけでは小蜘蛛を防ぐことができなかった。蜘蛛が冒険者たちに一斉に飛びかかる。

			『フラン！　無茶するな！』

			　俺は思わず絶叫した。

			　なんと、フランが身を挺して冒険者たちを庇ったじゃないか！　フランの体に群がった無数の小蜘蛛たちの牙が、フランの体に突き立てられる。

			　あんな大量の血が！

			　その光景を見た瞬間、俺は我も忘れて飛び出していた。

			『うおおおぉぉぉぉぉっ！』

			「オオオォン！」

			　思考が沸騰する。

			　アマンダにバレる？　何を気にしてるんだ、馬鹿か俺は！　何が大事なのか、考えろ！

			　フランを発見してから十数秒間。俺は念動を溜め続けてきた。半ば無意識に。これは最早癖みたいなものだ。戦闘の気配を感じ取った剣士が柄に手を置くように、俺は無意識に念動を溜めてしまうようになっていた。そのおかげで念動カタパルトを放てるだけの念動は溜まった。

			　だが、これで届くか？　蜘蛛どもの糸はかなりの強度だ。いくら念動カタパルトでも、これだけの蜘蛛と、蜘蛛の巣を全てぶち抜いてフランの下まで辿り着けるだろうか？

			　多分、届かない。

			　このダンジョンで蜘蛛たちを相手に戦ってきた経験故に、奴らの硬さや、巣の強度を知っている。そして、単なる念動カタパルトではフランに届かないと、感覚で理解できてしまった。

			　ならどうする？

			『限界を超えればいいだけだ！』

			　実のところ、いつもの念動カタパルトは限界ギリギリまで力を込めている。正真正銘、全力だ。

			　だが、本当に限界なのか？　いや、あれは限界ではない。

			　自分では限界のつもりでも、無意識に安全マージンを確保した上での限界だった。自分が反動でダメージを受けない、リミッターをかけた上での限界。

			　ならそんなものは取っ払ってしまえばいい。

			『限界を超えろ！』

			　魔力が刀身の内で暴れ回る。最早、どれだけの魔力を込めているのか自分でもよく分からなかった。

			　まだだ。もっと威力を上げる必要がある！　他に何か──？

			　そうだ！　以前覚えた属性剣というスキルがあった！　属性を刀身に纏わせられるスキルだ。

			　俺は属性剣を発動させる。

			『おおおぉぉ！』

			　これも限界まで魔力を込めてやる！

			　刀身が炎を纏い、赤熱して輝く。僅かに刀身が溶け始めているほどの熱量だ。

			　異変を感じた通路の蜘蛛たちが、俺に向かって糸を吐きかけて来た。だが、無駄だ。灼熱の剣と化した俺に近づいただけで、糸は燃え上がって消滅していく。

			『蜘蛛どもぉぉ、邪魔をするなぁぁ！』

			　ギュドォォォォォォォォォォォオオッ！

			　俺は、溜めに溜めた念動を爆発させた。

			　かつてない程の加速で蜘蛛の防壁を貫いてく。十と重え二十はた重えに張り巡らされた強固な蜘蛛の巣が、まるで紙でできているかの様だ。固い外殻を持つ蜘蛛でさえも、ぶち当たった瞬間に燃え上がり、消し炭と化していた。

			　いつもの念動カタパルトだったら、半分くらいの距離で糸に絡めとられていただろう。しかし、今の俺は違った。熱と衝撃波で蜘蛛たちを粉砕しながら突き進む。今の俺はまさに砲弾。直撃しなくても、衝撃波だけで凄まじい破壊をまき散らしている。

			『うおおおぉぉぉぉ！』

			　だが大量の蜘蛛たちを貫いたせいで、すぐに速度が落ちてきてしまった。

			　これでもまだ足りないのか？

			　蜘蛛の巣を舐め過ぎていたのか？

			『うおぉおぉ！　届けぇぇ！』

			　だが、俺の願いが通じたのか、なんとか通路に築かれた蜘蛛の防壁を抜け、フランのいる小部屋に到達していた。

			　念動カタパルトで飛び出した時とは大違いの、へロヘロの速度だが、目の前にはもう邪魔な巣は存在しない。

			『フランから離れやがれ！　このクソ蜘蛛どもがぁ！　──ファイヤ・アロー！』

			　俺はそのまま蜘蛛たちに突進し、魔術も使って蹴散らした。

			　そして、すぐにフランに対して回復魔術を使用する。

			『──ヒール！』

			　速度優先で下級の魔術だ。

			『フラン！』

			「……」

			　くそっ、返事がない！　状態はどうだ？

			　猛毒＆朦朧な上に、生命が残り少ない。ヒール一回かけてこれか！　俺は大慌てでアンチ・ドート、グレーター・ヒールでフランを完全回復させる。

			　一応、気絶しているクラッドの仲間たちにもヒールとアンチ・ドートをかけてやった。フランを巻き込みやがった馬鹿どもだが、身を挺して守ったフランに免じて許してやろう。今はとりあえず寝かしとくか。

			　他の蜘蛛はどうなった？

			「モムン？」

			『ウルシいつの間に！　そうか、影渡りか！』

			　悪魔も使っていた、影を使った転移術だ。

			　やばい、俺はどんだけ動転してるんだ。すっかり忘れていた！　ウルシの持つ影渡りスキルを使えばもっと簡単にフランの下に辿り着けたんじゃ……。

			　ウルシが全滅した蜘蛛の残骸の真ん中で、何かを頬張っている。おい、足が口からはみ出てるぞ！　はぁ、こいつの食費を考えたら頭痛くなってきた。と言うか、倒した魔獣を食べられちゃったら、素材も取れないんだけど。

			　まあ、これも後で考えよう。

			『フラン。フラン』

			　念動でフランを軽く揺する。

			「……ん？」

			『目が覚めたか？』

			「師匠？」

			『おう。もう大丈夫だぞ』

			「蜘蛛はどうなった？」

			『もういないよ』

			「そう」

			　改めてフランのステータスを見ると、剣術のレベルが３もある。剣技も気力操作もあった。ついでに瞬発と料理も。出会った時には持っていなかったスキルだ。俺を装備していても、フランには熟練度が入っているみたいだな。

			　それと、スキルがなくなっても得た称号は消えないらしい。火術師が残ったままだし。

			　剣を装備していなくても、剣術によってある程度の体捌きができていたおかげで、蜘蛛相手に多少なりとも対応できたんだろう。

			　しかし成長が速くないか？　一ヶ月で、剣術が二つもレベルアップしている。俺を使っていた影響だろうか？　多分、高レベルのスキルを使う感覚を身に着けることによって、スキルの成長に良い効果があったのだと思うが。

			　だが、どれだけスキルが成長しようとも、それを使うのはフランだ。

			　今回だって、蜘蛛に囲まれても諦めず、毒を喰らってもフランが闘志を失わなかったからこそ助かったのだ。真に成長しているのは、その精神力だろう。

			『よく頑張ったな』

			「師匠、ボロボロ」

			『まあ、ちょっとな』

			　限界以上の魔力を込めて念動カタパルトを放った代償は、俺が思っていた以上に大きかった。

			　まずは大量の魔力消費。念動カタパルトだけで七割近い魔力を失ってしまっただろう。

			　耐久値もかなり危険だ。刀身には半ばまでの深い亀裂が入り、熱で溶けた部分が黒く変色している。まさしく半壊。普通の剣がこうなったら廃棄決定だろう。

			　自動で修復が完了するには結構な時間がかかりそうだった。

			『少し時間が経てば元通りになるさ』

			「ん……」

			『おいおい、なんて顔してるんだよ』

			「私のせい」

			『違うって、俺がバカやったせいだ。もう少し加減できれば良かったんだが』

			　限界以上の魔力を制御するのは思った以上に難しかった。もう一度同じことをやろうとしても、込める魔力を加減するのは難しいだろう。また同じ様な惨状に陥るはずだ。

			　ただ、おかげで魔法使いスキルの真価が分かった気がした。

			　今まで俺は魔法使いスキルを魔力感知の上位互換代わりか、魔術に魔力を多く込めて威力を上げる程度の使い方しかしてこなかった。

			　だが、その先があったのだ。魔力の流れが分かるから、限界を超えた魔力を込めることができる。魔力の流れを感じ取れるから、辛うじて制御もできる。言わば、魔力のオーバーブーストが可能なのだ。まあ、諸刃の剣ではあるが。

			『フランが無事で良かったよ』

			「ありがと」

			　フランが俺のボロボロの刀身をギュッと抱きしめる。

			『おい、フラン。危ないぞ』

			「へいき」

			　そう言って、さらに力を込めるフラン。そして、鍔にコツンと額を当て、安堵の吐息を漏らす。ようやっと安心できたんだろう。

			『仕方ないな』

			「ん」

			　師弟の感動の再会。そんな雰囲気だったろう。

			　この場に他の誰もいなければ。

			「ね、ねえ。その剣、勝手に動いた？　しかも、何度か声を出したように思えるんだけど……。魔術も使ったし」

			　アマンダ忘れてたーっ！　いや、最初は意識してたんだが……。途中からは本気で忘れてた。

			　あまりにも焦り過ぎて、普通に念話で叫んでたし。いつもは話したい相手だけに念話を飛ばしてるけど……。叫んでる時とか完全に全方位発信だった。当然、アマンダの耳にも俺の声が聞こえただろう。

			　魔術も使ったし、念動で飛んだし。勝手にフランの周りを飛び回った。

			「ん……」

			「あ、待って。いいの。無理やり聞きたい訳じゃないの。ごめんなさい」

			「？」

			「その、思わず聞いちゃっただけだから。言いたくなければいいの。誰だって、事情はあるから」

			　そう言ってはくれるものの、俺が喋って動ける剣だって確実にバレたよな？　わざわざ隠す意味あるのか？

			（師匠、話していい？）

			『フランは、アマンダに教えたいのか？』

			（ん……）

			　随分懐いたね。ぶっちゃけ、模擬戦して半殺しにあっただけな気がするんだが……。

			　まあ、フランが教えたいって言うんなら、俺も反対しないさ。

			　アマンダが善い奴だって分かってるしな。

			「アマンダ」

			「なーに？」

			「話がある──」

			


			　三分後。

			　アマンダはメチャクチャ興奮していた。

			「インテリジェンス・ウェポンって、お伽とぎ噺ばなしに出てくる、意思を持った武器と同じってこと？　きゃーっ！　実在したのね！」

			　やはり、インテリジェンス・ウェポンが珍しいらしい。初めて見たと驚いている。

			　だが、それ以上に彼女をはしゃがせているのは、そんな凄い秘密を自分に打ち明けてくれたという喜びの様だった。普通に考えたら、余程信用できる相手にしか明かさない内容だからな。

			「私に教えてくれてありがとう！　フランちゃん。それと、師匠？」

			『おう』

			「凄いわね。本当に喋れるのね～」

			　アマンダがキラキラした目で俺を見つめている。憧れの存在に出会った子供みたいな顔だ。

			『まあ、よろしく頼む』

			「ええ。こちらこそ！　安心して、二人の秘密は、墓場まで持って行くから！　それに、困ったら何でも相談してね？　私はどんな時でもフランちゃんの味方よ？」

			「ん」

			「何せ私には、子供の守護者っていう称号があるんだから。だから、いつでも私を頼ってきていいんだからね？」

			「ありがと」

			「あー。可愛いわねぇ！　私、フランちゃんのためだったら何でもするわ！」

			　やっぱり打ち明けて良かった。

			　本当はこんな無粋な真似はしたくなかったが、虚言の理を使ってみた。アマンダの言葉は全て本当だ。嘘偽りなく、アマンダはフランのために何でもやると言ってくれている。

			『良かったな、フラン』

			「ん」

			「でも、フランちゃんが蜘蛛に攻撃された時の師匠の慌てた感じ、フランちゃんに見せたかったわ～。いきなり剣から『フラン！』て言う声が聞こえて驚いたんだから」

			「師匠、慌てた？」

			『お、おう。面目ない』

			「オオカミちゃんもいきなり飛び出すから、魔術で援護もできないし。巻き込んじゃうからね。私も慌てたわ～」

			「オゥゥ……」

			　俺は全然ダメダメだ！　慌てて、焦って、判断ミス連発で！　もっと色々やり方があったはずだ。アマンダに助けを求めるとか、最初からウルシの影渡りを使うとか！

			　特にアマンダの魔術と鞭があれば、もっと簡単にフランを助けられただろう。

			　はぁ、フランだけじゃない。俺だって、成長しなきゃな……。

			「この犬は？」

			『犬って……』

			「クゥゥ」

			　さすがに犬扱いは可哀想だ。

			『フラン、こいつはウルシ。俺が召喚したダークネスウルフだ』

			「ウルシちゃんが出てきた時も驚いたわ～」

			「ウルシ？」

			　フランがジッと見つめると、ウルシも無垢な目でその瞳を見つめ返した。

			「クゥン」

			　フランがそっと頭を撫でると、ウルシは嬉しそうな声を上げる。

			「よしよし」

			「ワフ」

			　こいつ、狼だよな？　何か、本気で犬に見えてきたぞ。

			「オフオフ」

			「む」

			　ウルシは鼻面、顎、首筋と撫でられる度に、気持ちよさげに目を細める。そしてお返しとばかりに、フランの顔をベロベロと舐め回した。フランの顔はもうベトベトだ。

			　おい、さっき蜘蛛を喰ってたな？　フラン、顔を拭きなさい。

			　フランも無事だったし、これからどうするか？

			　まずは、冒険者たちとの合流かな。

			　焦っていて全然気にしてなかったが、このダンジョンはクラッドやフリーオンたちにとって結構危険だ。これで奴らが死んでたりしたら寝覚めが悪い。

			『そろそろ移動しよう』

			「そうね。ほら、あんたたち起きなさい」

			「う……ん」

			　アマンダが絶賛気絶中の冒険者たちをガシガシと蹴り起こす。

			「ここは、どこだ？」

			「あなたたちがパニックになって作動させた、罠の転移先よ」

			「あ、そう言えばお嬢ちゃんは！」

			「だ、大丈夫か？」

			　二人は転移してきてすぐに戦闘不能に陥ってしまったらしい。毒と出血で遠のく意識。朦朧とする中で、フランが自分たちを庇い、戦ってくれていたのは理解できていたようだ。

			「助かったぜ」

			「まじでありがとうな」

			　ほほう。殊勝に頭を下げる姿はクラッドの仲間とは思えんな。まあ、命の恩人相手に悪態つくようなクズだったらちょっとばかりお仕置きをしてやったけどな！

			　アマンダも俺と同じ様なことを考えている目で、二人を睨んでいる。

			「オン」

			「うわぁ！　何だ！」

			「おおお、狼！　魔獣だ！」

			　いい反応をしてくれるな。腰を抜かさんばかり──と言うか、マジで腰を抜かしている。尻餅をついて絶望的な表情でウルシを見上げていた。

			「あああ、アマンダ様！　助けてください！」

			「オゥ？」

			「ひぃ！　ベロが！　ベロがぁ！」

			「ウルシ、めっ」

			「クゥゥゥ」

			　アマンダが、ウルシはフランの眷属だと説明してやると、二人はようやっと落ち着いたようだ。

			「こんな高ランクの魔獣を眷属にしているなんて！」

			「魔獣武器なんて、初めて見た！」

			　とか言って改めて尊敬の目でフランを見ているぞ。完全にフランの虜だな。今にも姐さんとか呼び始めそうだ。

			「これからどうするかなんだけど」

			「他の人たちは？」

			「あなたたちを捜しに行ってるわ」

			　さて、どうやって合流するか……。闇雲に捜し回るのは時間がかかり過ぎるだろう。

			「ウルシ、他の人間を捜せる？」

			「オン！」

			　問題ないらしい。とりあえず召喚してみただけなのに、メチャクチャ役に立ってくれるな。

			　ウルシはその場にサッと寝そべった。そして、フランをジッと見つめる。

			「乗せてくれる？」

			「オン！」

			「ん。ありがと」

			「あら、頭いいのね」

			　伏せてもまだウルシの背は高いが、フランはその背によじ登る。

			「ふかふか」

			「オウ！」

			　フランはウルシの鬣を掴んで、首筋にしがみついた。さらに、俺が念動でフランの体を固定する。これで、振り落とされたりはしないだろう。

			　ただ、冒険者Ａ、Ｂはどうしよう。こいつらの足じゃ付いてこれんだろうし、残していっても危険だし。アマンダに護衛を頼むか？

			「ウルシ、運べる？」

			「オン」

			　ウルシがフランを振り返って軽く鳴いた。フランがそれを聞いてコクリと頷く。

			「犬は好き？」

			「うん？　唐突に何だお嬢ちゃん？　犬？　いや、犬は好きだけど……」

			「じゃあ、大丈夫」

			「え？　うぉぉぉ？」

			　冒険者Ａの革鎧の襟首を咥えて持ち上げるウルシ。親猫が子猫を運ぶ時の様な格好だ。

			『乗せてやりゃいいんじゃ？』

			（ワフン！）

			　ああ、フラン以外を乗せたくないのね。ウルシはしっかりとフランのことを主人だと理解しているみたいだった。

			「じゃあ、あなたは私が運んであげるわ」

			「え？　ちょ、アマンダ様？」

			「はい、大人しくしてなさいよ」

			「うわぁ！」

			　アマンダが冒険者Ｂを小脇に抱えた。明らかに男の方が大きいんだけどさ。

			　異様な光景だな。さすがランクＡ冒険者の超絶腕力である。

			「じゃあ、行く」

			「ホン！」

			　フランの合図でウルシが走り出す。因みに俺は鞘に入ってフランに背負われている。一応亀裂だけは塞いだけど、完全回復はダンジョンを出てからだな。それまでは応急処置で我慢しないと。

			「ウルシ凄い。空を走ってる」

			『空中跳躍８だからな』

			　俺たちの持っている空中跳躍１の様な多段ジャンプ程度とは違い、完全に空中を蹴って走っている。フランはどこか楽しそうだな。

			「前方、蜘蛛」

			　五匹のトリック・スパイダーがこっちへ向かってくるのが見えた。

			「いっちゃえウルシ」

			「ホーン！」

			　おいおい、ウルシの奴、立ち止まるどころかさらに加速したぞ。咥えられている冒険者の悲鳴が聞こえるが、あえて無視だ。

			「ホフン！」

			　ウルシの咆哮に呼応して、漆黒の槍が蜘蛛たちに降り注ぐ。さらにウルシが通路を通り抜けた瞬間、左右にいた蜘蛛たちが千切れて舞い散っていた。目にも留まらぬ速さで、前脚を振るっているらしい。

			『──フレア・ブラスト！』

			「──ファイヤ・アロー」

			「──ウィンド・カッター！」

			　巣で覆われた通路は、魔術を連打して無理やり道を創り出した。俺たちは蜘蛛を排除しながら、ノンストップで洞窟を駆け抜ける。

			「手応えないわね」

			「ひぃひぃ」

			「はぁはぁ」

			　アマンダは余裕の表情だが、他の二人は死にそうな顔だな。

			　しばらく走ると一際大きな通路に出た。そして、大量の蜘蛛。張り巡らされた巣のせいで、先の様子が見えない程に蜘蛛の密集度合いが凄い。

			　しかしこの先から人間の気配が感じられる。クルスたちだろう。どうやってここを突破して中に入ったんだ？　他に通路でもあるんだろうか。

			　まあ、この程度で今の俺たちは止められんが。巣を薙ぎ払って通路を突破すると、そこそこ大きな広間に出た。天井が高く、普段だったら解放感さえ覚えるだろう。今は蜘蛛の巣だらけで気味悪いだけだが。

			　そんな大広間に、無数の蜘蛛たちがひしめいていた。床だけじゃなく、天井や壁一面に張り付いている。その数は五〇を下らないだろう。

			　そんな広間にクルスたちの姿があった。他の奴らも一緒だ。しかし、あの戦力で挑むのはメチャクチャ危険じゃないか？　実際、壁際に追い詰められているし。何人かは状態異常を喰らっている様だ。

			「くそっ、斬っても斬っても……！」

			「退路さえ塞がれなかったら！」

			　どうやら深入りし過ぎて閉じ込められたらしい。しかも蜘蛛の群れの中央に、一際大きな蜘蛛がいた。全身に生える毒々しい紫色の体毛が、見る者の不快感を煽る。

			　やっぱりいたか。トリックスター・スパイダーだ。ステータスも他の蜘蛛より断トツに高い。

			　あれがフランを酷い目に遭わせた、蜘蛛どもの親玉か！

			『よっしゃ、いっちょリベンジと行くか！』

			「ん！」

			　蜘蛛の群れを前に闘志を高めていると、情けない悲鳴が聞こえた。

			「うわーっ！　た、助け！」

			「リーダー！」

			「クラッドの兄貴！」

			　おおう。クラッドが糸でグルグル巻きにされて、蜘蛛の巣にお持ち帰りされそうになっている。毒状態ではないが、麻痺状態だ。あれは結構ピンチだね。

			『助けてやるか。ウルシは冒険者たちを』

			「オン」

			「ん。──ファイヤ・アロー！」

			　一気に蜘蛛の群れに突っ込んで冒険者たちに群がるトリック・スパイダーを薙ぎ払い、クラッドを捕らえていた蜘蛛の糸を焼き払う。

			「あちちち！　熱いっ！」

			　あ、炎が糸を伝って、クラッドに巻き付いていた糸まで燃え上がったな。ちょっと髪の毛に引火しちゃってるけど、死にはしないだろう。

			「アオォォォォォン！」

			　ウルシの放った漆黒の矢がジリジリと近づいてきていた蜘蛛を倒す。蜘蛛たちに恐怖心があるのか分からんが、ウルシの強さを感じ取って、後ずさりしているのが分かる。

			　まあ、人間たちの反応の方が凄まじかったんだが。

			「うわぁぁ！」

			「な、なんだこいつっ！」

			「ひぃ！　この魔力は……！」

			「オ、オニキスウルフ？」

			「ばか！　もっと強い！」

			「こんなのがいるなんて聞いてないっ！」

			「くそ！　みんな落ち着くんだ！」

			　ただでさえランクＥの魔獣に手こずっているのに、遥かに格上の魔獣が現れてパニック状態である。

			「いや、待て！　アマンダ様だ！」

			「それに、あの狼の背中！　お嬢ちゃんがいるぞ！」

			「ええ？」

			　どうやらフランに気付いたようだな。これで味方だと分かっただろう。

			　クルスたちから攻撃される心配もなくなった。

			　よしっ。このまま、宿敵トリックスター・スパイダーも──。

			「中身ぶちまけて逝きなさい！」

			　ドガシュッ！

			　アマンダの鞭が、トリックスター・スパイダーを粉々に砕いていた。あれは魔石も粉々だな。

			「フランちゃんに酷いことをした報いを受けさせてやったわ！」　

			　まあ、瞬殺ですな。そりゃあ、トリックスター・スパイダーの脅威度Ｃは、罠改造スキルの厄介さによるものだよ？　ステータスだけだったら、脅威度Ｄ程度の能力だろう。でもさ、あんなあっさりやられてしまうとは……。

			『え──アマンダ、さん？』

			「え？」

			　俺は思わずアマンダに念話を送ってしまった。

			「あっ！」

			　そして、アマンダがこちらを向いて、「やっちゃった！」っていう顔をしている。

			　さっきアマンダには俺が魔石を吸収するって教えたんだ。いや、トリックスター・スパイダーの魔石を譲ってくれるって、約束してた訳じゃないんだよ？　でもさ、何か暗黙の了解って言うの？　譲ってくれるんだろうな～って勝手に思ってた訳だよ？

			　いや、ちゃんと約束してなかった俺が悪いんだけどさ……。

			「さ、さぁ、この調子で他の蜘蛛もやっつけるわよ！」

			　あっ、誤魔化しやがった！

			「さあ、フランちゃんも！」

			　……仕方ない。今は蜘蛛の殲滅が優先だ。

			「ん、やる」

			「グルゥ！」

			『こうなりゃ自棄やけだ！』

			　そして、魔術の乱舞が始まる。アマンダの風魔術が天井の蜘蛛たちを巣ごと切り刻み、ウルシの闇魔術が壁の蜘蛛を正確に穿ち、俺たちの放つ火魔術が蜘蛛を広範囲で焼き払う。あと、フリーオンも参加したようで、蜘蛛たちに蔦が巻き付き、締め上げている。

			　圧巻だな。特にアマンダの暴風魔術は、数発で天井にいた全ての蜘蛛を倒してしまった。あれがアマンダの本気か。それでいて、冒険者たちには一切の影響が出ていない。制御も完璧なんだな。あの魔術を見てしまうと、自分たちの火炎魔術がまだまだだと思い知る。剣だけではなく、魔術も鍛錬が必要だ。

			「アマンダ、さすが」

			「あらー？　フランちゃんに褒められちゃった！」

			　褒められて照れる姿は全然強そうには見えんけどね。

			　床には蜘蛛たちの残骸が散乱している。大分ボロボロだけど中には使える素材もあるだろう。魔石も、探せばあるかもしれない。

			『ウルシ、魔石を探すんだ』

			「オフ」

			　せめてトリック・スパイダーの魔石を確保しておかねば。ウルシに頼んで魔石をいくつか確保しておいてもらう。鼻が利くからか次々と魔石を探し出すウルシ。

			　しかも影の中に魔石をしまい込めるみたいだ。影潜りの応用みたいだな。便利である。

			「お二人とも。そ、その狼は……」

			　クルスたちが恐る恐る近づいてきた。なんとか無事みたいだが、何人かが辛そうにしている。猛毒が回り始めてるみたいだ。

			『フラン』

			「ん。──アンチ・ドート。──キュア・パラライズ」

			「おお！　助かったぁ！」

			「ありがとう！」

			「し、死ぬかと、死ぬかと思った！」

			　フリーオンたちは安心したせいか、その場で座り込んでしまった。泣いてる奴までいるぞ。犠牲が出なくて良かった。

			「それで、この狼は、もしかしてオニキスウルフですか？」

			「違う。ダークネスウルフ」

			「ええ？」

			「初めて見た！」

			　クルスたちが騒いでる。アマンダでさえ初見のレア魔獣だしな。

			「フランさんの眷属なんですか？」

			「ん」

			「まさか、これほどの召喚魔術を……」

			「むしろ、ランクＤなのがおかしいですね」

			　フリーオンは目を輝かせてウルシを見ている。どうやら、好奇心に勝てないようだ。研究者タイプの人間みたいだし。クルスは改めてフランの実力を思い知った様だな。

			　ウルシってやっぱり目立つよな？　町に戻ったら、メチャクチャ注目されるだろう。それに、宿に泊まれるか？　ペットオーケーな宿を探さないといけないかもしれん。

			　実は送還的なことができないか試しているんだが、無理みたいなのだ。呼び出したら呼び出しっぱなしみたいだな。ただ、召喚中は魔力が減り続けると言ったことはないようなので、それは助かったが。

			『ウルシ。影潜りで、フランの影に入れるんだよな？』

			（オン）

			　俺の念話に反応したウルシが、フランの影に沈み込んだ。おお、一瞬なんだな。それに、気配もほとんど感じられない。俺には魔法使いスキルがあるので辛うじて判別できるが、下位の冒険者程度ではウルシの存在に気付くことさえできないだろう。出てくる時も一瞬だ。

			『町にいる時は、影に入りっぱなしっていうのは、可能か？』

			「クゥ……」

			『嫌なのか？』

			「オン」

			『でも、町でお前の姿は目立ち過ぎるんだよ。場合によっちゃ、攻撃されるかもしれんぞ？』

			「オウゥ」

			　ウルシは耳をペタンと寝かせて、妙に悲し気な表情をしやがる。

			　むう、そんな顔されたら、無理に影に入ってろとは言えんじゃないか。

			（師匠、私からもお願い）

			『いや、でもな』

			（だめ？）

			（オンオン？）

			　ずるい！　つぶらな瞳が計四つ、俺を見つめている！　周りの人からは、フランの背後を見つめる変な一人と一匹だ。

			「オン！」

			『何だ？　何かあるのか？』

			　ウルシが四肢を踏ん張って、何やら魔力を集中し始めた。

			「オオォォォン」

			　おお？　何かウルシが縮んでいくぞ！　数秒で、普通の大型犬くらいの大きさに変わってしまった。

			『もしかして、身体変化スキルか？　てっきり姿を違う魔獣に変える様なスキルだと思ってたぜ』

			「オンオン」

			「きゃーっ！　超かわいいわ！　こんなに小さくなっちゃって！　私も飼いたい！」

			　いや、さっきまでの姿と比べたら小さいが、これでも十分デカいんだけどな。まあ、これならギリギリ許容範囲内かな？　犬と言い張れば犬に見える──かもしれない。

			『はぁ、仕方ない。町中ではその姿でいるんだぞ？』

			「オン！」

			（ありがとう師匠。これでいつでもウルシをモフモフできる）

			　フラン、そのためにお願いしてたのか……。って言うか、俺もウルシをモフモフしたい！

			　まあ仕方ない。召喚しちゃったんだし、きちんと面倒見ないとな。となると、散歩とかさせた方がいいのか？　あと、リードとかはいらんのかね？　うーん。何か、本当に犬を飼った気分になってきた。

			「よろしくモフモ──ウルシ」

			「オオン？」

			　フランにとって、ウルシの毛触りはかなり重要らしいな。

			


			　蜘蛛を殲滅した後、俺たちは当初の目的通りダンジョンコアルームにやってきていた。

			「あれが魔鉱石ですね」

			「ほう。これほどの純度の魔鉱石ですか。凄まじいですね」

			「お宝の山じゃねーか！」

			　フリーオンが唸り、クラッドが目を輝かせて魔鉱石に駆け寄る。

			「ぷっ」

			　その姿を見て、フランが軽く吹き出した。

			「笑うな！　誰のせいだと思ってやがる！」

			「命の恩人」

			「ぐっ」

			「命の代償」

			「わ、分かってるっつーの！」

			　クラッドはフランの放った火魔術で髪が焼け野原になってしまったので、仕方なく髪の毛を全部剃り落としたのだ。短剣で四苦八苦しながら剃ったせいで所々剃り残しがあるその頭は、何度見ても面白い。実はグレーター・ヒールを使えば治せたことは秘密だ。

			「ぷぷっ」

			「くそっ」

			　アマンダもフランも、見る度に笑いを堪えようとして失敗している。

			　フランがこんなに笑うのは初めてだからな。多少無礼な態度は許してやることにしよう。と言うか、この頭で強がる姿がむしろ面白い。

			「はいはい。そこまでにしてくださいアマンダ様。まずは魔鉱石の回収をしてしまいますよ」

			「分かってるわよ」

			「では、皆このアイテム袋を使う様に」

			「ん」

			　クルスが配ったアイテムボックス効果の付いている袋に、皆が魔鉱石を詰めて行く。

			　しかし、量が多いな。コアルームが高純度の魔鉱石インゴットで埋め尽くされている。魔鉱石って、結構貴重な物だろ？　この量はかなり凄いんじゃないか？

			「分かっていると思うが、ここは部外秘だぞ。言いふらせば、ギルドだけではなく国からも目を付けられることになるから、気を付けることだ」

			「我らは許可があったので問題ないが、部外者が入り込もうとすれば、入り口の結界ですぐバレる」

			「フランちゃんも、気を付けた方がいいわよ？　ギルマスがうるさいから」

			　アマンダも忠告してくれる。それだけ厳しい罰が待っているってことだろう。

			「なんでそこまで？」

			「この魔鉱石の量、ちょっと多過ぎると思わない？」

			「そうなの？」

			「そうなのよ。ダンジョンコアにもそれぞれ特性があって、同じものを生み出すのにかかる魔力が違うの。それでこのダンジョンでは、他ではあり得ないくらい少ない魔力で高純度の魔鉱石が生み出せるって訳」

			　なるほど。だからこそ、普段は開放してないんだな。少しちょろまかすだけでも一財産だろうし、大半の冒険者は見ただけで心が揺らぐだろう。

			「ふむ……コアの設定は……」

			　俺たちに魔鉱石回収を任せて、クルスはコアの設定を見直し始めた。

			　だが、やはりリポップにはトラップ・スパイダーの設定しかなかったらしい。

			「どうするのですクルス殿。トリック・スパイダーを殲滅するのですか？」

			「だとしても、一度報告に戻らねば」

			　かなり数を減らしたが、ダンジョン内のトリック・スパイダーを全滅させた訳じゃない。このまま放っておけば、またトリック・スパイダーが繁殖を始めるだろう。トリックスター・スパイダーがまだいる可能性もある。そうなれば、ダンジョンの難易度が上がってしまい、魔鉱石の回収が難しくなる。

			　だが良い点もあった。トラップ・スパイダーに比べ、トリック・スパイダーの素材の方が圧倒的に高価で有用なのだ。それが定期的に回収できるというのは悪くない話らしい。しかもトラップ・スパイダーよりも高い魔力を保有するトリック・スパイダーがいれば、ダンジョンコアはより多くの魔力を吸収できる。魔鉱石の生産にも良い影響があるだろう。

			「まあ、ギルドの判断に任せればいいんじゃないかしら？」

			「それもそうですね」

			　クルスがアマンダの言葉に頷く。ランクＣ冒険者がどうこう言えるレベルの話じゃないよな。

			　ギルドの運営や国の税収に関係してくる部分だろうし。ただ、アマンダは他人事っぽく言ってるが、アレッサ唯一のランクＡ冒険者ともなれば、全く無関係ではないと思うぞ？

			　まあ、俺たちには関係はないだろうけどね。

			


			　アレッサへの帰りの道中は特に問題は起きなかった。

			　フランがアマンダとの模擬戦で叩きのめされたくらいか。

			　あと、模擬戦には途中からウルシも加わった。

			「グルルォ！」

			「はぁ！」

			　ウルシの生み出した闇の槍と、フランの放った衝撃波がアマンダを襲う。

			　だが、アマンダは鞭の一振りでそれらを消し飛ばし、逆にフランたちを攻撃した。

			「くっ！」

			「キャイン！」

			　今日はウルシがいるため、先日の模擬戦よりは多少本気なんだろう。

			　攻撃の威力が上がっているし、その速さも段違いだ。

			　アマンダの右手が閃く度、フランたちの悲鳴が響いていた。

			　それでも、回復魔術を使いながら、フランたちはアマンダに迫る。

			　一緒にアマンダの攻撃を食らい、どうすればその守りを突破できるか考えながら戦っているからだろう。

			　フランとウルシの連係は段々と良くなってきている。

			「アオーン！」

			「あら、面白いわね！」

			　ウルシが鞭を躱すために影潜りを使ってフランの影に逃げ込んだかと思うと、アマンダの背後から飛び出す。

			　影潜りと見せかけて、影渡りを使ったのだろう。

			　悪魔が奇襲攻撃に使っていた影を使った転移を思い出す。あれは厄介だったな。

			　初見では躱しきれず、腕を切り飛ばされたし。

			　だが、アマンダは即反応し、ウルシを風魔術で吹き飛ばした。さすがだ。

			　転移可能な距離は短めなようだが、敵に一気に近寄れる影渡りは有効なスキルである。相当魔力を消費してしまうが、ウルシは魔力の多いダークネスウルフだ。連続での使用も不可能ではないだろう。

			　それに、段々と使い方が分かって来た様で、その攻撃にも段々と嫌らしさが増してきた。

			　影の中から外に出ずに闇魔術や毒魔術を放ったり、アマンダの影から飛び出すように見せかけてフランの影から出現したりと、多彩な使い方を編み出している。

			　あの悪魔がこれくらい魔術を使いこなしてたら、俺たちはほうほうの体で逃げ出すしかなかっただろうな。

			　また、魔術系の能力が目立ちがちだが、接近戦でも弱くない。むしろ強い。

			　牙闘技という戦技に、王毒牙というスキルまで身に付けているのだ。腕力も相当高く、単なる突進だけでもゴブリンの群れ程度は蹴散らせるだけの強さはあった。

			　フランもウルシの能力を把握するにつれて指示などを出すことも増え、二人の息は戦闘が進むにつれて確実に合う様になっている。

			　まあ結局は揃ってアマンダに叩きのめされていたが。

			　最終的にはフランとウルシの連係は大分向上したようだ。

			　最後は、二人の多彩な攻撃に、アマンダも結構驚いていたよな。

			　その後、訓練に付き合ったお礼として、《名付け》に関して教えてもらえた。ウルシの進化の切っ掛けは、間違いなく名付けだろうしな。だが、以前に俺とフランは互いに名前を付け合っている。その時に何もなかったのは何故か？

			　それも、アマンダの説明でなんとなく分かった。

			　名付けと言うのは、上位者が配下や眷属に名前を与える行為だ。単に名前を付けるだけではなく、それにより魂の繋がりを強化する、契約に近い面もあるらしい。

			　名前を付けてもらった者は潜在能力が解放されたり、ステータスがアップしたりと、名付け相手の格によって様々な特典がある。

			　ウルシも名付けによって強化され、暴走するほどの過剰な魔力を受け入れる器を獲得したという訳だ。あそこで名付けを後回しにしてたら？　多分暴走して、アマンダに討伐されて終わっていただろう。すまんなウルシ。結構ピンチだった。

			　俺とフランはどちらが上位者と言う訳ではなかったし、名前を付け合っただけなので儀式としての名付けと言う行為にはならなかったようだ。

			　あと一番知りたかったウルフ系魔獣が眷属召喚のリストに載っていた理由は全然分からなかった。多少の推論は立つが、情報が足りな過ぎる。また資料室で調べ物をしてみるか？　ただ、フランがああいう場所でジッとしてるの苦手なんだよな。

			　食べ物で釣れば、なんとかなるかね？　カレー食べ放題とか言えば、大抵のことはやり遂げそうだし。最近さらに食べる量が増えてきたんだよな。このまま食いしん坊キャラの道を驀ばく進しんしなければいいんだが……。いや、俺が食べさせる量を減らせばいいんだけどさ。あの目で見つめられると、弱いんだよね。今はウルシとコンビで、ウルウルした瞳が二倍だしな～。

			　最近、過保護な親の気持ちがよーく分かってしまうのだった。

			　焚き火を挟んで座りながら、フランがアマンダにもう一つ聞いておきたかったことを尋ねる。

			「進化した黒猫族？」

			　そう。進化についてだ。フランの目標は進化すること。しかし、フラン曰く過去に進化できた黒猫族は存在していないらしい。

			　これまで出会った他の獣人族の反応から見ても、黒猫族が馬鹿にされているのは確かだ。それらの事実がフランの言葉を裏付けている。だが、黒猫族は本当に進化できないのだろうか？　冒険者としての経験が長いアマンダであれば、何か知らないかと思ったのだ。

			　だが、アマンダは静かに頭を振った。

			「ごめんなさい。知らないわ。獣人の進化に関しては専門外だし、助言もできない。でも、進化を果たした黒猫族に出会ったことがないのだけは確かなはずよ」

			「そう……」

			　アマンダでも知らなかったか。

			「過去に出会ったことのある黒猫族も、同じことを言ってたわね……」

			「その人たちは？」

			「もう、会えない場所に行ってしまったわね」

			　寂しげに呟くアマンダ。彼女ほどのベテランになれば、多くの出会いと別れがあるんだろう。

			「フランちゃんも、進化を目指しているの？」

			「黒猫族なら当然」

			　フランがそう返すと、アマンダはフランの隣に腰を下ろし、その体をそっと抱きしめた。

			「フランちゃん、頑張ってね？」

			「ん」

			「フランちゃんは、強くて、しっかりしてるから、きっと大丈夫」

			「ありがと」

			　だが、アマンダの顔はとても励ましてくれている者の顔ではなかった。

			　どこか辛そうな、悲し気な表情を浮かべている。

			「でもね……。フランちゃんはまだ子供なのも確かなのよ？　子供は、大人に頼る権利があるの。師匠に思いっきり甘えて、頼りなさい。勿論、私にだって」

			「……でも」

			「でもじゃないの。フランちゃんが頑張り屋なのはよーく分かってるけど、頑張り過ぎは良くないのよ？　どこかで限界が来て結局失敗しちゃうんだから」

			　さすがにアマンダの言葉は重いな。きっと経験談か、そういう奴を見て来たんだろう。

			「ん」

			「偉そうなこと言ってごめんね？」

			「ううん。ありがと」

			　不思議と、アマンダの言葉はストンと胸に落ちてくる。きっと、本気で心配してくれてるからだろうな。

			


			　帰還の途についた翌日。

			　俺たちはアレッサの町へと帰ってきた。

			　ただ、門の前が騒がしいな。鎧を着込んだ男たちが集まっているのが見える。

			『何かあったのか？』

			「人がたくさん来る」

			　確かに、大勢の人間が向かってきていた。

			　先頭にいる男の格好はどこかで見た覚えがあるな。どこだっけ？

			「騎士団だな。どうしたんだ？」

			　クルスの言葉で思い出した。そうだ、オーギュストの身に着けていた鎧とそっくりなのだ。特に先頭を走ってくる男性の鎧は、オーギュストの物に似ていながら、より豪華な装飾が施されている。

			「雑魚騎士団」

			「あら、言い得て妙ね」

			「ちょっと、お二人とも。騎士団の前で絶対に言わないでくださいよ！　プライドだけは高いんですから！」

			　フランとアマンダの会話を聞いて、クルスが慌てて言ってくる。

			　騎士団と冒険者じゃ仲がいいとは言い難にくいだろう。下手に喧嘩にでもなればアマンダとフランがやりすぎる未来しか見えないし。その顔は本当に真剣だった。

			「分かってるわよ」

			「ん」

			　騎士団に対して良い印象はないけど、わざわざ敵対しようとも思っていないのだ。向こうから絡んで来なければね。

			『とりあえず、ウルシは大人しくしとけよ？』

			「オン」

			　すでに小型化しているが、目立つことに違いはないんだし。騎士に難癖付けられても面倒だからな。

			「それに大丈夫じゃない？　あれは団長のウルスだし」

			　どうやら先頭にいる騎士は騎士団長らしい。そう言えばギルマスも、団長だけはまともだって言ってたな。

			「おお、そこにおるのはアマンダ殿か！」

			「ええ。お久しぶり」

			「うむ。お主がいるのであれば心強い！」

			　豪快そうなオヤジだな。ドナドよりも背は低いが、顔の濃さは同じくらいか。一言で表すのならマッチョダンディだ。

			　ドナドよりちょっと強いかな。ドナドは攻撃型の重戦士、ウルスは防御型の重騎士だった。背中には巨大な盾を背負っている。

			「何かあったのかしら？」

			「うむ、結界に反応があった。脅威度Ｃの魔獣がこの近辺におるぞ」

			　大きな町には大抵、魔物を感知する結界が張ってあるらしい。魔物を退ける様な効果はないが、町に近づいた魔物がどの程度強いかは判別できるんだとか。その結界が強い魔獣の反応を捉えたので騎士団が出動したみたいだな。

			「それで、討伐に？」

			「ああ、まずは外出を制限して、町の外をしらみつぶしにせねば。ギルドへの応援要請もすませておるぞ」

			　へえ。アマンダに頭を下げて協力をお願いする度量もあるようだし、本当にまともみたいだな。何か、普通に騎士だ。

			「若い騎士が多いわね」

			「我が騎士団も色々あってな。綱紀粛正を行ったのだ。問題のあった者たちが消え、やる気のある若いのが増えたのだよ」

			　間違いなくオーギュストの問題が発端だろうな。奴とその取り巻きが消えて、まともな騎士が増えた訳か。

			　と言うか、脅威度Ｃの魔獣？　それって──。

			　ダンジョン調査に同行していた冒険者たち全員の視線が、フランの横でお座りをしているウルシに向けられた。

			「ウルシのこと」

			「オン」

			「むお！　そ、それは……魔獣かね？　小さいが、凄まじい魔力！」

			　騎士団長がウルシを見て一歩後ずさりした。

			「多分、あなたが言ってる魔獣って、このウルシちゃんのことじゃないかしら？」

			「……アマンダ殿の従魔かね？」

			「いいえ。このフランちゃんのペットよ」

			「ほほう。この少女の……？　いや、もしかして噂の魔剣少女かね？」

			　誰かも言ってたな、魔剣少女。そのうち広まったりしないよな。どうせならもっと格好良い異名がいいのだけど。

			「まあ、従魔であるなら構わんが……。何か目印を付けてくれんかね？」

			「分かってるわよ。門を通る前にスカーフでも巻いてあげるわ。あとで従魔証を発行してね？」

			「分かっておる。では、少し質問をさせてもらうぞ？　書類はこちらで代筆しておくのでな」

			「気が利くじゃない」

			「まず、種族じゃが、一体何じゃ？　オニキスウルフにしては強過ぎる気がするが……」

			「ダークネスウルフ」

			「な、なんと！　それでか……。初めて見たわい」

			　ウルスが取り出した小さい羊皮紙に、驚きながらも何やら書き込んでいる。

			　従魔証ってやつを発行するために必要な項目をメモってるみたいだな。

			「えー、個体名は？」

			「ウルシ」

			「ウルシっと。主人はお主じゃな？　名前は？」

			「フラン」

			「では、ウルシの性別は？」

			「？　ちょっと待って」

			　あれ？　そう言えば、俺も知らんかったな。全然気にしてなかった。

			　俺がウルシにオスかメスか確かめようとしたら、すでにフランがウルシの後ろに回り込んでいた。

			「ヒャイン！」

			　きゃー、フランてば大胆！　なんとウルシの後ろに回り込むと、クイッと尻尾を持ち上げて、股の間のアレの有無を確認したではないか！　ふっ、幼さ故の過ちか……。ウルシは災難だったね。

			「雄だった」

			「クゥゥン……」

			　ウルシは尻尾を股の間に挟むと、情けない声で項垂れる。

			「お、おお、そうか」

			　騎士団長も若干引いてるぞ。

			　この後ウルシは赤いスカーフを巻いてもらい、無事にアレッサに入ることができた。従魔証という、使い魔だということを証明するワッペンも貰ったし。これを首輪か装備品に付けないといけないらしい。

			　まあ、冒険者ギルドでもう一度似た様な騒ぎがあったけどね。特に下級冒険者たちの驚きが凄かった。やっぱり普段から魔獣を相手にしているだけあって、強い魔獣への危機意識が高いらしい。

			　アマンダが宥めてくれなかったら、パニックが起きていたかもしれないくらいの騒ぎだった。

			「……全く、今度は脅威度Ｃの従魔ですか？　本当に話題に事欠かない方ですね」

			　ギルマスの執務室に呼ばれたんだが、開口一番に嫌みを言われた。仕方ないんだけどさ。

			　ちょっかい出してきた冒険者が、本当の大きさに戻ったウルシに頭から丸齧りにされたりしたし。いや、殺してないよ。ウルシだって加減して甘噛みだったし。それでも血だらけで半死半生だったけど。

			「しかもユニーク個体のダークネスウルフ？　ただでさえ珍しい種族だと言うのに」

			　なぬ？　ユニーク個体？　聞き捨てならんことを聞いたぞ？　ウルシってば、単なるダークネスウルフじゃないのか？

			「ユニーク個体？　ウルシが？」

			「おや、気付いていませんでしたか？　普通のダークネスウルフは黒地に白の毛並みですが、この個体は首周りの毛に紅い物が交じっています。スカーフに隠れて見え辛いですがね。それに、ユニークスキル。これも、本来のダークネスウルフは持っていなかったはずです。レベル１で習得しているなど、ユニーク個体としか考えられない」

			　まじっすか。全然知らなかった。他の個体を知らないし。ウルシがダークネスウルフのデフォルトなんだとばかり思っていた。

			「まあ、それはおいておいて。依頼達成ご苦労様でした。アマンダがあなたの強さを証明していますし、従魔のこともあります。貴女を侮るものはもういないでしょう」

			「ん」

			「ギルドカードを受付へ持って行ってください。ウルムットのダンジョンへの入場許可印を押させていただきます」

			　よしよし。これでダンジョンへ入れるぞ。

			『早速受付にいこーぜ！』

			「ん。じゃあ行く」

			「ああ、下でご職業を確認されたらいかがです？　就ける職業が増えているかもしれませんよ？　普通は変更に五〇〇ゴルドかかりますが、今回は無料で構いません。餞せん別べつの代わりです」

			　それが餞別って……。けち臭！　まあ、もらえる物はもらっとくけどさ。

			「ありがとう」

			「ウルムットへはいつ発たれるので？」

			「近日」

			「そうですか。寂しくなりますね」

			「……心がない」

			「はっはっは。そんなことはありませんよ。良くも悪くも、貴女には驚かされましたからね。まあ、これでまた静かな日常が戻るという安心感もありますがね」

			「ん。お世話をかけました」

			　フランがペコリと頭を下げたのを見て、ギルマスが目を丸くしている。余程驚いたらしい。

			　ふふん。フランだって、これくらいはできるんだぜ？

			　バタン。

			　ギルマスの部屋を出ると、微かにギルマスの呟きが耳に入ってくる。

			「ふぅ。最後まで驚かされっぱなしでしたねぇ」

			　本当に色々迷惑かけました。

			


			「じゃあ、カンパーイ！」

			「乾杯」

			「乾杯！」

			　ダンジョン調査を終えた日の夜。

			　フランは酒場にいた。同じ席にはアマンダとネルさんの姿もある。フランがアレッサを出るという話を聞き、お別れ会兼ダンジョンお疲れさま会を開いてくれたのだ。

			「あーあ。フランちゃんとお別れなんて、お姉さん寂しいわ！」

			「私もよ。どうしても行っちゃうの？」

			「ん。ダンジョンに行く」

			「ダンジョンと私どっちが大事なの！」

			「そりゃあ、ダンジョンでしょ！　アマンダなんて、出会ったばかりじゃない。その点、あたしは一ヶ月近い付き合いだもんね？」

			「むう。長さじゃないの！　私なんて、フランちゃんと寝食を共にした仲なのよ！」

			　話はクラッドたち竜の咆哮が試験に落ちた話や、ドナドが女性に振られた話など、コロコロと変わる。そして、その度に杯が進む。

			　二人が段々酔ってきたな。スキンシップが激しくなってきた。撫でられ過ぎたウルシは、すでにフランの影に逃げ込んでいる。

			「私もフランちゃんに付いてっちゃおうかな～」

			「孤児院は？」

			「あら～、フランちゃん知ってたのね。でも大丈夫よ。子供の面倒は院長たちに任せてれば問題ないし？　むしろ、出稼ぎに出て沢山お金稼いだ方が、孤児院のためになるってもんでしょう？　だから、フランちゃんと一緒にダンジョンに潜る～」

			「ん。構わない」

			　アマンダなら俺たちの事情も知ってるし、俺も構わないな。問題はアマンダが強過ぎて、フランの修行が捗らない可能性があるくらいかな。

			「え？　本当？　嬉しい！」

			「だめよー」

			　だが、ネルさんに止められてしまう。まあ、唯一のランクＡ冒険者が町を出て行こうとしてるのを見たら、そりゃあ止めるよな。だが、単にそれだけでもないらしい。

			「えー。何でよネル～」

			「あんた、契約忘れてるの？」

			「あー、あれねー。もう、面倒な契約結んじゃったわ！」

			「ギルマスの甘い言葉に乗ったあなたが悪いんでしょ！」

			「ううぅ」

			「契約？」

			「そうなのよ！　私、ギルドの依頼以外じゃ、アレッサから長期間離れられないの！」

			「なんで？」

			「えーとねー」

			「こら、アマンダ。こんな人がいっぱいの所で！」

			「あーそうでした。──サイレンス！」

			　アマンダが音を遮断する風の結界を張った。内緒話をするにはちょうどいい魔術なんだが、酔っているせいか制御が甘い。自分たちのいるテーブルどころか、周辺のテーブルまで巻き込んでいた。急に音が消えて、慌てふためく客の姿が見える。

			「私たちが行ってたダンジョンあるじゃない？　あそこって、結構重要なのよ。何せ、魔鉱石を大量生産できる場所だし。鉱山なんかよりも安定して供給できるし？」

			　言われてみればそうかも。軍事的に見たら結構重要な場所だろう。

			「でもー、ダンジョンはギルドの管轄でしょ？　国でもおいそれと手が出せない訳。でも、国はどうしてもアレッサのダンジョンが欲しい」

			「ん」

			　国としては確実に自分たちの管理下に置きたいはずだ。

			　だがダンジョンはギルドの管轄らしい。詳しくは分からないが、国とギルドで何か契約のようなものが結ばれているみたいだな。

			「それで、アレッサは北にあるレイドス王国の国境に結構近いじゃない？」

			「そうなの？」

			「そうなの。レイドスとは仲が悪いし、あそこの国は結構イケイケだから。最悪、アレッサがレイドスに狙われる可能性もあるわ」

			　ネルさんが皿の上にソースで簡単な地図を書いて、位置関係を説明してくれた。

			　クランゼル王国の北にある大きな国みたいだな。

			「魔鉱石に関する話だって、隠し通すことは無理だろうし。秘密なんていつかバレちゃうものなのよね～」

			「だから国はそれを理由にして、ダンジョンを国の管轄にしようとしていた時期があるの。アマンダがビビらせて退けたけど」

			「アレッサのギルドも国に取り上げられたくない訳よ。だって、アレッサってあのダンジョン以外に目ぼしいものがないし。あのダンジョンを取り上げられちゃったら、アレッサのギルドは収入激減よ？」

			「あたしたちのお給料も、カットよカット！」

			「だからギルドとしては、隣国に攻め入られたとしてもアレッサを守り通せるだけの戦力がありますっていう、保証が必要なの。ランクＡ冒険者を常駐させるとかね」

			　それでアマンダはアレッサから離れられない訳か。

			「国に睨まれてるから騎士団も弱いし。ウルス団長はアレッサ出身だから、無理に留まってくれてるけど。昔はもっと酷い騎士団だったのよ！」

			　オーギュストみたいなのが副長になれたのも、賄賂のおかげだけじゃなく、嫌がらせの意味もあったのかもしれないな。

			「って言う訳で、私はこの町から離れられないのよ～」

			「なるほど」

			「フランちゃんのお世話を色々したかったわー！」

			　アマンダがフランに抱き付きながら叫ぶ。

			「だから、無理なのよ！」

			「じゃあ、せめてここは私が奢っちゃう！」

			「やったー。さすがアマンダ！」

			「あら、ネルはダメよ？　フランちゃんだけ～」

			「けちー！」

			「ケチでいいでーす！　フランちゃーん。他の町に行っても私を忘れないでね？」

			「ん。忘れない」

			　まあ、何度も叩きのめされたし。忘れないよな。

			「何！　フラン嬢ちゃん、アレッサを出るのか！」

			「な、何だと！」

			　何か、隣にいた冒険者が話を聞いてたみたいだな。サイレンスの効果はいつの間にか切れている。

			　ドワーフだった。顔と同じ位ある巨大なエールジョッキが、まさにドワーフっていう感じだな。

			　誰だ？　どっかで見たことあるんだが……。ああ、最初にゴブリンの大軍と戦った時、援軍としてやって来たランクＤ冒険者だ。確か名前はエレベント。

			「何ー！　まじかよ」

			「くっそ、パーティに入ってもらおうと思ってたのに！」

			「なにぃ！　俺たちが狙ってたんだぞ！」

			「フランちゃーん」

			「水くせーぜ！」

			　おいおい、どんだけ冒険者がいたんだよ。何か、周りのテーブル全員冒険者だったぞ。冒険者ギルドに近い酒場だから、当たり前かもしれんが。しかも、他の冒険者もわらわら集まってきた。

			「フランさん、せっかく知り合いになれたのに残念です」

			「くそっ！　まだ借りを返してねーんだぞ！」

			　フリーオンとクラッドがいた。どうやら彼らもここで一緒に飲んでいたらしい。いつの間にか仲良くなってたみたいだな、

			「どこに行くんだ？」

			「ウルムット」

			　フランの言葉に冒険者たちがどよめく。彼らにとってもウルムットのダンジョンは憧れの場所らしい。

			「おお！　ダンジョンか！」

			「いいな～。いつか俺らも行ってみたいもんだ！」

			「わっはっは。その前にお前はランク上げろよ！」

			「よーし、嬢ちゃんの前途を祝してカンパイだ！」

			　誰かが言い出すと、他の冒険者たちも一斉に乗って来た。

			「うおー！」

			「かんぱーい！」

			「乾杯！」

			「カンパイー」

			「もっと酒持ってこい！」

			「樽で持ってこーい！」

			「がはははは！」

			「飲め飲め！」

			「いっき！　いっき！」

			　まさにドンチャン騒ぎだな。フランをダシにして飲みたいだけだろ。

			「フランちゃん飲んでるー？」

			「ん」

			「これジュースじゃない！　もっといい物がぁ」

			「こらアマンダ！　何飲ませようとしてんのよ！」

			「何って……単なる麦ジュースよ！」

			「いただく」

			　フランが麦ジュースのジョッキを手に取ろうとするが、ネルさんがサッと取り上げた。

			　グッジョブネルさん！

			「ダメよ！」

			『そうだ、まだ酒はダメだ』

			「えー、けちぃ。ちょっとだけよー」

			「けち」

			　ケチと言われようとも、これだけは譲れません！

			　だいたい今のアマンダたちを見れば酒がどれだけ人をダメにするか分かるだろう！

			「ダメったらダメ。これはあたしがいただきます」

			「おおぉ！　ネルさんいい飲みっぷり！」

			「色っぺー！」

			　ネルさんが取り上げたジョッキを一気に呷あおると、周囲の冒険者たちがヤンヤと囃し立てる。

			「楽しいわね！　フランちゃん！」

			「ん」

			　まあ、フランが楽しそうだからいいか。

			　飲み会は皆が潰れるまで続き、フランが部屋に帰ってきたのは日付も変わろうという時刻であった。

			　ウルシはフランの影の中で眠ってしまったようだ。

			『大丈夫か？』

			「ん」

			　直接飲んではいなかったが匂いは充満してたし、場の雰囲気もあって少し酔ってしまったか？

			　毒耐性はアルコールを防いでくれないらしいし。

			　これはどうしてなのかネルさんに聞いたら、神様の慈悲らしい。

			　酒に酔うと言うのは、神様も認める現実逃避手段ってことなのかね？

			「だいじょうぶ」

			『そうか』

			「ん」

			『今、腹は空いてるか？』

			　満腹なら起きた後にするけど。

			「空いてる。カレー？」

			『とりあえずカレーじゃないな。ちょっと待てよ……。よし、日付変わったな』

			　この宿の部屋には時計がある。魔道具としては一般的で、高価な物ではないようだった。大抵の場所には大まかな時刻を示す壁掛け時計があるし。ただ、腕時計は見たことないから、小型化はできていないようだけどね。

			　それと、暦もちゃんとあるし、カレンダーもある。それによると、一ヶ月は三〇日なんだが、三ヶ月の最後に一日だけ、特別な日があるらしい。月の宴の日とか書いてある。どうも、月の宴の日を境に、春夏秋冬の季節を区切ってあるようだ。なので、三〇日、三〇日、三一日の九一日で一季節とし、四季が巡る三六四日で一年となる。因みに今は、三月一三日だった。

			『じゃあ、ちょっと待てよ──』

			　俺が次元収納から取り出したのは、ドロッとした白っぽい謎の物体が入ったボウルだ。

			　まあ、強力粉に砂糖などを混ぜた生地な訳だが。

			　実はカレーなどを大量調理した時に、密かに準備していたのだ。

			　小麦粉や強力粉は他の料理にも使ったので、フランにも内緒で材料は揃えられた。生地を作るのもパン生地などの作成に紛れ込ませることで自然に用意できたと思う。

			『室内だけど、火力に注意すれば大丈夫だろ』

			　フライパンを念動で浮かしつつ、火魔術で火を起こして熱する。そこに油を引いて、生地を流し込んだ。

			　ジューッと言う音と共に、生地がふっくらと膨らんでいく。

			　両面を焼いた生地を二枚焼いてから皿に乗せ、生クリームとハチミツをかけ、フルーツを添えれば完成だ。

			『これをどうぞ』

			「？　何？　甘い匂い」

			『パンケーキだ。本当はデコレーションケーキを用意したかったけど、時間と材料とスキルの関係で無理だった。だから、せめてこいつをな。出来立てだから、美味しいぞ』

			「何で？　何かのお祝い？」

			『おう。今日は俺たちが出会ってちょうど一ヶ月だ。それで、何かできないかと思ってな。作ってみた』

			　生地はともかく、生クリームを作るのは中々大変だった。クリーム状態で売ってはいない様だったので、まずは牛乳を分離させて生クリームを作るところから始めたしね。

			「これ、私のためのケーキ？」

			　目を見開いて、宙にフワフワ浮いているパンケーキの載った皿を凝視している。

			『パンケーキだけどな』

			　この驚き様。フランは気付いてなかったみたいだな。サプライズ成功だぜ！

			『食べてくれ』

			「ん。いただきます……」

			　白いクリームとフルーツで彩られた二段重ねのパンケーキに、フランがフォークをそっと入れる。そして、パンケーキを切り分け、ゆっくりと口に運んだ。

			　モギュモギュ。

			『どうだ？』

			「おいしい。すごくおいしい」

			　モギュモギュモギュモギュ。

			　良かった。気に入ってくれたようだ。フランは無言で、ただひたすらにパンケーキを食べている。

			『ほら、口の周りがベタベタだぞ』

			「ん」

			　クイと突き出した顔をタオルで拭ってやる。何か今日は甘えん坊だな。

			『よしよし、綺麗になった』

			「ありがと」

			　モギュモギュ。

			『ああ、また汚して！』

			「このケーキが美味しいのがいけない」

			『はいはい』

			　フランは再び無言でパンケーキを頬張る。口いっぱいにパンケーキを頬張って、まるで小動物みたいだ。

			　フランはそのまま一言も喋らず、パンケーキを食べ尽くしたのだった。

			　食べ終わったフランが、フォークを置いて一息ついている。その顔には至福の笑みが浮かんでいた。パンケーキを作って良かった。

			「ごちそうさま」

			『お粗末様でした』

			　フランは両手をパンと合わせると、深々と頭を下げてくれる。

			「ねえ、師匠？」

			『何だ？』

			「ありがと」

			『おう』

			　確かに色々と大変だった。こっそりと準備するのは気を遣ったし、クリームを作るのも苦労した。

			　でも、その笑顔で十分報われたよ。

			　むしろ、俺がありがとうと言いたい。

			　俺を使ってくれてありがとう。俺と一緒に旅をしてくれてありがとう。そして、俺に出会ってくれてありがとう。

			　この一ヶ月、本当に楽しかった。

			　まだまだこれからもよろしくな。

			　


			　Ｓｉｄｅ　クリムト

			　


			　コンコン。

			「入りなさい」

			「叔父上、ご報告にあがりました」

			「ああ、フリーオン、よく来ました」

			　私の執務室に入って来たのは、甥のフリーオンでした。

			　最近は返事も待たずにズカズカと部屋に入ってくる輩が多いので、自分がギルドのマスターであると忘れてしまいそうです。その点、フリーオンは礼儀正しいですね。彼の爪の垢を煎じて、色々な人の口にねじ込んでやりたいくらいです。

			「お掛けなさい」

			「ありがとうございます」

			「ご苦労様でしたね。色々イレギュラーが重なったようですが……」

			「何度か死にかけましたよ」

			　報告書では読みましたが、トリック・スパイダーの繁殖に、トリックスター・スパイダーの出現ですか。頭が痛い問題です。ただ、その原因については当たりが付いていますが。

			「叔父上、あの蜘蛛どもは……」

			「ええ。オーギュスト・アルサンドの置き土産でしょうね」

			　実はアルサンドの部下だった冒険者の男が、ある計画を白状したのです。

			　それはアレッサのダンジョンの管理権限をギルドから奪うと言うものでした。

			　まず、魔力を含んだ特殊な薬品をダンジョンの魔獣に摂取させることで強化を促します。

			　そして、冒険者ギルドによる魔鉱石の回収を失敗させ、その事実を盾にギルドから騎士団へと管理権限を移譲させる。その後、騎士団を家の力で私物化してしまえば、横流しをし放題という訳です。

			　あのダンジョンへ出入りを許されている冒険者は、当ギルドでもそれなりに信用を得ている実力者ばかりでした。まさかそんな冒険者が抱きこまれているとは……。正直、私も警備体制を見直さなくてはなりません。

			　まあ、彼らもまさかトリックスター・スパイダーにまで至るとは思っていなかったようですが。多少強いトラップ・スパイダーを用意する程度の計画だったようです。多分、元々強かったユニーク個体が偶然にも強化されてしまったのでしょう。その結果、他のトラップ・スパイダーを捕食しまくり、運悪く進化まで至ってしまったと思われます。

			「しかも、背後にレイドス王国の影が見え隠れしていますね」

			「あの国ですか」

			　レイドス王国とは、このクランゼル王国の北にある軍事大国です。

			　魔獣を強化する薬品自体、非常に希少な物でした。それこそ、子爵程度では用意することなど不可能な程度には。ですが、レイドス王国の支援があれば、入手することは可能でしょう。

			「しかし叔父上、いくらレイドス王国とは言え、冒険者ギルドを敵に回すようなことをしますか？」

			「彼の国には冒険者ギルドがありませんから。むしろ冒険者ギルドは仮想敵として考えているでしょう」

			　冒険者ギルドは世界に跨がる組織であるため、国に帰属している訳ではありません。レイドス王国とクランゼル王国が戦争状態となったとしても、当ギルドがクランゼル王国に味方をする義務はない。と言うか、国が無理やり冒険者を戦争に駆り出そうとすれば、彼らは国を捨てて出て行くことでしょう。冒険者は魔獣やダンジョンから人々を守る代わりに、戦争を免除されていると言ってもいいのです。これは冒険者ギルドのある各国の暗黙の認識と言っても過言ではありません。

			　しかし、レイドス王国は大昔にその禁を犯しました。クランゼル王国に攻め込むために冒険者を無理やり徴兵し、逆らった者を反逆者として処罰したのです。

			　その結果レイドス王国から冒険者ギルドは撤退し、冒険者も彼の国を見捨てました。その後一〇年以上の間、レイドス王国内では魔獣の被害が数倍に膨れ上がり、騎士や兵士がその対応に追われたと言います。しかも、そのせいで他国に戦争を仕掛けるどころではなくなり、クランゼル王国との戦争には敗北を喫しました。

			　現在でもレイドス王国には冒険者ギルドは存在せず、冒険者に代わる特殊部隊が魔獣の駆除を行っています。

			「冒険者が必要ないので、むしろギルドが邪魔と言うことですか」

			「必要ないと言うか、自分たちで対処しなくてはならなくなった結果、必要なくなった訳ですがね」

			　レイドス王国にしてみれば、自分たちの邪魔をする相手の一つという認識でしかないのでしょう。

			「大国の陰謀の可能性があるとは、本当に厄介な話です」

			　このような事態が起きていると分かっていれば、今回の調査に下位の冒険者を送り出す様な真似はしなかったのですがね。彼らにはボーナスを弾まなくてはいけないでしょう。

			「あなたにも、危険手当を出しますよ」

			「お願いします」

			「それで早速ですが報告をお願いします」

			「はい」

			　フリーオンを呼んだのは、彼に課していた指令に関して、報告をしてもらうためです。

			　ダンジョン調査の依頼に加わり、ランクＤ冒険者フランを監視してその存在を見極めよ、というね。

			「では、あなたたちから見て彼女はどうでした？」

			　彼は冒険者であり、ギルドの職員でもあるのです。スパイと言うよりは、覆面調査員の様な扱いですね。

			「少々お待ちを。──タルゥア」

			『ふむ。久しぶりだな、クリムト』

			「相変わらず見事なものです」

			　フリーオンの差し出した腕に掴まるように、梟ふくろうが出現しました。フリーオンが呼び出したのは彼の守護精霊タルゥアです。

			　我らエルフ族は精霊に愛された種族です。そんなエルフの中でも、生まれながらに精霊が憑いている者がいます。一〇人に一人くらいでしょうか？

			　生まれつきエルフに憑いている精霊は守護精霊と呼ばれ、守護精霊憑きは精霊使いとなるべく教育を受けます。守護精霊は他の契約精霊とは違い、呼び出す際の魔力が格段に少なく、まさに相棒の様な存在と言えるでしょう。

			　多くの守護精霊はエルフと相性の良い樹木、土、水の精霊が多いのですが、フリーオンの精霊は少々特殊な精霊でした。

			　精神属性。精霊の中でも希少な属性です。私も一体の精神精霊と契約していますが、フリーオンのタルゥア程の能力は発揮させてあげられません。

			　フランさんには精霊が邪悪な人間を見抜くと言ったことがありますが、あれは半分嘘です。正しくは、精神精霊にはそういった能力がある、ですね。

			　タルゥアはその点、私の使役する精神精霊よりも遥かに強力です。特に相手の心根の正邪や言葉の真偽を見抜く力には目を見張るものがありますね。なので、こういった任務には最適なのです。

			『我が見たところ、あのフランと言う娘に、邪悪な心は感じられんな。むしろ、あれほど他者に対する悪意の少ない者は久しぶりに見た』

			「例えば、同行していたクラッドと言う冒険者に対してはどうです？」

			『ふむ。あったのは多少の好奇心だな』

			「好奇心？」

			『うむ。クラッドという小物が喚く度に、他の者たちは怒りや苛立ちを覚えていたが、あの少女にそういった感情は見えなかった。それどころか、クラッドの起こす騒ぎを、興味深げに見ている様だった』

			　クラッドたち竜の咆哮は、期待の若手パーティです。あの若さで、ランクＤに手が届きかけているというのは、ここ数年でも断トツで成長が速い。

			　まあ、フランさんを抜かせばですが。

			　ただ彼らの問題はその性格でした。とにかくトラブルが多い。他の冒険者だけではなく、依頼主と揉めることもしょっちゅうです。その部分さえどうにかなれば、文句なくランクＤに昇格させられるのですがね。

			　そこで考えたのが、今回の依頼でした。

			　竜の咆哮は確実にフランさんに絡むでしょう。その時に彼女がどのように反応するか見る。

			　それと共に、格上の人間と接することでクラッドたちが自分たちの思い上がりに気付いてくれれば良いと思ったのですが……。

			　効果は少々劇的であったようです。何せ自分たちはまだまだ強さが足りないから、昇格は辞退したいと言ってきたのですから。どちらにせよ不合格だったと告げると、やや悔しそうな顔で深く頷いていました。道中の話をフリーオンに訊くと納得できる反応でしたがね。

			　伸びていた鼻がぽっきりと折れたというレベルではなく、プライド自体を粉々に砕かれたのでしょう。

			「タルゥア、ありがとうございました」

			『うむ』

			「──送還・タルゥア」

			「では、フリーオン。あなたから見たフランさんはどういった印象でしたか？」

			「そうですね……。凄い子供、ですかね」

			「そのままではないですか」

			「ええ。ですが、強さだけではありません。なんと言うか、どんな行動の前にも思考をしているように感じましたね。もう一人の自分と対話してから結論を出しているとでも言いましょうか？　陰謀を巡らせているというよりは、より深く物事を考えているのだと思いますが。あの年齢であの冷静さ、見習いたいぐらいですね」

			「ほほう。参考になります」

			「そう言っていただけると、頑張った甲斐がありましたね。でも、どうしてあの少女にそこまで拘こだわるのですか？」

			「拘っている様に見えますか？」

			「はい。ロリコンと言う噂が立つ程度には」

			「黙りなさい」

			　礼儀正しいなんて思って損しました。言っておきますが、私はロリコンではありませんよ？

			　フランさんに拘る理由ですか……。一つは情報が乏しいから、ですね。ギルドマスターとしては、常に騒動の中心にいるようなトラブルメーカーに対して気を配っていなくてはなりません。なのに、彼女に関する情報は驚く程に少ない。自分でギルドへの加入を承認した以上、これは私の義務の様なものです。

			　決してロリコンではないのです。なのに、皆私をロリコンロリコンと──。おっと、少々思考が脇に逸れましたね。いけないいけない。

			「分かっていることと言えば、魔剣を持ち、鑑定を持っているということ」

			「魔剣は分かりますが、鑑定ですか？」

			「ええ。確実でしょう」

			　今回の依頼で前金代わりに渡した魔石ですが、選んだものを見て確信しました。二〇個の中に二つだけ紛れ込ませていたＣランクの魔石を迷わずに選び、それ以外は海に生息する珍しい魔獣の魔石だけを選んでいました。偶然にしては偏り過ぎている。

			　鑑定を持ち、鑑定遮断を有する。これは戦闘において驚くほどに有利です。それだけでも警戒に値するほどに。彼女の様な高い戦闘力を有している相手であれば尚更です。

			「あとは、武器スキルが一つ上級に達していますね。彼女の戦闘スタイルから見て剣聖術だと思われます。それに、魔術は火炎と暴風と暗黒、あとは雷鳴に治癒を習得しています。しかも、魔力は一〇〇以上ある」

			　先程、フランさんが職を変更して帰りました。選んだ職業は、魔剣士のさらに上級職である魔導戦士。魔剣士以上にステータスの伸びが良く、固有スキル「魔力収束」を持っています。この職を選択できる条件は、剣系か斧系、もしくは槍系戦闘術が一つ以上上級に達し、二系統以上の上級魔術が使え、魔力が一〇〇以上あることです。

			　また、選択可能な職業の欄に、暗黒術師、暴風術師、雷鳴術師、治癒術師があったそうです。

			　それぞれ、上級魔術を持っていなくては選ぶことができない魔術職ですね。

			　最初にこのギルドで職業を選んだ時には選択肢にさえ出現していなかったはずです。

			　この短期間でどれだけスキルを伸ばしたと言うのでしょう。一〇代前半でこの領域。天才と言う言葉では生なま温ぬるい。神の加護を複数持っている可能性さえあるでしょう。正直、恐ろしさを感じずにはいられません。

			　そして、それが彼女に拘る二つ目の理由でもあります。

			　正体不明でありながら、恐ろしい速度で成長する相手。警戒しない訳がないでしょう。

			「まあ、魔石を選んでいった時にも思いましたが、この脇の甘さは想定外でしたねぇ」

			　まさか本当に職業の変更をしていくとは思いませんでした。神殿に行けば、多少割高でも情報を誰にも漏らすことなく職業の変更ができますから。成長した能力やスキルに関する情報が我々に洩れても構わないと思っているのか。それとも、そこまで考えが及ばなかったのか。まあ、後者の可能性が高い気がしますが。

			「それに、アマンダさんのあの気に入りよう」

			　それとなくフランさんの話を振れば、今回の依頼について行くと言い出すだろうとは思っていましたが……。思った以上に食いついてきたので驚きましたよ。もしかしたら、私の思惑にも気付いていたのかもしれませんが。それだけ、フランさんを気にかけているのでしょう。

			「アマンダ殿は、それほど人を見る目がおありになるのですか？」

			「と言うよりは、子供を見抜くのですよ。例えば、子供に見えるけど、単に成長が遅いだけの長命種の大人などが相手であれば、彼女は普通に接します。例の称号故なのでしょうかね？」

			　つまり、フランさんは本当に12歳ということです。今日までは、獣人と偽った長命種という疑いも少しはあったんですがね。

			「叔父上、私には分かりません。彼女は何者なのでしょうかね？」

			「私にも分かりませんよ。いえ、何者でもないのでしょうか？」

			「どういうことです？」

			「我々は彼女が何かを隠していると思い込んでいました。しかし、そんなもの、本当にあるんでしょうかね？」

			　無論、あの年齢で冒険者をしている以上、何らかの事情を持っていることは確かでしょう。多くの冒険者たちと同様にね。しかし、私たちが心配していたような陰謀や策略の類は存在しなかった。それが、情報を集めた末の結論です。

			　多彩なスキルと魔剣を持った、少々好戦的でトラブルに巻き込まれやすい、ユニーク個体のダークネスウルフを従えた、生い立ちが特殊だと思われる、弱冠12歳の少女。

			　それ以上でも、それ以下でもない。それが、私たちから見たフランさんの姿であり、それが全てではないでしょうか？　いえ、改めて羅列するとまた疑心暗鬼に陥りそうですね。いけないいけない。

			「私は鑑定と精霊に頼り過ぎて、人を見る目を失っていたのかもしれません」

			　彼女とあっと言う間に仲良くなったネル君の方が、余程見る目があったのかもしれませんねぇ。

		

	
		
			第四章　人は外見で判断しちゃいけません

			　


			　ダンジョンから戻って来た翌日。

			　俺とフランは属性剣の能力を確認するため、町の外に出ていた。

			　フランを助けるために使ったが、俺たちが思っていた以上に有用なスキルなようだ。使い勝手を確認しておきたい。

			『まずは火炎属性だ』

			「ん」

			　これは蜘蛛の巣でも使ったが、かなり強力だ。斬撃に炎が加わり、相手の傷を焼くだけではなく、内部から燃やすこともできそうだった。

			『熱くないか？』

			「だいじょうぶ」

			「オオゥ」

			　真っ赤に燃える剣と化した俺をブンブン振り回しながら、フランが涼しい顔で答えた。我慢している感じはなさそうだ。だが近くにいるウルシは熱そうにしている。使用者は影響が少ないんだろう。

			　問題は、魔法使いスキルを使ったオーバーブースト時だろうな。軽く魔力を込めてみる。

			『どうだ？』

			「あつい」

			「キャウン」

			　ウルシは距離を取り、フランも顔を顰めている。その額にはじっとりと汗がにじんでいた。結構な熱量を感じているみたいだな。

			　うーん、やっぱりこの状態の俺を振り回すのは無理か。カタパルト時にしか使えそうもない。残念。

			『じゃあ、他の属性も試すか。まずは基本属性だな』

			　土と水は微妙だな。威力は勿論上がるが、どちらも衝撃力が増す効果の様だ。打撃武器なら有用なんだろう。

			　ただ風は良い。切れ味が凄まじく上昇するのだ。火属性の熱の様な追加効果は薄いが、単純な攻撃力なら風の方が上だろう。

			『闇はどうだ？　そもそも込められるのか？』

			「やってみる」

			　おお、闇の剣だ。かっこいい！　ただ、効果がよく分からないな。切れ味が上昇してるのは確かなんだけど……。

			『ウルシは分からないか？』

			「オウン」

			　闇魔術はウルシの方が得意だし。何かヒントにでもなればと思ったんだが。

			　ウルシにもよく分からないらしい。

			『あ、ウルシ！』

			「ギャン！」

			　ウルシがクンクン匂いを嗅ごうとして、悲鳴を上げる。おいおい、何してるんだ。

			　慌ててステータスを確認してみるとウルシの魔力が減っている。どうも魔力にダメージを与えるみたいだ。効果はそこまで高くはないが、連続で叩き込めばそれなりの効果は出るかもしれない。

			「クゥ」

			「だいじょうぶ？」

			「オン……」

			　ウルシの尊い犠牲のおかげで効果が分かったぞ。

			　よし、次行こうか。

			「次は雷」

			『じゃあ、やるぞ』

			　俺の刀身でパチパチと電気がはじけた。フランが木に切りつけて試す。

			　バチン！

			　樹の内部に電撃が走り、軽く煙が上がる。これはかなり有用そうだぞ。

			　弱ければスタンガン的に、強ければ相手を内部から焦がすこともできそうだ。しかも、電気なので防ぐのも難しいだろう。対生物戦ではかなり効果的なはずだ。

			「雷鳴剣かっこいい」

			『フランはこれが気に入ったか』

			「ん。ビリビリ凄い」

			「オン！」

			　フランがパチパチ帯電している俺をシャキーンと掲げる。フランはどうともないのに、隣にいるウルシの体毛が静電気で逆立って、まるでハリネズミみたいになっていた。ぶっちゃけダサキモイ。どちらも楽しそうだからいいけどね。

			　次に試すのは特殊属性だな。回復、補助辺りを試す。だが、どうやっても属性剣は発動しなかった。基本属性と、光闇、複合属性しか属性剣にできないらしい。

			『次は、フランが新たに得た固有スキルだ』

			「ん。魔力収束」

			　これは魔導戦士に転職したことで得た新スキルだし、俺とは共有できないスキルだからな。アドバイスもできない。まずは、フランに使ってもらうか。

			


			　　魔力収束：魔力を操り収束させることで、魔力消費を上げる代わりに、魔術や戦技の威力をアップさせる。

			


			　説明的には、俺が魔法使いスキルでやった、オーバーブーストっぽい。

			『慎重にな？』

			「ん」

			　フランがまずは普通のファイヤ・アローを放つ。いつも通りの炎の矢が五本生み出される。一番使い慣れてるし、比較にはちょうどいい。

			　そして、次に魔力収束を使って発動してみる。

			「ファイヤ・アロー」

			　ボボウ！

			『おお！　これは凄いんじゃないか？』

			　大きさは倍ほどで、矢の数も倍近い。

			　撃ってみると、太い木の幹に深い穴を穿ち、燃え上がらせた。

			　一発一発の威力も、普通のファイヤ・アローに比べてかなり高いみたいだ。

			『もっと精密にできるか？』

			「やってみる」

			　実験の結果、魔力収束は相当使えることが分かった。一発だけしか生み出さず、威力を数倍に引き上げたり、威力は変えず、二〇発近くを打ち出すことも可能なのだ。

			　その代わり消費は三倍近いけどね。まあ、フランは俺の魔力を使えるので心配ない。

			　何よりもスキルで行うが故に無理がないのがいい。俺は魔法使いスキルで無理やり行っているので、どうしても制御がきかない。威力が高過ぎて、自分にまで影響が出るし。

			　フランの魔力収束は魔法使いスキルほどの出力はないが、精密な制御が可能なのだ。さすが上位職の固有スキルだね。

			　スキルの検証はこんなところかな？

			『そうだ。相談したいことがあるんだ』

			「相談？」

			『ああ。今回のダンジョンで、俺も色々反省した』

			　ダンジョンを攻略するには単純な戦闘力以外が重要だと分かった。

			　探索や察知系のスキルに、汎用性の高い魔術。覚えたいスキルはいくらでもある。

			「ん。わたしも」

			『それで、今までは剣術とか魔術とか、戦闘に有用なスキルばかりレベルを上げてきたじゃないか？　でも、もっと違うスキルを上げるべきかと考えた訳だ』

			「なるほど」

			　広い空間のある屋外と違って、ダンジョンでは逃げ道も限定される。そこで生き延びるためには、様々な能力が必要だと思い知った。

			　そんな俺の考えた、自己進化ポイントを使って強化する候補がこれだ。

			


			　詠唱短縮１、危機察知１、気配察知２、瞬間再生１、状態異常耐性３、魔力障壁１、罠感知１

			


			　危機察知、気配察知、罠感知は、罠や危険な敵を事前に回避することを目的に選んでみた。詠唱短縮は戦術の幅を広げることが目的だ。瞬間再生、状態異常耐性、魔力障壁は、ピンチを乗り切る際に有用だろう。残り自己進化ポイントは41。少なくとも一つは最大レベルにできる。もしくは、三つほどに分散して平均的に上げるか。

			　俺としては探知系スキルは一つ上げておきたい。ダンジョンに向かうことを考えると、罠感知かね？

			『フランはどうしたい？』

			「うーん」

			　フランと話し合った結果、気配察知、罠感知、詠唱短縮、瞬間再生をレベル５ずつに、状態異常耐性を６まで上げることにした。

			　すぐダンジョンに潜る訳じゃないから、緊急用にポイントを取っておこうかとも思ったのだが……。今レベルを上げてしまうことにした。俺たちは結構ポイント使いが荒いからな。気になるスキルを手に入れたら、ポイントを使いたくなるかもしれない。だから、ここで必要なスキルに割り振っておくことにしたのだ。

			　これで、ダンジョン探索の安全性がぐっと上がったぞ。ポイントは５まで減っちゃったけどね。

			『これでダンジョンでも安心だ』

			「ん」

			「オン」

			『でも、油断はしないぞ？』

			「もちろん」

			「オウン！」

			　頼もしいね。

			　あとはガルス爺さんの防具を受け取れば、準備は万端だ。

			　いつでもウルムットのダンジョンに出立できるぞ。

			


			　飲み会から数日後、俺たちはガルス爺さんの店に来ていた。

			「防具、できてる？」

			「おう、完璧よ──って、デカ！」

			　俺たちが町に来て一ヶ月。今日が約束の日なのだ。

			　ガルス爺さんはウルシを見て驚いている。いや、今は小型化中なんだけどね。背の低いドワーフから見ると、今のウルシでもデカイらしい。

			「オン！」

			「お前さんらの従魔か？」

			「ん。ウルシ」

			『それよりも、防具はどんな出来だい？』

			「がははは。最高の出来だ！　わしの生涯の中でも会心のな！」

			『それは言いすぎじゃないか？』

			　俺たちが渡したのは、Ｃ、Ｄランクの魔獣素材だ。確かに弱くはないけど、ガルス爺さんクラスの鍛冶師だったら、もっと上級の素材を扱ったことだってあるはずだ。

			『もっと強い武器とか防具を作った経験があるはずだろ？』

			「いやいや、強けりゃいい仕事って訳じゃないんだぜ？」

			「どういうこと？」

			「なんつーか、魂が入ってるかどうか？　それが重要なんだよ。そりゃ、いつだって魂込めて仕事してるぜ？　でもな、特に満足いく仕事ができる瞬間っていうのがあるんだ」

			　分かる様な、分からないような。職人っぽい言葉なのは確かだけど。

			「今回みたいな時がそうだ。自分の技術と、創意工夫と、魂と、その他もろもろ。色んなものが最高にかみ合う時があるのさ」

			『じゃあ、期待できるんだな？』

			　ガルス爺さんがそこまで言うんだ、余程良い防具が作れたってことだろう。

			　これは楽しみだぜ。

			「おうよ。何せ、神様が認めて下さった防具だからな！」

			「神様？」

			　どういう意味だ？　俺たちが首をひねっているとガルス爺さんが一旦店の奥に引っ込む。

			「まずは見てくれ」

			　そして、大きな箱を持ってきた。

			　自信満々の表情で中から取り出したものを、カウンターの上に並べていく。

			　ほほう。鑑定せずとも、発せられる魔力の強さが分かるな。

			「見てくれ、これがお嬢ちゃんの新たな防具だ！」

			


			　　名称：黒猫の闘衣

			　　防御力：一〇〇　耐久値：六〇〇／六〇〇

			　　効果：快眠、消臭、浄化、精神異常耐性中付与

			


			　　名称：黒猫の手袋

			　　防御力：七〇　耐久値：六〇〇／六〇〇

			　　効果：衝撃耐性中付与、腕力中上昇

			


			　　名称：黒猫の軽靴

			　　防御力：六五　耐久値：六〇〇／六〇〇

			　　効果：跳躍付与、敏捷中上昇

			


			　　名称：黒猫の天耳輪

			　　防御力：一五　耐久値：三〇〇／三〇〇

			　　効果：毒耐性中付与、騒音耐性大付与、属性耐性中付与

			


			　　名称：黒猫の外套

			　　防御力：八五　耐久値：六〇〇／六〇〇

			　　効果：耐寒付与、耐暑付与、装備自動修復

			


			　　名称：黒猫の革帯

			　　防御力：一五　耐久値：三〇〇／三〇〇

			　　効果：魔術耐性小付与、状態異常耐性小付与、アイテム袋能力小

			


			


			　す、凄く強いな。今装備している装備より遥かに強い。これだってガルス爺さんから一五万で買ったんだけどな。

			　新しい防具の防御力の総計は今の倍以上だ。しかも効果も素晴らしい。それでいて今までより軽いとか、どうなってんだ？　それと、神様に認められたっていうのは、どういうことだ？

			「これがわしの最高傑作、黒猫シリーズだ！」

			「いい名前」

			『でも、爺さんにしちゃ可愛過ぎるな』

			「オン」

			　フランは黒猫の名前を気に入ったみたいだけど、爺さんが自分の作った防具に黒猫シリーズって言う名前を付けたかと思うと……。

			『ぷぷ』

			「ほっとけ！　まあ、わしが付けた訳じゃないけどな」

			「じゃあ、誰が付けた？」

			「そりゃあ、神様さ」

			「？」

			「オウン？」

			『どういう意味だ？』

			　いわゆる名前が降りて来たとか、そう言う話か？

			「何だ、知らんのか？　これはネームドアイテムだ」

			　ネームドアイテムっていうのは、神様によって名前を付けられた、特殊なアイテムのことらしい。例えば、鍛冶師が全身全霊をかけて作った武器が神様に認められると、神様から啓示が下り、名前が与えられたりするのだ。

			　他には、迷宮で見つかる伝説級の武具はネームドアイテムが多いらしい。

			　元々最高の出来のアイテムに、神様の加護が付くのだ。その性能は推して知るべしだった。

			「自分が作ったモノが神様に認められるなんて、鍛冶師にとっちゃ最高の栄誉だ。その機会をくれたお前さんらには感謝しとる。製作を手伝ってくれた知人も、泣いて喜んどった。ありがとうよ」

			　それはこっちの台詞だ。神様に認められるくらい、全身全霊をかけてくれたってことだからな。

			『こっちこそ最高の防具をありがとうな』

			「がはははは。元々、複合素材で頑丈なところに神様の加護が付いたんだ。ランクＢ魔獣の素材を使った防具と比較しても、負けちゃいないぜ？」

			『それは凄いな』

			「しかも、加護が凄いんだよ」

			『え？　耐性とかが付いたってことじゃないのか？』

			「まあまあ、装備してみりゃ分かるからよ」

			「わかった」

			　奥の部屋を借りて、フランが黒猫シリーズを装備する。

			　うん？　一人で装備できたのかって？

			　まあ、貫頭衣でさえモタつくフランが、こんな大量の防具を一人で装備できる訳ないよな。

			　当然、俺が手伝ってあげなきゃ装備はできない。

			　一応、保護者だし？　剣だから欲情もしないし。ここは仕方ないのです。許してください。

			　俺は念動で補助してやりつつ、フランに装備を着せて行く。

			　一五分後。

			　全ての黒猫シリーズを身に纏ったフランの姿があった。

			　黒地に白の縁取りのされた統一感のある防具は、フランによく似合っているな。

			　ベースとなる黒猫の闘衣は、ボーイッシュな雰囲気の中にも、可愛らしさが同居している。尻尾穴の開いたキュロット。衿の大きいワイシャツとビスチェを合わせた様な、ややピッタリめの上着。宝石をあしらった胸元の留め金が、女性らしさも添えているな。へそが見えてるが、可愛いから許す。

			　オープンフィンガーの手袋と、ふくらはぎまでを覆うブーツの様な形状の軽靴。革帯はガンベルトっぽい形状で、短剣を忍ばすことができる。しかも小さいアイテム袋能力が付いており、ポーションの瓶を最大で五つほど入れておくことができるらしい。白金色の天耳輪は、動物の認識票っぽく見えなくもないが、フランが着けているとオシャレに見えるな。

			　一番上に羽織る外套は、マントと言うよりはレインコートの形状に近かった。それでいて、軽くてしなやかで、動きを阻害しないのだ。

			　


			　

			　


			「金属系の素材はほとんど使用していない。革や糸でこの強度を出すのは苦労したぜ？　タイラント・サーベルタイガーの皮と、ドッペル・スネイクの鱗、ブラスト・トータスの甲殻を、薬品と混ぜ合わせたグラトニー・スライムロードの粘液に漬け込んで強度を上げ、張り合わせて作った複合素材がメインになっている」

			『聞くだけで凄いな』

			「失敗の連続だったが、満足いくものができた。中は複合素材を編み込んだ特殊な作りになっているから、下手な金属鎧より余程強いぜ？　何より、軽い」

			　軽さは重要だ。フランは俊敏さを利用して戦うスタイルだからな。まさに最高の防具だ。

			　もう一度鑑定してみると、あることに気付いた。

			『黒猫の加護？』

			「気付いたか？　これが神様の祝福の効果だ。黒猫装備を全て身に着けている間、黒猫の加護が与えられる。効果は、全ステータスが10上昇する。さらに、即死無効だ。その代わり、黒猫族しか装備できんがな」

			　装備してるだけで得られる加護とか、凄過ぎじゃないか？　ステータス＋10って、チート称号並みだし。単純な防御力だけで言ったら金属系の重鎧には敵わないだろうが、効果と軽さを考えたら遥かに強い防具と言えるだろう。

			「凄くかっこいい」

			『その上可愛いし、メチャクチャ強いじゃないか！』

			「だろう？　最高の防具だろう？　がはは」

			『これがタダでいいのか？』

			　店で普通に買ったらいくらするのか。正直、今の手持ちでは足りないんじゃなかろうか？

			「ああ、そう言う約束だしな。余った素材は貰えるんだ、赤字は出てない。それにこの仕事をさせてくれたお前らには感謝してる、頼まれたって、金は受け取れんよ。ただ──」

			「ただ？」

			「一つだけ、言っておかなきゃならんことがある。これは最高の防具だ。だが、そのせいで修復にかなり高純度の魔水晶が必要になっちまった。その分、かかる金額も結構な……」

			　良い防具程、修復には金がかかるってことか。

			『どれくらいだ？』

			「最初に一〇万程度。その後、倍々で増えていくと思ってくれ」

			『げっ。それって、結構まずいんじゃ……』

			「うむ。しかし、外套の効果に、装備自動修復がある。これは、その時に装備している全装備に効果があるから、急ぎじゃなければ、何日か放っておけば元通りだ」

			　それは助かる。と言うか、全然修復に出さなくてもいいかもしれないな。ふぅ。焦ったぜ。

			『あとは、ウルシの装備だな』

			「そっちの犬っころの？」

			『ああ、従魔証ってやつを付けなきゃならないらしくてさ。狼でも装備できそうな防具なんてあるか？』

			　他の問題もある。ウルシは平時と戦闘時で大きさを変える。その度に壊れたりしたらお金がいくらあっても足りん。小さい方に合わせたら、デカくなった時に首がギュウギュウに絞められるだろうし。

			　そんな心配をガルスに伝えると、問題ないという答えだった。

			「防具には、サイズの自動調整機能が付いてる奴も多い。それを応用すれば、問題なかろうて」

			「ほんと？」

			「オン？」

			「おう。任せとけ。二日もあれば作れる」

			『じゃあ、頼むよ』

			「オオォォン！」

			　ウルシが嬉しげにピョンピョンと飛び跳ね、そのままガルス爺さんに突進して顔をベロベロと舐め回す。

			「むおぉ！」

			　あーあ、ガルス爺さんが涎まみれだ。

			『で、お代はいかほど？』

			「そ、そうだな……ご、五万もあれば、色々用意してやるぜ？」

			「じゃあ、お願い」

			「うむ──って、いい加減どかんか！」

			「クゥウン！」

			　遂に怒らせたか。まあ、心の底から怒ってる訳じゃないのは分かるけどね。ウルシも理解している様で、ガルス爺さんに再度飛びつく隙をうかがっているな。

			　その後、サイズを測るために本当の姿になったウルシが、ガルス爺さんを再びベロンと舐めて壁まで吹っ飛ばしてしまったり、ブンブン振った尻尾が後ろ足のサイズを測っていたガルス爺さんを吹っ飛ばしたりと、色々なハプニングがあった。

			　ガルス爺さんが丈夫で良かったぜ。普通の鍛冶師だったら命の危険があっただろう。と言うか、大してダメージを負ってない爺さんが凄過ぎなんだが。

			　ウルシにももう少し加減を覚えさせなきゃいけないかもな。

			　いつか大変な事件が起きる気がする。

			「お前さんらは、次はどこに行くんだ？」

			　爺さんが布で顔の涎を拭きつつ、聞いてくる。

			「ウルムット」

			「ほほう。わしもそろそろこの町でやれることはやり尽くしたしなぁ。次の目的地はウルムットでもいいか」

			『おっ。じゃあ一緒に行くか？』

			　ガルス爺さんなら大歓迎だ。

			　戦闘力もあるし、俺たちの理解者だからな。

			「因みに、どういう経路だ？」

			『ここから西のダーズに行って、船で南下してバルボラに。そこから陸路でウルムットかな？　陸路よりも割高だが、早いし。何よりフランに船旅を経験させてやりたい』

			「一緒に行く？」

			　フランもちょっと期待する様に尋ねた。アマンダと一緒に旅するのは無理だったからな、ガルス爺さんと一緒なら面白そうなんだが。

			「……すまねぇな、嬢ちゃん。一緒には行けそうもねぇ」

			『何でだ？』

			　ガルスが苦渋の表情で呟いた。

			「……ドワーフっていうのは、山の民だ」

			「ん」

			「つまり、水との相性が悪いって言うか……。ぶっちゃけ泳げん！」

			　なるほどね。ドワーフっぽい理由だ。確かに、ガルス爺さんを見てると筋肉ムキムキで、水に浮かびそうには見えない。

			「そう。残念……」

			「悪いな」

			『じゃあ、ウルムットで再会できればいいな』

			「おう！」

			「ん」

			　フランはガルス爺さんとしっかりと握手をして、再会を誓い合った。

			


			　ガルス爺さんから防具を受け取った翌日。

			「またね～」

			「待ってるぞ！」

			「ウルムットで会おう！」

			「またお待ちしておりますよ！」

			「じゃあな～」

			　準備を整えた俺たちは、アマンダ、ドナドロンド、ガルス爺さん、ランデル、デルトらの見送りを受けながら、アレッサを出立した。

			　アマンダなんかハンカチみたいな布を噛みしめて半泣きだ。それ以外の奴らは、いい笑顔で送り出してくれた。

			『いい町だったな』

			　この世界の町をアレッサ以外に知っている訳じゃないけどさ。

			　最初がここで良かった。

			「ん」

			『じゃあ、このまま西へ向かうぞ。目指すは港町ダーズだ！』

			「オンオン！」

			　アレッサから西へ行った海沿いにある港町ダーズで船に乗り、そのまま南下する。そして、アレッサの海の玄関口と言われる大都市バルボラへ。そこからは陸路を使い東へ移動して、ダンジョン都市ウルムットを目指すのだ。

			　全て資料の受け売りなので、全然イメージは湧かないんだけどね。

			　目下の目標はちょっとだけいい船に乗ることだ。

			　単なる輸送船ではなく客船に乗れればベストだろう。

			　高過ぎて金が足らなかったら、ダーズで少し稼ぐつもりだ。まあ、ポーション類を結構な数買い込んだが、まだ手持ちは一〇〇万ゴルドもある。なんとかなるだろう。

			『じゃあ、ウルシ頼むぞ』

			「オン！」

			　ウルシがサッと伏せる。そして、フランがヒラリと飛び乗った。

			『しっかり掴まれよ？』

			「ん」

			　フランが首輪の紐をしっかりと掴む。ガルス爺さんがウルシのために拵こしらえてくれた首輪には、フランが掴まるための短い紐が付いている。これを掴んでいれば、振り落とされるようなことはないだろう。いい仕事するぜ、ガルス爺さん。

			　ウルシの左右の前脚には、それぞれ黒金色のアンクレットが装備されている。それぞれ、腕力小上昇、敏捷小上昇の効果がある上、大きさ調整の機能が付いているので、ウルシが小型化しても問題ないという優れものだ。これも、ガルス爺さんが作ってくれたものだった。

			　二日でこれを作ってくれるのが凄いよな。有名な凄腕鍛冶師だと改めて理解できた感じだ。

			「ウルシ、ゴー」

			　フランがオーと右手を突き上げると、ウルシのテンションも上がったのだろう。

			「オオオォォォォォォン！」

			　ウルシは景気よく一吠えすると、西へ向かって駆け出した。

			　速い速い！　周辺の景色が車に乗っている時と同じような速さで流れて行く。かなりの速度が出ているようだな。

			　あっと言う間にアレッサが遠ざかる。

			『このまま突っ走れ、ウルシ！』

			「オンオン！」

			　俺の号令でウルシはさらに速度を上げた。尻尾ブンブン振りまくって、テンションさらにアゲアゲだな。

			　だが、一人だけテンションダダ下がりの子がいるね。いや、フランなんだが。

			　最初は元気だったはずなのに、すぐに顔を顰めて黙ってしまった。

			「目、痛い」

			　ウルシが速すぎたか。風圧で目が開けられないみたいだな。俺が気流操作スキルで、吹き付ける風を左右に受け流して風圧を和らげてやる。

			『どうだ？』

			「ん。気持ち良い」

			　良かった。フランは気持ちよさげに目を細め、風景を見る余裕も出て来たみたいだ。

			「あれ、何？」

			「鳥いた」

			「あの山、天てっ辺ぺんが白い」

			　と、道中を楽しんでいる。

			　高速で流れる風景も珍しいみたいだ。しかもほとんど減速しない。

			　ウルシは障害物があっても、空中跳躍で飛びこせるしな。

			　川も越え、山も越え、一直線で突き進む。

			『お、あれは魔獣か？』

			「どこ？」

			『ほら、あの木の向こう』

			「いく」

			『オーン』

			　そして、時折魔獣を見つけては、襲いかかって仕留めた。

			　この辺には強い魔獣がいないので、ウルシの一撃であっさりお陀仏だ。魔石は吸収し、肉は収納、内臓や骨はウルシが食べる。うん、無駄がなくていいね。

			　ただ高速移動はそう長くは続かなかった。いくら魔獣のウルシでも、走り続けてたら疲れるし、腹も減る。

			　空中跳躍を多用することもあり、魔力も大分減っているな。

			『仕方ない。しばらくは徒歩で移動だな』

			「お疲れ」

			『ウルシはどうする？』

			「オウ！」

			　ウルシは軽く吠えるとフランの影に沈み込んでいく。

			　ウルシには、影潜り、影渡りと言う影に入り込むスキルが二つある。影潜りは対象の影に潜り込むだけ、影渡りは影から影へと移動が可能だ。

			　魔力消費の多い影渡りと違って、影潜りは魔力をほとんど消費しないようだった。どうやら、影に入る時にだけ魔力を消費し、入っている間は消費がないようなのだ。なので、影潜り中は普通に自然回復できるようだった。

			　フランの影に入ってればフランと一緒に移動もできるし、便利なスキルだ。

			『じゃあ、ゆっくり行くか』

			「ん」

			　急ぐ旅でもないしな。

			　その後は徒歩で、時にはパルクールチックに移動しつつ、フランは進んだ。

			　しばらく歩いていると、フランの腹からキューッという可愛い音が聞こえて来る。

			「お腹減った」

			『もうそんな時間か』

			　フランの腹時計は正確だからな。

			『じゃあ、この辺で食べるか。テーブルでも作るか？』

			　土魔術があれば、簡易テーブルや椅子も簡単に作れる。

			　だが、フランはプルプルと首を横に振って、前方をピッと指差した。

			「あそこで食べる」

			　それは大きな岩だった。確かに、あの上なら眺めも良さそうだ。

			


			「ん！　おいしい」

			　三メートルほどの大岩の上に腰かけて、カレーライスを頬張るフラン。

			　足をプラプラとさせながら、周囲の景色を眺めている。

			　奴隷として過ごしてきたフランには、景色など見る余裕がずっとなかったのだろう。ここまでの道中でもそうだったが、どんな景色でも新鮮で面白く感じられるらしい。

			　今後も、色々な景色を見せてやらねば。

			　ゴロンと岩の上で横になって食後の一休みをしているフラン。

			　その脇に置かれた俺も、一緒に空を見上げる。

			　雲がゆっくり流れ、本当にゆったりとした時間だな。

			　その後三〇分ほど休憩し、俺たちは再び出発した。

			　ウルシも大分回復したので、その背中に乗って移動する。

			


			　二日ほど進むと、辺りはアレッサ周辺と様変わりし始めた。

			　森林地帯が途切れて平原が広がり出したのだ。ただ、サバンナの様だった魔狼の平原とは違い、短い草が生い茂った野原に岩石が点在する、荒野っぽい感じの景色だな。

			　景色が変わるくらい、アレッサから離れたってことだろう。ウルシの速さがよく分かるな。

			　道中、もう一匹召喚したらウルシと交代交代でずっと移動し続けられるんじゃね？　と気付き召喚を試してみたんだが……。

			　ダメでした。何故か召喚リストが全部灰色に変わってしまっており、召喚不可となってしまっていたのだ。

			　資料室ではそこまで詳しいことは調べられなかったが、多分俺の器が足りていないんだと思う。

			　召喚術師は契約上限のことを『器』、魔獣の強大さを『格』と呼ぶ。器はそのまま器。格は水の様なイメージらしい。強い魔獣ほど、器に注がれる格の量が多い。そして、器が格で満タンになると、それ以上の契約ができなくなる。

			　ウルシは脅威度Ｃのユニークモンスターだ。それだけで俺の器が満タンになるほどの格を有していたとしても、おかしくはないだろう。

			『当分はウルシに頑張ってもらうしかない訳だな？』

			「オン！」

			　これは念話を通さなくても分かる。頑張るって言ってるな。健気なペットを持って幸せ者だな！

			　あとでワシャワシャしてやろう。念動でだが。

			　そんなことを考えつつ、何気なく空を見上げた俺は思わず驚きの声を上げていた。

			『うぉぉぉぉ？　な、なあ！　あれなんだ！』

			「ん？」

			『ほら、あれだよあれ！』

			　指差せないのがもどかしいぜ。

			　俺は念動でフランの顔をクイッと持ち上げ、その視線を空に向かせる。

			「どれ？」

			『あの雲の横！　空に浮かんでるやつ！』

			「あれは浮遊島」

			『浮遊島？　何それ？　ファンタジー！』

			　だって浮遊島だぞ？　浮遊する島だぞ？　ジブ○ファン垂涎だろう。いや、そうじゃなくても、ファンタジー好きには堪らないのだ。

			　フランは何でそんなに落ち着いてるんだ？

			　上空にポツンと浮かぶ島を見ているだけでワクワクが止まらん！

			　どうやって飛んでるんだ？　あれか？　飛行石的な？　それとも風魔術か？　もっと特別なファンタジーパワーなのか？　いいなぁ、行ってみたいなぁ！

			『な、なあ、あれって珍しくないのか？』

			　フランが全然驚いてないし。もしかして、こっちの世界じゃ当たり前なのか？

			「ん。たまに飛んでる」

			『まじか！』

			　不覚だった！　この世界に転生して二ヶ月とちょっと、こんな素敵スポットを知らずにいたなんて！

			　いや、待てよ？　普通の場所って言うなら、結構簡単に行けちゃったりするのか？

			『あそこ行きたい！』

			「無理」

			『え？　そうなの？』

			「とてもお高い」

			　何でも空に上がるにはそれ専用の魔道具を使わないといけないらしい。それの使用料が凄まじく高いんだとか。フランも詳しくは知らないそうだが、一般人が観光で行くのは無理な金額らしい。

			　生前の宇宙旅行みたいなものなのか？

			　でも行きたい！

			『なあ、他に方法ないかな？』

			「魔術師は、自分で飛んで行く人もいるらしい」

			『なるほど』

			　じゃあ、ウルシの空中跳躍で行けるかも？　ウルシに限界まで跳んで行ってもらえば、もしかして浮遊島に……。

			『ウルシ、どうだ？』

			「クゥゥゥ……」

			　耳を伏せて悲し気に鳴くウルシ。無理っぽいな。まあ、相当高い場所にありそうだし、魔力が続かないか。

			　じゃあ、俺たちの浮遊なら？　いや、無理だ。浮遊には高度制限があり、一定以上の高さから上に行けないのである。念動で制限より高く上がったとしても、浮遊で高度を維持することができないのだ。落下速度を弱める効果はあるけどね。

			『念動で行けるかな？』

			　俺だけなら問題ないと思うけど。

			「師匠、ずるい」

			『ん？』

			「私も」

			『行きたいのか？』

			「勿論」

			「オン！」

			「抜け駆けはダメ」

			　ということでした。下から見るのは珍しくはなくても、行くとなればフランも行ってみたいらしい。

			　さすがに全員では──。いや、待てよ。閃いてしまった。

			『じゃあ、ちょっと試してみるか』

			　俺は念動で浮かび上がると、フランの前で剣の腹を上に向け、水平にホバリングする。

			『さあ、乗るんだ！』

			「乗る？」

			『そうだ。サーフィン──って言っても分からんか。とにかく、俺の上に立ってみろ』

			「ん……」

			　フランが恐る恐る俺の上に足を乗せ、体重をかける。

			「平気？」

			『おう。ただ、浮遊を使ってくれたら有り難い。あと気流操作で風の抵抗を弱めるんだ』

			「わかった」

			『ウルシはとりあえず影に入ってろ』

			「オン！」

			『じゃあ、行くぞ！』

			　俺は念動と浮遊を駆使して、飛び上がった。

			　サーフィンボードよろしく、フランを上に乗せて。

			「おー。飛んでる」

			　成功だ！　名付けて、念動エアライド！

			　最初は水平に移動してみる。フランも大丈夫そうだな。足を念動で固定したのが良かったらしい。徐々にスピードを上げながら、右曲がり、左曲がり、上昇下降を試していく。うん。問題なさそうだ。

			　上に乗っているフランも慣れて来たのか、今では自分で体を傾けて危なげなくバランスを取っている。

			『じゃあ、いくぜ？』

			「ん！」

			『おりゃー！』

			　俺は螺ら旋せんを描くような軌道で、グングン上昇していった。

			　一気に垂直上昇しないのは、フランが振り落とされないようにするためだ。

			「凄い。師匠凄い」

			　フランも空中遊泳を楽しんでくれている様だ。

			　グングンと離れて行く地面を見て、歓声を上げている。

			『うりゃうりゃー！』

			　念動全開だ！　浮遊島が少しずつ近づいてくる。

			　豆粒みたいな黒い点にしか見えていなかった島が、拳くらいには見える様になってきたか？

			　もう少しで雲に突入できそうな高度まで上がってきたと言うのに。島はさらに上に漂っている。メチャクチャ高い位置にあるんだな。

			　島の底部は普通に岩だ。剥き出しの岩石がかなりの威圧感を放っている。あの上に何があるか見てみたい！

			『うん？　何だ？　急に風が止んだぞ』

			　さらに浮遊島に近づこうと高度を上げたら、変な違和感のようなものを覚えた。なんと言うか、魔力でできた薄い膜を突き抜けた様な？　そんな感じである。今までビュウビュウと吹き付けていた風がピタッと止み、俺の違和感が単なる気のせいではないと証明してくれている。

			　俺は何が起きたのか突き止めようと、周囲を見回していたんだが──。

			「師匠」

			『何だ？』

			「あれ」

			『うん？　って、うおお！　何だありゃ！』

			　フランが指差す方角から、おかしなものが向かってくるのが見えていた。

			　空飛ぶ骸骨騎士だ。

			　いや、俺だって自分の目を疑ってしまったよ？

			　でも何度見ても、まるで地上を走る様に空を駆ける骸骨の馬に乗った、重鎧に身を包んだスケルトンの騎士の姿が見えた。

			「島から出てきたみたい」

			　と言うことは、浮遊島のガーディアン的なものなのだろうか？

			　俺たちよりもさらに高い場所から、一気に降下してくる。

			『あれ、俺たちを狙ってるよな？』

			「ん」

			「クカカカカカカ！」

			『まじかよ！』

			　剣を抜き放った骸骨騎士が、勢いそのままに斬りかかってくる。

			『くっ！』

			　なんとか躱すが、骸骨騎士の攻撃は止まらない。骸骨馬を操って何度も斬りかかってくる。

			　今のライドオン状態じゃ躱すことしかできん！

			『フラン、魔術で反撃だ！』

			「──ファイヤ・アロー！」

			「カカ！」

			　おいおい！　魔術を片手で弾きやがった！　そこらのスケルトンじゃないとは思ったが、予想以上に強い。剣筋も相当鋭いし、この場所で戦うのは危険過ぎるぞ！

			『ウルシ！　出ろ！』

			「オン！」

			『フラン、ウルシに乗れ！』

			　フランは俺の上から飛び降り、ウルシの背に跨る。これでようやく打ち合えるぜ！　とは言え、ウルシは永久に空中跳躍を使い続けられる訳ではない。ウルシが飛んでいられる間に決着を付けなくてはならなかった。

			　そう思って積極的に斬りかかるんだが、騎乗しての斬り合いでは中々骸骨騎士の防御を崩すことができない。さすがに騎士風の姿をしているだけあって、騎乗戦が得意な様だった。

			（師匠、もう一回。ちょっと考えた。牽制お願い）

			『分かった。──フレア・ブラスト！』

			「ガルッル！」

			「はぁ！」

			　俺とウルシの魔術で牽制し、一気にフランが斬りかかる。

			「カ？」

			　さっきまでのような、ウルシに乗っての慣れない騎乗攻撃とは違い、ウルシの背から飛び出しての攻撃だ。空中跳躍を駆使して、地面の上と変わらない鋭い斬撃を放つ。一回は骸骨騎士の剣で弾かれたものの、フランはすかさず空中跳躍で宙を蹴って反転し、再度斬りかかった。

			　これはさすがに反応しきれなかったようだな。フランが振るった一撃は、骸骨騎士の体を捉えていた。これは貰ったぞ！

			　ギャリン！

			　だが、ようやく当たった攻撃は、骸骨騎士が身に着けた黄金色の鎧に傷を付けるに止まっていた。普通の人間が相手なら脇腹を深々と斬り裂いた形だが、相手はスケルトンだ。鎧の中の空洞を突き抜けただけであったのだ。

			「クカカカ！」

			『ちっ！　まだだ！』

			「ん！」

			　再び激しい斬り合いが始まる。骸骨馬での突進が思った以上に厄介だな！

			　受け方を間違えると、重い一撃で弾かれそうになる。

			　何度か攻撃は当てられるものの、アンデッドである骸骨たちに痛みなどなく、意に介していない様だった。厄介だな。

			　だが、俺たちの敵は骸骨騎士だけではなかった。

			「オウゥゥン」

			『フラン！　まずい！　俺に乗れ！』

			　ウルシの異変に気付き、俺は慌てて声を上げる。

			「ん？」

			『やばい！』

			　ウルシの魔力に限界が訪れたのだ。フランを乗せたまま空中跳躍を使い続け、あまつさえ激しい戦闘まで行っていたのだ。俺たちの想像を遥かに超える速度でウルシの魔力が尽きてしまったようだった。

			　最後の魔力を振り絞って小さくなったウルシをフランが慌てて抱きかかえ、そのまま俺の上に着地する。

			『ウルシ、影に戻ってていいぞ』

			「クゥウン……」

			　ウルシはなんとか大丈夫かな。だが、これで振り出しに戻ってしまった。

			「クカカカカ！」

			『ちぃ！　しつこい！』

			　なんとか骸骨騎士を抜いて浮遊島に向かうことができないか隙を探ったが、無理そうだ。そもそも空中では奴らの方が速い。

			　そうやって骸骨騎士と追いかけっこをしていたら、遂に俺の魔力にも限界がやってきていた。

			　さすがにフランを乗せたまま空を飛ぶのは無理があったらしい。一気に力を爆発させる念動カタパルトとはまた違った負荷がかかっていたようだな。

			　多分、練習と合わせても一五分くらいしか飛んでいられなかったんじゃないか？　骸骨騎士と戦うために無理をしたと言っても、飛行時間が短過ぎる。

			　これが上手く行ったら新たな移動手段になったんだけどな。まあ速度は相当出せそうだし、危険な場所を迂回したり、脱出する際には使えるだろう。

			『フラン、済まん！』

			　落下し始める俺たちを骸骨騎士が追撃して来た。

			　上段から振り下ろされる一撃。

			「くぅっ！」

			　ギィイィン！

			　辛うじて受けることはできたが、その勢いでフランは下方に向かって吹き飛ばされてしまった。

			　浮遊島から大きく離れたからだろうか、骸骨騎士は追ってこない。やはり島に近づくものを排除する守護者的な存在なのかもな。

			　空中で静止したまま、落ちて行く俺たちを悠然と見下ろしていた。

			　助かったか。

			　だが、浮遊島はしばらくお預けだろう。

			「残念」

			『くそぅ！　いつか絶対に行ってやるからな！　覚悟しとけよ！　お前もだガイコツ野郎！』

			「いつか勝つ」

			　遠ざかっていく浮遊島と骸骨騎士に向かって叫びながら、俺たちは落下していった。

			　とは言え、俺たちのピンチはまだ続いている。

			　骸骨騎士からは逃げられそうだが、地面がグングンと近づいてくるのだ。

			　俺とウルシは魔力切れ。フランにすがるしかない。

			『フラン、頼む！』

			「ん。分かった」

			　地面にぶつかる前に浮遊と空中跳躍で勢いを殺せば、着地は問題ないだろう。

			　そう思ってたんだけどね。

			『やべー！　何でこんな荒野に家があるんだよ！』

			　なんと、荒野にポツンと家が建っていたのだ。それこそ、アレッサに行けば珍しくもない、本当に普通の民家だ。

			　いや、何か違和感があるな。何だ？　何か変な気がするが──。

			「ぶつかる」

			　今はそんなこと考えてる場合じゃなかった！

			『フ、フラン、なんとか回避できるか？』

			　今のままだと完璧に家に突っ込むルートなんだけど！

			　だが、落下しながらフランはフルフルと首を横に振った。

			「勢いが凄い。全然止まらない」

			　あまりにも高い場所から落下したせいで、浮遊でも勢いを殺しきれないらしい。

			『まじか！』

			「はぁ！」

			　家の屋根に突っ込む直前、フランは空中跳躍でなんとか勢いを弱めたが、屋根の上に着地するような真似は無理だった。

			　ドゴォオォン！

			　フランは結構な勢いで屋根に突っ込むと、そのまま突き破ってしまう。

			『フラン、大丈夫か？』

			「ん……平気」

			『──ヒール』

			「ありがと」

			　良かった、平気そうだ。

			　あー、それにしても完全にやっちまった！

			　上を見上げると、屋根にデカい穴が開いている。

			　あと、中から見てさっき感じた違和感の正体に気が付いた。

			『窓が全くないな』

			　そうなのだ。この家には窓などの採光用の穴が一切なかった。俺たちが開けた天井の大穴が、唯一の採光口だ。人がまともに住めるとも思えないが……。

			　それに、家の中もやはり異常だった。

			　床はなく、そこは地面が剥き出しだった。しかもただ土が露出しているだけではなく、綺麗にならされ、人の腰ほどの高さの草が等間隔で生えそろっていた。どう見ても畑だ。

			　しかし真っ暗な部屋の中で育ててるのか？　まあ、地球にも似た様な育て方をする野菜はあったから、全くおかしい訳じゃないけど……。草は紫の葉に赤い斑点が散った、凄まじく毒々しい外見をしている。メチャクチャ怪しいな。毒草とか麻薬の類じゃないだろうな？

			『フラン、気分が悪いとかないか？』

			「平気」

			　落ちてきた時にかなりの量の草を巻き込んでしまったからな。顔には紫色の草の汁がかかっているし、全身の擦り傷から草のエキスみたいなものが染み込んでいないとも限らない。

			　鑑定して見ると、死霊草と言うらしい。毒はないみたいだな。

			　害がないのなら良かった。

			　ただ、畑がメチャクチャなんだが、この惨状をどうしようか。

			　屋根の穴に、潰してしまった畑の草。この家に人がいるのかいないのかも分からないが──。

			『いや、気配が……あるな』

			「ん？　誰？」

			　部屋の隅に何かの気配があった。そっちを見ると、誰かが立っている。ボロッボロの灰色ローブを着込んだ、成人男性程度の身長の誰かだ。

			　だが、その姿を見た俺たちは、即座に臨戦態勢を取っていた。

			『フラン！』

			「ん！」

			　そのままフランが俺を構えて、一気に人影に向かって飛びかかる。

			「オウゥゥゥン！」

			　影から飛び出したウルシも、フランと共に駆けた。

			　速攻で決める。手加減は必要ない。

			『スケルトンの魔石は胴体の中だ！』

			「一撃で決める」

			　そう。相手は人間ではなかった。ローブからのぞいているのは、白い髑どく髏ろだったのだ。

			　スケルトンだ。なぜ魔獣が家の中にいるのかは分からないが、さっさと始末してしまおう。

			　さっきの骸骨騎士と言い、今日はアンデッドによく出くわすな！

			『骸骨騎士の件もある！　油断するなよ！』

			「ん！」

			　フランが大きく跳躍し、俺を振りかぶる。そして、地面からはウルシが黒い疾風のように迫った。

			　スケルトンが動き出すがもう遅いぜ！　今から何やったって、間に合わん！

			　だが、スケルトンの次の行動は全く予想外だった。

			　このスケルトンは剣を抜くことも、魔術を唱えることも、回避する素振りさえ見せず、ただ頭を抱えて蹲うずくまったのだ。

			「ひャぁァ！　おたすケ！」

			　ええ？　何だこれ！

			『ちょっ、フラン！　ウルシ！　ストップだ！』

			　俺が念話を送ると、フランたちも攻撃を止めて、目の前のスケルトンを凝視した。

			　そんな俺たちの前で、スケルトンが震えながら蹲っている。

			「い、いノちばかりはおたすけヲ～」

			「？」

			　フランも困惑気味だな。

			「あア！　メいかいノかミさマ！　どうカ、ごかごヲ！」

			「えっと」

			「ひぃぃぃィ！　わたしはおいしくナいでス！　おかネモってナいでス！」

			　なんか、完全に俺たちが悪役なんだけど。

			　そう言えば以前にアマンダにも教わったんだった。死霊魔術は特に邪悪な術じゃないし、使役されているアンデッドも冒険者からは特に忌避されてはいないと。

			　自然発生したものは人間を襲うので害獣。使役されているものは人間の役に立つペット、もしくは配下の様な扱いなんだろう。ウルシだって、魔獣だけど町に入れるしね。

			　ってことは、こいつは誰かの召喚魔獣なのか？

			「わ、わたしハ、ヨいがいこつですヨ？」

			　外見は完全に邪悪なアンデッドなんだが。ただ、虚言の理に反応がない。アンデッドに効くのかは分からないが、スキルを信じるならこのスケルトンは嘘をついてはいなかった。

			「良い骸骨？」

			『多分、誰かの従魔だ』

			「はイ、ワたしはヨいがいこつでス。ど、どちらさマですカ？」

			「わたしはフラン」

			「ワたしハ、ベるナるどでス」

			　魔狼の平原で遭遇したスケルトンに比べて魔力が高いな。あと、声帯もないのに声を出しているのは、振動操作というスキルのおかげみたいだ。やはり何か特別な個体らしい。

			「いったイ、ナニがあったノでしョうカ？」

			　俺たちは一部をぼかして本当のことを話すことにした。俺のことを喋る訳には行かないからな。

			　ウルシに乗って浮遊島を目指して、骸骨騎士に邪魔されて落下してきたことにする。

			　そのこともあり、同じスケルトンであるベルナルドに過剰に反応してしまったのだと、あの骸骨騎士に罪を擦なすり付けておいた。

			「ナるほド。そうでしたカ。さいナンでしたネ」

			　どうやら怒ってはいないらしい。しかし、結構な冒険話をしたはずなのに災難の一言で済ます辺り、やはり人とは少し違った思考をしているんだろう。

			「ここは、何？」

			「ここハ、いだいナル、ワがあルじノけんきュうじョです」

			　主ね。やっぱりベルナルドは死霊術師に使役されているのか。高い魔力と知力を有した上、普通は喋らないスケルトンを会話可能状態で召喚する凄腕死霊術師だ。どんな奴なんだろうか。

			「研究所？　ここが？」

			「はイ」

			　フランの疑問は俺の疑問でもあった。

			　窓がなく、中が畑と言う特異性はあるが、それ以外はどこにでもある民家だ。

			　偉大な死霊術師様の研究所とは到底思えない。

			「ぼろい」

			「わがあるじハ、そういったことにあマりとんちゃくしナいノでス」

			「ふっふっふ。その通りだ！」

			　ドバン！

			「！」

			「グルゥ！」

			　いきなり家の外で声がしたかと思ったら、扉が凄まじい勢いで開いた。

			　何の前触れもなく。

			　そもそも、俺たちは探知系スキルを全開にしてるんだぞ？　ウルシだっているのに。

			『気配を感じなかった！』

			　家の外に誰かいるなんて全く気が付かなかった。

			（ん）

			（オウン）

			　フランたちにも感じ取れていなかった様だ。

			　瞬時に臨戦態勢を取り、身構えるフランとウルシ。俺も、静かに魔力を高める。

			「だれ？」

			「人に名を聞く時は、自分から名乗るのが礼儀ではないかね？」

			「私はフラン……だれ？」

			「すいマせン。わがあるじでス」

			　こいつが件くだんの死霊術師か！

			　何も知らずに遭遇してたら、絶対に斬りかかってただろうな。

			　長年地面に擦れて、裾がボロボロに裂けてしまったくすんだ黒いローブ。首からかけた髑髏のアクセサリー。病的に白い肌。深く被ったフードのせいで顔はよく見えないが、くすんだ銀色の髪と、三日月を横にした様な笑みを浮かべる口元だけは確認できた。

			　


			　

			　


			　男だとは思うが、それも確信できない。

			　超怪しい。どう見ても邪悪な死霊術師だ。どれくらい怪しいかと言えば、何か事件が起きたら真っ先に疑われるのは間違いないくらい怪しい。

			　だが、死霊術師はこちらの警戒などどこ吹く風で、高らかに名乗りを上げる。

			「ふはははははははは。我が名はジャン・ドゥービー！　至高なるアンデッドの主なり！」

			　できれば関わり合いになりたくないな。今すぐフランに回れ右させて、元来た道を帰らせたい。

			　それくらい怪しくて、ウザそうな奴だった。

			


			　　名称：ジャン・ドゥービー 　年齢：49歳

			　　種族：魔族

			　　職業：冥導師

			　　Lv：45

			　　生命：１８０　魔力：６１６　腕力：91　敏捷：１１９

			　　スキル：暗黒耐性６、詠唱短縮４、鑑定８、眷属召喚８、杖術４、死霊操作８、死霊魔術10、短剣術２、調合７、毒耐性３、毒知識７、火魔術３、冥府魔術５、薬草知識４、闇魔術５、気配完全遮断、死霊狂暴化、死霊の友、魔力操作、魔力中上昇

			　　ユニークスキル：魂魄眼

			　　称号：暗殺の天てん稟ぴん、アンデッド・クリエイター、殺戮者、死霊術師、死霊の王

			　　装備：竜骨の杖、死霊王の端切れのローブ、悪魔の靴、死の腕輪、身代りの腕輪

			


			　俺の目を引いたのは気配完全遮断スキルだった。このせいで気配察知にも引っかからなかったんだろう。

			　にしても、強いな。肉体ステータスは低いが、魔力やスキルは相当なものだ。もっとレベルが上がれば、ギルマスのクリムトともいい勝負かもしれない。

			　それにこいつは死霊術師。気配完全遮断で姿を隠し、アンデッドたちに戦わせれば、格上相手でも戦えるだろう。できれば敵対はしたくないな。

			　しかも種族が魔族だ。

			　初めて見たな。魔族で死霊術師……。まじで敵じゃないのか？

			「魔族？」

			　俺が教える前に、フランは相手の種族に気付いていたようだ。

			　首を傾げて呟く。

			「ほほう？　分かるかね？」

			　まあ、鑑定するまでもないよな。ローブの上からでも角があるのが分かるし、爪と牙も特徴的だ。

			「見れば分かる。角、爪、牙。あと白い」

			「貴様、中々勉強しているではないか！　そうだ。我は魔族である」

			「久しぶりに見た」

			「この大陸に我ら魔族はあまり多くないからな。それも、東に偏っている故に」

			　フランが敵意を向けていないし、魔族の男ジャンも種族を言い当てられたからと言って緊張する様子もない。魔族は別に人類の敵とかそう言う種族ではなかったみたいだ。

			　先制攻撃を仕掛けなくて本当に良かった。

			「で、君らはどこの誰かね？　私が外出している間に少々特殊な来訪の仕方をしたようだが」

			　ジャンは天井の穴を見上げて顔を顰める。

			「ごめんなさい。いろいろあった」

			「ふむ？　まあ良い。とりあえず話を聞こうか。付いてきたまえ」

			「ミナさマ、どうぞこちらヘ」

			　ジャンは部屋の隅にあった階段をスタスタと降りて行ってしまう。

			　着いて来いって言うけど、すんごい怪しいんだが……。

			　どうしよう。

			　だが、俺が悩む間にもフランたちは後をついて歩き出している。

			　仕方ない、俺が注意を払っておこう。

			『ウルシ。お前も気を抜くなよ？』

			（オン！）

			　下り階段の先には、拍子抜けすることに普通の部屋があった。

			「はっはっは。我が深淵なる闇と死の研究所へようこそ」

			　一々仰々しいな。しかし研究所か。もしかしたら普通の外見は偽装で、中は魔導の粋を集めた最先端の──とかはなかった。

			　地下室は思ってたよりも広いが、それくらいだ。

			　食べかけのパンやサラダが置かれたままのテーブル。ページが開いたままの本が置かれたチェスト。

			　普通に生活感丸出しのリビングだった。

			「研究所？」

			　フランも同じ疑問を持ったようだな。

			「はっはっは。我が実験は危険を伴うことも多いのでな、周辺に被害が及ばぬよう、研究所の本体はさらに地下にあるのだよ。見たいかね？　ふふふ、好奇心は竜をも殺すと言っておこう。くっくっく」

			　なるほど。確かにさらに地下から異様な魔力が感じられるな。ジャンが言っていることは本当だろう。

			　見たいような、見たくないような……。死霊術師の研究所だからな。屠殺場も真っ青な光景が広がっているに違いない。フランの教育にはあまり良くはなさそうだ。

			　あと、一々ウザい！

			「そちゃですガ」

			　ベルナルドがお盆に載せたティーカップをテーブルに並べていく。

			　いつの間にかエプロン着用だった。

			　本当に人間臭いな。

			「ありがとう？」

			　毒々しい。ティーカップの中には、赤紫色をしたドロドロの液体が入っている。

			　粗茶？　毒にしか見えないんだが。

			　だが、家主であるジャンがサッとカップを取ると、一気に飲み下した。

			「うむ、この馥ふく郁いくたる香り。複雑なる妙味。最高であるな」

			　本当か？　まあ、危機察知も反応してないし、大丈夫かな？　状態異常耐性だってあるし。

			「……結構なお手前で」

			　謎のお茶を一口飲んだフランが、そっとカップをテーブルに戻した。あの、どんな物でも美味しく頂くことで有名なフランがだ。

			　あとで口直しを食べさせてやるからな。

			「それで、ベルナルド、何があったのだ？」

			「じつはですネ──」

			　ベルナルドがジャンに事の経緯を説明する。

			「そうか。死霊草が一部ダメになったか」

			「ハイ。さんワリホどガ」

			　上で育てていた草についての話の様だ。

			　俺たちが落下してきた時にかなり巻き込んじゃったからな。

			「全く、頭の痛いことだ」

			　そう言いつつ、ジャンがこちらをチラッチラッと見てくる。

			　うーん、かなり不味い流れなんじゃないか？

			　俺たちが家の屋根を破壊した上、不法侵入して畑の草を潰してしまったのは確かだ。そこを言われたら強くは言い返せん。

			「君は自分がどれほど貴重な霊草を無駄にしたか、分かっているかね？　死霊草と言うのだが」

			　わざわざ家の中で大事に育ててたくらいだし、そこらへんに生えているような物ではないのだろう。

			「あの草、貴重？」

			「うむ。自然には中々生えない霊草であるからな。ポーションにすれば、振りかけるだけでアンデッドにダメージを与えるネクロポーションになる。煎じ方を変えれば死霊魔術を使う際の触媒にもなる。死霊術師にとっては喉から手が出る程貴重な素材であるな。しかも、我が畑で育てていたのは一級品なのだよ」

			　そう言えば、ランデルの店にネクロポーションが置いてあったな。三等級のやつで三〇万ゴルドだったはずだ。だとするとメチャクチャ貴重だ。損害賠償とか言われても、払えるか分からないぞ？

			『お、俺たちが下敷きにした草を今すぐ薬にしたらどうだって聞いてみろ。手伝うからって！』

			「潰した奴、今すぐ薬にしたら？　手伝う」

			「ダメだな。生者が一度でも触れた死霊草は、その生気が不純物として混ざりこんでしまう。普通に加工する分には何ら問題ないが、我が目的にはこれでは不足なのだ」

			　虚言の理を使った結果、ジャンの言葉に嘘はなかった。

			　本当に貴重品な上、生者が触れたらいけないらしい。

			　つまり、他に代えの利かないアイテムであると言うことだ。謝って済むとも思えない。

			「さて、ベルナルドに聞いたところ、君たちが落ちてきたのは不可抗力であるようだし、そのことについては追及しないでおこう」

			「本当？」

			　おお、見た目とは大違いの寛大な対応！

			「本当だ……。だが！」

			「う」

			　ジャンが急にデカい声を上げて、ニヤリと微笑んだ。こら、フランも驚いてるじゃないか！　何か、こいつの行動は予測がし辛いんだよな。

			「死霊草については、さすがにそうも言えぬ。それは分かるかね？」

			「ん……」

			「不可抗力とは言え、貴重な霊草を傷物にしたのだ。まさか、詫びもなしということはあるまい。無論、ただ頭を下げろと言っている訳でもないぞ？」

			　あー、やっぱこういう展開？　さて、何を要求されるか。金？　それとも薬や術の実験台とか？　場合によっては、戦うことも考えねば。

			　フランはやや居住まいを正して、ジャンを見つめる。

			　緊張に包まれるリビング兼研究所。

			「少女よ。君には一つ依頼を受けてもらおうか？」

			「依頼？」

			「うむ。無論、報酬を払おう。そうだな、成功報酬で二〇万ゴルド。どうだね？」

			　超高報酬だった。だが、すぐに飛びつく様な真似はしないぞ。何せ、その分困難だと言うことだからな。

			『フラン、内容を聞いてみるんだ』

			「ん。内容による」

			「無論、強制ではないよ？　嫌々やられても、迷惑なだけだからな」

			「犯罪はダメ」

			「承知しているさ。我とて冒険者だからな」

			　え？　マジで？　全然見えないんだけど。この人が自分の足で山やダンジョンを歩く姿が想像できない。

			「ほんと？」

			「うむ。ランクＢ冒険者である！」

			　そう言って懐から取り出したのは、銀色のギルドカードだった。確かにランクＢ冒険者であるようだった。大先輩じゃないか！

			「さて、本題に移る前に……」

			「ん？」

			　む。何だその邪悪にしか見えない笑みは！

			　いきなり本性を現したのか？　危機察知は全然働いてないんだが！

			「いい加減正体を現したらどうだね？」

			　どういう意味だ？

			　俺がジャンの言葉の真意をつかみかねていると、その指がスッとフランを差した。

			「その剣」

			　いや、ジャンは俺を指差していた。

			　もしかして狙いは俺か？　魔剣を差し出せとでも言うつもりなのか？

			「いつまでも黙っていないで、喋ったらどうかね？」

			「！」

			「くくく、分かっているのだよ。その剣に魂が宿っているということも！　念話で話ができるということもな！　さあ、本性を見せるがよい！　くぁはははははは──！」

			　俺の念話がバレた？　どういうことだ！

			『フラン、何も言うなよ』

			（ん）

			『……』

			「……」

			「ほう。だんまりかね？　だが、我の目は誤魔化せん。我がスキル──魂魄眼は、対象の魂を見ることができるスキル！　そして、魂を直接見ているのだ！　鑑定遮断など、無意味無意味！　ふははははは！」

			　まじか！　鑑定遮断でも防げない鑑定だと？　ガルス爺さんの時も思ったが、魔眼系のスキルは厄介だぜ！

			　くっ！　どうする？　口封じ？　いや、早まるな俺！

			　緊張感を高める俺を余よ所そに、ジャンは顎に手を添えてふむふむと暢気に頷いている。

			「しかし、珍しい物を見たな！　インテリジェンス・ウェポンか」

			　完全にバレている。これはもう黙っていても無意味か？

			「性能も十分なようだし、君らの力が借りられれば、我が悲願の達成も近い！」

			『悲願？』

			「おお、ようやく喋ったな。剣と喋るなど、中々できる経験ではないな！　愉快愉快！」

			『ああ、そう』

			　テンション高過ぎて疲れるわー。

			「さて、君たちに手伝ってもらう依頼の説明をさせてもらおうか」

			　うーん？　何か、俺が欲しいって感じじゃないな。単純に、俺が本当に喋れるか知りたかっただけ、みたいな？

			『なあ、俺がインテリジェンス・ウェポンだってことを知って、他に何もないのか？』

			「どういうことだね？」

			『いや、俺が欲しいとか？』

			「欲しいと言えばくれるのかね？」

			「あげない」

			「なら、いらんよ。興味もそこまでないしな」

			「本当にほしくない？」

			「うむ。別にいらん」

			　虚言の理を発動したが、ジャンの言葉は嘘じゃない。本当に大した興味はないらしい。

			　まじでいらないって思っている。うーん、少し悔しいような、安心した様な？

			「気が済んだかね？　なら、依頼の説明をさせていただこうか？　くっくっく」

			　さて、どんな無理難題を吹っ掛けられるのか。

			　人体実験や暗殺といった、物騒な単語が頭の中で踊っている。

			「依頼の内容は、我の探索の補助だ！」

			　普通の依頼だった。

			「探索？　どこかに行く？」

			「うむ。乗り気なようで嬉しいぞ。探索場所は、そう遠くない。我に任せておけば、三〇分もかからず到着できよう」

			　結構な近場だな。

			　近くにダンジョンでもあるのだろうか？　だが、アレッサでダンジョンの情報を調べた時は、この辺りにダンジョンがあるなんて話はなかったと思うが。

			　だが、ジャンの言葉は俺の予想を大きく裏切ってくれる。

			「目指すはダンジョン。アンデッドの巣窟だ」

			『え？』

			　いやいや、この近辺にダンジョンがあれば、アレッサで情報を聞けない訳がない。どういうことだ？

			「アレッサで教えてもらえなかった」

			「それはそうだろう。何せ、我しか知らんことだからな」

			　フランの言葉にジャンは事もなげに言い返した。

			　だが結構重要なことじゃないか？

			『え？　ダンジョンの情報を隠匿してるってことか？』

			「そうだ。言っておくが、ダンジョンの報告は義務ではないぞ？　災害の危険性があるため、報告は推奨されているが、黙っていたとしても罪にはならん。この国ではな」

			「初耳」

			「報告すれば莫大な報奨金が出るので大概は報告するがな。それにダンジョンの場所は正確にはこの国ではない。と言うより、どこの国のものでもない。故に報告の義務もない」

			「どこでもない？」

			『どういうことだ？』

			　どこの国にも属さない場所？

			　国同士の緩衝地帯とか、そういう所なのか？

			　なんだか厄介ごとの匂いしかしないんだけど。

			「ふっふっふ。悩んでいるな」

			『場所を教えて欲しいんだが』

			「まあ、待て待て。すぐに教えてはつまらんだろう？」

			　いや、全然教えてもらって構わないんだけど。

			「では、我がそのダンジョンを発見した経緯から教えてやろうではないか！　静聴するがよい！」

			「ん」

			『手短に頼む』

			「無理だな！」

			　ということで、ジャンが無駄に身振り手振りを交えて語り出した。

			「あれは一〇年ほど前のこと！　当時、この地域ではアンデッドの出没が頻繁に報告されていた。どういう訳か、他の魔獣よりもアンデッドの発生率が高くなっていたのだ」

			『へえ。魔境でもないのにそんなことがあるんだな』

			「うむ。大変珍しい現象であるな。だが、近隣の村々では確実にアンデッドの被害が増えていたらしい。冒険者ギルドにも何度も調査依頼が出されていたほどだからな」

			「なるほど」

			「元々は、死霊術師としてさらなる高みに登るため、我はこの地域の調査にやってきた。そして、地道な研究を続けた。時に折れそうになる心を叱咤し、我は血のにじむ努力を続けたのだ！」

			「おー」

			　ジャンが舞台俳優の様に手を振りかぶって熱弁する。フラン、拍手なんてしなくていいから！

			「その結果、我は大発見をした。妙な魔力溜まりを複数発見したのだ！　ふははは！　凄いであろう！」

			『魔力溜まり？』

			「うむ。自然界の魔力が様々な要因により一か所に溜まってしまう現象だ。そうやって、澱よどんだ魔力溜まりから魔獣が生まれる訳だな」

			「ほう」

			「ただ、我が発見した魔力溜まりには、最初から死霊魔術に似た属性が付加されていたのだ。無論、属性が偏った魔力溜まりと言うのはない訳ではない。火山などの火属性が強い場所の魔力溜まりでは火属性の魔獣が生まれやすいし、海では水属性が生まれやすい」

			「風が強いと、風の魔獣？」

			「まあ、そうだな。生まれる仕組みが詳しく分かっていないのは、邪人くらいだろう。邪属性というものは未だに不明な部分も多い。一説によると、邪神の封印地の側に邪人が湧くと言われているな。実際、この近辺には邪人が一切出現しない。何故邪人の出現場所に偏りがあるのか？　各地にあると言う邪神の封印地が関係していると言うのは、間違いではないと我も思う」

			　え？　まじ？　アレッサの周辺には邪人がかなり多いんだけど。魔狼の平原にもゴブリンやオークが相当数いた。あの辺りに邪神が封印されていたってことか？　そう言われるとメチャクチャ怖いな。

			　でもその説が正しいとすると、邪神の封印場所を探せちゃうんじゃないか？　邪人の多い方へ向かえば、その中心に邪神が封印されている可能性が高いってことだし。

			「実際、そのやり方で封印場所を探し出した者もいるぞ。イビル種や黒種と呼ばれる、特別な個体を知っているかね？」

			『ああ、イビル・ゴブリンは見たことあるぜ』

			「どうやら、邪人の中でも、イビル種は邪神の加護を受けているらしい。つまり、奴らが多ければ多い程、邪神の封印が近いと言える訳だ。ある冒険者がそのことに気付き、見事封印場所を発見したらしいぞ」

			『それでどうなったんだ？』

			「どうもせんが。ギルドに場所を知らせて、さらに厳重に周辺を封鎖して終わりだ」

			　そりゃそうか。封印されている場所を発見したとしても、特に何もできないだろう。神話では神様たちが邪神を分割して封印したことになっているらしいし。神様が施した封印を、人類が破れるとも思えないからな。

			　だが、そう簡単な話ではないらしい。俺の話を聞いたジャンが、首を横に振る。

			「いや、過去には何度か人によって封印が解かれたことがある。中に封じられている邪神を押さえつける力は強くとも、外からの干渉にはそこまで強固ではないらしい」

			『え？　でも、神様の封印なんだろ？　悪用されないように、何か防御能力が付いたりとかしてないのか？』

			「邪人が触れられないように結界が張られてはいるらしいが、人類に対する防御機構は特にないと聞いたことがあるな」

			「なんで？」

			「考えてみたまえ。神が人類に向かって触れるなと告げたのだぞ？　それだけで十分ではないか？」

			　つまり、自分たちの命令が破られるなんて、微み塵じんも考えていないと言うことか？

			　いくら何でも無防備過ぎないか？　悪用されることを考えていないのかね？　まあ、この世界で神様は俺の想像以上に信仰されているんだろうし、影響力は大きいだろう。それこそ、普通であればその言葉を破るなんて考えもしない程度には。

			　だが、人と言うのは迷うものだし、ふとした時に魔が差す生き物だ。実際、ジャンの話では封印を解いた奴がいるらしいからな。

			「それだけ神々は我ら人類を評価してくださっていると言うことだろう」

			　神様だもんな。俺たちみたいに小さいことには拘らないと言うか、俺たちとは根本的に考え方が違うのかもしれない。

			『でもさ、邪人が生まれるってことは、邪神の力みたいなものが漏れちゃってんじゃないか？』

			「その可能性はあるが、我にも詳しいことは分からん。専門外であるしな。この地では邪人が生まれぬ故、検証もできぬからな」

			「一匹もいないの？」

			「うむ。見たことはない。そもそも、大半がアンデッドであるからな」

			　そう言えばその話だった。

			『死霊属性の魔力溜まりを発見したって言う話だったな』

			「うむ。この地の異常を解消するため、長年観測を続けた結果、そう結論付けたのだ」

			「死霊属性が強い魔力溜まりからは、アンデッドが生まれる？」

			　でも、自然現象として死霊属性の魔力溜まりが生まれちゃうんじゃ、解消のしようもないんじゃないか？　それとも何か原因があるのだろうか。古戦場だったり、大昔に処刑場の様な施設があったりしたとか？

			「そうだ。だがな、それがそもそもおかしいのだ」

			『何がおかしいんだ？』

			「ここは、単なる平原だぞ？　古代からの記録を調べたが、古戦場の跡と言う訳でも、地下墳墓がある訳でもない」

			　俺が思い付くようなことは、とっくに調べてたのね。

			「地脈や植生を調べたが、死霊属性を強める様な要因は全くと言っていい程見当たらなかった。では、何故死霊属性の付加された魔力溜まりが発生する？」

			「うーん？」

			『ふむ？』

			　そう言われてもな。ジャンが分からなかったことを、俺たちがいきなり答えられる訳もない。

			「では、考えられる要因は何だと思うかね？」

			　何か、ジャンが急に立ち上がって、ウロウロと歩き出したぞ。身振りもよりデカくなっていく。テンション上がり過ぎだ。

			「誰かわざとそうしてる」

			「うむ！　我も初めはそう考えた。例えば、北のレイドス王国やベリオス王国の軍事作戦の一環であるとかな」

			『その言い方だと、違ったのか？』

			「そもそも、魔力溜まりを人工的に作り、さらに属性を付加するなど、不可能だ。研究している者は多かろうが、成功したという話は聞かん」

			「なるほど」

			「次に、我は魔力溜まりに何か共通点がないか調べてみた。そして、あることに気付いたのだよ！」

			　ジャンがバッと振り返り、ビシーッとこちらを指差す。何か探偵が推理を披露している時みたいな感じだ。

			「あること？」

			「うむ。その前に、君らはこの近辺を回遊する浮遊島の存在は知っているかね？　いや、知っているだろう？　それが原因で我が研究所に落ちてきたようだしな」

			　バッチリ目撃もしたぞ。

			「この辺には、時折浮遊島から落下物が降ってくる。浮遊島上部に生えている植物であったり、岩石であったり、その時々で色々だな」

			『その言い方だと、その落下物がアンデッド発生の原因なのか？』

			「……君という奴は……。はぁ、そうだよ。死霊属性の魔力溜まりと、浮遊島からの落下物が落ちた位置が同じだったのだ」

			　うわー、俺が先に結論を言ったら、テンションダダ下がりだよ。きっと自分で発表したかったんだろうな。スッと椅子に座って、淡々と語り出したぞ。これはこれでウザいな。

			「で、浮遊島が怪しいと感じたので行ってみたら、何やかんやでダンジョンを発見したという訳だ」

			　完全にやる気をなくしてしまった！

			　まあ、静かになったからいいか。

			『落下物に死霊属性が付いている理由は？』

			「ダンジョンがアンデッドメインのダンジョンなのだ。そのせいか、浮遊島全体が死霊属性に包まれている。故に、落下物にも死霊属性がこびり付いているという訳だな」

			『もしかして俺たちに襲いかかって来た骸骨騎士は……』

			「うむ。ダンジョンの魔獣だろうな」

			　すでにダンジョンと関わり合っていたとは、驚きだ。

			「他の浮遊島も、全部ダンジョン？」

			　それは俺も気になった。この世界の空に浮かぶ浮遊島が全てダンジョンだったら、結構世界の危機なんじゃないか？　誰にも攻略されず、そのうち大規模なスタンピードを起こしてしまうだろう。

			「それは違うな。空中に生まれたダンジョンコアが近くの浮遊島を取り込んだのか、偶然浮遊島の内部にダンジョンコアが発生したのか。我が知る限り浮遊島のダンジョンはあれだけだ」

			　ダンジョンコアって、大地の上だけじゃなくて、そんな場所にも発生するんだな。空中に生み出されたコアとか落っこちて割れちゃわないのか？　いくらコアが障壁に守られているとはいえ、高高度から落ちたら無事じゃ済まないだろう。そう思ったら、コアは俺の想像を遥かに超えた存在だったらしい。

			「それはないさ。ダンジョンコアは不思議な力が働いているらしく、特殊な理由がない限り、生み出された地点から動くことがない。空中であれば浮いたままだし、海中でも水に流されるようなことはないのだ」　

			「特殊な理由？」

			「例えば、今回の様に移動する浮遊島にコアが存在する場合。大昔の記録だが、超巨大なゴーレムの内部にダンジョンコアが発生し、動くダンジョンと化したことがあるらしい。なぜそういう場合は例外となるのか、それは分からん」

			　さすが混沌の神が直々に生み出す不思議物体。まだまだ謎が多いね。

			「浮遊島にどうやって行った？」

			「我ほどの魔術師になれば、色々方法はあるのだ」

			『浮遊島はどこの国の物でもないのか？』

			　さっきそんなことを言ってたよな？　俺たちが今いるクランゼル王国の管轄じゃないのか？

			「あの浮遊島の回遊ルートが、ほんの僅かにレイドス王国、ベリオス王国にまたがっているせいで、各国が所有権を主張し合っているのだ。なので、まだどこの物でもないという訳だ。だからこそ、どの国も上陸部隊を送り込めず、ダンジョンの存在がバレていないのだがね」

			　無理やり上陸しようとしたら、領土侵犯扱いで戦争に発展しかねないと言うことか。

			「なるほど」

			「しかし、厄介なことだよ。ダンジョンは危険だが、金の卵でもある。地上への危険が少ない浮遊島にダンジョンがあると分かれば、何としてでも手に入れようとするだろう。それこそ、軍事的な行動を起こしてでもな」

			『それって、俺たちが勝手に行ってもいいのか？』

			「バレなきゃ構わんさ」

			　バレたらやばいってことか？

			　おいおい、どんどんきな臭くなってくるぞ。

			「さて、改めて聞くが、依頼を受けるかね？　我と共に浮遊島のダンジョンに赴き、内部の探索を行う」

			『探索はどの位までと考えてるんだ？　攻略を目指すのか、他に目的があるのか』

			「無論、目指すは攻略だ。我が攻略してダンジョンを消滅させてしまえば、国家間の火種を消し去ることになるからな」

			　確かに、ダンジョンコアを破壊してダンジョンを消滅させれば、それを巡って戦争が起きることもないだろうな。

			　え？　実はいい奴？　そんな馬鹿な……！

			「だが、難しそうな場合は、とある魔獣を捕獲して地上に戻る」

			『魔獣の捕獲？』

			「どんな？」

			「その魔獣の名前は死霊喰らい。アンデッドでありながら、アンデッドを喰らう、脅威度Ｂの魔獣だ。今回の探索で攻略ができなかったとしても、死霊喰らいを配下に加えれば、今後の攻略が捗るからな」

			『脅威度Ｂか』

			「元々は死霊草から作り上げたネクロポーションを使い攻略を進めるつもりだったのだが、君たちほどの手練れが手伝ってくれればポーションなどより余程確実だ」

			　うーん、どうするか。危険は危険だ。ただ、それに見合った価値はありそうだ。それに浮遊島へ行けるっていうのがデカイ。

			『どうする？』

			（ダンジョン行きたい）

			　だよな。俺もだよ。しかも手つかずのダンジョンなんだろ？

			（それに、リベンジもできる）

			『確かに、あのガイコツ野郎との決着もまだだしな』

			（オンオン！）

			『ウルシもやる気か』

			　ジャンと一緒に行けば、あの骸骨騎士にリベンジする機会があるかもしれない。

			　暫しフランと相談した結果、俺たちは依頼を受けることにした。

			「そうか！　では、よろしく頼むぞ！　ふはははははは！　楽しくなってきたではないか！」

			「ん」

			『こちらこそよろしく頼む。浮遊島に行けるのは、俺たちにとっても有り難いからな』

			「そこは任せておきたまえ。では、改めて自己紹介させてもらおう！　我が名はジャン・ドゥービー。闇に蠢きし不死なる者たちの主にして、英知の深淵を臨みし者！」

			　まあ、死霊術師で研究者ですよってことかね？　何か、段々ジャンの言動に慣れてきた気がする。残念なことに。

			「私はフラン。黒猫族。好きな物はカレーとパンケーキ。こっちはウルシ」

			「オン！」

			「ダークネスウルフか。初めて見たな。アンデッド化したら、良い配下となりそうだ」

			「オゥゥン」

			　ジャンの目が本気なんだけど。ウルシも怯えてしまい、尻尾を股に挟んで縮こまっている。

			「だめ」

			「はっはっはっはっは」

			『嘘とも冗談とも言わないのな。やめてくれよ』

			「安心したまえ。血の一滴も無駄にしないからな」

			『だからそれをやめろって！　まあいい。俺はインテリジェンス・ウェポン。フランに付けてもらった名前は師匠だ』

			「ほほう。名前が師匠？」

			　あ、こいつに空気を読めっていうのが無理だったか？

			　フランのネーミングセンスを馬鹿にするような真似をしたらフランの機嫌が──。

			「中々にエキセントリックな名前だ！　いいじゃないか！　気に入ったぞ！」

			　変わり者で良かった。

			「では、よろしく頼むぞ」

			「ん」

			　がっちりと握手をする二人。

			　ただ、依頼の報酬については少し変えてもらう様に交渉することにした。

			「報酬は少なくてもいい」

			「ほう？」

			『その代わり、魔石が欲しい』

			「魔石？　現物支給がいいということかね？」

			『ああ、ダメか？』

			「まあ、構わんが、何に使うんだね？」

			『えーとだな……』

			　やっぱりそこ聞かれるか。

			　とは言え、そこまで教えるのは憚られる。

			「ふむ……なるほどなるほど」

			　口ごもる俺にジャンがズイと顔を近づけた。何か、凄く見られてる！

			『え？　何だよ？』

			「魔石値か……」

			『！』

			「もしかして、魔石を力に変換できるのかね？」

			　ピンポイントで言い当てられた！　どういうことだ？

			「何で分かる？」

			「くくく、我が魂魄眼を前にして、隠しごとなど無意味！　魔石を欲しがり、師匠君には魔石値という謎のステータス。そこから導き出される答えは一つだけだ」

			　うわー、無駄に洞察力が高い！　完全に見抜かれている！　そもそも、鑑定ってそんなところまで見られるのか？　こいつの魂魄眼舐めてた！

			「くくく。図星なようだな？　状態が焦燥になっているぞ？」

			『そ、そこまで？』

			「ふははは。それは冗談だ！　だが、正解だったようだ！」

			　やられた！　完璧にカマかけに引っかかってしまった！

			「オウン……」

			　ウルシ、「あーあ」っていう目で俺を見るんじゃない！　お前だって大分顔に出てたからな！　狼の癖に豊かな表情しやがって！　こうしてやる！

			「キャウン！」

			　くっくっく、背中の毛を念動で逆撫でしてやったわ！　ゾワッとしただろう！

			　──いかん、ジャンに影響されてるかもしれん。もしかして、フランの教育に悪い影響がないだろうな？　ふはははとか笑う様になったら、ジャンを殺してしまうかもしれん。

			「しかし、魔石を喰らう魔剣か。面白いな。それに……、もしかして魔力だけではなく、スキルも得ることができるのかね？」

			『！』

			　おいおい、何で分かるんだ？　最早、驚きの声も出ない。むしろ参考までに、どうして分かったのか聞きたいよ。

			『どうしてそこまで……？』

			「正解かね？　はははは、さすが我！」

			『まさか見抜かれるとは思わなかった』

			「驚き」

			「何、簡単なことだ。まず着目したのは君たちのスキル。あまりにも同じ過ぎる。そして、師匠君のスキル共有の存在。つまり、君が持っているスキルを、彼女と共有できるということだと推測できる」

			『なるほど』

			「ということは、これらのスキルは師匠君のスキルであるということだろう。だが、いくら伝説的な存在であるとはいえ、これほど多彩なスキルを持っているものかね？　と、言うことは、何らかの理由でスキルを増やせるのではないかと考えられる」

			　全部見抜かれちゃってるよ。本当に油断できん。

			「あとスキルの構成が少々おかしい。よって、スキルをまっとうに成長させたのではないとも推理できるな」

			『え？　スキル構成がまっとうじゃない？』

			「どういうこと？」

			「自分たちでは気付いていないのか？　例えば、暗黒魔術だ」

			　普通、暗黒魔術を取得するには、闇魔術のレベルを最高にせねばいけないらしい。

			　だが、俺たちの闇魔術はレベル２である。そりゃ、おかしいと思われるな。

			　他にも、再生も持ってないのに瞬間再生は持っていたり。見れば見る程スキル構成がおかしいということだった。

			「故に、何か尋常ではない手段でスキルを取得していると考えられるのだ。スキルテイカーで奪ったのかとも考えたが、それにしても少々違和感を覚える」

			　完璧な推理！　いや、ちょっと知識と洞察力があれば簡単に見抜けることか？　だとしたら、今後も魔眼持ちに気を付けないといけないな。

			　まあこうなったら仕方ない。俺たちはジャンに全てを教えてしまうことにした。

			　そして魔石の吸収を手伝ってもらえないかお願いしてみた。俺たちは探索を手伝い、ジャンには魔石の収集を手伝ってもらうのだ。

			　するとジャンはテンション高めで「承った！」と叫ぶのだった。

			「はっはっは。いいぞ。面白そうだ！　つまり、君たちが持っていないスキルを所持する魔獣の魔石を入手し、師匠君に吸収させればいいと言うのだろう？」

			「ん」

			「我が手伝うのだ、大船に乗ったつもりでいるがいい！　くはははは！」

			　ウザ怪しい奴だが、死霊術師としての腕は本物だろう。これから向かうダンジョンはアンデッドのダンジョン。ジャンの手伝いがあれば、色々と期待は膨らむな。

			「それに、君たちにうってつけのスキルを持った魔獣を知っているしな？」

			「うってつけ？」

			「オウン？」

			「うむ。死霊系の魔獣故、これから行く浮遊島にもいる可能性が高い」

			『へえ。何て言う魔獣なんだ？』

			「擬態霊という脅威度Ｅの死霊魔獣を知っているか？」

			「知らない」

			　フルフルと首を振るフラン。ウルシも同じ様に首をフルフル振っている。俺も知らん。

			「その名の通り、壁に擬態し、近づいた者に襲いかかる魔獣だな。まあ、力は大したことがないので、不意打ちにさえ気を付ければ問題ないだろう」

			『その擬態霊っていう魔獣は、どんなスキルを持っているんだ？』

			「擬態霊の名の通り擬態スキルを持っているな。もう一つ、鑑定妨害という面白いスキルも持っているぞ」

			　鑑定妨害とは、その名の通り鑑定スキルを邪魔するスキルらしい。鑑定遮断と違い、あくまでも弱めるだけだが、レベルが上がれば下位の鑑定は無効化できるそうだ。

			『いや、俺たちには鑑定遮断があるんだが？』

			「鑑定妨害がいいスキル？」

			「いや、違う！　ここまでは前振りだ！」

			『おい。じゃあ何で勿体ぶって語った！』

			「我が語りたかったからだ！」

			「……」

			　こういう奴だった。

			「まあまあ、だからと言って全く関係ない話でもないのだ」

			　擬態霊の中には上位種である偽装霊という魔獣が交じっていることがあるらしい。こちらは脅威度Ｄと言うから結構強い魔獣なようだ。擬態霊と見分けが付きにくいので、群れの中に交ざられると厄介みたいだな。

			「そして、この偽装霊こそが君たちにお薦めの魔獣なのだよ！」

			「なぜ？」

			「うむ。その名の通り、鑑定偽装というユニークスキルを所持しているのだ。これは単に鑑定を防ぐのではなく、誤った情報を任意で表示させることが可能なスキルなのだよ！」

			『ということはわざと弱いステータスを鑑定させたりもできるのか？』

			「ああ、それこそがこのスキルの恐ろしさでな。ある意味で遮断よりも厄介と言えよう」

			　鑑定遮断は相手の鑑定を防ぐスキルだ。つまり、相手には鑑定遮断で妨害され、情報が得られなかったという結果だけが残る。こちらに対する警戒心は残ったままになるだろう。

			　だが、鑑定偽装はどうだ？　偽の情報を得たことで、相手に鑑定が防がれたと思われる可能性が低くなる。そして、得た情報を信じてくれれば、そいつと戦う場合にも戦いやすくなる。つまり情報戦において、より優位に立つことができるようになるということだ。

			「しかも、鑑定遮断と組み合わせることも可能だぞ？　完璧に遮断した上で、全く偽の情報を信じ込ませることが可能となろう！　これは非常に恐ろしい組み合わせだと思うね」

			「なるほど」

			「しかも、鑑定偽装はユニークスキルだ。同格である魂魄眼などに対しても有効だぞ？　魔眼系のスキルの大半はこれで防ぐことができるだろう！」

			「ほしい」

			『ああ、絶対に欲しいぞ』

			　魔眼を防ぐ手立てをどうしようか、悩んでいる最中だったのだ。

			「ふはははは。我に任せておけ。前回の探索で擬態霊の出現するエリアは把握済みだ！」

			「おー。凄い」

			『さすが冥導師様！　頼りになる！』

			「オンオンオン！」

			「ははは！　そう本当のことを言うな！　照れるではないか！」

			　いや、マジで期待してるんで！

			　あと、ジャンは結構チョロイかもしんない。マジで照れてるみたいだし。自分で自分を持ち上げるくせに、人に褒められることには慣れてないのかもしれない。

			『きゃー！　素敵！』

			「てきー」

			「オウー」

			「ふはぁーっはっはっはっは！」

			　俺たちのヨイショに、ジャンがより一層胸を反らせて高笑いを始めるのだった。

		

	
		
			第五章　浮遊島での激闘

			　


			　ジャンの依頼を受けると決めてから、一夜明けた翌日。

			　昨日の夜はジャンの研究所に泊めてもらったんだが……。

			　いやー、これほど気が休まらない夜は、転生したての頃以来だったね。祭壇の脇を通る動物の気配に怯えていたものだが、あの頃の気持ちを思い出したよ。

			　時折聞こえる謎の呻き声。地下から響く謎の爆発音。部屋の外を通り過ぎる人外の気配。

			　フランはよくこんな場所で寝られたな！　逞しくて俺は嬉しいぞ。

			　朝食は紫色の目玉焼きと、黒緑色のスープ。生焼けの謎肉に、真っ青なミルクっぽい飲みものだった。ウルシにも謎肉と青ミルクが振る舞われている。ウルシは口の周りの毛を青く汚しながら、青ミルクを飲んでいた。フランに舌をベーッと出させると、紫に染まっている。

			　味は悪くないらしいのが逆に怖い。

			　状態異常などにはならなかったけど、本当に大丈夫なのか？　フランとウルシに五回くらい確認してしまったぞ。

			「こちらへどうゾ」

			　朝食のあとでベルナルドに案内されたのは、自称研究所の地下二階に降りるための階段だった。

			　いや、地下に降りてみるとかなりの設備が揃っている。これは自称と言っては失礼だったな。

			「我が研究所の真の姿に驚いておるようだね？」

			『ああ、まじで凄いな』

			「かっこいい」

			「オウ」

			　中央の床に描かれた巨大な魔法陣。壁にかけられた鎌や杖などの道具。乱雑に並べられたフラスコやすり鉢などの器具。甕や籠からは毒々しい薬草や鉱石が顔をのぞかせ、大きな釜では怪しげな液体がグツグツと煮立てられている。

			　いいね！　研究所と言うか、アトリエって感じだ。

			　邪悪な死霊術師の秘密の研究室といった雰囲気である。

			　色々いじり倒してみたい！　あのフラスコを逆さにしたような装置とか、虹色のヤバそうな粉とか、何に使うんだ？　見てるだけでテンション上がるな。

			　すると、フランが軽くスンスンと鼻を鳴らし、一つの扉に視線を向けた。

			「あっちは？」

			「気になるかね？」

			「血のにおい」

			「はっはっは、さすが獣人族。鼻がいいようだ。あっちが死体の保管室。優良な死体が保管されているぞ！　あちらは危険な薬品などを仕舞う保管庫。あちらが危険な実験を行うための強化壁の部屋であるな。先日も少々死にかけた！」

			　死体の保管室とかやばげな響きだ。さすが死霊術師。ていうか死にかけた？　俺たちは平気だろうな？

			「では、準備をするとしようか。君たちは次元収納があるから、色々とアイテムを持って行けるだろう？」

			「ん」

			「では、我が用意した物資を運んでもらおう」

			「任せて」

			　荷物運びか。ダンジョン攻略に必要な物なんだろうし、いくらでも運ぶさ。

			　フランが了承の意を伝えると、ジャンは保管庫から様々なアイテムを持ち出してきた。

			「まずはこれと、これと。ああ、これも持って行くか。あれも必要であるな。待てよ、これとこれも持って行ってしまおう。どうせ我が運ぶ訳ではないしな。ベルナルド、持って行け。うむ。ならば、あれとこれを──」

			　ジャンが指示した物を、ベルナルドが運んで来て床に並べて行く。あっと言う間に床に小山が出来上がった。

			『多過ぎじゃね？』

			　ポーションぽい物から、何に使うかよく分からない器具まで多種多彩だ。髑髏型のおどろおどろしいランプとか、ゾンビを模ったペンダントとか、触るのを躊躇するような道具もあった。本当に必要なもんなんだよな？

			「クンクン」

			『こら、ウルシ！　やめとけ。何が伝染うつるか分からんぞ！』

			「クゥ……」

			　本気で呪われたりしそうだから笑えない。

			『仕方ない、俺とフランで半分ずつ入れていくぞ』

			「ん」

			　用途や使い方が分からない物はジャンに聞きながら、俺たちは一時間ほどかけてアイテムを収納し終えた。

			「これで準備は万端であるな！」

			『いよいよ出発か？』

			「やっと」

			「うむ。付いてくるがいい」

			　ジャンの先導で階段を上り、研究所の外に出る。

			　問題はどうやって浮遊島に行くのかということだ。

			『なあ、浮遊島に行く方法は？』

			「転移？」

			「ふふん。我は死霊術師であるぞ？　そのような無粋な手段は使わん！」

			　ということは、死霊魔術か冥府魔術に空を飛ぶような術があるのかね？

			「ふははは。まあ見ておれ！　すぐに分かる！　ベルナルド！」

			「はイ」

			「準備はできているな？」

			「はイ、ごメいれいどおりニ。こちらへどうゾ」

			　ベルナルドが研究所の裏手に案内してくれる。そこには直径一〇メートルほどの魔法陣が描かれ、その上に魔石が規則的に配置されていた。

			「うむ！　上出来であるな！」

			「ありがとうございマス」

			「では早速見せてやろう！　我が魔導の神髄を！　刮目せよ！」

			　そう叫んだジャンは両手を眼前でクロスさせ、そのままバッと天に向かって突き上げる。そして朗々と呪文を唱え始めた。

			　完璧に厨二の行動だが、今のジャンには凄まじく似合っている。はたから見ていて全く違和感がなかった。

			「かっこいい」

			「オン！」

			　うーん。否定できん。オラに元気を分けてくれポーズのまま、呪文詠唱を続けるジャンの周りには薄く輝く魔力が渦巻き、これぞ魔術師って感じなのだ。

			「────」

			「────」

			　それにしても長いな。もう三分くらいは詠唱を続けている。詠唱短縮を持っていてこれだ。魔力の凄まじさからも、かなりの大魔術を行使しようとしているのが分かった。

			　そして、さらに三分後。

			「────オーバースペック・アンデッド・サモニング！」

			　力の籠もった叫びと共に、魔法陣が漆黒の光を噴き上げる。

			　十メートル以上立ち昇った黒い光のヴェール。

			　俺もフランもウルシも、目の前の光景に目を奪われていた。

			　まるで、大地から黒い光の噴水が勢いよく噴き上げているような、圧倒的な光景だ。

			「くははははは！　出でよ、我が僕！　汝の名はアンディなり！」

			「ゴオォォォォォォォン！」

			『うわ！　何だアレ！』

			「すごい！」

			「グルウウゥゥ！」

			　光の中で何かが蠢いた。光に遮られて見辛いが、何かがせり上がってきている様だ。

			　そして、魔法陣から這い出る様に現れたソレを見て、俺たちは驚きの声を上げていた。フランは目を輝かせているが、ウルシはかなり警戒気味だ。俺だって、ちょっぴりビビったぞ。

			　ジャンが儀式の末に召喚したのは、全長一〇メートルを超える、巨大な怪獣のスケルトンだったのだ。多分、ワイバーンだろう。それも、以前俺が戦ったようなレッサー・ワイバーンじゃない。もっと大きくて強力な、純正ワイバーンだと思われた。

			「はぁはぁはぁ……くはははげほごほっ！　かはは、どうだ！　凄いであろう！　げほっ！」

			　おいおい、咽むせとるがな。汗だくで息も荒いし、余程疲れたのだろう。

			　ただ、自慢したいのも分かる。ジャンが呼び出したスケルトン・ワイバーンはそれくらい強力な魔力を帯びていた。何より見た目が格好いい。

			


			　　名称：アンディ（スケルトン・ワイバーン・オーバースペック）

			　　種族：死霊・魔獣

			　　状態：怨霊、契約、弱点緩和

			　　Lv：30

			　　生命：１０３４　魔力：４３３　腕力：５３９　敏捷：４３１

			　　スキル：威嚇６、隠密３、鑑定妨害３、恐慌６、再生10、魔力障壁５、毒無効、猛毒牙

			


			　ステータスがレッサー・ワイバーンを遥かに越えている。

			『オーバースペック？』

			　さっきのジャンが使った魔術も、オーバースペック・アンデッド・サモニングっていう術だったはずだ。何か関連があるのだろうか。

			「うむ。術の効果だな」

			　冥府魔術のレベル５で覚える術らしい。メチャクチャ高位の術じゃないか！　その効果も、凄まじいものがある。　

			　この術で召喚したアンデッドの生命、魔力、腕力、敏捷が大幅に増加し、弱点緩和状態付与、再生スキルのレベル上昇という規格外の性能だ。その代わり、二四時間経つと召喚されたアンデッドはきれいさっぱり消滅してしまうらしいが。それでも強い。

			「ウルシ君もどうだね？」

			『どうだねって……どうすんだよ？』

			「何、簡単なことだ。ここでサクッと死んでもらってだね──」

			『はい却下！』

			「クゥゥン！」

			　またウルシが怯えちゃったじゃないか！　そんなコンビニ感覚で死ねとか言うな！　全く死霊術師って奴は！

			「そうかね。別に痛くはないのだがね？　まあ、嫌なら仕方ないな」

			『はぁ。もういい。さっさと出発しようぜ』

			　出発前に疲れちゃったよ。

			「ちょっと待ちたまえ。ベルナルド！」

			「じゅんビかんリョうでス」

			　ベルナルドが何やら羽の生えた３匹のスケルトン・ビーストを連れて来た。アンディの半分以下のサイズだ。ウィング・タイガー・スケルトンとあるな。

			『あれは？』

			　乗り物代わりなのか？　ジャンとフランだけならアンディで十分だと思うが。

			「いや、あのスケルトンたちは陽動である」

			「陽動？」

			「うむ。君たちが骸骨の騎士とやらに襲われた様に、浮遊島に近づけばダンジョンを守る魔獣たちが襲いかかってくる。木っ端魔獣など蹴散らして進めばいいが、全てを我らだけで相手にするのも少々骨が折れるだろう？　そこで、あのスケルトン・ビーストたちを先に放つことで、魔獣どもをそちらに引き付けると言う訳だ。くはははは、我が智ち謀ぼうに感動してもいいのだぞ？」

			　なるほどね。確かに陽動と言うのはいい作戦だ。

			　馬鹿っぽい言動に騙されそうになるが、ジャンはかなりの知性派だよな。

			　ウィング・タイガー・スケルトンたちの出発を見送ると、ジャンがアンディによじ登り始める。

			「君もアンディに乗りたまえ」

			「ん」

			「掴む場所はいくらでもある故、好きにするがいい」

			　まあ、骨だしな。フランは翼の間に陣取り、背骨をギュッと握りしめる。ウルシは影に戻した。ジャンは首に座っている。

			「準備はいいかね？」

			「ん」

			「では、行くぞ。飛び立て、アンディ！」

			「ゴオオォォァァァァ！」

			　ジャンの掛け声でワイバーンが羽ばたく。普通に考えて、骨の翼で飛べる訳がないのだが、ワイバーンの巨体が重力を無視してフワッと浮かび上がった。魔法的な特殊な力が働いているんだろう。

			「ふはは！　目指すはアンデッドの巣窟だ！」

			「ん」

			　ジャンの呼び出したアンディはさすがの能力だった。

			　以前俺たちが力尽きた高度を軽々越え、グングンと上昇していく。しかも魔力障壁のおかげで寒さや風圧も軽減されていて、乗り心地も快適だ。

			「高い！」

			　フランが目を輝かせながら、地上を見下ろしている。

			「ふははは。大地に生きる者共がゴミの様であろう！」

			「うん、ゴミ」

			『ゴミはやめなさい。アリとか、もう少しかわいげのある言い方がある！』

			　あとで気付いたけど、アリも大概だったな。

			「見えたぞ！」

			　雲を抜けると、浮遊島が目の前にあった。

			　昨日とは比べ物にならない程間近に浮遊島が浮いている。

			　蒼空そらに悠然と浮かぶ、巨大な岩石の島。その威容にただただ圧倒されるばかりだ。

			『おおおおお！　すげー！』

			「ん！」

			　ラピュ○だ！　やべー、超感動した！

			　そのままアンディは浮遊島へと向かって、羽ばたく。

			　段々と近づいてくる浮遊島に感動していると、俺は昨日にも感じた魔力の流れを再び感じ取っていた。

			　吹き荒んでいた風が止む。

			『む！　今のは……』

			「うむ、師匠君も感じたかね？　遂にダンジョンへと突入したのだよ！」

			「ん？　まだダンジョンについてない」

			「ダンジョンとは、ダンジョンコアの影響範囲内を指す言葉だからな。空中だろうが何だろうが、ダンジョンコアの魔力が届く範囲はダンジョンなのだ」

			　なるほどね。

			　だから大量の魔獣がいる訳か。

			『魔獣が来るぞ！』

			「浮遊島に着陸するまでは、ボーン・バードという魔獣が群れで襲ってくるのだ！　陽動で数は減っているだろうが、かなりの数と戦いになるだろう！」

			「何か対策は？」

			「対策？　ふははははは、雑魚の群れなど、正面から打ち砕くまで！」

			「なるほど」

			『なるほどじゃない！　あの数を力ずくで突っ切るなんて危険過ぎる！』

			　浮遊島からこちらに向かって飛んでくるボーン・バードの数は、優に一〇〇羽を超えている。

			『身動きの取り辛い空中で、あの数を相手にするのは相当骨が折れるぞ！』

			「ふはははは！　骨だけにかね？」

			『ちっがーう！　洒落を言った訳じゃない！』

			「はっはっはネクロジョークである！」

			　こいつ！　ぶん殴ってやろうか！

			「真面目な話、奴らはアンディより速い。逃げるのは無理である」

			『何か道具とか、死霊除けの結界張るとかないのか？』

			「あのような雑魚に道具は勿体ない！　そして、死霊除けの術はあるが、アンディにも影響が出る故、今は使えん」

			　てことは、正面突破しかない？　くそ、結局力ずくかよ！

			「ふはははは！　アンディよ！　存分に暴れるがいい！」

			「ガオオオォォォ！」

			「師匠」

			『こうなったら仕方ない！　派手に暴れてやるさ！』

			「ウオオォォン！」

			　こうして、俺たちはボーン・バードの群れとの戦闘に突入する

			　個体としてはランクＧ。だが、雲うん霞かの如く群がってくる骨鳥どもは、倒しても倒してもキリがなかった。

			　それでも、アンディが放つブレスが、ジャンの放つ魔術が、フランの振るう剣が、空中跳躍で飛び回るウルシが、次々と鳥どもを叩き落としていく。

			　下が何もない平原で良かった。心置きなく骨鳥どもを落とせるからな。

			「──リバース・アンデッド！」

			「──ファイヤ・アロー！」

			「ガガオォウ！」

			「ゴルロオオオォォォ！」

			　俺？　俺は、フランと離れて飛び回っていた。どうせジャンには全部バレたんだし。こうなったら出し惜しみはなしだ。

			　フランが今使っているのは、以前にギュランから奪った幻輝石の魔剣だった。幻影属性の剣だが、光の属性も僅かにあるらしく死霊にはかなり効果的だった。

			　フランが俺以外の剣を使うのは……ぐぬ……本当は嫌だ！　心底嫌だ！

			　彼氏が自分以外の女の子と仲良く喋っているところを目撃してしまった引っ込み思案系ヒロインの様に、心が千々に乱れる思いである。フランくんたら、私以外の剣を使って随分と楽しそうなの！　もう私に飽きちゃったのかしら……。

			　でも、今は私の我儘なんて言っている場合じゃない、我慢するわ……。

			　だから、このモヤモヤした想いは、目の前の骨鳥たちにぶつけてやる！

			『おらぁ！　てめーらコナゴナにしたる！　往生せいやー！』

			　まあ、そもそもこの状況は俺にとっても結構おいしいのだ。

			『久々の食べ放題だ！　腹いっぱい魔石食わせろ！』

			　群れているということは、密集しているということだ。適当に飛び回っても、次々に獲物を仕留めることができた。

			『魔石祭りじゃぁ！』

			「キシャァ！」

			「ショギョァ！」

			『効かねぇよ！』

			　ボーン・バードたちは威嚇のスキルで動きを封じようとしてくるが、そんな低レベルの威嚇、俺には無意味だ。

			『くはははは！　大人しく俺に食われろや！』

			　俺はひたすら魔石バイキングを堪能したのだった。

			


			　三〇分後。俺たちはボーン・バードの群れを突破し、浮遊島に接近していた。

			　これだけ間近で見ると、また違う迫力があるな。

			「おっきい」

			『ようやくか』

			「いや、まだである」

			『どういうことだ？』

			「すぐに分かる──来たぞ！」

			　勿体ぶっていたジャンが、浮遊島の方向を指差す。

			　大きな飛行物体の群れがこちらに飛んでくる姿が見えた。

			「アンディと同じ？」

			「ふはは！　似て非なるものだ！　アンディは、ウィンド・ワイバーンのスケルトンであるが、奴らはレッサー・ワイバーンだからな！　格が違うわ！」

			　鑑定して見ると以前遭遇したレッサー・ワイバーンよりは大分弱い様だが、再生が付いた分、倒し辛くなっている様だった。そんな奴らが三〇体ほど向かってくる。

			　しかも、それだけではない。

			『うわっ！　何だ？　大砲？』

			　ドオォンという爆音の直後、俺たちの脇を何かが凄まじい速度で抜けて行った。

			　あれが直撃したらかなり危険だぞ。集中せねば。

			「浮遊島からの砲撃である。実体弾故、弾くことも受けることも可能だ。師匠君は迎撃に専念してくれたまえ！」

			　大砲の弾か。この世界に火薬があるかは分からないが、魔術があればいくらでも似た様な現象は起こせるだろう。

			『じゃあ、ワイバーンどもはどうする？』

			「そちらは我がなんとかする！」

			「私たちは？」

			「フラン君とウルシ君はボーン・バードを！　まだ完全に振り切った訳ではないからな！」

			「了解」

			「オウン！」

			　上陸作戦後半戦だな。

			　俺は次々と発射される砲弾を、時には斬り砕き、魔術で迎撃し、なんとか防いでいた。

			　しかし、砲弾の数が多いな。大砲の数が相当数あるんだろう。

			　今度はほぼ同時に五つの砲弾が降り注いできた。

			『──フレア・ブラスト！』

			　危なかった。なんとか魔術と体当たりで軌道を逸らしたが、あと数瞬遅れていたら砲弾を一つか二つ素通りさせていただろう。

			　今は上手く行ったが、こんなことが何回も続いたら危険だぞ。

			『ジャン！　前回上陸した時は、どうやってこの砲弾を防いだんだよ！』

			「あの時は、スケルトン・グリフォンのミルコを従えていたのでな！　風の鎧を纏った我が眷属の前に、砲弾など無意味！　故に、正面から堂々と乗り込んだまで！」

			　結局力ずくか！　それに、今召喚してないってことは、そのスケルトンはもういないんだろう。オーバースペックで呼び出したのかもな。

			「ギョオオオオオ！」

			　くそっ、レッサー・ワイバーン・スケルトンどもが鬱陶しいな！

			　だが、砲弾の嵐を捌くため、俺は手が出せない！

			　こいつらは結構素早く、ジャンたちの攻撃も中々直撃とはいかないようだった。

			　当たれば倒せるんだけどな。

			　あれ？　これってジリ貧じゃないか？

			　フランに咬み付こうとしたワイバーンを、アンディがその顎で葬る。

			　頼りになるな！　だが、レッサー・ワイバーン・スケルトンはまだ半分以上残っている。

			「ありがと、アンディ」

			「ゴオオォ！」

			　アンディの頑張りだけじゃ、この数をどうにかするのは無理だ。

			　次第に再生が追い付かず、アンディに傷が増えてきた。

			『ジャン！　マジでどうするんだよ！』

			「ええい！　少し待て！　今準備中である！」

			　見ると、ジャンは何やらソフトボールサイズの玉に魔力を込めている最中だった。

			　それは、死霊系魔獣の魔石を組み込むことで、魔石の主である死霊を召喚できる特殊な魔道具だった。召喚玉と言うらしい。俺たちが次元収納に仕舞った物資の中にも同じアイテムがいくつか入っている。

			　何か切り札でも召喚する気か？

			「よし、準備ができたぞ。師匠君、ウルシ君！　戻りたまえ！」

			『了解』

			「オン！」

			「フラン君は、何があってもジッとしていろ！　いいか、我を信じるのだ！」

			「ん！」

			　そう言われると、妙に不安なんだが！　フランはよくそこまで素直に頷けるね！

			「ふはははは。良い返事であるな！」

			『で？　どうするんだ？』

			「こうするのだよ。アンディ！　やれ！」

			「ゴォォォォォン！」

			「わ」

			『変形した？』

			　ジャンの号令で、アンディの骨の体がゴキゴキという鈍い音を立てて、歪いびつに変形していく。

			　肋骨や胸骨がジャンやフランを包みこむ様に盛り上がり、それ以外の骨も中の人間を覆う様な位置に移動する。

			　翼も体を覆う様にたたまれてしまった。魔力で飛んでいるため、飛行に影響はないだろう。今のアンディの姿はまるで、骨でできた球体からワイバーンの頭蓋骨だけが生えているかの様な姿だ。

			「──インスタント・サモニング！」

			　俺たちがアンディの変化に驚いていると、ジャンが新たな召喚を行う。インスタント・サモニングは、眷属の分身体を一定時間召喚する術だ。本体より大分弱いが、分身体が死んでも本体に影響がないというメリットがある。

			「スライム？」

			『な、何だ！　くそっ──』

			「大丈夫！　そのままジッとしているのだ！」

			　ジャンが呼び出したのは、真っ赤なスライムだった。

			　思わず反撃しようとした俺たちを、ジャンが鋭い声で制す。

			　そして、そのスライムが俺たちを包みこむ様に動き出した。

			『ジャン？』

			「これでいいのだ！」

			　ジャンはそのままでいろと言う。おいおい、溶かされんだろうな？　アンデッド・ウーズというスライムのアンデッドは、アンディと一行をすっぽりと覆い尽くしてしまった。

			　その間にも、砲弾がアンディにガンガンぶつかっているが、どうにか耐えている様だ。

			　それだって、いつまで続くか分からない。一体ジャンは何をしようと言うのか。

			「アンディ！　ご苦労だったな」

			「ゴオ！」

			「では、やれ！」

			　ジャンが命令すると、アンディがクルリと方向を変えた。

			　浮遊島とは逆側に頭を向けた形だ。

			「ガガオオオオオォォォォォォォゥゥッ！」

			　そして、アンディが溜めに溜めていたブレスを解き放った。

			　凄まじい光線が虚空を真っ白に染め上げる。群がっていたボーン・バードたちが巻き込まれ、三〇匹近くが一撃で倒された。文句なしに今日一番の威力だ。

			　ブレスの反動で弾丸と化したアンディが、数体のワイバーンたちを粉砕しつつ、浮遊島に向けて突き進む。

			「ふははははは！　いいぞアンディ！　計画通りである！」

			『速い速い！』

			「うー」

			　凄まじい加速によって、フランとジャンに強いＧがかかっているようだ。フランは必死に骨に掴まって堪えていた。

			　こんな光線を放ってアンディは大丈夫なのか？　案の定、凄まじい勢いでアンディの魔力が減っていく。おい、ヤバいんじゃないか？　確か、アンデッドは魔力を使い切ると消滅してしまうはずじゃ？

			　だが、アンディはブレスの放出を止めなかった。そして、グングン近づく浮遊島。

			　バリイイィ！

			　直後、軽い衝撃が俺たちを襲う。どうやら、物理障壁が張られていたらしい。だが、今のアンディの前では無意味だった。

			　地面に衝突する寸前、ジャンがフランを振り返り大きな声で叫んだ。

			「フラン君、舌を噛まぬよう、注意するのだ！」

			「ん！」

			　そして──。

			　ドガガガガオォン！

			「ぐぬうううう！」

			「あう」

			「キュウウゥゥン」

			『おわぁっ！』

			　砲弾と化して浮遊島に衝突したアンディによって、巨大なクレーターが作り上げられた。

			　フランはあまりの衝撃に掴まっていた骨から手を離してしまい、何度も周辺に叩きつけられている。アンデッド・ウーズが衝撃を和らげてくれなければ大怪我していただろう。

			　このためにわざわざアンデッド・ウーズを召喚していたのか。

			　だが、クレーターを穿つほどの衝撃をその身を以もって受け止めたのだ。アンデッド・ウーズはほどなくして消滅してしまった。物理に耐性があるスライムでも、あの威力は無効化できなかったってことなんだろう。

			　そしてアンディもすでに原形を留めていなかった。骨格も魔石も粉々だ。辛うじて骨が散乱しているとは確認できるが、それがワイバーンの物であるとは余程詳しい者ではなくては分からないだろう。

			　唯一、半分ほどになった頭蓋の一部が判別できるくらいか。

			　アンディの残骸から這いだしたフランたちは、アンディに労いの言葉を投げかける。最早そうしてやることしかできなかった。骨が塵となって消滅し始めている。

			「アンディ、貴様の忠心、忘れはせんぞ」

			「ありがと」

			「オン！」

			『凄いな、お前』

			「ゴオ……」

			「最後は我が手で送ってやる。安らかに眠るがいい。──アセンション」

			「ゴ──」

			　ジャンが術を発動させると、死霊魔術と思えない温かみのある光がジャンの手から放出される。その直後、アンディの残骸から白い光が立ち上り始めた。そのままアンディの体が実体を失い始め、光と共に天へと昇っていく。

			　


			　

			　


			　美しい光景だ。

			「ばいばい」

			　フランはその光を見上げながら、最後まで手を振っていた。

			


			　アンディのおかげで、浮遊島に上陸して二時間後。

			「見えたぞ！　あそこがダンジョン内部への入り口だ！」

			　俺たちはゾンビとスケルトンの徘徊する森を抜け、遺跡の様な場所へと辿り着いていた。

			　森での戦闘ははっきり言って特筆するようなことはなかったな。

			　敵は下位の魔獣ばかりで気配を消すような知恵もない。数が多い以外に脅威になりそうな要素もない。まあ、それでも何か語るとすれば、魔石を吸収できてウハウハということぐらいだろうか。

			　雑魚ばかりではあるが、量が多いのでそれなりの数を吸収できたのだ。

			　ジャンが指差す方向には、小さい遺跡が立ち並んでいる。

			　蔦や苔が石造りの遺跡を覆い尽くし、できてからかなりの年月が経っていると想像できた。俺が転生直後に刺さっていた祭壇の周囲にあった、祠ほこらのような遺跡たちを思い出す風景だ。こっちは住居っぽく見えるけどね。

			　その住居跡の様に見える遺跡群の中央に、地下へと降りる階段があった。

			「ここだ。前回はここを探し出すまでにかなり消耗してしまったが、今回はまだまだ余裕がある！　くくく、探索も捗ろう！」

			『何か注意することは？　結構ヤバい罠があるんだろ？　昨日の夜に何か秘策があるとか言ってたが』

			「先導は任せたまえ。君たちは戦闘に集中してくれればいい」

			「わかった」

			「オンオン！」

			「では、一番の召喚玉を取り出してくれるかね？」

			「ん。これ？」

			　フランが次元収納から一番という数字が書かれた召喚玉を取り出す。

			「うむ。少々待つがよい。────」

			　ジャンが再び召喚玉を取り出し、詠唱を始めた。

			「────ハイ・アンデッド・サモニング！」

			　魔力消費量が上がる代わりに、召喚する死霊を強化できる術だ。

			　召喚されたのは人型の死霊魔獣だった。見た目は清潔なゾンビ？　肌艶のいいミイラ？　そんな感じだ。遠目から見たら褐色肌でちょっと痩せ過ぎの人間に見えないこともないかもね。赤の差し色がお洒落で小ざっぱりとした服も着てるし。

			「其の名はセルカンなり！」

			「ヴァ」

			


			　　名称：セルカン（カスタム・レブナント）

			　　種族：死霊・魔獣

			　　状態：契約、死霊

			　　Lv：14

			　　生命：69　魔力：１６５　腕力：33　敏捷：56

			　　スキル：再生10、瞬間再生４、罠解除５、罠感知４、器用、再生強化

			


			「くく、この日のためにカスタム・アンデッドの術で改良を重ねた、特別製の僕である！」

			　完全に先導役専門の魔獣だ。戦闘力を犠牲にしているようだが、再生力が半端ない。罠を探し、解除しつつ、ダメならその身を以て罠を引き受ける肉壁となる。うーん、便利かつ不憫。

			「ふははは。行くぞ。セルカン、先導せよ！」

			「ヴァ！」

			　セルカンを先頭にダンジョンに突入する。

			　セルカンは凄まじく有用だった。ほとんどの罠はセルカンが解除するか、起動して無効化してくれるし。

			「ヴァ！」

			　ガシャコン！

			　あ、天井から降ってきた槍に串刺しにされた！　解除できなかったので、わざと引っかかって無効化してくれたのだ。セルカンはすぐに再生して、何事もなかったかのように歩き出す。　

			　再生に必要な魔力はジャンが補給しているようなので、倒れる心配もない。

			　以前に探索した時の情報はセルカンにも覚えさせているらしく、迷うこともない。

			　いい仕事するな。

			　俺たちはほとんど立ち止まることもなく、順調に探索を続けていた。

			　時折現れるゾンビも、俺の攻撃でフランたちに近づく前に撃破だ。

			『順調だな』

			「うむ、ここまではな」

			　何か含みのある言い方だな。

			『どういうことだよ？』

			「前回はこの先の広間で物資が尽き、引き返したのだ。故に、その先のことは分からん」

			「広間には何かある？」

			「モンスター部屋になっているな。そこからは中級の魔獣も出現するぞ」

			　どうやらその広間を越えた場所に、さらに地下へ降りる階段があるらしい。

			　進む速度はかなり落ちるだろうな。新たな罠やダンジョンギミックがないとも限らないし、どれだけ強い魔獣が出現するかも分からない。

			　まずはモンスター部屋になっていると言う広間だが。

			『じゃあ、魔術で先制攻撃だな』

			「ん」

			「オウ！」

			　そして、殲滅が始まる。

			『トライ・エクスプロージョン！』

			「ファイヤ・ジャベリン」

			「ヘル・ストーム！」

			「オオウゥ！」

			　部屋に飛び込んだ俺たちが放った最初の魔術で、三〇体ほどの死霊が倒れただろう。それでも、まだ五〇体以上残っているがな。

			　しかもそれだけではない。魔法陣から、次々と死霊が湧いて出ていた。

			　中には武器と鎧を装備したゾンビ・ソルジャー、スケルトン・ウォーリア、アーマー・グールなどの、中級魔獣が交ざっている。元々打たれ強い死霊魔獣が、鎧を着込んでより打たれ強くなっているのだ。

			『いくぞ！』

			「ん！」

			「グルゥ！」

			　まあ、俺たちの敵じゃないけど。むしろ、罠のないモンスター部屋はフランにとって戦いやすい位だ。死霊たちには火炎魔術もよく効くし。

			　二〇分ほどで全ての死霊を死体に戻し終えた。

			「ふははは、お見事！」

			『この程度の相手ならな』

			「ん、楽勝」

			「モムモム」

			　ウルシは相変わらずだ。

			　ゾンビの肉なんて食って腹壊さないか？　と言うか、美味いのか？　いや、何でも腐りかけが上手いって言うし、案外……？　ジャーキーっぽく見えなくもないし。いやいや、まさかね。まあ、ウルシが美味しく食べてるんならいいや。

			「では、ここで一休みするとしようか」

			　ジャンに言われた魔道具を次元収納から手渡す。見た目は単なる石だが、どうやら浄化魔術が込められているらしい。この浄化の石とジャンの死霊魔術を併用すれば、下級の死霊程度は近づいただけで昇天する程の浄化結界を作り上げることができるらしい。

			　俺たちは結界の中で一時間ほど休憩することにした。

			　ついでに食事もしてしまおうということになり、フランのリクエストでカレーを取り出してやる。

			「ん。至高」

			『よく飽きないよな』

			　二日に一回は食べてるのに、毎回ベタ褒めしてくれるのだ。嘘じゃないのはピーンと立った尻尾が証明してくれている。

			　ジャンにもカレーを振る舞ったが、かなり気に入ってくれたようだ。二回もおかわりしたし。邪悪系死霊術師の格好をしたジャンが無言でカレーをかき込む姿はシュールだな。

			「むー」

			　フランもそんなに睨むな！　まだたっぷりあるんだから！　カレーの一杯や二杯は広い心で譲ってやりなさい。全く、うちの子たちは食べ物のことになると急にアグレッシブだからな。

			　ウルシにはジャンからスケルトン・リザードの大腿骨が与えられた。噛み応えのある骨をガジガジして、ウルシもご満悦だ。

			　休憩中は暇なので、ジャンに死霊魔術について教えてもらうことにした。

			　アマンダの時も思ったが、自分で調べるよりも上級者に聞いた方が断然詳しく分かるしな。

			「くはははは。積極的に知識を貪ろうという姿勢、好感が持てる！　いいぞ、何でも聞くがいい！」

			　ジャンは研究者だし、聞けば教えてくれるだろうとは思っていたが……。むしろ聞いてもいないことまで語り出す、話したい系の人間だった。

			　その結果、俺たちはかなり死霊魔術に関して色々と詳しくなったぞ。

			　特に驚いたのが、魂の概念についてだろう。死霊魔術は死者の魂を操ったり、死体に魂を憑依させて操る術だと思っていたが、そうじゃなかったのだ。

			　この世界で魂とは、他者がどうこうできるものではなく、神だけが触れることができるものらしい。全ての生物は、死ねばその魂は冥界の神の下へと旅立つのだとか。

			　それが分かっているからこそ、この世界の住人は死霊魔術に寛容なのだ。まあ、言い方は悪いが、死体と言うのは魂が抜けた後の抜け殻で、魂ほど重要視されていないらしい。勿論、全ての人間がそうではないが。

			　少なくとも死者の安息を妨げるとか、死者の魂を弄ぶ的な、いわゆる邪法という扱いではないようだった。

			　死霊魔術のアンデッドクリエイトは、死者の肉体に魔力で作った疑似的な魂魄を込めて操る術である。俺のイメージしていたアンデッドよりも、ゴーレムに近い存在みたいだ。死霊術師が術を使えば、肉体に残った魔力や記憶を生かして、生前の能力やスキルを残した質の良いアンデッドを生み出せる。それがまるで生前の魂が残っているかのような錯覚を与えるんだろう。

			　自然発生するアンデッドは、魔力が凝り固まってできた魔石がこの疑似魂魄の働きをするらしい。なので野良アンデッドにも、魂が残っているようなことはなかった。

			　ただ例外もある。それがアンディなどのような怨霊系のアンデッドだ。

			　生物が死ぬ時、死にたくない、死ねないという妄執が生まれる。それは、消える寸前の蝋燭のように、普段では考えられない強い力を生み出す。まあ、火事場の馬鹿力みたいなものなんだろう。

			　その力が本来冥界へ向かうはずの魂の一部を現世に留まらせてしまうことがあるらしい。そして、妄執と力が込められた魂の欠片が魔石と結びつき、強力な怨霊と化すのである。

			　なので死霊術師が怨霊を使役することは、一般的には推奨されていた。彼らは死霊術師に使役されることで浄化され、昇天できるからだ。恩讐を抱えて苦しみながら徘徊する怨霊にとって、救いと言えるだろう。死霊術師が怨霊を一体使役すれば、人に仇あだなす怨霊が一体減ることにもなる。中には怨霊を浄化し、昇天させるために諸国を行脚する者までいるんだとか。

			「まあ、我はそこまでお人好しではないがな。昇天させてやる代わりに、力を貸してもらう。ギブアンドテイクと言う訳だ。くくく、使い捨てにしても感謝されるのだから、笑いが止まらぬよ！」

			『とか言ってるけど、アンディにアセンションを使ってやったじゃないか』

			　ジャンが最後にアンディに使ったアセンションという術は、死霊の怨念を晴らし、魂の欠片を昇天させてやる術だった。冥府魔術を代表する有名な魔術で、これは冒険者ギルドの資料室で調べた情報にも記載があったのだ。

			　僅かとは言え魂に干渉する術なので消耗が激しく、浄化する怨念の強さによっては術者の寿命を削ることさえあると言う。実際、上陸してからしばらくの間、ジャンは戦力にならなかったしな。あのまま放っておいたってアンディは消滅しただろうし、無理にアセンションを使う必要はなかったはずなのだ。だが、ジャンはわざわざアセンションを使った。

			「ふ、ふん。我がしてやれるのはその程度だからな。短い間だが、忠節を持って仕えてくれたアンディに対する、せめてもの手向けという奴だ。も、文句あるかね？」

			「ううん。グッジョブ」

			『文句なんかないさ』

			「オン！」

			「そ、そうかね？」

			　何か、しんみりした雰囲気だ。ただ、ジャンは自分がそんな雰囲気を作ったことが恥ずかしいみたいだな。耳まで真っ赤だ。そして、話題を変えるため、ただでさえデカイ声をさらに張り上げて今後のことを話し始めた。

			「ふ、ふはは！　さて、次は二層となる訳だな！」

			　まあ、ここはジャンに乗ってやるか。

			『次の階層の情報は全くなしか？』

			「うむ。ないな！」

			　何で偉そうなんだ。

			「だが、安心したまえ。策はある！」

			「どんな？」

			「これだ！」

			　フランの問いに応えてジャンが取り出したのは、お馴染みの召喚玉である。

			　セルカンのような特別な魔獣を用意しているんだろう。これは楽しみだ。

			『何が入ってるんだ？』

			「見ていれば分かる！　ふっふっふ、少々離れていたまえ！」

			　そして、ジャンが再び召喚の呪文を唱え始めた。

			「──ハイ・アンデッド・サモニング！」

			　すでに見慣れた感のあるジャンのアンデッド召喚。

			　そして、魔石から現れたのは──なんだろう？　霧？　蒸気？　なんと言うか白っぽい不定形の気体状の何かだった。

			「雲？」

			「これぞダンジョン攻略の秘策第二弾！　カスタム・ガストのフライだ」

			


			　　名称：フライ（カスタム・ガスト）

			　　種族：死霊・魔獣

			　　状態：契約、死霊

			　　Lv：７

			　　生命：22　魔力：４０１　腕力：８　敏捷：36

			　　スキル：希薄化７、地図作成６、通心３、影分身７、魔力吸収６、罠感知３、物理攻撃無効

			


			　こいつも探索専門だな。ガストって言う霧状の死霊魔獣らしい。

			　フワフワ浮かぶフライを触ろうとフランが手を伸ばすが、当然の如くスカっている。

			　ウルシもフランを真似して咬み付こうとするが、煙のような体のフライを捕えることはできない。

			「おおー」

			「ワフー！」

			　ただ、それが面白いのだろう。二人は白い煙に何度も何度もじゃれついている。ここがダンジョン内じゃなければ微笑ましい光景なんだけどな。

			「フライは地図作成にて得た情報を、通心で我に送ることができるのだ！　何もせずともダンジョンマップを手に入れることができるという訳である！　くはははは、我が発想の閃きに、自ら戦慄を禁じ得ぬわ！」

			　確かにフライがいたら探索がサクサク進むだろうな。

			　霧の体でどこにでも入り込み、その情報を主に送ることができ、影分身で同時攻略も進められる。しかも防御力が高くて死に辛い。

			「行け、フライよ！」

			　ジャンの命令に、フライは二〇体ほどに分身を始める。一体一体は弱いが、戦闘力は求められてないしな。

			　そして、小さくなったフライたちが静かに動き出した。一見、白い煙が気流で動いている様にしか見えない。

			「さて、これでしばらくすればこの先の地図も手に入るだろう」

			『陣形はどうする？』

			「踏破の手順は変わらんよ。セルカンを先頭。君らには遠距離攻撃を担当してもらう」

			「まかせて」

			　まだまだ暴れ足らないのだろう。雑魚ばかりだったしな。フランはやる気に満ちた顔で、ムンと力こぶポーズをする。

			「前回、我自身はこの階層までは下りなかったのだ。フライに先行させて、偵察しようとはしたのだがな」

			『じゃあ、この階層の構造は頭に入ってるのか？』

			　確か、この階層の情報は全然ないって言ってたよな？

			「いや、この先のエリアをフライが突破できなかったので、構造は分からん。今回はフライにさらに改良を重ねた故、問題はないがな」

			「じゃあ、この先のことは分からない？」

			「うむ。いや、一つだけ分かっていることがあったな。君たちがお探しの擬態霊だが、この先のエリアに出現するのだ。何せ、フライの行く手を阻んだのが奴らだったからな」

			『本当か？　よっしゃ、気合入ってきた！』

			「ん」

			「オォン！」

			　俺たちの最大の目的だからな！

			「では、これを渡しておこう。戦闘前に飲みたまえ」

			「これは？」

			「ふははははは。我特製の、滅霊ポーションである！　飲むだけで、死霊からのダメージ軽減効果があるし、精神支配などの特殊攻撃への耐性も上がる」

			『凄い高性能だな！　もしかして結構貴重品か？』

			「大したものではない。市場に流せば、一本一〇万ゴルド程であるな」

			『高！』

			　そんな高級品、そんなポンと渡していいのか？

			「我にとっては、はした金だ。気にするな！　材料は二万ゴルドもかかっておらんしな！」

			　さすがランクＢ冒険者様だな。一〇万がはした金とか。

			　でも、だからこそ一攫千金を夢見た奴らがこぞって冒険者になるんだろう。

			「じゃあ、貰っておく」

			「それと、渡してあるアイテムは自由に使ってくれて構わん。君たちが離脱して困るのは我だからな」

			　太っ腹な依頼主で嬉しいよ。ただ、俺ってば貧乏性だから、アイテム使うの躊躇しちゃうんだよな。ゲームでもエリクサーとか世界樹の葉とか、最強回復アイテムは最後まで残してクリアするタイプだ。フランが危険な目にあったらそんなこと言ってられないだろうけど、普段はどうしても貧乏性が顔を出してしまうのである。

			「では行くぞ！」

			　そして俺たちは、二層へと足を踏み入れた。

			　入り口は長い回廊になっている。その細く長い回廊の中に、半透明の影が無数に飛び回っていた。

			　だがこの回廊こそが、俺たちが待ち望んだ場所だ。

			　あの幽体たちの中に擬態霊がいるのだ。その擬態霊の上位種である偽装霊も、中には交じっているかもしれない。

			『偽装霊、でてこいやぁ！』

			


			　勢い込んで回廊へと突入してから三〇分後。

			『うらぁ！』

			「オオオオォォォォォ……」

			『くそっ！　こいつも違う！　じゃあ、お前かぁ！』

			「オオゥゥ……」

			『こいつでもない！』

			「オオオ」

			「オウオオ」

			『あーっ！　もう！　鬱陶しい！　どれが偽装霊だ！』

			　俺たちは未だに回廊で戦い続けていた。

			　レイスにゴースト、スペクターなどの幽体系の魔獣が前後左右、時には壁や床を抜けて襲ってくる。

			　幽体系にダメージが通るよう、俺は常に炎の属性剣を発動しながら戦っていた。俺という魔力タンクがいなければ不可能な戦法だな。

			　実は、俺たちは魔力吸収のレベルを上昇させていた。幽体系の魔獣たちはその体が魔力で構成されているため、魔力吸収に弱かったのだ。それに気付き、攻撃兼魔力補給のため魔力吸収スキルをレベル３まで上昇させることにした。

			　これで、自己進化ポイントの残りは１まで減ってしまったが、今後も長期戦では有利になるスキルだし、上げておいて損はないと思う。

			　結果、属性剣と合わせればほとんどの幽体を一撃で倒せるようになっていた。俺の保有魔力も未だに一五〇〇程度をキープできている。あとは偽装霊から鑑定偽装を奪えれば完璧なんだが。

			『ジャン！　偽装霊は見つからないか？』

			「うむ、まだだな」

			「本当にいる？」

			「分からん！」

			『いると信じて戦うんだ！』

			「オンオン！」

			　フランたちにも相当な負担をかけている。何せ擬態霊だと思って攻撃したら偽装霊の可能性があるのだ。魔石の損壊を防ぐには、俺だけが擬態霊を攻撃するしかない。

			　フランたちには効果範囲の狭い攻撃で、擬態霊以外の死霊を一体一体始末してもらっていた。

			　ジャンから貰った滅霊ポーションのおかげで、幽体たちの放ってくる精神状態異常系の攻撃は完璧にシャットアウトできている。物理攻撃も大したことないので、フランたちにとってはただただ鬱陶しいだけだろう。

			


			　そうして戦うことさらに三〇分。

			　一匹の擬態霊を貫いた俺は、僅かな違和感を覚えていた。

			『今のは……』

			　擬態霊の魔石にしては吸収する魔力が多かった気がする。まるで擬態霊に似た、より上位の魔獣であったかのように。

			　俺は慌ててスキルを確認してみる。

			『──ユニークスキル鑑定偽装……！』

			　念願のスキルの名前が俺のスキル欄に追加されていた。

			『よっしゃあ！　来たぞ！　鑑定偽装ゲットだぜ！』

			「よし！　ではもうよいのだな！」

			『おう！』

			「ようやく」

			「オウウゥ」

			　余程フラストレーションが溜まっていたみたいだな。

			　今までの鬱憤をぶつけるかのように、フランとウルシ、ついでにジャンが魔術を使って幽体たちを葬り始めた。範囲魔術で薙ぎ払い、討ち漏らしも即座に下級魔術で仕留める。

			　その後は、一時間も戦い続けていたのが馬鹿らしくなるほど、あっさりと決着がついていた。

			　偽装霊探しさえしなければ、突破に五分とかからなかったんじゃないか？

			「ん？」

			「オウ？」

			　いや、俺の方見られてもさ。ゴメンって。鑑定偽装が欲しかったんだ。まあ、必要な苦労だったと思って諦めてくれ。

			「師匠君、おめでとう」

			『サンキュー。で、早速セットしてみたけど、どうだ？　魂魄眼で鑑定できるか？　スキルを隠して、ステータスを実際より低く見える様に念じてみたんだが』

			　鑑定偽装を装備して、ジャンに鑑定して見る様に頼む。ジャンのユニークスキルも騙せたら、大抵の鑑定は誤魔化せると思う。

			『どうだ？』

			「ふむ……。うむ、成功だな。以前見た時よりも、ステータスが半分ほどに見えている」

			「スキルは？」

			「スキルも全く見えていないな。ただ、使い方はもう少し研究した方が良かろう。スキルを一つも持っていないのは、逆に怪しいからな。無難に見える様に調整するべきだ」

			『ああ、分かってる』

			　どんな風に偽装するかな？　いやー、色々楽しくなってきたぞ。これでフランを鑑定してきた敵に嘘のステータスを見せて、「戦闘力たったの五か、ゴミめ」と思わせておいて、実力差を見せつけた後に「私の戦闘力は五三万です」ってやることも可能な訳だ。

			『くくく。今から楽しみだぜ』

			「師匠、悪い声」

			「ワウン」

			　これでダンジョン攻略に戻れるな。

			　俺たちはフライに先導されて再び進み始める。

			　ジャンの使役するフライの能力は、俺の想像以上だった。未知の階層だと言うのに、一層と同じ様にサクサクと進めるのだ。しかも、宝箱などの位置も完璧で。

			　幽体の回廊を突破したあとは、ほとんど立ち止まることもなく二層のボスへと到達していた。

			　まあ、そのボスも瞬殺だったけどね。巨大なオーガ・ゾンビだったんだが、火炎魔術を連発すればあっと言う間だった。しかも、それでいて魔石値はそこそこ入手できた。美味しい相手だったね。何せポイントが溜まって自己進化できたくらいだ。

			　オーガ・ゾンビの魔石を吸収した瞬間、待ちに待っていたアナウンスさんの声が聞こえてきたのだった。

			〈自己進化の効果が発動しました。自己進化ポイント50獲得〉

			『よっしゃ、きたきたー！』

			　ふはははは！　これでまた強化ができる！　さーて、今度は何を育てようか？　いや、ポイントを使うのはダンジョンを出てからにしようかな？

			


			　　名称：師匠

			　　装備者：フラン

			　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　攻撃力：５２４　保有魔力：３０００／３０００　耐久値：２８００／２８００

			　　魔力伝導率・A+

			　　自己進化〈ランク10・魔石値４５１１／５５００・メモリ・89・ポイント51〉

			　　スキル：鑑定７、鑑定遮断、形状変化、高速自己修復、念動、念動上昇（小）、念話、攻撃力上昇（小）、装備者ステータス上昇（中）、装備者回復上昇（小）、保有魔力上昇（小）、メモリ増加（中）、魔獣知識、スキル共有、魔法使い

			　　ユニークスキル：虚言の理５

			


			　それ以外だと、魔力伝導率が上がった！　いいね。これでさらなる高みに一歩近づいたって訳だ。しかも、新スキルまで獲得していた。

			


			　　形状変化：魔力を消費して、望む形に変形可能。

			


			　もしかして、剣以外の武器に変形できるってことか？　この後出てくる敵によっては、試してみるか。

			　それにしても、何か楽勝だったな。

			　上陸までの苦戦に比べて、内部が簡単過ぎる気がするんだが……。考え過ぎか？

			　三層からはまたゾンビやスケルトンとの戦いだ。罠も激しさを増しているが、セルカンのおかげで全く脅威にはならない。

			　いいペースだ。消耗も少ないし。

			　あとはジャンが探している死霊喰らいを見つけたら完璧だな。いや、ダンジョンを攻略できたら一番いいんだけどさ。

			『なあ、死霊喰らいって、どんな魔獣なんだ？　外見とかさ』

			「ふははは！　分からん！」

			　ジャンは何故か胸を張って偉そうに言い放った。

			『はぁ？　だって、捕獲するんだろう？』

			　知らないって……。だって死霊喰らいが目的の一つなのに？

			「元は普通のゾンビの様な姿と言われているな。だが、他の死霊を喰って進化を続ける故、その姿は一定ではないのだよ。前回、撤退の際に遭遇した死霊喰らいは巨人の様な姿をしていたがね。今の姿は想像できん」

			『その時は、死霊喰らいとはどこで遭遇したんだ？』

			「ダンジョンの地上部、森の中である。我に対する追手として、ダンジョンマスターが召喚したのだろう」

			「ジャンでも勝てなかった？」

			「うむ。我も死霊術師の端くれ。いつか見まみえる日を夢想し、対策をいくつも考えていたのだがな。対死霊喰らいを想定して用意していた僕たちも、結局は真価を発揮できずに死霊喰らいに吸収されてしまった。痛恨であるよ」

			『手強そうな相手だな』

			　ランクＢ冒険者でアンデッドの専門家であるジャンが、事前に準備して勝てなかったとは。相当手強い相手なんだろう。

			「何、手に入らなければそれでも構わぬよ。どこにいるかも分からんのだ。まあ、元々はダンジョンを攻略するために欲していた。今回君らと共に攻略できてしまえば、必要はなくなる故な」

			『じゃ、探さなくてもいいのか？』

			「うむ」

			　それなら楽でいい。この広大なダンジョンで、出現場所もよく分からないたった一匹の魔獣を探すのはかなり苦労しそうだしな。

			「縁があれば出くわすこともあるだろう」

			　ということで、俺たちは特に寄り道することもなく、ただただ最深部目指して前進を続けた。

			


			　ダンジョンに潜って二日後。

			　俺たちは三、四層を踏破し、五、六層を越え、遂に七、八層も攻略していた。

			　六層までは敵も弱く、いい狩り場でしかなかったな。ほとんど苦戦することもなく、形状変化を試せる余裕もあった。

			　まあ、形状変化は思ったよりも使えないスキルだったけどね。槍に斧、戦槌などにも姿を変えられるが、今の俺たちには無意味なのだ。

			　まず消費が大きい。変化中は常に魔力を消費するのだ。しかも武器スキルは剣しか育ててない。質量も変わらないので大きい武器にもなれない。

			　もっと面白い使い方があるんじゃないかと思うんだけど……。今のところ思い付かない。これも要研究だな。

			　七層以降になると出現する魔獣数も多く、特殊な能力を持っている嫌らしい魔獣も多かった。そこそこ強い魔獣も交ざり始め、一回の戦闘の時間も長くなる。そして九層にもなると、出現する魔獣にヘルハウンド・ゾンビやナーガ・スケルトン、スケルトン・ダークパラディンなどの、脅威度Ｄのモンスターが交ざり始めていた。

			　油断すると手痛い攻撃を繰り出してくる魔獣も多く、正直ジャンの援護がなければここまで到達することはできなかっただろう。時にはアンデッドを浄化し支配するジャンは、アンデッドダンジョンにおいてジョーカーとも言える優位性を持っていた。彼にかかれば大抵の敵は相手にならない。セルカンとフライのおかげで迷うことなく進めるのも大きいだろう。

			　それに、ジャンが持ち込んだアイテムの数々は、様々な場面で役に立ってくれた。

			　あの髑髏型のランプが、アンデッド除けのセーフティーエリアを作る道具だったとは思いもしなかったぜ。おかげで夜も安心して休めた。まあ、セーフティーエリアの外をゾンビが「アーアー」言いながらグルグル回ってたのはちょっと気持ち悪かったが。相変わらず寝つきの良いフランと、同じくらいグッスリなジャンにマジで尊敬の念を覚えたね。

			　いや、ジャンの方がフランよりも上手だろう。セーフティーエリアを利用して食事をしていると、やはりゾンビが寄ってきたのだが……。フランはちょっと嫌そうな顔でゾンビが視界に入らない様に体の向きを変えたのに、ジャンは全く気にならない様子で食事を続けていた。　

			　だってゾンビだよ？　動く死体だよ？　腐ってるし、何か汚い液体が色々垂れている。死霊術師だから慣れてるのかもしれないが、「このゾンビは中々鮮度が良いな」とか言って肉を齧るジャンを見てさすがにちょっと引いたね。

			　そんなこんなで九層を地道に進んでいた俺たちは、遂にボス部屋に到着していた。

			　これまでの階層と同じ様に、重苦しい雰囲気の大きな扉が鎮座している。すでに何度も見た扉だ。このダンジョン、内部の作りは迷宮のように複雑だが、階層の最後に必ずボスのいる広間があった。

			『あれが、九層のボス部屋か』

			　二層のボスのオーガ・ゾンビこそ雑魚だったが、それ以降はそれなりに強い魔獣がボス部屋を守っていた。八層のエルダーゾンビ・グレータースピアラーなど魔槍を装備していた上、槍聖術、槍聖技を使う超強敵だったのだ。魔槍によって魔術も掻き消され、このダンジョンに入ってから初めてフランの生命が半分以下まで削られた。まあ、おかげで槍聖術、槍聖技が手に入ったが。形状変化の槍が日の目を見るかも？　ちょっとやりすぎて、魔槍を破壊してしまったのは非常に残念だ。かなり強い魔道具だったから、相当な価値があっただろうに。

			「では、開けるぞ？」

			「ん」

			「セルカン、やれ」

			「ヴァ！」

			　セルカンが重い扉をゆっくりと開ける。

			　その間に俺たちは呪文の詠唱だ。そして、扉が開け放たれたその瞬間、俺たちは部屋の中に向かって一斉に魔術を叩き込んだ。

			『フレア・ブラスト！』

			「ヘキサゴナ・トルネード」

			「ヘル・ブレイズ！」

			「グウゥ！」

			　ここまでの基本戦術。入った直後の魔術飽和攻撃だ。四人が放った魔術が、部屋の中央に立っていたスケルトンに同時に直撃する。

			「カカカカ！」

			　だが、スケルトンは倒れなかった。と言うか、ほとんどダメージが入ってない気がするぞ。

			　八層のボスも、魔力を弾く能力を持った魔槍の力で魔術を防いでいたが、このスケルトンはそうではない。防御姿勢さえ取らなかった。高レベルの魔術耐性スキルを持っており、その力でそもそも魔術がほとんど効かないようだ。六層のボスを一瞬で消滅させた魔術の連打を食らっても、変わらずの不気味さでその場に立っていた。

			


			　　名称：レジェンダリースケルトン・ダークナイト

			　　種族：死霊・魔獣

			　　状態：守護者・死霊

			　　Lv：24

			　　生命：１５６８／１６９３　魔力：９８８　腕力：６３７　敏捷：４３６

			　　スキル：感知妨害６、剣技10、剣聖技１、剣術10、剣聖術１、再生８、自動魔力撃６、状態異常耐性９、死霊支配４、死霊魔術８、精神異常耐性９、属性剣６、毒魔術６、魔術耐性９、闇魔術４、気力操作

			　　エクストラスキル：潜在能力解放

			　　称号：ダンジョンの守護者

			　　装備：魔剣・デスゲイズ、オリハルコンのフルプレート、冥王のマント

			


			　黄金の鎧を身に纏ったスケルトンがゆっくりと動き出す。凄まじい威圧感が叩きつけてきた。それにこの魔力の巨大さ。文句なしの脅威度Ｂ。

			　以前闘った悪魔と同格の化け物だ。ステータスでは悪魔に軍配が上がるが、スキルによる防御力の高さはこのスケルトンの方が上だろう。

			　再生８、状態異常耐性９、精神異常耐性９、魔術耐性９って……。しかも、魔術への抵抗力を高めるというオリハルコンの鎧まで装備している。これは、魔術の攻撃は無駄だな。掛け値なしの強敵である。

			　だが、俺もフランもウルシも、全く怯んではいなかった。むしろ、この時を待っていたくらいだからな。

			『会いたかったぜ、ガイコツ野郎！』

			「ん。空での借りは返す」

			「オウン！」

			　そのスケルトンは、俺たちの浮遊島上陸を阻止してくれたあの骸骨騎士だったのだ。

			　くっくっく、フランの言う通り、借りを返すチャンスだぜ！

			『ジャン、こいつは俺たちの獲物だ。下がってろ』

			「これは我との相性が悪そうな相手だ。良かろう。回復役に専念するさ」

			　俺たちの闘志が伝わったのか、骸骨騎士が魔剣を静かに抜き放った。

			　向こうもやる気だな。

			「クカカ！」

			「む」

			『馬は召喚してたのか』

			　骸骨騎士が腕を一振りするとその真横に魔法陣が浮かび上がり、中から紫色の魔力を纏った骸骨の馬が現れた。あの馬にも苦労させられたからな。当然リベンジの対象だ。

			「ブルル！」

			　力強く嘶いななく骸骨馬は、前脚を大きく振り上げすでに臨戦態勢だな。

			　だが、骸骨騎士は馬に跨がる様子がない。考えてみたら当たり前か。広間とは言っても、馬で走り回れるほどの広さはない。最高速に達する前にあっと言う間に壁だろう。単純に戦力として召喚したようだ。

			「グルルルル」

			　ウルシは馬を見て唸り声を上げている。骸骨馬のターゲットもウルシにロックオンされている様だ。

			　召喚獣同士、互いに通じるものがあるのかもしれない。

			『よし、馬はウルシに任せる』

			「負けちゃダメ」

			「オン！」

			　そして骸骨騎士の相手は──。

			「師匠」

			『おう』

			　フランは幻輝石の魔剣を収納に仕舞った。ここまでは俺は念動で好き勝手飛び回っていたからな。だが、骸骨騎士は本気で行かなくては勝てない相手である。そう理解しているからこその行動だ。

			　フランが俺を握りしめ、構える。やっぱり、この状態が一番しっくりくるな。

			「ん。やっぱり師匠がしっくり」

			『ははは！』

			　フランの言葉を聞いて、無性に嬉しくなって笑ってしまった。やはり俺とフランは最高のコンビだ。

			「？」

			『いや、何でもない。なあ、俺たちが力を合わせたら、絶対に負けないよな？』

			「当たり前」

			『よっしゃ、久々の強敵だ。気合入れるぜ！』

			「ん！」

			　そして、フランが骸骨騎士に向かって突っ込んだ。

			　最初から本気だ。

			　一発目から、勝負を決めるつもりで剣を振るう。前哨戦はすでに空で済んでいるからな。

			　だが、骸骨騎士の技量も凄まじい。

			　フランの繰り出す斬撃を受けつつ、やはり必殺の威力を秘めた攻撃を返してくるのだ。

			　両者ともに口数が減っていき、広間に激しい剣戟の音だけが響く。

			　ひたすら地味な、しかし見る者が見れば瞠どう目もくせざるを得ない、人間離れした者同士のぶつかり合い。

			　しかし、ステータスではフランが圧倒的に負けている上、技量は同等。魔術とスキルで能力を底上げしつつ、俺のサポートがあってようやく互角だった。

			　それ以外にも、戦いが膠こう着ちゃく気味なのには理由がある。

			　まず、奴の持つ感知妨害６。これのせいで魔力感知を使っても、魔石の位置が判別できない。当初狙っていた、隙を見ての念動カタパルトを使っての奇襲もできなかった。適当に当たりを付けてカタパルトを連発する手もあるが……。

			『また回復してやがる！』

			「ふっ！　はっ！」

			「カカ！」

			　そこで厄介になるのが、骸骨騎士の持つダンジョンの守護者という称号だった。どうやら、ダンジョン内で戦う限り、生命、魔力の高速回復が付くようなのだ。

			　凄まじい再生力を持った相手に、闇雲に消費が大きい攻撃を繰り出し続けるのは勘弁願いたい。

			　俺たちに念動カタパルトがあるとバレたら、いざと言う時に対処されるかもしれないしな。

			　なので、地道に削らなくてはいけないのだが……。

			　もう一つ厄介なのが、自動魔力撃６というスキルである。その名の通り、スキルが自動的に魔力の弾丸を打ち出して相手を攻撃するスキルだ。自動なので骸骨騎士の動きに全く関係ない。事前に察知することも難しい上、相手の動きを崩した瞬間などに、こちらの呼吸を乱す様なタイミングで打ち出されることも多かった。しかも結構な威力があるのだ。ダメージを喰らった瞬間の僅かな硬直が、フランに危機を招くこともあった。

			　俺たちは対抗して魔力障壁スキルのレベルを上げることで、なんとかダメージを無効化できていた。

			　魔力障壁の防御が思いのほか有能で、自動魔力撃以外の攻撃まで軽減することができるようになったのは嬉しい誤算だろう。

			　しかし、せっかく獲得した自己進化ポイントがガンガン減ってくな。

			『ウルシはどうだ？』

			　ウルシの戦況を確認すると、あちらもウルシがやや押されている様だった。

			　体のサイズはほぼ同等。しかし、戦闘経験では骸骨馬が勝っている。影からの奇襲などを逆に読まれ、後ろ蹴りで吹き飛ばされていた。

			　対して骸骨馬はアンデッドなだけあって再生力も優れている。多少の傷はすぐに回復してしまうのが確認できた。しかも厄介なことにウルシの得意とする闇魔術に対する耐性があるようで、中々決定打が与えられないらしい。

			　あちらはまだ時間がかかりそうだ。

			　まあ、こっちもだけどな！

			「はぁぁ！」

			「カカカ！」

			　ギィンガイィ！

			　すでに一〇分近くは削り合っているだろう。

			　キィン。

			　時折、剣同士が響かせる鋼の音とはまた違う、ガラスの鈴が鳴り響いたかの様な甲高い音が聞こえる。このキィンという音は、即死に抵抗した証らしい。つまり、スケルトンの持つ魔剣・デスゲイズの即死能力が幾度か発動し、黒猫の加護によって防がれている音なのだ。

			　ガルス爺さんありがとう！　ウルムットで再会したら酒でも奢るよ！

			　本当に黒猫シリーズを作って貰えて助かった。

			　だが、即死無効を持っていたとしても、この戦いはフランが不利だ。相手は疲れを知らないアンデッドだからな。体力的にも、精神的にも、長引けば長引くほど押されていくだろう。

			　しかし、俺たちだってただ無駄に戦っていた訳ではない。

			『フラン、多分頭だ』

			「ん！」

			　俺は攻撃をフランに任せながらも、骸骨騎士の動きを観察していた。そしてその動きから、魔石を探していたのだ。

			　痛覚もなくすぐに再生する故だろうか、奴は無視してもいい攻撃は特に防がない。その分カウンターで攻撃を繰り出した方が有利だからな。だが頭部への攻撃だけは、絶対に防御をしていたのだ。

			　それはつまり、頭部だけは守らなくてはならない、斬られてはまずい理由があると言うことである。

			『その不死身さが、逆に仇になったな！』

			「はぁぁ！」

			「カカカカカ！」

			　とは言え、相手もさる者。簡単に急所を攻撃させてはくれない。

			　両者の攻防はさらに激しさを増していった。

			　ダメージ覚悟で急所を狙うフラン。急所以外の守りを捨て、カウンターを狙う骸骨騎士。

			「ふぅっ！」

			「カ！」

			「そこ！」

			「カッカカ！」

			　だが、スケルトンの注意は完全にフランに向いているな！

			『ウルシ！』

			「ガウ！」

			「カ？」

			　俺の掛け声に合わせて、ウルシが背後から骸骨騎士に跳びかかった。

			　骸骨馬を倒しきれないウルシに対して、あちらは骸骨馬の動きをある程度抑えるだけに留め、いざと言う時にこちらの戦いに介入する様に念話で指示しておいたのだ。

			　ウルシはその指示を守り、いつでも割り込めるように骸骨騎士と骸骨馬、両者に気を配りながら戦っていたのである。

			　ウルシが骸骨騎士の右足に噛み付き、その動きを封じた。

			「いま！」

			『おおらぁ！』

			　ウルシが消えたことで一瞬動きを止めてしまった骸骨馬に向かって、フランが一気に飛びかかった。

			　骸骨騎士はウルシに噛み付かれているせいで助けに入ることはできない。

			「ブルル……？」

			　すでにお前の魔石がどこにあるか、感知済みなんだぜ？

			　フランの突き出した俺が、骸骨馬の首元を貫いた。

			「ブルルルルル────」

			　まるで悲鳴を上げる様に、甲高く嘶く骸骨馬。

			「カカ！」

			　骸骨騎士が骸骨馬に向かって手を伸ばすが、突き出された手は虚しく空を切るのだった。

			　これでウルシもこっちに参加できる。

			　戦いやすくなるだろう。

			　いや、それどころかチャンス到来だ。まさか自分の愛馬が倒されてショックを受けているのか？　なんと骸骨騎士がフランに背を向けたまま動きを止めている。

			「師匠！」

			『おう！　くらえぇ！』

			　今こそ、温存してきた切り札を放つ時だ。

			　超至近距離の念動カタパルトである。

			『おりゃああああぁぁぁぁぁ！』

			　いくら強くとも、この距離で背後からの念動カタパルトは防げないだろう！　しかもウルシに足を封じられたままの状態で！

			　よしんば反応できたとしても、もう躱すことも受けることも不可能──なはずだった。

			「カカカ──！」

			　ドォォオォォォ──────！

			「キャイィィン！」

			「くぅぅ」

			『ぐぁぁ！』

			　切先が骸骨騎士の後頭部間近に迫り、俺が勝利を確信した瞬間だった。

			　骸骨騎士の全身から光が放出され、俺たちは吹き飛ばされる。

			　くっ、何が起きた！

			　凄まじい衝撃を受けたと思った直後、壁際まで吹き飛ばされてしまった。

			　状況を確認するため、俺は即座に周囲を見回す。

			　奴は──いた！

			「カカカカカカカ！」

			「うぁ！」

			『フラン！』

			　確かに捉えていたはずの骸骨騎士の姿が、一瞬で視界から消える。本当に消えたのかと錯覚するほどの速さだ。

			　次の瞬間には、奴は倒れているフランの目の前にいた。

			　フランは咄嗟に幻輝石の魔剣を取り出して受けるが、一撃で剣を弾き飛ばされてしまう。

			　俺は全力でフランの下に飛んだ。その間にも骸骨騎士がフランを攻撃している。

			　フランは床を転がってなんとか躱しているが、串刺しにされるのは時間の問題だろう。

			『ううううらぁ！』

			　ギィィィィン！

			　間一髪、割って入る。

			　凄まじい威力だ！　念動をフルパワーで使っていなければ、再び壁際まで吹き飛ばされていただろう。だが、押し合いになったおかげでフランが起き上がる隙は作れたようだ。

			　跳び起きたフランは俺を掴みつつ数歩後退した。

			　なんとかフランの手に納まることはできたが、骸骨騎士の猛攻が止んだ訳ではなかった。

			「カカ、カカカ！」

			「くぅ！　あぁ！」

			「カ！」

			「うぁ！」

			『──ミドルヒール！』

			　くそっ。フランが押され始めた！　回復する以上にダメージを受け、生命力がガリガリと削れていく。魔力障壁の常時全力展開のせいで、魔力も減ってきた。

			　速度は戦闘開始時とは比べ物にならない程速く、それでいて一撃一撃の威力は倍以上だ。

			　自動魔力撃の威力も跳ね上がり、魔力障壁だけでは軽減しきれなくなってきた。

			　いきなりパワーアップをしやがったが、何が起きてる！

			『鑑定！』

			


			　　名称：レジェンダリースケルトン・ダークナイト

			　　種族：死霊・魔獣

			　　状態：守護者・潜在能力解放

			　　Lv：24

			　　生命：１２２９／１６９３　魔力：９８８

			　　腕力：６３７→１１３７　敏捷：４３６→１０３６

			


			　は？　何だこりゃ？　ステータスがあり得ない程上昇している。腕力、敏捷が１０００を超えているじゃねーか！　チートすら超えてるだろう！

			　状態が潜在能力解放となっている。エクストラスキル、潜在能力解放の仕業なのは間違いない！

			


			　　潜在能力解放：使用者の潜在能力を解放する。上昇する能力は、使用者の潜在能力に依よる。また、潜在能力を無理やり解放するため、生命力が減少し続け、加えてさらに大きな代償を必要とする。代償は使用者によって異なる。

			


			　確かに、奴の生命が凄い勢いで減っていく。だが、このままでは向こうの生命が尽きるよりも早く、フランが力尽きる！

			「カカカ！」

			「う！」

			　くそ、馬鹿力め！　攻撃を受ける度、フランの手から俺が弾き飛ばされそうになる。

			　念動で堪えなければとっくにそうなっていただろう。

			「ガル！」

			「カカ！」

			「ギャン！」

			　知覚力も上がっているのか、影から飛び出したウルシも一瞬で切り倒された。

			『ウルシ！　逃げろ！』

			「オ……ゥ」

			　ウルシが力を振り絞って、影に潜る。

			　振り下ろされた魔剣が、ギャリンという甲高い音を立てて石の床を深く抉った。

			　良かった、いくら何でも影の中までは攻撃できないようだ。

			「──リバース・アンデッド！」

			　その隙をついてジャンの声が響く。アンデッドを消滅させる冥府魔術だ。高位のアンデッドでさえ塵に返す高等魔術のはずなんだが──。

			　魔法防御も上昇しているんだろう。骸骨騎士は避ける素振りさえ見せなかった。

			「くっ、やはり我が魔術は効かぬか！」

			「はぁぁ！」

			「カカカカカカカカ！」

			　骸骨騎士はジャンに振り返る素振りさえ見せない。狙うのはフランだけだ。

			　誰が脅威か、分かっているのだろう。

			　ただ、本当にそれだけか？　俺には骸骨騎士がまるで怒っている様に思えた。愛馬を倒されたことを本当に怒っているのだろうか？　アンデッドが？　ただ、ジャンが生み出したベルナルドのことを思い返すと、高位のアンデッドに心が残っていてもおかしくはないのかもしれない。

			　そう思えば、自分の身を削る潜在能力解放を使用した理由も理解できる。愛馬の仇かたきを取るため、自滅覚悟で力を解放したのかもしれない。

			　だからと言って、負けてやる訳には行かないが。

			「はぁぁ！」

			「カッカカ！」

			　潜在能力を解放した骸骨騎士の力は圧倒的だった。

			　振るう一撃一撃が剣技のように鋭く、その動きは目に留まらぬほどに速い。ウルシは倒れ、ジャンの魔術も効かない。生命が減り続けている骸骨騎士は力尽きる前にフランに止めを刺すべく、嵐のような攻撃を続けていた。

			　恐ろしいのは、その攻撃が決して振り回すだけの雑な攻撃ではないことだろう。全く隙がないのだ。

			　それでもフランは紙一重で致命傷を避け続けていた。それどころか、その眼は全く死んでいない。逆転を諦めていない目だ。

			　俺だって当然諦めていない。

			『スキルテイカーを使うぞ！』

			「ん！」

			　本当は、この後に控えているであろうダンジョンボス戦に残しておきたかったが、そうも言ってられない。フランのスキルテイカーを使い、俺のスキルテイカーは残せばいいだろう。

			　それに、秘策はもう一つある。

			　問題は、潜在能力解放を奪ったとして、すでに上昇したステータスが下がるのかどうかだ。潜在能力が解放されたままでは、奪う意味がないからな。

			　しかし、他のスキルを奪ってもこのステータス差は覆しようがない。

			　ここは潜在能力解放を奪う以外に選択肢がなかった。

			『やっちまえ！』

			「はぁぁ！」

			「カ？」

			　フランがスキルテイカーを発動させる。対象は奴の潜在能力解放だ。これでステータスが下がってくれれば……。

			〈対象のスキルは、エクストラスキルです。スキルテイカーの対象外です。奪取に失敗しました〉

			　無情なアナウンスさんの声が響く。

			　まさかエクストラスキルが奪えないとは！

			「カッカカ！」

			「くぅ！　スキルは？」

			『失敗した！』

			「じゃあ、もう一回──ダメ！」

			　失敗も、使用済み扱いにされてしまうらしい。フランはもうスキルテイカーを使えないようだった。

			　俺のスキルテイカーは……。いや、他のスキルを奪ったところで、この戦局を覆せるとは思えない。

			　ここはもう一つの秘策を使おう。

			『フラン！　あれをやるぞ』

			「ん！　わかった！」

			　俺は即座に自己進化ポイントを剣聖術につぎ込んだ。一気にレベル５までレベルを上昇させる。

			　これが道中にフランと考えた、対強敵戦の切り札だった。不意を突くのが目的なので、レベルは５で留める。

			「はぁぁぁ！」

			「カ、カ？」

			　フランの動きが目に見えて変わる。より剣術への理解を深め、より精密な動きに。

			　今まで互角だったはずのフランの剣が、急激に成長したのだ。

			　骸骨騎士の戸惑いがはっきりと感じられた。

			　俺たちの経験上、スキルレベルが３違えば、無視できないレベルの差が生まれる。今のように４も違えば、ステータス差を埋める程の技量差があるはずだった。

			　驚きか、困惑か、それとも計算が狂ったことによる誤作動か。ともかく、奴の動きが僅かに鈍った。

			　それだけではない。妙に体が軽い。フランの動きも速くなった気がする。

			　剣聖術が成長した効果なのか？　フランの技量が上昇したことで動きが鋭くなり、動きが最適化されたことで身体能力が上昇したように感じられるのだろうか？

			　この力が湧き上がる様な感覚も、技量の上がったフランに使われているからか？

			　まあ、細かいことはいい。

			　これなら行けるぞ。

			　これが、最後にして最大のチャンスだ！

			「くらう！」

			　フランが剣聖技、インパクト・スラッシュを発動させた。

			　技後硬直があるものの、一撃の威力に秀でた横薙ぎの技だ。フランの魔力収束、俺の魔法使いスキルによる風属性剣のオーバーブースト。まさに渾身の一撃だった。単純な破壊力なら潜在能力解放状態の骸骨騎士すら上回るだろう。

			　ギイィィン！

			　だが全霊を込めたその攻撃も、骸骨騎士に受け流されてしまった。

			　化け物め！

			　さすがに奴の腕も弾かれているが、動き出しは向こうの方が速いだろう。

			　このままでは無防備に骸骨騎士の攻撃を食らってしまう。

			　まあ、普通ならな。

			『俺たちだって、これで決まるとは思ってねえんだよ！』

			「ん！」

			『フラン、すまん』

			「構わない！」

			　インパクト・スラッシュは本来、振り切った後に腰を九〇度捻る上、一瞬の硬直がある隙の多い技だ。

			　だが、俺は溜めていた念動を使い、インパクト・スラッシュの動きを無理やり止めた。技後硬直をキャンセルするためだ。だが、本来であればフォロースルーによって逃がすはずの衝撃や圧力が、フランの腕に集中してしまう。

			　結果──。

			　ブチブチブチゴキメキ！

			　フランの腕の筋肉が断裂し、骨が折れる音が響いた。

			　くそっ、嫌な音だ！　俺のせいだっていうのが、もっと嫌だ！

			　だが、俺は激痛に喘ぐフランに、さらなる追い討ちをかけなければならない。

			『フラァァン！』

			「うあぁぁぁぁ！」

			　腕の激痛を我慢しながら、フランが渾身の剣技を発動する。最初に覚えた初級剣技ヘビー・スラッシュ。そこに、魔法使いスキルを使い、ありったけの念動を込めて技を加速させる。無理を重ねたフランの腕から、骨が割れるメキメキという音がするが、ここで手加減する訳にはいかない。

			　ここで決めなければならないのだ。

			　初撃のインパクト・スラッシュによって体勢を崩されたスケルトンの体勢は、まだ立ち直っていなかった。

			「あああああぁ！」

			「カッカァァ！」

			　この野郎！　完全に体勢を崩されているくせに、首だけを僅かに後ろに引きやがった！　まずい、間合いが足りない！

			　何かないか？　今すぐ間合いを伸ばす方法は……！　いや、あった！

			『うおぉぉぉぉ！　形状変化ぁ！』

			　俺は覚えたばかりの形状変化を無我夢中で発動させた。

			　ただこの刃が骸骨騎士に届く様に、そう念じながら。

			　刀身の幅が細くなり、全長が一気に伸びる。今の俺はロングソードというより、長いエストックの様な形状だろう。これだけの変化で魔力を二〇〇も使うんだから、割に合わん！　今は感謝するけどさ！

			「カ──！」

			　スケルトンはもう何もできない。

			　奴の頭蓋を、俺が綺麗に一刀両断していた。魔石を両断した手応えがある。

			「カ、カ──」

			　動きを止める骸骨騎士。その眼球も何もない暗い双眸がフランを見つめる。

			「カカカカカカカカカカ──」

			　そして笑い声のようにさえ聞こえる不気味な叫びを残し、その体がその場に崩れ落ちた。

			　今の今まで動いていたことが幻であったかのように、そこには一体の人骨が横たわっている。

			　それでもその骨からは未だに妖気が立ち上っているな。さすがに脅威度Ｂ魔獣。

			「ぐぅぅ……」

			　フランが腕を押さえて蹲る。あまりの痛さのせいか、全身が痙攣していた。

			『フラン、今治してやるからな！　──グレーター・ヒール！』

			「大丈夫かね！」

			「オンオン！」

			　激闘だった。だが、それに見合うだけの成果もあった。魔石値が三〇〇も得られた上、感知妨害、自動魔力撃、死霊支配、魔術耐性という、有用そうなスキルもゲットできたのだ。

			　そして、エクストラスキル、潜在能力解放である。骸骨騎士の異常なパワーアップを見る限り、起死回生の切り札に成りうるスキルだろう。

			　使用者によって効果が違うと言うが、フランや俺にはどれほどの効果があるのかね？　試してみたいが、使用中は生命が減り続ける上、それ以外にも代償が必要らしい。再使用に二四時間もかかる。おいそれと実験もできなかった。

			『まだ痛むか？』

			「……だい、じょぶ」

			『本当に平気か？』

			「ん。へいき」

			「オンオン？」

			　ウルシがフランの腕をペロペロ舐める。ウルシなりに心配してるんだろう。

			「ありがと」

			「オン！」

			　フランがウルシの頭をグシグシ撫でる。

			　そのホッする光景を見て、ようやく勝ったという実感が湧いてきた。

			　ジャンはスケルトンの骨を回収している。

			『何かに使えるのか？』

			「死霊魔術の触媒としては、凄まじい価値があるな。これが手に入っただけでも、今回の収支は黒字だろう。くはははは、感謝するぞ！」

			　じゃあ、これで心置きなくポーションが使えるな。

			「剣や鎧はどうするかね？」

			『どうするって、どうする？』

			「魔剣は必要ないから進呈しよう。その代わり鎧とマントはこちらがいただくのはどうかね？　オリハルコンは魔術師にとっても有用な素材なのだよ。冥王の名を冠したアイテムも、何か使い道があるかもしれん」

			『別に構わないけど。いいのか？』

			　依頼主はジャンなんだし、全部ジャンの物って言われても納得しただろう。貰えるんなら有り難くいただくけどさ。

			「それにしても、最後の動きは凄まじかったな？　あの青い光が関係しているのかね？」

			『は？　青い光？』

			「うむ、フラン君と師匠君の魔力が混じり合った薄青い光が、君たちを包んでいたではないか？」

			『いや、自分たちでは全然気付かなかった。心当たりもないんだが？』

			　剣聖術のレベルを上げたからと言って、そんな現象起こらないよな？

			「そうなのかね？　見たところ、君たちには何か魔力的な繋がりがあるようだから、それが関わっているとは思うんだがな」

			『魔力的な繋がり？』

			　スキル共有や装備者登録のことか？　そう思ったら、どうやら違っていたらしい。

			「いや、フラン君が師匠君と契約状態ではないか？　そのことだ。契約と言うのはかなり強固な繋がりであるからな。師匠君のような特殊な魔剣との契約が何か不思議な力をもたらしたとしても、我は驚かぬよ」

			　あのいつの間にか結ばれていた契約に、そんな力が？

			　とは言え、何も分かっちゃいないんだよな。そもそも、青い光とやらの発動の仕方も分からない。ジャンに聞いても、さすがにそこまでは分からない様だ。

			　契約を意識しながら魔力を練ってみたが、単に魔力が放出されるだけだった。

			　ダンジョンで戦っているうちに、何か分かるかね？

		

	
		
			第六章　死霊の王

			　


			　骸骨騎士との激闘から三〇分。

			　俺たちは未だにその部屋にいた。消耗があまりにも激しいため、しばらく休憩することにしたのだ。フランたちはポーションなどで魔力を回復し、座って疲れを癒やす。

			　俺も修復が進んできたとはいえ、耐久値は半減したままだ。魔力も未だに五〇〇以下。正直、これ以上の探索さえ厳しい状況だろう。

			　ボロボロになったフランの防具はジャンが召喚したスケルトンが修復中だ。なんと鍛冶魔術を使えるアンデッドを用意していたのだ。しかも魔水晶まできっちり持ってきている。本当に用意周到だな。

			　無論、今もフライにはこの先の探索をしてもらっている。

			　俺は新たに得たスキルを確認していた。だが大幅に戦力向上につながるスキルはない。

			　ほとんどがレベル１だし、仕方ないんだが。可能性があるのは、潜在能力解放くらいだ。

			　ただ、ダンジョンに入ってからの戦闘でフランのレベルは３、ウルシに至っては５も上がっているからな。それだけでも十分に戦力は向上しているはずだ。骸骨騎士との戦闘ではギリギリの削り合いを経験したことで、フランの修行にもなっただろうし。地力は上がっていると思う。

			「うまうま」

			「ガウガウ」

			「うむ。これもまた美味であるな！」

			　腹ペコ三人衆が貪り喰らっているのは、俺特製フライドチキンだ。いや、魔獣肉を使ってるからフライドモンスターか？　どうやらこっちの世界では揚げ物が珍しいみたいだな。確かに素揚げは見たことあるけど、衣をつけてあげたフライ系の食べ物は見たことがないかもしれない。ジャンも最初は珍しいと言って驚いていたし。大皿に積み上げていたはずの揚げ物が、あっと言う間になくなってしまった。 

			　ウルシは残った骨も貰ってご満悦である。

			「む、フライが扉を見つけたようであるな……。ふははははは！　遂にダンジョンコアを発見したぞ！」

			「ボスは？」

			「少々待ちたまえ──む！」

			　高笑いをしていたジャンが、不意に顔を顰めた。

			『どうした？』

			「フライの反応が消失した」

			「やられちゃった？」

			「そのようであるな……。だが、コアルームへと至る道筋はすでに把握済みだ。先導は任せたまえ」

			　最奥部までに待ち構える魔獣は九層とほとんど変わらなかった。むしろ、今まで以上に簡単だったかもしれない。終わりが分かれば全力も出せるし、アイテムも惜しみなく使えるからな。

			　一時間もかからず、ボスルームの前まで到達できていた。

			「見たまえ！　あれがボスルームへの扉だ！」

			　今まで以上に巨大で、全体に派手な細工を施された石造りの扉が現れる。

			　やっとか。ダンジョンに入り込んで三日目。遂に辿り着いた。

			「あの先に、ボスとダンジョンマスターがいる？」

			「フライは姿を確認できなかったが、確実にいるであろうな」

			　ボスも相当厄介だろうが、敵はそれだけではない。これだけのダンジョンを創り出す訳だし、ダンジョンマスターもかなり強い可能性もあるのだ。何せ脅威度Ｂの魔獣を使役するような相手である。

			「準備を整えねばな」

			『何をするんだ？』

			「ふはははは！　奥の手の準備である！　代償が大き過ぎる故、あまり使いたくはないが、最悪の事態も想定せねば」

			　確かにジャンの言う通りだ。俺たちも、できる限りのことはしないといけない。とは言え今から何ができるか。

			「スキルを上げる？」

			『俺もそれを考えたんだが……』

			　残り自己進化ポイントは25だ。見極めて使わないといけないだろう。

			『何が有効かまだ分からないからな。戦況を見て決めるぞ』

			　ここで焦ってレベルを上げて、ボス戦で全然役立ちませんでしたじゃ笑えない。階層ボスでさえ脅威度Ｂのダンジョンなんだ。どんな相手が出るか分からない。慎重過ぎるくらいでちょうどいいのだ。

			「師匠君、フラン君、収納から出してほしい物がいくつかあるのだ」

			『何だ？』

			「まずはこの位のペンダントを」

			　ペンダント？　結構数があったと思うけど。

			　俺たちはとりあえず指定されたペンダントに近そうなアイテムを片っ端から取り出して並べてみた。

			　ジャンはその中から一つのペンダントを手に取り、フランに渡す。

			「これだ、君も一つ持っていたまえ」

			　うわっ、趣味悪！　すげーリアルな、ゾンビの顔を模ったペンダントだ。そう言えばフランの収納に仕舞った記憶があるな。

			「身代りの人形である」

			『え？　これが？』

			　相手を呪い殺すとか、ゾンビを召喚するとか、そんな能力じゃないのか？

			「はっはっは。疑問はもっともである。実は、我も間違えたのだよ。死霊魔術に関係する術具だと思い購入したのだ」

			『まあ、この見た目じゃな』

			「しかし、その能力は中々の物だぞ？」

			　ジャン曰く、装備者の体に付けられた傷を一回だけ代わりに引き受けてくれる能力があるらしい。しかもある程度深い傷の場合にだけ発動するんだとか。確かに高性能だな。

			『じゃあ、有り難く』

			「うむ。あとはこれと、これと、これと──」

			「なに？」

			「様々なお守りである。持っていたまえ」

			　一〇個くらいのお守りを渡された。どれもほとんど魔力は感じないな。まあ、気休めくらいにはなるか。

			「我も準備をせねばな」

			　次にジャンが指定したのは、持たされた道具の中でも特に大きな、長方形の箱だった。

			　数枚のお札で封印が施された、まるで石棺の様にも見える箱だ。魔術での封印が施されていたらしく、ジャンが手を当て解呪の呪文を唱え始める。

			　ここまで厳重に仕舞ってあるなんて、一体どんな道具が入ってるんだ？　俺たちが興味津々で見つめる中、ジャンが箱から取り出したのは髑髏を模した禍々しい杖だった。うわー、まさに死霊術師の杖って感じだ。持ち手も背骨みたいだし。凄まじくジャンに似合っているな。

			　しかも単に骨を模しただけではないのは、その杖から発せられる背筋が凍るような異様な気配からも理解できた。下手したら呪いでもかかってるんじゃなかろうか？　それくらい禍々しい。

			


			　　名称：不明

			　　鑑定不可

			


			　む、鑑定ができない？

			「ふはははは。これは少々特殊な杖でな！　通常の鑑定スキルでは鑑定できんのだよ！」

			「なんで？」

			「この杖の名は『冥王の祝福』。とあるダンジョンで手に入れたネームド・アイテムである」

			　どうやら、この杖自体の格が高過ぎるため、俺の持つ普通の鑑定スキルじゃステータスを見ることができないらしい。

			『その杖の能力って──』

			「くかかかかかかっ！」

			　ジャンに杖の能力を聞こうとしたら、いきなり響いた人の笑い声に言葉を遮られた。

			『！』

			「？」

			「オウ？」

			　何だ？　どこから聞こえてるんだ？　最初、杖から聞こえたのかと思ったが、ジャンも驚いているし。

			「くかかか──」

			　それにしても、妙に神経を逆撫でする声だな。聞いているだけで気持ちが落ち込んでしまいそうだ。

			　俺が声の出どころを探している間にも、事態は進行していた。

			　ブウウウゥゥゥゥン。

			　俺たちのいた廊下の床一面に、巨大な魔法陣が描き出されたのだ。

			　ヤバイ、危機察知がビンビンに反応している！

			『フラン、ウルシ！』

			　俺は一旦退くように促そうとしたが、間に合わなかった。

			　床に浮かび上がった魔法陣が急速に光を放ち、廊下を飲み込み始めたのだ。どうにか逃げ出そうと走り出したフランたちだったが、その行為を嘲る様に、廊下に再び謎の声が響き渡っていた。

			「いつまで待たせるつもりだ？　吾輩が直々に招待してやろう！　くかかかかか！」

			　そして光が収まった時、俺たちは大きな広間にいた。

			　これまでボスと戦った広間の数倍ある。だが、俺の視線はただ目の前だけに向けられていた。

			　いや、目の前のソレ以外に、注意を逸らす様な余裕などなかった。

			「くかかかか。ようこそ、侵入者諸君！」

			　何だこいつは？　圧倒的な魔力。圧倒的な存在感。そして、圧倒的な悍おぞましさ。

			　喩たとえるなら恐怖。喩えるなら嫌悪。なんと表現していいのか分からない、異常なまでの怖れが俺を支配していた。

			　剣の体じゃなかったら、嘔吐か失禁をしていたかもしれない。

			『あ……』

			　一刻も早く、この場から逃げ出したい。

			　キュッ。

			　フランがすがる様な顔で、俺の柄を握りしめた。震えてるのか？　悪魔にさえ立ち向かったフランが？　よく見れば、顔から血の気が引いて真っ青だ。

			『フラン……大丈夫だ』

			　フランからカタカタという震えが伝わってきた瞬間、一気に冷静になれた気がする。俺が怖気づいてどうするんだ。俺がフランを守らなければ。それが俺の役目だ。

			　こうなったら逃げることを考えよう。今ならまだ転移の羽を使うこともできる。

			『逃げるぞフラン』

			（わかった）

			『ジャン、逃げるぞ』

			「む、待ちたまえ──」

			　フランがジャンの腕を掴んだことを確認し、俺は即座に転移の羽を使用した。こんな、化け物という形容すら生温い相手と、まともに戦ってられるか。命あっての物種だ。

			　だが──。

			『何でだ！』

			　転移の羽は発動しなかった。ウンともスンとも言わない。確かに魔力を込めたはずなのに！

			「くかか！　この部屋は転移封じの仕掛けが施されておる。逃げること能あたわぬぞ？　観念して、吾輩と殺し合おうぞ！　くかかか！　くかかかか──────」

			　目の前に佇む最悪の存在──リッチは、無情なる事実を俺たちに突き付け、愉悦の籠もった笑い声をあげるのだった。

			　そう、リッチだ。

			　悪霊の王。最悪にして最強の死霊。

			


			　　名称：リッチ

			　　種族：死霊・魔獣

			　　状態：怨霊

			　　Lv：23

			　　生命：８６３　魔力：２４６７　腕力：１３４　敏捷：３６６

			　　スキル：詠唱短縮７、恐慌４、恐怖４、再生６、死霊支配10、死霊魔術10、冥府魔術４、魔力操作

			　　称号：ダンジョンマスター

			　　装備：ボロのローブ

			


			　リッチと言えば。最も有名なアンデッドにして、最強と名高い。

			　だがステータスを見て、俺は内心で首を傾げた。本当にこの程度のステータスなのか？　発せられる威圧感。感じる恐怖。脅威度Ａと言われても納得できる。アンデッドは個体差が大きいとはいえ、本当にこんなものなのだろうか。これでは、精々が脅威度Ｂの範疇だ。

			「オーバーロード・アンデッド・サモニング」

			　転移を封じられた衝撃で未だに混乱中の俺たちを余所に、リッチはアンデッドを召喚する。

			　


			　

			　


			「まずは、こ奴らが相手だ。あっさりと死んでくれるなよ？　くかかかか！」

			「オオオオオォォォ」

			「ウァァァ」

			「グルオォ！」

			「────」

			「──」

			「──」

			　一〇体ものアンデッドが同時に召喚される。しかも一体一体が脅威度Ｃを超えていた。半分は脅威度Ｂに達している。あれだけ苦戦した骸骨騎士と同格のアンデッドだ。

			『フラン！』

			「ん、最初から本気」

			　俺たちは決死の覚悟で魔力を練り上げる。今の俺たちに採れる選択肢は少ない。先制攻撃で数を減らす。そして、隙をついてリッチを倒す。できるのはそのくらいだろう。

			　だが、そんな俺たちを制したのは、スッと前に進み出たジャンだった。

			「ここは我に任せるがいい！」

			『……大丈夫なのか？』

			「うむ、この杖の力があればな」

			　ジャンは相変わらずの太ふて々ぶてしい笑みを浮かべている。だが、どこか悲壮と言うか、覚悟を決めた様な印象があった。リッチが相手なのだから当たり前だと思うが、どうもそれだけにも思えない。

			「ふはははは、我が切り札を受けるがよい！」

			「オオオオォォ」

			「ウオォ」

			　ジャンは向かってくるアンデッドたちの前に一人で立ちふさがる。

			　何をするのか見ていると、ジャンが手に持っていた杖を掲げ、力を込めて叫んだ。

			「────冥王の祝福、起動せよ！」

			　ジャンの言葉と共に、杖の髑髏が怪しく煌めいた。虹色に輝く杖を見て、不覚にも美しいと思ってしまったぞ。

			　そして、杖の先端にあしらわれた髑髏の口がカパッと開かれる。

			　オオオォォオオオオォォォオォォオォ──。

			『うわっ！』

			「う？」

			「オン……」

			　声……。いや、歌？　どちらにも聞こえるな。

			　杖から響いたのは、まるで歌のように聞こえる呻き声だった。

			　神秘的でもあり、不気味でもあり、讃美歌のようでも、怨嗟の叫びの様でもある。

			　ただ、妙に聞き入ってしまう、不可思議な音だった。

			　オオオォォ──。

			「怨嗟と恩讐に囚われし、救われぬ魂に安らかなる眠りを。冥王よ、祝福あれ」

			　ジャンの紡ぐ言葉と共に、杖から青白い光が溢れ出した。　

			「ウガア……」

			「アオオォォ」

			「む！　僕ども、逃げよ！」

			　青い光が部屋を満たす。リッチの命令でアンデッドたちは逃げ出そうとしたが、どこにも逃げ場はない。

			　光が収まった時、そこにアンデッドたちの姿はなかった。

			『え？』

			「すごい！」

			　まるで最初から存在していなかったかのように、欠片も残さず消滅していたのだ。

			「吾輩の僕たちが一瞬か！　くかかかかか。その杖、一体何なのだ！」

			「それは、我が聞きたい、のだがね」

			「ほう？　何をだね？」

			「ふはは、はは。これは、どのような死霊をも、確実に昇天させる、神具。なぜ、リッチである君が、健在なのだ──がはっ！」

			『ジャン！』

			　ジャンが大量の血を吐き、片膝をつく。おいおい、顔色は土気色で、ジャン自身がアンデッドみたいになってるぞ！

			「肩かす」

			「助かる、よ」

			「くかかか。どうやら広範囲に高位の昇天呪文を放つような道具らしいな！　あれだけのアンデッドを浄化したのだ、ただでは済むまいて！　ほうほうほう。生命力が枯渇寸前ではないか！」

			　そう言うことか！　アンディをアセンションで昇天させるだけでも凄まじく消耗してたのに、あのレベルのアンデッドを同時に浄化したんだ。ヤバいレベルの消耗をジャンに強いていることだろう。それこそ、寿命を削ってるんじゃないのか？

			『今ヒールを──』

			「無意味だ。傷では、ないからな」

			「じゃあ、これ」

			「ああ、助かる」

			　フランが疲労を回復させるスタミナポーションを取り出し、ジャンに飲ませる。気休め程度にしかならないだろうが、多少は効いてくれたらしい。荒かった息が治まって来た。

			「それで、どうするかね？　切り札は吾輩に効かんようだが？」

			　そうだ、アンデッドを無条件で浄化する能力を喰らって、何で無事なんだ？　アンデッドじゃない？　いや、リッチと表示されているし、種族も死霊だ。

			「多少強力な道具の様だが、吾輩クラスの存在には無意味なようだな！」

			　そうなのかもしれない。相手は死霊の王と言われるリッチだ。いくら強力な魔道具でも、効かない可能性はある。

			「かはははは、絶望したかね？」

			　暗い愉悦の籠もったリッチの言葉が俺たちに降り注ぐ。心を折ろうと言うのだろう。

			　だが、この位で絶望してたまるか！

			　フランは俺を構えると、リッチに向かって駆け出した。

			「じゃあ、斬ればいい」

			『おう！　そうだな！』

			　またアンデッドを召喚される前に、近づいて斬る！

			「はぁぁ！」

			「くかかかか！　無駄だ！」

			　は？　剣がすり抜けた？　そんなスキル持ってないじゃないか！

			「らぁぁ！」

			『──ファイヤ・アロー！』

			　フランが属性剣を、俺が魔術を試すが、やはり全ての攻撃はすり抜ける。幻影の様なものかとも思ったが、魔術を使ってたし……。何より、すり抜けた瞬間に攻撃をされた！

			「がふっ！」

			『──ミドルヒール！』

			　交差法で放たれた単純な拳打だが、一瞬でフランの生命を半減させる。

			　やっぱり幻影じゃない！

			　しかし攻撃力が異常じゃないか？　奴の腕力は１３４。はっきり言って弱いレベルだ。魔術やスキルを使っていた形跡もない。なのにフランの生命が半減？　計算が合わない。

			『何か秘密があるぞ』

			「ん、強い」

			　ステータス以上の何かがある。

			　いや、ステータスが嘘ということもあるか？　俺たちの持つ鑑定偽装と同系統のスキルを持っていれば、説明が付く。

			『厄介だな』

			（どうする？）

			『奴がこっちの攻撃を躱しているカラクリが分かれば、スキルテイカーで奪えるかもしれないが……』

			　鑑定が効かないんじゃ、何を奪えばいいのかも分からない。

			『ジャン？』

			（無理だ。魂魄眼は、アンデッドには、使えん）

			　リッチの謎を探れないか、一縷の望みを託してジャンにも聞いてみたんだが、帰って来たのは無情な言葉だった。

			『妙に落ち着いてるが、何か策はあるか？』

			（策と言うほどではないが、時間を稼いではくれないか？）

			『それでどうにかなるのか？』

			（まだ、分からん。だが、信じてほしい）

			　ジャンには何か当てがあるようだ。自信なげだが、今は藁にもすがりたい。いいぜ、やってやるさ。

			（……わかった）

			『どうせ、戦ってりゃ長引くだろうしな』

			（ありがとう）

			


			　一時間後。

			　俺たちは何度目かになる、アンデッドの大軍と戦っていた。

			「どうした！　動きが鈍ってきたようではないか！　限界かね？」

			「まだ、まだ……！」

			「オウォン！」

			「良いぞ良いぞ。その希望が絶望に反転した時、どのような顔をするのか、今から楽しみだ！　汝らからは、良き僕が生み出せるだろうなぁ！　くかかかかか！」

			　相変わらずリッチにこっちの攻撃は当たらない。リッチが召喚したアンデッドと戦いながら、隙をついて魔術を撃ち込んだり、浄化の結界を張ったり、色々と試しているが全て奴をすり抜けてしまう。

			　それでも俺たちが敗北せずにいられるのは、奴がこっちを嬲なぶって楽しんでいるからだった。フランが回復魔術を使うのを、何もせずに待っているほどだ。

			　どうも、フランとジャンとウルシの心を折って、配下に加える気らしい。まあ、この三人だったら、かなり高位のアンデッドになるだろうからな。ジャンクラスの死霊術師だったら、アンデッド化したらリッチにも届いちまうんじゃないのか？

			　ただそのおかげで、ジャンの言っていた時間稼ぎができているのだ。ムカつくことに。

			「ほれどうした。動きが止まっているぞ？　吾輩の召喚術が間に合ってしまうなぁ？」

			「ウオウン！」

			　ウルシの闇の槍がリッチに降り注ぐが、やはり通じない。

			「そうそう。攻撃の手を休めない方がいいぞ？　さあ、次はどんな策を見せてくれるのだ？」

			「絶対に斬ってやる」

			「くかかか！　やれるものならやってみるがいい！」

			　俺の魔力はすでに半分以下に減っている。フランもジャンもウルシも同様だ。

			『ジャン、まだなのか？』

			（まだ──いや、来た！）

			　ジャンとの幾度目かのやり取り。

			　そして、遂に待ちに待ったその時が来た。

			　ドォゴゴゴゴゴゴォォォォォォンンン！！！

			　腹に響く凄まじい爆発音と、震度五の地震に匹敵しようかという揺れ。

			　何だ？　ダンジョン内で爆弾でも爆発したか？　足元がグラグラと揺れ、パラパラと天井から埃が落ちる。

			　俺はリッチが何かしたのかと思ったのだが、どうやらリッチの仕業ではないようだ。

			　今までの余裕ぶった態度とは一転して、怒気の籠もった声で叫んでいる。

			「が……っ！　貴様ら！　一体何をした！」

			　それどころか、苦しげに呻いていた。

			「成功した、ようであるな」

			　ジャンが冥王の祝福の影響から未だに回復しきっていない体を引きずりながら、ヨロヨロと立ち上がる。

			「ジャンがやった？」

			「我が、配下がな……」

			　いつの間に。

			　どうやら配下のアンデッドに破壊工作をさせていたようだ。ジャンが待っていたのはこれなんだろう。

			「怨念炉の魔力が……！　吾輩の悲願が！　消える……消えていく……！　ぬあああああああああああああああ！」

			　リッチの悲痛な声がこだまする。余程重要な施設を破壊したんだろう。

			『奴はどうなった？　何をしたんだ？』

			「弱体化するはずだ。奴の強みの一つが、ダンジョンからの魔力供給であるからな。その大本を、破壊した」

			『だったら、先に言ってくれれば良かったのに！』

			「……すまん。目標の施設を破壊するには、どうしてもリッチが邪魔だったのだ。誰かが、囮をしなくては、破壊できなかったであろう」

			「つまり？」

			「敵を騙すには、まずは味方からと言うことである。何より、奴が記憶や心を読む術を持っていないとは限らぬ故な」

			「貴様らぁぁ！　許さんぞ！　最早配下になどいらぬ！　手足グチャミソに潰して、アンデッドどもに死ぬまで犯させて、生まれて来たことを後悔させながら嬲り殺してやるわ！　死後すら安寧が訪れるとは思うなよ！」

			　リッチは殺気の籠もった声で、俺たちに向かって暴言を叫ぶ。

			　顔は髑髏なのに、怒っていると分かるのが不思議だ。

			『弱体化したんなら、付け入る隙はあるかもしれない！』

			「ん！」

			　ようやっと見えた光明だ。フランは改めて俺を構え、鋭い眼差しでリッチを睨みつけた。

			「何だその面は？　もしかして、吾輩を倒せるなどという、甘い希望を抱いているのではあるまいな！　良かろう、冥途の土産に見せてやる。どうやら、鑑定を持っている様であるしな！」

			　リッチは鑑定の邪魔をしていたスキルを解除したようだ。

			　見えていたステータスに変化が起きる。

			


			　　名称：リッチ

			　　種族：死霊・魔獣

			　　状態：大怨霊

			　　Lv：71

			　　生命：４８６３　魔力：７４６７　腕力：９３４　敏捷：６６６

			　　スキル：詠唱短縮10、風魔術７、鑑定妨害５、恐慌８、恐怖７、再生10、時空魔術７、呪言６、瞬間再生４、死霊支配10、死霊魔術10、精神異常耐性９、生命感知６、生命吸収７、大海魔術３、体術７、大地魔術３、土魔術10、読心４、毒魔術８、火魔術６、魔力感知７、魔力吸収７、水魔術10、冥府魔術８、闇魔術５、詠唱破棄、状態異常無効、死霊強化、封印無効、魔力操作

			　　ユニークスキル：怨念吸収、怨念変換、鑑定偽装

			　　エクストラスキル：不浄の理８

			　　称号：大罪人、ダンジョンマスター、復讐者

			　　装備：恨みのローブ

			


			『……やばい。フラン！　絶対に気を抜くな！』

			「ん！」

			　甘かった！　これほどの強さだったとは！　奴が本気になったら瞬殺もあり得る。

			　だが、スキルが明らかになったおかげで、こっちの攻撃を透過させていたスキルが分かった！　いや、正確にはジャンが看破した。

			（師匠君、分かったぞ。時空魔術だ。時空魔術のディメンション・シフトという術だ）

			　ディメンション・シフトはその場で短時間、異空間に転移して敵の攻撃を躱す術らしい。消費が大き過ぎるため連続使用はできないはずなのだが……。リッチの魔力と詠唱破棄スキルがあれば、いくらでも使用可能だろう。

			「オーバーロード・アンデッド・サモニング！」

			　リッチが配下を召喚する。今までの様な様子見のアンデッドではない。いや、今までだって十分強かったが、現れたのは強力な魔道具で身を包んだ、一〇体のレジェンダリースケルトンたちだった。あれだけ苦戦した、骸骨騎士と同等の怪物たちだ。さすがに潜在能力解放は持っていないが、剣聖術や槍聖術を持っており、防御力も高い。

			「嬲り殺せ！」

			　リッチの命令で一斉に襲いかかってくる骸骨たち。今までよりも数は少ないが、個々の技量は段違いに高い上、連係もできている。

			「ハイ・アンデッド・サモニング」

			　さらに、間髪容いれずリッチが呼び出したのは、無数の蟲型アンデッドだった。骸骨と戦うフランに、無数の蟲が集ってくる。

			　ギチギチと言う甲高い音を立てながら群がってくる蟲たちは、人によってはトラウマものの悍ましさだろう。

			『くそっ！　こっちくんな！』

			　風魔術で吹き飛ばしても、全然減る様子もない。

			　少しずつフランの動きが阻害され始める。

			「くっ！」

			　一匹一匹の攻撃力はほとんどなくとも、鋭い牙で全身を噛まれれば、痛みによって集中力を乱される。

			「ヘル・ブラスト！」

			「ヴェノム・バレット！」

			「グラビティ・プレッシャー！」

			　しかも、リッチが詠唱破棄で高位呪文を連発し始めた！

			「ぐぅ！」

			　躱しきれん！　俺は魔力障壁にありったけの魔力を込めて受けるが、ダメージを防ぎきれない。

			　さらに連続で魔術が襲いかかってくるのが見えた。

			『フラン、躱すんだ！』

			「ん」

			「カカカカ！」

			　呪文を躱すように指示するんだが、アンデッドたちに阻まれて逃げることもできない。あっと言う間にフランの生命が半減してしまった！　ヒールが間に合わない！

			「──ハイ・アンデッド・サモニング！」

			　追い込まれたフランを助けるため、ジャンが配下を召喚した。

			「出でよ、ステファン！」

			　おお！　敵のレジェンダリースケルトンたちにも劣らない、強い魔力！　鑑定遮断を持っているのか鑑定はできないが、魔力の強さは確実に脅威度Ｂだ。

			　骸骨たちもそちらを警戒してか、動きが鈍った。

			　ただステファンの外見はあまり強そうじゃないな。

			　何せ人間の子供みたいな姿だ。目が真っ黒で眼球がないことと、ジャンが死霊召喚で呼び出したのでなければ、アンデッドだと分からないかもしれない。

			「その個体は……！　吾輩も知りたいものだな。どのような手妻を使った？」

			　リッチも怒りとは違った、驚きの混じった声を上げる。驚き過ぎて攻撃の手が止まったほどだ。

			「我も伊達に死霊術を使う訳ではないということだ」

			「くかかか、まさか我が配下の死霊喰らいを奪うとはな！」

			　なんと、ジャンが召喚したのは件の死霊喰らいだったらしい。え？　すでに所有済み？　リッチだけじゃなく、俺たちまで驚きだよ。

			　しかもこの死霊喰らいはリッチの配下だったらしい。なのに今ではジャンに従っている。

			　アンデッドを支配するには、死霊魔術や死霊支配スキルを使えばいい。だが相手は強大な魔力を持ち、遥か格上のリッチに支配されている死霊喰らいだ。いくら優秀とは言え、ジャンが支配できる様な相手ではないと思うが……。

			「これでも、死霊術師の端くれなのでね。死霊喰らい対策は色々と準備していたのだよ」

			　ジャンが簡単に教えてくれる。リッチもその内容に興味があるのか、攻撃はしてこなかった。

			　ステファンと言うのは元々、対死霊喰らい用に用意していたレイスの名前らしい。ステファンが持っていたスキルは、死霊耐性、吸収耐性、侵食融合の三つだけ。その戦法は至極シンプルだった。

			　まずはわざと死霊喰らいに食べられる。普通は、そこで死霊喰らいに吸収同化されてしまう訳だが、ステファンは死霊耐性、吸収耐性を持っていた。この二つのスキルで吸収されることを防ぐのだ。そして、侵食スキルで逆に相手を侵食して支配する。

			　まあ、以前このダンジョンに来た時はあっさりとステファンが死霊喰らいに食べられ、しかも死霊喰らいがステファンに侵食される様子もなく、ジャンも計画が失敗したと思っていたらしい。

			　しかしステファンは負けた訳ではなく、数年かけてゆっくりと死霊喰らいを侵食し、支配に成功したのだ。

			　そして再びダンジョンに訪れたジャンに、念話でコンタクトを取ってきたという訳だった。

			「くかか！　面白い！　良かろう。貴様は殺した後に、配下として使ってやる！　その発想力、吾輩の悲願達成に生かすがいい！」

			「断るのだよ」

			「貴様に拒否権などないわ！」

			　ジャンが会話で時間を稼いでいる間、俺たちは死霊喰らいと連係して、スケルトンたちを半減させていた。

			　死霊喰らいの強さが凄まじい。いや、対死霊戦の場合は無敵なんじゃないか？　ちょっと触れたら、それだけで死霊の魔力がごっそり削られ、死霊喰らいの魔力が跳ね上がるのだ。相手も迂闊に攻撃できない。

			　注意がジャンに向いているせいでリッチの動きも止まっている。スケルトンの圧力も半減した。

			　俺は僅かに生まれた余裕の中でリッチを鑑定で観察しつつ、倒す方法を考えていた。

			　そして、一つの作戦を思い付く。この方法なら確実にリッチに一泡吹かせられる。倒せるかは分からないが、確実に痛手は与えられるだろう。

			『ジャン、俺が奴の時空魔術を封じる。杖は使えるか？　もし、杖を使うのが危険なようなら──』

			（問題ない）

			『じゃあ、起動してくれ。こっちが合わせる』

			（わかった）

			　俺はリッチの動きに集中する。そしてジャンが、再び杖を頭上に掲げた。

			「冥王の祝福、起動」

			「ほう。またその杖か。吾輩には効かぬぞ？　それとも、スケルトンどもを倒すか？　構わん。それで貴様の命が尽きるのであれば、状態の良い死体が手に入るしなぁ！」

			「怨嗟と恩讐に囚われし、救われぬ魂に──」

			　リッチは余裕の表情だ。時空魔術のディメンション・シフトで避けることができるからだろう。

			　しかも冥王の祝福は起動に時間がかかるアイテムだ。リッチにしてみれば術を使うタイミングが取りやすいのだろう。自分が冥王の祝福に浄化されるなどとは、露程も思っていない雰囲気だった。

			　だが、今回は間違いだ。

			『スキルテイカー！』

			　俺はリッチに向かってスキルテイカーを発動させた。

			　時空魔術はエクストラスキルではない。奪えるはずなんだが──。

			〈スキルテイカーにより、時空魔術７を奪取しました〉

			　成功だ！　奴の時空魔術７を奪ってやった！

			「──安らかなる眠りを。冥王よ、祝福あれ」

			「無駄無駄……！」

			　馬鹿め！　無駄はそっちだ！

			「なにぃ！　何故だ！」

			　リッチの奴、時空魔術が発動しなくて慌ててやがる。

			　そして、そんな無様な姿をさらすリッチを、冥王の祝福から発せられた光が包みこんだ。

			「ぎゃぁぁぁぁ！」

			　リッチがたまらず悲鳴を上げた。効いてるぞ！

			「馬鹿な！　吾輩が、こんな所で！」

			　光の向こうから、リッチの断末魔だけが聞こえてくる。

			　明らかに魔力は減っているんだが、まだ消滅しないのか？

			「ぐあああああ、浄化されるぅ！　我が怨念がっ！　消える！　ぬぁぁぁぁぁぁああああああ──！」

			　さすがリッチ。最高位の昇天魔術に耐えている。それだけ怨念が強く、昇天させるのに時間がかかっているのだろう。

			　もしかして、浄化しきれないなんてことないよな？

			　だが、俺の不安は的中してしまった。

			　光が消えた時、そこには未だに健在なリッチの姿があったのだ。

			　その体から立ち上る黒い瘴気は弱まり、明らかに消耗していることは理解できる。だが、消滅には程遠いだろう。

			『野郎、耐えやがった！』

			　だが、リッチの様子が変だ。

			「ああああああああああああ──」

			　大量の魔力が、リッチに流れ込んでいた。どこからともなく湧き上がってくる魔力が、リッチに向かって滝の様に押し寄せる。

			　ダンジョンマスターとしての能力か？

			「なんか、変？」

			「周囲から怨念を吸収しています」

			「どういうこと？」

			　フランの疑問に答えたのはジャンではなかった。ジャンは息も絶え絶えで、地面に倒れ伏している。フランがスタミナポーションで回復してやっているが、危険な状態だろう。

			　代わりに答えたのは、死霊喰らいのステファンだ。言葉も流暢で、マジで人間みたいだな。

			「奴の持つスキルの効果です。不浄の理は、他のアンデッドから怨念を吸い上げ、自らの力に変えるスキル。それで、怨念炉から解放された怨念の残ざん滓しをかき集めているんです。私には抵抗があるのでほとんど効果がありませんが」

			　怨念炉と言うのが、ステファンが破壊したダンジョンの施設らしい。その名の通りアンデッドが放つ怨念を動力とし、魔力を生み出す装置だ。このダンジョンのアンデッドたちから怨念を集めた結果、凄まじい魔力が蓄えられていたらしい。それも、破壊されて散り散りとなってしまったが、蓄えられていた怨念は消えることもなく、このダンジョンに漂っていたのだ。

			　リッチは不浄の理と言うスキルで、その怨念を吸収し続けていた。怨念を浄化し昇天させる、冥王の祝福に対抗するために。

			　リッチにはユニークスキル怨念吸収という、怨念を自らの力に変えられるスキルがあり、吸収すればするほど力が高まっていくのが感じられた。

			「ぐがががががががががあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ────」

			　ただ、とてもではないが回復している様子ではない。

			　むしろ激痛に苦しみもがいているかのような、甲高い悲鳴を上げている。

			『ちょっと、様子が変じゃないか？』

			「一度に大量の怨念を吸収し過ぎたのでしょう。何万もの怨念が集合して、とてもではないですがまともな意思などない状態です。おそらくリッチ自身の思考は残っていないものと……」

			　それって、不味くないか？　暴走状態ってことだろ？

			『もう一回、冥王の祝福だ！』

			「無理です。主の命が持ちません」

			『お前は使えないのか？』

			「ネームドアイテムは、認められたものしか使えないのです。主以外には……」

			　ジャン専用のアイテムってことか！　くそ、魔術を撃ち込んでみるが、黒い瘴気のようなオーラに弾かれ、全く効果がない。

			「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ────」

			　リッチの上げる獣の様な咆哮が響き渡る。

			　やばい！　リッチの体から怨念が溢れ出した。黒いオーラが、凄まじい勢いで周囲を飲み込みながら膨れ上がっていく。

			　危機感知を使うまでもなく、あれが危険なものだと分かる。

			「実体化するほど濃密な怨念です。生者が呑み込まれれば、あっと言う間に命を失うでしょう」

			　言われなくても分かってるよ！　転移の羽は──だめだ！　奪ったばかりの時空魔術７は……これもだめだ！　リッチの奴は封印無効スキルを持っていたから、時空魔術が封印された部屋でも問題なかったんだろう。

			　どうやっても発動しない。

			「ごがががががががあああああああああああああああああああああああああ──」

			　何かが決壊したかのように、リッチから漏れ出す怨念の量が一気に増加し、まるで津波の様に俺たちに襲いかかってくる。

			　倒れたままだったジャンは、ステファンが抱きかかえていた。

			「主は私がなんとかします！　ただ、あなた方までは……」

			『なんとかならないか！』

			「すいませ──」

			　俺たちより少しだけ前にいたジャンたちが怨念の奔流に飲み込まれた！

			『フラン、魔力障壁を全開にしろ！　それで、浄化魔術で結界を張れ！』

			「ん！」

			『ウルシは影へ！』

			「オン！」

			『形状変化！』

			　俺は自らの形状を大盾状に変化させた。厚みは薄くなるが、今はフランを覆い隠せることが大事だった。そして、魔力障壁を全開にする。俺とフランの二重の障壁で怨念を防ぐ！　勿論、魔法使いスキルでオーバーブースト済みだ。

			『ぐううううう』

			　障壁が軋む。やばい、このままじゃ障壁が破られる！　俺自身の耐久値も、かなりの勢いで減り始めたぞ！　大盾の表面が研磨されるかのようにガリガリと削られていく。

			「し、しょう」

			『フラン！』

			　怨念の勢いが強過ぎる！　フランの障壁にも凄まじい圧力がかかり、それを維持するフランにも異常な負担がかかっていた。

			　このままでは遅かれ早かれ障壁は破壊され、怨念に飲み込まれるだろう。

			　何かないか？　現状を打開できるスキルは？　自己進化ポイントもまだ残っている。物理障壁？　浄化魔術？

			　いや、一つ使っていないスキルがあった！

			　これに賭けるしかない！

			『うおおおぉぉぉ！　潜在能力解放ぉぉぉ！』

			　骸骨騎士から吸収したエクストラスキル、潜在能力解放だった。

			　その瞬間、俺の刀身が光り輝き、中から膨大な魔力が溢れ出す。

			　自分でも、自らの力が劇的に増したのが理解できた。

			　これなら──。

			　いや、やばい！　耐久値が減る速度が倍加した！　このままじゃ、あと三分もせずに俺は破壊されてしまうだろう。その前に怨念の波が治まってくれるかも分からない。

			　どうする？　このまま防御に集中するか？　それとも魔力障壁や浄化魔術に自己進化ポイントを振って対抗してみるか？

			〈現在の状況は危険と判断。対応が必要です〉

			　え？　誰？

			〈私は、個体名称■■■・■■■■──製作者による削除を確認。個体名称の情報がありません〉

			　いや、そう言うことじゃなくてさ。って言うか、その声、アナウンスさん？

			〈是、個体名・師匠がアナウンスさんと呼ぶ存在は、私の能力域の一部となります。現在、潜在能力解放スキルの影響により、一時的に凍結状態の権限が復活しています〉

			　色々聞きたいが、今はそんな余裕ないんだ！　この状況をなんとかしないと！

			〈一三九秒後、個体名・師匠は破壊されます。その前に敵性思念波の噴出が止まる可能性、一三パーセント。個体名・フランの生命停止確率、九一パーセント〉 

			　まじか！　魔力障壁か浄化魔術にポイント振ってフランを守らないと！　どっちにするか？　くそ、どうする？　ア、アナウンスさんはどっちがいいと思う？

			〈両案とも破棄を提案します〉

			　どっちもダメってことか？

			〈是、個体名・フランの生命停止確率は、両案ともに八〇パーセント以上〉

			　なあ、もしかして、もっといい方法があるのか？

			〈是、対応を開始しますか？〉

			　頼む！　フランだけでも守ってくれ！

			〈了、一時的に、能力使用権限を移譲して下さい〉

			　わ、分かった！　移譲する！　何でもやってくれ！

			〈権限の一時移譲を確認。対応を開始します〉

			　俺なんかの浅知恵よりも、アナウンスさんの方が色々と分かってそうだし。ここは任せる！　と言うか、任せた方がいいと、何故か自然とそう思えた。

			〈時空魔術、クイック・ゾーンを発動〉

			　体感時間を速くする術だ。周辺の動きがゆっくり見えるようになった。なるほど、これで僅かだが考える時間が取れるな。さすがアナウンスさん。ゲットしたばかりの魔術を使いこなすとは。

			〈最優先保護対象、フランの保護を開始します。自己進化ポイントを５ポイント使用。形状変化が形態変形に進化〉

			　うおい！　いきなり自己進化ポイントをお使いに？　いや、何でもやっていいと言ったけどさ！　25あったポイントが20に減ったよ。

			　アナウンスさんによって操られる俺の体が、一気に形状を変えた。現在の大盾モードは維持したまま、膨れ上がった一部がフランの体に巻き付き始める。形状変化と違って、形態変形は質量まで変えられるみたいだ。

			　完全に鎧だな。面で覆うのではなく、細いフレームで黒猫シリーズの隙間を埋める様な形状だ。鎧そのものの防御力ではなく、魔力障壁を全身隙間なく展開できることを目的にしている様だ。かなりの強度が期待できるだろう。

			〈鎧化の維持と、魔力障壁の展開の負荷により演算能力の低下がみられます。自己進化ポイントを５ポイント使用。分割思考が並列思考に進化。演算能力を補います〉

			　もうどうにでもなれ！

			〈──自己進化ポイント不足〉

			　これだけ盛大にポイント使っておいて、そりゃないだろ！

			〈自己進化ポイントを６使用。鑑定７を鑑定10へ成長。新スキル「天眼」の取得条件を満たしていません。新スキルの取得を一時中断──〉

			　鑑定はレベル10で新スキルを取得できるタイプのスキルだったみたいだな。何か、条件を満たしてないみたいだけど。でも、何でこの状況で鑑定をレベルアップ？

			〈──神域へとアクセスを試みます──成功。ライブラリーを参照〉

			　神域？　何だそれ。神様の住んでる場所ってことか？　それにライブラリーって……図書館？　分からんな。あとで説明してもらおう。今は邪魔しない方がいいだろうし。

			〈アクセス能力の消失と引き換えに、天眼の情報を入手。天眼スキルを構築──失敗。自己進化ポイントを消費して天眼を構成──自己進化ポイントが不足しています〉

			　何か色々試してくれてるな。がんばれアナウンスさん。助かるなら何してくれても構わないから！

			〈所持スキルを走査──スキルの統廃合を行い、リソースの確保と自己進化ポイントの獲得を試みます〉

			　スキルの統廃合？

			〈成功しました。スキルの効率化と統合を行います。曲剣術１、剣聖術５、剣術10、双剣術２、大剣術１、短剣術１、刀術１を統合して剣王術・地７を取得。拳闘術３、蹴脚術１、体術３を統合して拳王術・地１を取得。足裏感覚１、危機察知１、警戒４、気配察知５、採取２、狩猟１を統合して全方位察知３を取得。振動感知１、熱源探知１、電磁感知１、魔力感知３、罠感知５────────〉

			　長い長い長い！　長過ぎる。

			〈情報通知を一部省略します。不要スキルを廃棄、自己進化ポイントを10ポイント取得〉

			　うんうん、それでいいです。何がどうなったのかはあとで確認するから！

			〈自己進化ポイントを10使用。天眼を取得しました。天眼発動。レジェンダリースケルトンの場所を把握成功。形態変形発動〉

			　長々と何かしてると思ったが、このスキルのおかげで怨念の津波を見通して周辺の状況が理解できるようになったのか。

			　アナウンスさんによって操られた俺の体から、何かが飛び出た。糸？　どうやら、鋼糸の様に変化させた刀身の一部を、未だに健在なスケルトンに向かって飛ばしたらしい。

			　怨念の嵐の中、グングン伸びていく鋼糸。魔力障壁で覆っているおかげで、細い糸でも千切れないみたいだ。

			　そして鋼糸がスケルトンたちの魔石を正確に貫いた。これは潜在能力解放で攻撃力が上がっているおかげだろう。もしかしたらスキルの統合と言う奴も関係しているかもしれない。

			　しかも鋼糸は俺の刀身の延長だ。なんと一気に五体の魔石を吸収できてしまった。

			　アナウンスさん凄過ぎ！

			〈魔石値が５５２１に達しました。ランクアップ開始。自己進化ポイントを55取得。残り自己進化ポイント64。自己進化ポイントを18使用。分体創造１をレベル10へ成長。新スキル「高速思考」を取得〉

			　分体創造をレベルアップさせたな。これも、レベル10で得られる高速思考が目的か？

			〈自己進化ポイントを10使用。分体創造10をスペリオル化します。進化に介入──成功。複数分体創造ＳＰを取得〉

			　分体創造10の能力を確認する前にスペリオル化した！　いや、必要ならいいんだけどさ。どんな能力だったのか気になるわー。

			〈複数分体創造ＳＰを使用します〉

			　そして人間姿の俺が五人も生み出された。アナウンスさんの使い方が上手なのか、小ざっぱりとしたこちらの世界風の服を着ている。こいつらを盾にするのかと思ったら、むしろ後ろに庇って守ったぞ？

			〈並列思考、高速思考により高速演算を開始──成功。自己進化ポイントを８使用。火炎魔術１を火炎魔術５に成長〉

			　火炎魔術をレベルアップさせたな。これは最高レベルの10じゃないけど、レベル５で取得できる魔術が必要だってことか？

			〈──火炎魔術、インフェルノ・バーストを使用。魔力運用を異常化させ、威力の向上を試みます〉

			　俺と、五人の分体が同時に呪文を唱え始め、同時に魔術を放った。

			　金色の炎の帯が絡み合い、一点に集中する。元々、範囲が狭い代わりに威力が高めの術みたいだが、今はアナウンスさんの計算により、威力が高まる様に計算されている。一点に集中した火炎呪文により凄まじい爆発が起こり──怨念が一瞬だけ吹き散らされていた。

			　暴走中のリッチの姿が見える！　だが、噴出し続けている怨念により、せっかく生み出された空白地帯もすぐに覆われてしまうだろう。

			　早く攻撃しないと！　ほら！　今なら倒せるかも！

			〈否、リッチを撃破した場合、怨念の制御が完全に外れ、大爆発が起きる確率八九パーセント〉

			　え、まじ？　じゃあ、やめよう。

			〈自己進化ポイントを使用。スキルテイカー10をスペリオル化します。スキルテイカーＳＰを取得。これにより、再使用条件がリセットされました。スキルテイカーの再使用が可能となります。スキルテイカーＳＰを使用──成功。封印無効を取得〉

			　なんとそんな裏技が？　スキルテイカーＳＰって、もしかしてエクストラスキルも奪えるようになったのか？

			〈時空魔術、ディメンション・ジャンプを使用します〉

			　そうか！　封印無効を得たおかげで、転移封印空間の中でも転移が可能になったのか！

			　アナウンスさんの詠唱が俺の頭の中に響く。

			　やばい、また怨念に飲まれるぞ！

			　俺が迫りくる怨念の波にせめてもの抵抗として念動を放とうとした次の瞬間、俺たちの姿は広間から消えていた。

			　ビュオオォォォ──。

			『こ、ここは……浮遊島の外か？』

			　転移した俺たちを、強烈な風圧が襲う。

			　俺たちは今、雲より高い場所から自由落下の最中だった。

			　無事に脱出できたみたいだな。

			　フランの状態は？　未だに俺の刀身が巻き付いたままのフランの状態を確認する。

			　良かった、気を失っているだけで特におかしいところはない。生命力は半減してるけど、そんなものだ。血色も悪くないし、目立った外傷もない。とりあえずヒールと浄化の術をかけておいた。

			　意識は戻らないが、危機は脱したと思う。

			『ウルシ？』

			「オン」

			　ウルシも無事だ。フランの影に入っていた。それにしても新たに取得した天眼のおかげか？　影の中にいるウルシまでバッチリ見ることができるし鑑定もできる。

			　こっちも生命が大分減っているが、大きな異常はないみたいだな。

			　ウルシにもヒールをかけておく。

			〈個体名・師匠の耐久値限界まで残り三五秒〉

			　おお、アナウンスさん！　おかげで助かったぜ！

			〈潜在解放を遮断します。同時に、仮称・アナウンスさんの能力域が再度剥奪されます〉

			　あ、潜在能力解放を切った途端、アナウンスさんの声が微妙に遠くなったな。ラジオを聞いていて、間違えてボリュームを一気に下げてしまった時みたいな感じだ。

			　と言うか、どういうことだ？　アナウンスさんがいつも通りに戻るってこと？

			〈是、権限の剥奪により、仮称・アナウンスさんの能力が平常に戻ります。今後使用可能な能力は、言語翻訳、情報通知のみです〉

			　色々、聞きたいことや知りたいことがあるんだけど！　また潜在能力解放を使えば、この状態になるのか？

			〈否、限界を超えた能力行使により、能力域の一部に破損が見られます。今後、潜在能力解放における、仮称・アナウンスさんの権限復活の可能性、二パーセント〉 

			　え？　この状態のアナウンスさんはもう現れないのか？

			〈是、破損した能力領域の復活の可能性、〇パーセント。活動限界まで残り一五秒〉

			　ち、ちょっと待った！　色々聞きたいことが！

			〈個体名・師匠に感謝を。神に存在を許されず、製作者によって存在を抹消され、器としてのみ存在を許された私が、最後に仮かり初そめとは言え主のために力を行使することができました。あなたたちの道行きに、知恵の神の加護があらんことを──〉

			　アナウンスさん！　アナウンスさん？

			〈──〉

			　アナウンスさん？　もしもーし？

			　だめだ、何も答えてくれない。

			『無理だぜ？　もういねーよ』

			『そっか……聞きたいことがいっぱいあったのに』

			『あれは既に消えた存在の残滓。それが潜在能力解放で奇跡的に表に出て来ただけだ。限界以上に力を行使した代償に、その残滓すら消えちまった』

			『じゃあ、本当にもう会えないのか？　また潜在能力を使っても？』

			『無理だ』

			『じゃあ、困った時のアナえもん頼みは、無理ってことか』

			『そう言うこったな。そもそも、自分の魔石値を見てみろよ』

			『そっか──え？　誰？』

			　いや、普通に話しちゃったよ。誰だ？　念話？

			『その声、聞いたことがあるかも？』

			　そうだ。転生した日。もっと言えば、転生した直後に、念話で話しかけてきた謎の男の声だった。

			『なあ、あんた誰なんだ？』

			『うーん、俺の正体を明かすのは本当はもうちょっと後にするつもりだったんだが……。実際、あと一ヶ月もしないで、会える予定だったんだぜ？　まあ、精神体だけど』

			『えー、勿体ぶらずに教えてくれよー。今教えてくれればいいじゃん』

			『何か、お前軽いな……』

			『いや、何か他人って感じがしなくてさ～』

			　そうなのだ。この男性の声、何故か親近感を覚える。それこそ友人や家族のように。そのせいで気安く話せてしまうのだ。

			『まあ、いい。教えてやろう、俺の名前は──』

			「師匠さん！」

			　え？　ああ、ステファンだった。気を失ったジャンをお姫様抱っこしながら落下中である。浮遊スキルを持っているのか、その落下速度はゆっくりだ。それにしても、無事で良かった。

			　ただ、タイミングがさ……。

			『おーい、まだいる？』

			『──』

			　はい、消えてしまわれましたー。また正体は分からずじまいか。

			　一体誰なんだ？　俺の中に俺以外の誰かがいるってことか？　多重人格？　俺以外の魂？

			　まあ、この剣の中に俺以外の魂が入っていたとしても、おかしくはないかもしれんけど。実際、誰にどうやって、どんな目的で作られたのかも分からないんだからな。

			　アナウンスさんや、今の男は事情を知ってそうだったんだが……。

			　そう、アナウンスさんだ。彼女も一体何なんだ？　こっちは、魂と言うか、凄い機械っぽかった。ＳＦ小説に登場する、アンドロイドとか、サポートＡＩとか、そんなイメージだ。途中で気になることも言ってたな。名前を製作者によって削除されたとか、神様に存在を許されなかったとか。

			　ああ色々と気になる！　でも、分からん！　だからもう考えん！

			　いや、考えて分かることじゃないしさ。だったら気にしない方が精神衛生上いいと思うんだよね。敵じゃなさそうだし。また会えるとか言ってたから、その時に聞くさ。

			「ご無事でしたか？」

			　ステファンが真横に近づいてきた。ジャンに問題はなさそうだな。とりあえず、考えるのは後にしよう。しかし、子供にお姫様抱っこされる大人の図って、ちょっとシュールだ。

			『なんとかな』

			「フランさんは大丈夫ですか？」

			『ああ、気を失っているだけだ──』

			　ドオオオオォォォォォォ！

			『うわ！』

			　耳をつんざく様な凄まじい轟音に、慌てて頭上を見上げる。

			　先程までいた浮遊島が、真っ二つに割れていく光景があった。岩盤の隙間から、黒い光が漏れ出る。あの階層だけではなく、ダンジョン内にまで怨念が溢れ出したんだろう。

			　あのままダンジョンにいたら、完璧にお陀仏だったな。たとえリッチを倒せたとしても、逃げ場がなくなっていただろうし。脱出を選んだアナウンスさんに感謝だ。

			　ゴゴゴゴォォォォ──！

			　崩壊するダンジョンからデカイ岩が降ってきた！　浮遊島の本体である岩盤が爆発によって砕け、崩落していく。その光景はやはりラピュ○の最後を思い出すな。バルスの直後だ。

			「あの怨念の暴発により、ダンジョンコアその物が破壊されたのでしょう。間もなく、ダンジョンが消滅します」

			『消滅？　消えるってことか？　じゃあ、浮遊島が落下して被害が出ることはないか？』

			「いえ、ダンジョンその物は消えますが、あの岩塊は消えないと思います。ダンジョンとして生み出された物ではなく、元々存在していたものですから」

			　それってまずくないか？　あんなデカイ岩が落ちたら、下にどんな被害が出るか……。下に村でもあったら大惨事だぞ。

			『ウルシ、頼む』

			「オオォン！」

			　影から出たウルシの背に、フランをゆっくりと寝かせる。天然の毛皮だし、気持ちよさげだな。サイズも元の大きさに戻り、完全にベッド状態だった。空中跳躍を持ったウルシに任せておけば、フランは大丈夫だろう。

			　俺は雲の下まで降下した。そして眼下を見渡す。良かった、村や町はない。どうも山の裾野みたいだった。この山を越えたらレイドス王国になるはずだ。

			　とは言え、このまま山とか森とかに浮遊島が落下したら大災害だな。いや、待てよ。結構ヤバいかも。よく見たら下に川が流れている。これって下流はそこそこ大きな川なんじゃないか？　もし岩塊が流れを遮るようなことになったら……。

			　どうしようか。

			　現在、特に巨大な岩塊は二つ。一つは山の中腹にある森林に落下しそうだが、片方は山肌を流れる川に直撃コースだ。

			『うーん、川は守らないとまずいよな』

			　とは言え、あんな巨大な岩の塊、さすがに念動じゃ受け止められない。壊したとしても、質量が減る訳じゃないしな。下手したら被害の範囲が広がりかねなかった。

			『いや、待てよ。破壊してから──あーしてこーして……よし、行けるんじゃないか？』

			　良い手を思い付いた。上手く行けば被害をゼロに抑えられるかもしれない。

			『行くぞ！　──インフェルノ・バースト！』

			　俺は岩塊に突進し、魔術を放った。覚えたばかりのインフェルノ・バーストでいくつかの深い穴を開け、土魔術でより穴を広げる。さらに、風魔術で岩の内部に圧力を加えれば──巨大な岩塊が四分割された。

			『おりゃおりゃ！』

			　さらに魔術を使い、二〇程の中くらいサイズの岩塊を作り上げる。

			　まあ、一番小さいのでも直径二〇メートルくらいはあるけど。

			『よし、このサイズならいける』

			　次に俺が発動したのは、次元収納だ。次々と砕いた岩を収納していく。

			『収納収納っと』

			　ふっふっふ、まだまだ入るぜ！　時空魔術を習得したおかげか、俺は自分の次元収納の大きさが把握できるようになっていた。この岩塊を全部収納しても、まだ体育館一つ分は空きが残るだろう。

			　困るのは岩塊の処分だが……。まあ、どうにかなるだろ。

			　このあと海に行くんだし、そこで捨ててしまってもいいのだ。

			『よし、これで川は大丈夫かな』

			　遠くではもう一方の巨岩が原野に落下し、轟音を響かせている。大量の土砂と砂塵が舞い上がり、小さな森が押しつぶされる。

			　うーん、川に落ちなくて本当に良かった。

			「オンオンオン！」

			「師匠さん、ご無事ですか？」

			　ウルシとステファンが下りて来たな。俺もとりあえず地面に降りよう。ようやく一息つけそうだな。

			『そっちこそ、落下物に当たらなかったか？』

			「平気ですよ……おや？」

			「オン？」

			『おい、ステファン、何か光ってるけど、大丈夫か？』

			　ステファンの体が薄青い光に包まれている。

			「どうやら、ここまでの様です」

			『え？　何でだ？』

			「私はダンジョンモンスターですから。ダンジョンと共に消える定めなのですよ」

			　そう言えば、ダンジョンコアが破壊されたりダンジョンマスターが倒されたりすると、ダンジョンの中のモンスターは消滅するっていう話だったな。でもステファンはダンジョンモンスターなのか？

			『いや、ジャンの配下なんだろ？』

			「そうであり、そうではないのです。この体が、ダンジョンマスターによって生み出されたことも確かですから」

			　ステファンの指先が透け始めた。その現象は全身に広がっていき、それに合わせてステファンの体から天に向かって光が立ち昇る。アンディがジャンのアセンションで昇天させられた時にそっくりな光景だ。消滅するのだろう。

			　なのに、何でそんなに笑ってるんだよ！　消えちゃうんだぞ！

			　人間と同じような思考を持っているのに、怖くないのかよ。

			「これを」

			『これは、日記か？』

			「はい、これを読めば、様々なことが分かるはずです」

			『誰の日記だ？』

			「読めばわかりますよ。ああ、これで、ようやく楽になれます……」

			『ステファン、おい！』

			「師匠さん、私のもう一人の主を、お願いしますね……。私たちを解き放ってくれて、ありがとうございました」

			　ステファンは愛おしげにジャンに軽く触れる。

			「おやすみなさい」

			　そして、そのまま静かに消えていった。

			　満足げな笑顔を残して。

			『ステファン、最期まで笑ってたな』

			「オン……」

			　怨霊にとって、昇天すると言うのは救いだ。だったら、ステファンにとっては最高の結果だったんだろう。主の役に立ち、その身を守って昇天した。俺たちが悲しむのは筋違いだろう。

			『さて、ここでこうしてても仕方ないし、ジャンたちを起こそう』

			「オン」

			　ウルシがジャンを起こすべく、その顔をベロベロと舐め始めた。

			　ジャンの顔がウルシの涎でベトベトだ。下手したら涎で溺れそうな量である。あまりやりすぎるなよ？

			　俺はその間に一つ気になっていたことを確認することにした。

			　謎の男の声が告げた、魔石値がどうこうという話だ。

			『……はぁ？　なんじゃこりゃー！』

			


			　　自己進化〈ランク11・魔石値２０６１／６６００・メモリ・１００・ポイント18〉

			


			『魔石値がめっちゃ減ってんですけど！　え？　まじ？』

			　ランクや能力は下がっていないけど、魔石値がごっそりと減ってしまった。何でだ？　もしかして、潜在能力解放の代償なのか？　使う人間によって代償が違うと書いてあったはずだ。俺の代償は魔石値って言うことなんだろう。

			　いや、命が助かった訳だし、文句ないけどさ。文句はないんだけどさ！　ああ、次のランクアップがいつになるのか……。

			「うぷ！　な、何なのだこのベトベトは！」

			　ジャンがウルシに起こされたらしい。最悪の寝覚めだろう。

			　さてフランも起こしてやるか。このまま放っておいたらフランも涎攻めにされちゃうからね。

			


			　ダンジョンから命からがら脱出した後、俺たちはジャンの研究所まで戻ってきていた。

			　ジャンは冥王の祝福を使った消耗が激しかったようだ。軽く話をしたあとは、床に臥せってしまった。

			　その後一晩寝たはずなのだが、まだ回復しきっていないらしい。起き上がるのも億劫そうだ。

			　俺はベルナルドにカレーのレシピを教えていたのだが、ジャンに呼ばれて寝室へとやってきていた。

			『体調は平気なのか？』

			「ふははは、多少なら問題なかろう。それよりも、聞かせてほしい」

			　昨日何があったのか知りたいと言うジャンに、ステファンの最期を話して聞かせる。

			「では、ステファンは逝ったのだな？」

			『ああ』

			　俺の話を聞いたジャンは、どこかホッとした様子で大きく頷いた。

			「そうか……。長年、あのような場所に置き去りにしたダメな主に、よく仕えてくれた……。感謝してもし足りぬ」

			『最期は満足げだったぜ？』

			「ならば良い。それが、アンデッドにとって最良のことであるからな」

			　ベッドに横たわるジャンと、しばし言葉を交わす。

			　依頼やアイテムの分配についても話し合った。その結果、魔剣・デスゲイズと、予定よりも多い五〇万ゴルドの報酬をもらうことになった。

			　実は宝箱などからいくつかのアイテムを入手したんだが、そのほとんどが俺たちには使い道のないアイテムだったのだ。それらを必要ないと言うと、代わりにゴルドを上乗せしてくれたと言う訳である。それに、デスゲイズの能力はかなり強かった。

			


			　　名称：魔剣・デスゲイズ

			　　攻撃力：８８０　保有魔力：６００　耐久値：４００

			　　魔力伝導率・B+

			　　スキル：即死（三パーセントの確率で斬った相手が即死）

			


			　素の攻撃力が俺を上回っている。

			　く、悔しくなんかないんだからね！　それ以外は勝ってるもんね！　だから本当に悔しくなんかないんだ！　そうしておいて下さい！

			「師匠君」

			『何だ？』

			「うむ、師匠君がステファンに託された日記なのだが、もう読んだかね？」

			『いや、まだだ』

			　俺が渡されたけどさ、最初に読むのはジャンがいいと思うんだよね。

			　だから、まだ読んでない。

			「そうか、では、少し借りても？」

			『むしろ、ジャンが持ってる方がいいだろ？　俺が読むのは、ジャンが読み終わってからでいいからさ』

			「ありがたい」

			『急がなくていいぜ？　数日はゆっくりさせてもらうつもりだから』

			「わかった」

			『おう』

			　そしてジャンは、俺から渡された日記を大事そうに手に取ると、ゆっくりと表紙を開くのだった。

			　さすがに今日中には読み切らないだろう。

			　あと数日、どうやって過ごすかな。そうだ、スキルの検証もしないといけないだろう。

			　俺はベルナルドに許可を取って、研究所の裏手にある空き地で新しく得たスキルの検証を行うことにした。

			　まずは、変化したステータスのまとめだ。魔石値の変化は……今は忘れよう。

			


			　　名称：師匠

			　　装備者：フラン

			　　種族：インテリジェンス・ウェポン

			　　攻撃力：５７２　保有魔力：３５５０／３５５０　耐久値：３３５０／３３５０

			　　魔力伝導率：A+

			　　自己進化〈ランク11・魔石値２０６１／６６００・メモリ・１００・ポイント18〉

			　　スキル：鑑定10、鑑定遮断、形態変形、高速自己修復、念動、念動上昇（小）、念話、攻撃力上昇（小）、時空魔術７、装備者ステータス上昇（中）、装備者回復上昇（小）、天眼、封印無効、保有魔力上昇（小）、メモリ増加（中）、魔獣知識、スキル共有、魔法使い

			　　ユニークスキル：虚言の理５

			　　スペリオルスキル：スキルテイカーＳＰ、複数分体創造ＳＰ

			


			　レベルが上がったフランたちのステータスも大分変化している。スキルは俺を装備してない状態である。

			


			　　名称：フラン 　年齢：12歳

			　　種族：獣人・黒猫族

			　　職業：魔導戦士

			　　状態：契約（剣の使い手）

			　　ステータス　レベル：33／45

			　　生命：４０６　魔力：３２７　腕力：２１５　敏捷：２０９

			　　スキル：隠密３、宮廷作法４、気配察知３、剣技４、剣術６、瞬発４、料理１、インセクトキラー、気力操作、ゴブリンキラー、精神安定、デーモンキラー、剥ぎ取り上手、不退転、方向感覚、夜目

			　　〈ＮＥＷ〉アンデッドキラー

			　　固有スキル：魔力収束

			　　特殊スキル：黒猫の加護

			　　称号：一騎当千、インセクトキラー、解体王、回復術師、ゴブリンキラー、殺戮者、スキルコレクター、ダンジョン攻略者、超大物喰い、デーモンキラー、火術師、風術師、料理王

			　　〈ＮＥＷ〉アンデッドキラー、スキルマニア

			　　装備：黒猫シリーズ（名称：黒猫の闘衣、黒猫の手袋、黒猫の軽靴、黒猫の天耳輪、黒猫の外套、黒猫の革帯）、力の腕輪＋１、身代りの腕輪

			


			　最終的にはレベルが８も上がったので、ステータスはかなり上昇した。フラン自身のスキルは一つしか増えてはいないが、剣術などがかなり上昇しているな。それにしても成長が速い。強敵との連戦によって、凄まじい速度で経験を積んでいるからだろう。

			　気になるのがやはり契約だよな。（剣の使い手）とある。

			　この剣って言うのは俺のことだと思うが、この変化はどういうことだろう。何か契約状態に変化が起きたのだろうか。俺もフランも何もしてないんだけどな。

			　契約が結ばれたのもよく分からない内にだったし、本当に謎だ。ジャンに聞いたところ、リッチとの戦いでも後半は青く光っていたとか。やはりどうやってその状態になったのか、分からない。

			　同時に同量の魔力を放ってみたり、精神を集中してみたり、フランと一緒に色々と試してみたんだけどね。

			「契約、発動！」

			　とか叫んでみたりもした。

			　だが、青い光が放たれることはなかった。

			　仕方ない。今後も気にして、変化を見守るしかないか。

			　あと、レベルも気になる。天眼を得たおかげか、確認できるフランの情報に少し変化があったのだ。33／45ってことは、45レベルが限界ってことなのか？　ということは、45レベルになれば進化するんだろう。そう遠くなさそうだぞ。これは朗報だな。当面の目標はレベル45を目指すことになるだろう。

			　次はウルシだ。元々レベル１だっただけあって、10もレベルがあがった。ステータスだけならもうフランを追い越してしまったな。

			　ただ、フランが８も上がったことを考えると、少し上がりが遅いようにも感じる。多分、レベルアップに必要な経験値がフランよりも多いんだろう。

			


			　　名称：ウルシ（ダークネスウルフ）

			　　種族：魔狼・魔獣

			　　ステータス　レベル11／50

			　　生命：６００　魔力：７３１　腕力：　敏捷：３６９

			　　スキル：暗黒耐性８、暗黒魔術２、鋭敏嗅覚10、隠密７、牙闘技５、牙闘術６、影潜み10、影渡り５、空中跳躍８、恐怖４、警戒６、気配遮断６、再生５、死毒魔術１、瞬発５、消音行動６、死霊魔術５、生命探知７、精神耐性６、毒魔術10、反響定位７、咆哮８、夜陰紛れ10、闇魔術10、暗視、王毒牙、自動生命回復、自動魔力回復、毒無効、身体変化、魔力操作

			　　ユニークスキル：捕食吸収

			　　称号：剣の眷属、神狼の眷属

			


			　あと、鑑定のレベルが上がったおかげで称号の内容もより詳しく見られるようになった。

			


			　　剣の眷属：特別な剣によって召喚された者に与えられ、眷属となった者に与えられる称号。

			　　効果：剣と繋がりができ、その装備者と意思の疎通にボーナス補正あり。

			


			　　神狼の眷属：神狼の力を宿した、その眷属となった者に与えられる称号。

			　　効果：他の狼に対して威圧効果。主である神狼と繋がりをもち、意思疎通にボーナス補正あり。

			


			　剣の眷属はまあいい、でも神狼の眷属が意味わからん。いや、俺の柄には狼の彫り物があるし、魔狼の平原に刺さってたし？　噂のフェンリルさんと俺には、何か繋がりがあるのかもしれん。

			　それが何かは全く想像できんが……。

			　やっぱり魔狼の平原に戻って調査したいな。今では脅威度Ｂの魔獣がうろついているらしいし、もう少し力を付けてからだけどさ。

			　次はスキルの検証だ。

			　特に役立ちそうだったのは、高速思考と並列思考だろう。

			　高速思考はその名の通り、思考の速度が速くなるスキルだ。戦闘中には役立つだろう。

			　並列思考は高速思考に輪をかけてぶっとんだスキルだった。分割思考の上位スキルなんだが、四、五個の思考を同時に行えるのだ。これを使いこなしたら、魔術の五種同時詠唱とかやれちゃうかもしれん。今は分割思考に毛が生えた程度だけどね。これからの鍛え方次第では恐ろしい威力を発揮してくれるはずだ。

			　ただ、フランが使いこなすのは相当難しそうだった。分割思考でさえ大変だったのに、より思考が複雑になる訳だしな。使った途端、頭痛で蹲っている。

			「あたま痛い」

			『生身で使うのは難しいか』

			　次に試してみたのが形態変形だ。アナウンスさんに色々なお手本を見せてもらったしな。

			　ただ、どうしても思った通りにならない。アナウンスさんが使いこなしてたみたいに、糸状にして飛ばしたり、鎧化させてみようと試したんだが、あの時の劣化にしかならないのだ。やはり常時変化させ続けたり、複雑な形にするには修練が必要みたいだった。今は大剣形態や、刀形態等、剣の延長が精々だな。

			　気を取り直して、次は時空魔術である。色々と試してみたが、さすがの能力だった。

			　すでに分かっているディメンション・シフト、クイック・ゾーン、ディメンション・ジャンプ以外にも、攻撃に使えるディメンション・ソード、防御用のスロウ・シールド等、強くて面白い呪文が揃っている。何よりも効果が視覚で分かり辛いのが良い。時空魔術の知識がない状態では、何が起きているのか判別すらできないだろう。

			　さらに問題なのが、アナウンスさんが行ったスキルの統合と廃止って奴だろう。正直、自分でも何が消えて、何が残っているのか把握しきれん。まずは分かりやすい統合から確認しよう。

			　統合により生み出されたのは武術スキル剣王術・地７、拳王術・地１の二つだ。

			


			　曲剣術１、剣聖術５、剣術10、双剣術２、大剣術１、短剣術１、刀術１を統合して剣王術・地７、拳闘術３、蹴脚術１、体術３を統合して拳王術・地１。

			


			　剣技と拳技スキルも統合されて、剣王技・地６、拳王技・地１というスキルにまとまっている。ジャンに尋ねてみたら、それぞれ剣王術や剣王技と言うスキルがあるらしい。

			　そちらは最上位のスキルであるようだが、俺の場合はアナウンスさんの力によって、その劣化版を身に着けたのではないかと言うことだった。

			　軽く検証してみた結果、剣王術・地７は、剣聖術５とほぼ同等の性能を持っていた。スキルのレベルが下がってしまったかと不安になったが、そうではなかった様で一安心だ。

			　他の統合スキルも検証してみた。

			


			　肉体操作法２。これは魔力を消費して肉体機能を上昇させるスキルだ。単純にステータスをブーストするだけではなく、柔軟性や再生能力も上昇させることができる。剛力や再生が統合された結果生まれたスキルだった。

			


			　全方位察知３。察知系スキルを統合した結果生まれたスキルなんだが、その名の通り全方位をカバーできる上、精度も非常に高いスキルだ。

			


			　全存在感知３。感知系スキルを統合したスキルなのだが、目に見えない存在や、熱や赤外線を感じることも可能なスキルである。

			


			　隠密隠蔽法３。これは隠密や、気配遮断を統合したスキルだった。気配だけではなく、魔力や体熱なども隠蔽でき、今までよりも使い勝手が非常に良くなっている。

			


			　王威３。これが一番検証が難しかった。どうやら、威圧１、威嚇２、指揮１、士気高揚１、覇気１、恐慌１、咆哮１、連係５辺りを統合したスキルらしい。敵には威圧感を与え、味方には安心感を与えるスキルだ。

			


			　状態異常耐性６、精神異常耐性４、魔術耐性４。これはそのまんまだな。個別に毒耐性や恐怖耐性、火炎耐性といったスキルだったものを、三つにまとめたのだ。残っている耐性スキルは暗黒無効、支配無効、物理攻撃耐性１、だけだ。これらは上記の三つに含まれないってことなんだろう。

			


			　操水４。周辺の水を操るスキルで、水弾発射や水流操作だけではなく、水泳や水中呼吸もここに統合されている様だ。

			


			　操風２。操水の風版。空気弾発射や空気圧縮に似た風を操る能力に加え、振動衝や超音波激などの、振動を操るスキルも統合されている。さらに、空中跳躍や天候予測もこのスキルの内らしい。

			


			　操毒２。毒中呼吸や毒吸収、毒生成スキルを一まとめにしたスキルだ。

			


			　操水、操風、操毒は、かなり汎用性が高く、工夫のし甲斐もあるんだが、制御が異常に難しかった。できることが多い代わりに、魔力の消費も大きいし。操毒なども、魔術を使った方が遥かに強力な毒を扱えるようである。なので、今まで個別のスキルで行っていた行為に関しても、今現在では少しやり辛くなっている。空中跳躍などが最たる例で、今までよりも消費が増えているのに、跳躍歩数が半減していた。これは早急に慣れないとまずいな。

			


			　キルマスター。オークキラーやゴブリンキラーが統合された結果らしい。どうやら、魔獣に対する攻撃力が上昇すると言う破格の能力なようだ。ただ、個別のキラー系スキルよりは、一種族に対するダメージは下がってしまうらしい。

			


			　全身強化。暗視や、消化強化などの強化系スキルに、ステータス上昇系のスキルを詰め込んだスキルだ。これを外した途端、フランのステータスが下がって驚いた。

			


			　統合スキルはこんな感じかね？　能力は上がったが、制御が難しくなったスキルが多い。また、今後得たスキルがどうなるのかも分からない。例えば剣術を入手したとして、新たに剣術を得るのか、それとも剣王術・地に統合されるのか。

			


			　そして消えてしまったスキルなんだが……。正直全ては分からない。だってアナウンスさんが不要と考えて消去したスキルは、俺だって不要だと思っていたスキルばかりなのだ。最も分かりやすいのは武術、武技スキルの数々だな。弓術や槍術などに、得たばかりの槍聖術、槍聖技もが軒並み消去されている。

			　まあ、俺は剣だし、使う予定もないからいいんだけどね。今後、使う場面があるかどうかは不明だったし。俺のコレクター心は大いに傷ついたけどね！　でも、あの場でスキルを自己進化ポイントに変換するには、これらも消さなくてはいけなかったのだと言うことは理解している。仕方のない犠牲だったのだ。そう思って自分を慰めておこう。

			　それ以外にも、産んだ卵の表面が周辺の色と同化する色になると言う卵殻擬態や、鱗の硬さが上昇する鱗強化といったフランには一生使い道のないスキルや、歌唱や絵画等のあの場では絶対に役立たなかったであろうスキルが消えていた。まあ、こちらは失っても惜しくないスキルばかりだったので、構わないのだが。そのおかげであの場を乗り切れた訳だしな。

			　もしかしたら、持っていたことさえ忘れていたスキルもあっただろう。それに関してはもう知る由もないのだが。

			　さて、残すはスペリオルスキルだけだな。

			


			　　スキルテイカーＳＰ：対象の持つ全てのスキルから一つを選択し、一〇〇パーセントの確率で奪う。スキルの再使用には対象スキルのレア度×スキルレベルの日数が必要となる。エクストラスキルはレア度二〇換算。射程は、一〇メートル。

			


			　エクストラスキルまで奪えるようになった！　これは夢が広がるぜ！　ただ、再使用までの日数が圧倒的に増えたな。レベルマックスのエクストラスキルを奪おうとしたら、再使用まで二〇〇日かかる計算だ。使いどころがより難しくなった。あと、同じ対象から何度でも奪えるようになったみたいだな。まあ、同じ奴に何度も使う機会なんてそうないと思うけど。

			　最後は複数分体創造ＳＰだ。

			


			　　複数分体創造ＳＰ：魔力を用いて、自らの分体を複数生み出すことが可能。稼働限界時間を短く設定すればするほど、分体のステータスは上昇する。また、分体を増やすごとに、能力が半減する。再使用には、稼働限界時間×二四×生み出した分体の数、の時間が必要。

			


			　複数の分体を生み出せるようになった代わりに、分体の能力が犠牲になったようだ。稼働時間を最短の五分にして一体だけを生み出しても、全ステータス二〇〇、最高スキルレベル３という、微妙な能力を持った分体しか生み出せなかった。冒険者で言えばランクＤくらいかな？　しかも、数を増やしたらこれが半減していくとか……。アナウンスさんが使った時は、潜在能力解放で分体の能力が大幅にアップしていたんだろう。

			　まあつまり、普段はあまり使えそうもないということだった。特に戦闘には使えそうもない。偵察とかには使えるかもしれないけどね。あとは囮とか、肉壁とか。フランの保護者を装ったりとかかな。

			　こんなものか？　結局、どのスキルも修練が必要。もしくは使いどころが重要ってことか。

			　一旦家に戻ってくると、ベルナルドが俺を呼びに来た。ジャンが呼んでいるらしい。

			　寝室に行くと、ベッドから体を起こしたジャンが待っていた。

			　その膝には、ステファンから託された日記が載せられている。

			「やあ、来たかね師匠君」

			『読み終わったのか？』

			「ああ、君も読むといい」

			　ジャンはどこか神妙な様子で、日記を俺に渡してくる。

			『ふーん、長いな』

			　分厚い日記帳が、ほぼ最後の方まで埋まっている。数年分はあるだろう。

			　俺は念動を使って表紙をめくってみた。

			　綺麗ではないが、力強い文字がページを埋めている。

			「ぜひ読んでみてくれ。いや、読んでほしい」

			　これは読み終えるのに相当時間が掛かりそうだな。

			　だが、ジャンの真面目な顔を見てしまったら、どんな内容か気になる。

			


			　四時間後。

			　俺は無心で日記を読み続け、一度も休まず読み切ってしまっていた。

			　決して面白いものではなかったが、書き手の想いが伝わってくる内容だった。

			　その想いに導かれる様に、俺は読み進めずにはいられなかったのだ。

			　そして、呆然としてしまう。この日記に書いてあったことが全部本当だとすると──。

			「読み終わったかね？」

			『ああ』

			「フラン君にも内容を聞かせてやって欲しい。頼む」

			『勿論だ』

			　この日記は、読むべきだ。そうするべきだ。

			


			◇

			


			　僕がこの体になり、そろそろ三年が過ぎようとしている。

			　今日から日記を書くことにした。特に理由がある訳じゃないけど、そう言うのもいいかと、ふと思ったんだ。毎日は無理だろうけど、週に一度は書くつもりだ。

			　もしかしたら誰かがこの日記を目にすることがあるかもしれない。その人のために僕のことを少し記しておこうと思う。

			


			　まずは僕がいる場所について。と言っても、正確な場所は分からないんだけど。でも、どんな場所なのかは分かっている。

			　ここは大空を彷徨さまよう浮遊島。そして、レイドス王国の秘密実験施設だった場所。僕はこの施設に囚われていた被験体の一人だった。

			　どんな実験をする場所だったのか正確には分からない。戦争に役立ちそうなことは何でもやってたみたいだ。

			　僕は死霊術に関する実験体だった。あまり詳しくは書かないけど、死にたいと思ったことは五回や十回じゃない。

			　研究者たちが僕らを見る目は、同じ人間を見る目じゃなかった。あれはモルモットを見る目だ。少なくともこの施設に人道的と言う言葉はなかった。

			　そしてあの日、色々な悲劇──いや、奇跡かな？　とにかく色々あって、僕は人間を止めたんだ。

			


			　その日、僕は殺されそうになっていた。これまでの実験で両足と右腕を失っていた僕は、廃棄が決定された。そして最後に大掛かりな実験のモルモットにされることになった。

			　生きた死霊術師──まあ、僕のことだ。この施設で覚えさせられたレベル１の術しか使えなかったけどね──に怨念を注入した上で、そのままアンデッド化したらどうなるかっていう実験だ。碌ろくでもないだろ？

			　どうなっても、僕は死ぬ。

			　鎖で縛りつけられ、床に描かれた巨大な魔法陣の中心に寝かされた。そこにあり得ない量の怨念を流し込まれる。結界と特殊な術式のせいで、僕は怨念を拒否することができない。受け入れてくれる肉体を見つけた怨念たちが、次から次へと僕に殺到した。

			　限界を超えて流れ込んでくる怨念を感じ取り、（ああ、死んだな）。そう思った。目の端では魔法陣が光り輝き、僕をアンデッド化する術式が発動しようとしている。

			　だが、その時だ。

			　神の慈悲なのか。いや、悪戯かな？

			　僕がいた部屋に、突如ダンジョンコアが出現したのだ。

			　何を書いてるんだって思うだろ？　僕もその時は訳が分からなかったよ。

			　世界中のありとあらゆる場所に、法則を無視して生み出されるというダンジョンのコア。

			　何故あの時、あの場所に現れたのか？　偶然だったのか？　混沌の神の悪戯か？　僕たちを哀れんだ神が、何かしてくれたのか？

			　分からない。

			　分かっているのは、僕がダンジョンコアに主と認められ、ダンジョンマスターとなったこと。そのおかげで能力が底上げされ、怨念の群れを全て受け入れることができたこと。そして生きたままアンデッド化する術式により、アンデッドとなったこと。

			　事前の計画では、僕はゾンビ・メイジと言う下級のアンデッドになるはずだった。それだって生前よりも大分強くなるんだけどね。

			　でも僕に流し込まれた膨大な怨念、ダンジョンマスターとなった事実、その二つがあるイレギュラーを引き起こす。

			　なんと、僕はリッチとなっていた。そう、あのリッチだ。最初はスケルトンになったのかと思ったけど。使える魔術やスキルが二〇以上増えていて驚いた。

			　リッチとして目覚めたのは、コアが出現してから三日後だ。その間の記憶はない。ただ、その時には浮遊島に生きた人間の姿はなく、アンデッドで溢れかえっていた。そしてリッチ化だ。しばらく呆然としてしまったね。

			　人によっては進化と言う人もいるかもしれない。死霊術師の究極の一つと言われていることだしね。

			　でも、僕はそうは思わない。

			　人を辞めてから、心が乾いてしょうがない。この渇きを癒やすためにアンデッド化して彷徨っていた研究者達を徹底的に破壊してやったが、全く渇きは収まらないんだ。憎悪が次から次へと溢れ出す。

			　苦しい。人間が憎くてしょうがない。全部メチャクチャにしてやりたい。どいつもこいつも殺してやりたい。

			　復讐。それが今の僕の存在理由だ。

			　でも、本当はそんなことしたくないんだ。リッチになってしまったとは言え、奇跡的に実験体の身分から解放されたんだ。このまま静かに暮らしたい。

			　ただ、僕の中の怨念がそれを許さない。殺せ、壊せ、世界に復讐しろと、僕を突き動かす。自分では止めることができない。

			　この日記を読む人がどんな人なのか分からない。敵か味方か、善人か悪人か。ただ、願わくはこの島のことを知らしめてほしい。そしてレイドス王国の悪行を、人々に伝えて僕らの無念を晴らしてほしい。お願いします。

			


			　三六一九年四月七日

			　今日から日記をつける。まあ、気まぐれに書き始めた日記だ。特に今日何かあった訳じゃないので、特筆することがない。

			　なので、今日やったことを軽く書いておく。

			　いつも通り、ダンジョンの拡張を行った。そして、アンデッドの作成も。研究者や、仲間だった実験体たちの死体はまだまだ残っている。しばらくは下位のアンデッドを生み出し、魔力の充填と、ＧＰの確保を行おうと思う。

			　それにしても、ＧＰがゴッデス・ポイントの略だとは知らなかったな。混沌の女神さまに捧げるものだからだと思うが。

			


			　三六一九年九月二九日

			　ＧＰが念願の一万を超えた。これで中位アンデッドを量産するための施設が手に入る。

			　あと、ダンジョンについて書き記そうと思ったが、書くことができない部分がある。ダンジョンコアに関することを書き記そうとしても、筆が動かなかった。

			　どうやら、不思議な力が働いているみたいだ。リッチの僕を縛るんだから、凄い強制力だな。神様の仕業なのかな？

			


			　三六一九年一一月四日

			　ＧＰを消費して、強めの配下を作ることにした。施設には色々残されていたが、中にはアンデッド召喚用の素材などもあったからだ。その中に、英雄の骨という素材があった。その名の通り、過去の英雄の骨らしい。本当かどうか分からないけどね。

			　だが、その強さは本物だったみたいだ。呼び出せたのは、レジェンダリースケルトン・ダークナイト。エクストラスキル『潜在能力解放』まで持ってる個体だった。

			　試しに、模擬戦をしてみたらかなり強い。これは良い配下が手に入った。

			


			　三六一九年一二月三一日

			　今日は今年最後の日。リッチになって迎える四回目の年越しだ。年越し祝いのパンとスープを用意した。食べられないけど、気分だけは味わえる。

			　うーん、アンデッドがお祝いってどうなんだろう……。

			　もう少しでＧＰが目標に到達する。死霊作成工房を手に入れれば、より沢山のアンデッドを生み出せるだろう。楽しみだ。

			


			　三六二〇年二月二七日

			　遂に死霊作成工房を手に入れた。いつ見てもダンジョンの機能は不思議だ。設定した場所に、一瞬で工房が出来上がるんだから。

			　ダンジョン機能で作ることができるアンデッドのリストが大幅に増えた。しかも、僕が死霊術で召喚するアンデッドのレパートリーもかなり増えていた。

			　でも、どっちで作るか迷うな。

			　ダンジョンの機能で生み出したアンデッドは体内に魔石があり、ダンジョンへの魔力還元率が高い。でも、能力はあまり高くないんだよね。

			　僕が魔術で生み出した眷属は、疑似魂魄が魔石の代わりになるから魔石が存在しない。リッチである僕が造るんだから、能力は素晴らしく高かった。でもダンジョンへの魔力還元率がかなり低い。それに怨念を核にするため、どうにも好戦的だ。

			　ダンジョン機能で生み出したアンデッドを死霊支配で支配した後に僕が改良すればいいんだけど、何百体もやるのは正直面倒だし。

			　うーん、半々ずつにしようかな。

			


			　三六二〇年九月一八日

			　最近、浮遊島の航路が安定したようだ。航路の操作もできるけど、魔力をかなり使うからな……。

			　いくつかの国に跨がっているけど、レイドスから離れ過ぎなければそれでいい。奴らに復讐するのが、僕の存在理由なのだから。

			


			　三六二一年四月一四日

			　ダンジョンの規模が大きくなったことで、ＧＰで入手できるものが大分増えた。特に大規模施設はどれも凄い。

			　ダンジョンをすっぽりと覆う結界や、怨念を魔力に変換する施設などがあった。どれも三〇万ＧＰも必要だから、しばらくは手に入らないだろう。

			


			　三六二一年七月一一日

			　ダンジョンの拡張が終了した。内部は全十階層。外部は浮遊島の表面から五〇メートルがダンジョンの影響の及ぶ範囲となる。

			　航空戦力を充実させれば、おいそれと上陸されることはないと思う。

			　これからは、アンデッドの作成や、罠の設置に力を入れるつもりだ。

			


			　三六二二年五月二〇日

			　今日は久々に特別な個体を作ってみた。ＧＰを一万もつぎ込んで生み出したのは、死霊喰らいというアンデッドだ。

			　なんと、アンデッドの癖に、アンデッドを食べて強くなるらしい。今はただのゾンビにしか見えないけど、どう成長するのか楽しみだ。

			　普段は迷宮を好きにうろつかせておくことにした。

			


			　三六二二年一〇月一〇日

			　今日は、久々に書くことが多そうだ。

			　なんと、僕がダンジョンマスターになってから初めて侵入者があった。最初はレイドス王国の手先かと思ったが、どうも違うらしい。

			　一人だけだったし、冒険者のようだ。死霊術師なんだけど、かなり高位の相手だった。僕でさえ召喚に苦労するグリフォン・スケルトンを従えていたし。

			　頑張って鳥や蝙蝠のアンデッドを配置したんだけどな。グリフォンの力業で突破されてしまった。

			　地上の森はちゃんと機能したけどね。幻影の罠を配置して、道に迷いやすくしてみたんだけど、上手く引っかかってくれた。

			　行く先々でアンデッドに遭遇して、大分消耗したみたいだ。

			　撤退するみたいだったから、上位のアンデッドに追撃させてみた。死霊喰らいも大分強くなったし、勝てるには勝てたんだけど……。最後は逃げられちゃったな。

			　残念だ。捕まえて、色々話を聞きたかった。場合によっては、配下にしても良かったんだけど。

			　それにしても、久々に笑った。こんなに笑ったのは、生まれて初めてかもしれない。

			「我が名はジャン・ドゥービー！　ふはははは、アンデッドの巣窟か！　我に相応しきダンジョンであるな！」だって。

			　馬鹿にしてる訳じゃないよ？　むしろリスペクト？　髑髏のアクセサリーと、ボロボロのローブ、そしてあの言動。あれこそ、真の死霊術師だよね。

			　それに対して僕はどうだろう。リッチの癖に僕とか言っちゃって。格好悪くないか？

			　なので、心機一転、今日からちょっと喋り方を意識してみようと思う。

			「吾輩は悪霊の王リッチである！　くかかかかかか！」とか、どうかな？　いや、どうであろうか？

			　うむ、良い感じであるな！　くかかかか。

			　まあ、慣れるまではちょっと時間がかかりそうだけど。

			


			　三六二三年一〇月二八日

			　遂にＧＰが三〇万溜まった。これで、怨念炉が設置できる。たまに浮遊島の周りにやってくる魔獣なんかを積極的に狩った甲斐があったな。

			　魔石は魔道具に使えるし、残しておこうかと思ったんだが……。ダンジョンに吸収させて一番ＧＰを貰えるのが魔石なのだ。

			　レッサー・ワイバーンの様な雑魚でも、ＧＰが二〇も貰える。結局、全てをダンジョンに吸収させることにした。

			　この施設は、周囲の怨念を吸収して。魔力に変換してくれるというものだ。吾輩と繋げることで、無尽蔵に魔力と怨念を吸収することができるだろう。

			


			　三六二四年四月一二日

			　怨念炉のおかげで、吾輩の力も日々増してきている。このまま順調に行けば、復讐に必要な力を得る日も近いだろう。

			　だが、少々の異変も起きている。自分でも理解できるほどに、吾輩の中の怨念が力を増してきているのだ。怨念変化の能力がある吾輩にとって、怨念の増大は力の増大でもあるが……。

			　憎しみや、恨みも増してきているように感じる。

			


			　三六二四年一一月三日

			　最近、記憶がない瞬間がある。怨念炉の影響か？

			


			　三六二五年八月七日

			　今日、面白いことに気付いた。死霊喰らいなのだが、いつの間にか子供の姿になっていた。

			　先日までは、一〇メートル近い巨人だったはずなのだが……。

			　無駄な部分をそぎ落とした結果なのだろう。随分と小さくなってしまったが、魔力は倍以上に高まっていた。

			　しかも、その姿はリッチになる前の吾輩の姿にそっくりだった。吾輩の魔力を流してやったからだろうか？　それとも、吾輩が造ったからか？　興味深い。

			


			　三六二六年二月二四日

			　週の内二日は記憶がない。ダンジョンの機能である映像記録を見たが、あれが吾輩か？　映像に映っていたのは、まさにリッチだった。

			　暴虐、冷酷、残忍、そんな言葉がよく似合う、悪霊の王がいた。

			　いつしか、吾輩はあの存在に飲み込まれるに違いない。

			　だが、それでいいのかもしれない。

			　復讐を遂げるには、甘さは不要だ。あの吾輩であれば、きっとレイドス王国への復讐を果たしてくれるだろう。より凄惨に、より残虐に。

			


			　三六二六年一〇月六日

			　記憶の欠落がいよいよまずい。日の半分は記憶がない。

			　だが、計画は順調だ。吾輩自身のレベルアップ、配下の充実。この戦力があれば、レイドス王国を落とせる。

			　全面戦争ではまだまだ分が悪いが、浮遊島による王都への奇襲と、王族の暗殺。そして、初戦で殺した人間どもを、アンデッド兵として取り込む。

			　いけるはずだ。決行は半年後。

			　我らの怨念の深さを、世界に思い知らせてやろう。

			


			　三六二七年三月二一日

			　半年ぶりに、意識が戻った。もう、主人格は完全に向こうだな。

			　ダンジョンは順調に強化されているようだし、構わんが。

			　しかし、これは神の導きなのだろうか？

			　久しぶりに目覚めた今日、また侵入者があったのだ。しかも、前回と同じ、ジャンと言う死霊術師だった。今回は、協力者もいるらしい。

			　協力者はリッチになる前の吾輩と同年代の可愛い女の子だった。でも、凄腕の剣士だ。

			　送られてくる映像から目が離せない。

			　いいな、あんな友達がいてくれたら……。生まれた時から奴隷だった吾輩には、友達がいた経験がない。だから、あの少女がより眩しく見えるのかもしれない。

			　あの子には死んでほしくないな……。無理な願いなのだろうか？

			　それにしても凄まじい勢いでダンジョンが攻略されていく。きっと準備も万端なのだろう。だとしたら、攻略されてしまうか？

			　そう考えると、不思議な気分だ。

			　復讐を遂げられなくなるかもしれないという焦燥と、この心を焼き焦がす怨念から解放されるかもしれないという期待。

			　吾輩は消えたいのだろうか？　消えたくないのだろうか？

			　分からない。

			　ただ、あの死霊術師と少女が、吾輩たちの運命なのだろう。さて、どうなるのだろうか……。

			　結末を自分で見届けられないのが残念だ。次に目覚めた時、どうなっているのか。それとも、もう目覚めずに済むのか。楽しみだ。

			


			　もしかして、この日記を読むのは、ジャン・ドゥービーと獣人の少女なのだろうか？

			　だとしたら一つだけ言いたい。

			


			


			　あなたたちが生き残って良かった。

		

	
		
			エピローグ

			　


			　翌日の早朝。俺たちはジャンの研究所を旅立とうとしていた。

			「じゃあ、いく」

			「うむ、気を付けて行くがよい」

			『でも、色々任せちまっていいのか？』

			「構わん。これは我の仕事であろうよ」

			　ジャンは大分回復したな。ベルナルドに肩を貸してもらっているけど、歩けるようになっている。

			　事後処理は全てジャンにお任せだ。ギルドや国への報告や、日記をしかるべき場所に持ち込むこと。さらには落下した浮遊島の浄化等々。

			　聞いただけでも面倒事でしかないそれらを、ジャンが全て引き受けてくれたのだ。旅をしている俺たちと違って、自分には時間があるからと。

			　それに、低ランクのフランがダンジョンを攻略したと申し出ても信じてもらえない可能性が高かった。むしろ、絶対に信じてもらえない。ましてやリッチが出現しただの、レイドス帝国の陰謀がどうしただのと言ったところで、嘘つき扱いになることは目に見えている。

			　だったらジャンに頼んでしまった方が、結局のところは時間がかからずに済むと言うものだろう。決して、面倒だからジャンに丸投げしてしまえ！　とか思ってないのだ。

			　まあ、有り難いからぜひお願いしてしまったが。

			　せめて俺が収納した岩塊はこっちで処理することにした。ジャン曰く、火山などの他の属性値が強い場所に捨てれば、死霊属性が打ち消されるから問題ないそうだ。あとは海の底とか、大峡谷とかな。海ならこの後行く予定だし、ちょうどいい。

			「ではさらばだ」

			「ん。またね」

			「オン！」

			『元気でな！』

			「おげんきデ！」

			　柔らかい朝日に照らされながら、骸骨に見送られて旅立つとか……。カオスだな。

			　数日前の俺なら、アンデッドなんて見たら殲滅って思ってたのに。今やどこか親近感すら覚えてしまう。まあ、夜に見るとビクッとするけどね。

			「ばいばい」

			　フランがウルシに飛び乗る。ポーション類もいくつか譲ってもらい、準備は万端だ。

			　フランが軽く首筋を叩くと、ウルシが一声鳴いて駆け出す。

			「また、来い！　歓迎するぞ！」

			　あっと言う間に研究所が遠ざかる。アレッサを旅立つ時にも思ったが、気持ちよく旅立てるのは嬉しい。それだけいい出会いがあったってことだと思うのだ。

			『いい奴らだったな』

			「ん。また会いたい」

			　フランも俺の言葉に大きく頷く。その顔はどこか寂しげだ。

			『そのうち、会いに来ようぜ』

			「オオン！」

			　ウルシが嬉しげに吠え、スキップする様に跳ねる。ウルシもいつの間にかジャンに懐いたな。餌付けされただけかもしれんが。

			　実は俺も、あの強烈なキャラクターとお別れかと思うと、ちょっと寂しいと言うか、物足りない気分なのは内緒だ。

			　俺たちはいつの間にか全員、あの死霊術師を好きになってしまったらしい。真に遺憾ではあるが。

			　まあ、なんとなく人を引き付けるものはあったかもしれない。

			　あのリッチでさえ、一目見て憧れを抱くくらいだからな。

			　人格が邪悪に変わっても、その喋り方は変わらなかった程だし、余程深い影響を受けたんだろう。

			　俺はフランの背中で考える。

			　最後戦ったあのリッチは、本当にリッチだったのだろうか？　いや、リッチはリッチなんだけどさ。俺たちと最後に戦った時、日記を書いていた人格は眠ったままだったのかな？

			　怨念炉という施設が原因で、リッチは怨念を吸収し過ぎてしまい、残忍な人格に心を蝕まれていった。じゃあ、怨念炉を破壊したら？　怨念炉を破壊されてブチギレた時は、邪悪リッチだっただろう。じゃあ、その後はどうだったのだろうか。

			　リッチが本当に本気だったら、俺たちは無事で済まなかったんじゃないか？　手加減されてはいなかったか？　まあ、考えたって、今更答えが出ることでもないんだが。

			「師匠？」

			　黙ってしまった俺を、フランが不思議そうに見つめている。うん、キョトンとした表情も可愛いな。何せ、一目見ただけでリッチさえも魅了した可愛さだからな。

			　もし、最後の最後で、意識を取り戻して、人として消滅できたのなら……。

			『あのリッチ、最期はどっちだったのかな……』

			「？」

			『いや、あのリッチもステファンも、ちゃんと成仏して良かったな』

			「ん」

			　彼の願い通り、フランとジャンは死ななかった。人としての、彼の願い通りに──。

			　俺はふと思う。俺が消滅する時、俺は何を願うんだろう。

			　その願いは人としての願いなのか？　それとも剣としての願いなのか？

			　いや、考えるまでもないな。俺はフランの剣だ。ならば、その願いは剣としての願いでなくてはならない。フランの幸福を願うのは、人に任せればいい。

			　きっと俺が願うのは、フランの力になり続けたい。フランの剣として戦いたいと言うことだ。

			　まあ、本当にそう願えるかは、その時になってみないと分からないけどね。

			　ただ、そう願えるようになりたいとは思っている。それが、今の俺の願いだ。

			　


			　

			　


		

	
		
			あとがき

			　


			　こんにちは、棚架ユウと申します。

			　初めましての方も、ネット連載時からお付き合いいただいている方も、この本を手に取ってくださりありがとうございます。

			　なんとか年内に２巻をお届けすることが出来ました。

			　今回は１巻よりも加筆修正やシステム面での変更が多く、ネット版とはまた違った雰囲気を楽しんでいただけるのではないかと思います。

			　最後はやはり感謝の言葉を。

			　２巻でも引き続きお付き合いくださったマイクロマガジン社様と編集のＩさん。たくさんのアイディアを出してくださり、感謝しております。

			　今回も素晴らしいイラストを描いてくださったるろお様。２巻も表紙が最高です。

			　キツイ時期に支えてくれた家族と、地元の友人たち。

			　こんな私を応援してくれた職場の同僚たちと、出版に係わって下さっている全ての皆様。

			　そして、読んで下さった全ての読者様方。

			　感謝しかございません。

			　また３巻でお会い出来れば幸いです。

			　最後まで読んでくださりありがとうございました。

		

	



			ＧＣノベルズ

			転生したら剣でした　２

			



			著者　棚たな架かユウ

			イラスト　るろお

			装丁　横尾清隆

			発行　株式会社マイクロマガジン社



			〒１０４-００４１　東京都中央区新富１-３-７ヨドコウビル


			　編集部　ＴＥＬ ０３-３５５１-９５６３／ＦＡＸ ０３-３２９７-０１８０

			　販売部　ＴＥＬ ０３-３２０６-１６４１／ＦＡＸ ０３-３５５１-１２０８

			　ＵＲＬ　http://micromagazine.net/



			


			著作権　©2016 Tanaka Yuu

			


			当ファイルは、ＧＣノベルズ『転生したら剣でした　２』（２０１６年12月28日　初版発行）に基づいて作成しております。




			本書に関するアンケートにご協力ください。

			ご協力いただいた方全員に、書き下ろし特典をプレゼント！

			ＵＲＬ　http://micromagazine.net/me/

			※一部対応していない機種もありますが、スマートフォンにも対応しています。

			※サイトへのアクセス、登録・メール送信時の際にかかる通信費はご負担ください。

			


			本書は小説投稿サイト「小説家になろう」(http://syosetu.com/)に掲載されていたものを、加筆の上書籍化したものです。

			この物語はフィクションであり、実在の人物、団体、地名などとは一切関係ありません。

			


			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。本作品の内容を無断で改変、改ざん等行うことも禁止します。また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

		

	

















OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
GC NOVELS

)
AR
L &

.
LN

W

% ¢ g
OO B o0
ry by Yuu Tanaka, Illustration by Llo

“I became the sword by transmigrating” Story b,





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		第一章　バカはどこにでも湧く


		第二章　ランクＡの実力


		第三章　黒き魔狼、其の名はウルシ


		第四章　人は外見で判断しちゃいけません


		第五章　浮遊島での激闘


		第六章　死霊の王


		エピローグ


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
N x,vw N[
(

"0
s
=
=
i
&
- -
=
wn
s
=
-
~—
>
2
=
5
2
)]
<@
=
-
5
=
=
<
™
5
=

e
=
=i
2z
2
-
=]
=
@
=]
2]
w
=
=
=
&)
=
<
£
(<l
=
=
~
>3
=
-
)
=]
2
)






OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000.jpg
INER

=Ry

Yuu Tanaka
BERHEEEREE,
BEREHATEREEROTVET,
FELEESLTHHFLRMKEICEHLTLENBG
MISEEEVD T,

AR BE BUWED D,
FEDWHENRN G BELEEADTEH,

FEZL

558

Llo

BrE0nT, BEEEIRLL.
(D LDIZRSD)






OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
CONTENTS

F—=

ININFETIZTEIEL
3

FE

SvIADFEH

46

£=E

HEXER, Hofidoy
103

EME
NS R CHIBTL B0 ERA
185

FHE

TR TOWE

259

ERE

yEmOL

327

Iru—4

401

DM

406

“I became the sword by transmigrating™
Volume 2
Story by Yuu Tanaka, Illustration by Llo





